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調査の概要 
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１．調査目的 

川越市障害者支援計画の見直しを行い、次期計画を策定するにあたり、市民アンケート調査を

行い、その分析データを活用することにより、障害者の生活上の課題・住民ニーズを明らかにす

るものです。 

 

２．調査対象 

調査名称 対象者 

１．身体障害者調査 身体障害者手帳所持者から 1,536人を無作為抽出 

２．知的障害者調査 療育手帳所持者から 545人を無作為抽出 

３．精神障害者調査 精神障害者保健福祉手帳所持者から 562人を無作為抽出 

４．難病患者調査 難病患者見舞金受給者から 407人を無作為抽出 

５．施設入所者調査 施設入所者全員 136人 

６．特別支援学校高等部３年生調査 特別支援学校高等部３年生全員 53人  

７．グループホーム入居者調査 グループホーム入居者全員 85人 

８．高次脳機能障害者調査 精神障害者保健福祉手帳所持者から該当者 21人を抽出 

９．発達障害者調査 精神障害者保健福祉手帳所持者から該当者 166人を抽出 

 

３．調査時期 

令和元年 ９月～10月 

 

４．調査方法 

郵送配布・郵送回収（施設、学校、グループホームは直接回収含む） 

 

５．回収状況 

調査区分 対象者数 回収数 回収率 有効回収数※ 有効回収率 

１．身体障害者調査 1,536 796 51.8% 790 51.4% 

２．知的障害者調査 545 242 44.4% 239 43.9% 

３．精神障害者調査 562 236 42.0% 236 42.0% 

４．難病患者調査 407 183 45.0% 182 44.7% 

５．施設入所者調査 136 126 92.6% 122 89.7% 

６．特別支援学校高等部３年生調査 53 29 54.7% 25 47.2% 

７．グループホーム入居者調査 85 84 98.8% 84 98.8% 

８．高次脳機能障害者調査 21 7 33.3% 7 33.3% 

９．発達障害者調査 166 67 40.4% 67 40.4% 

合計 3,511 1,770 50.4% 1,752 49.9% 

 

※有効回収数とは、回収された調査票のうち、ひとつでも回答のあった調査票の数をいう。 
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６．調査項目 

・基本的な属性 

・障害の状況 

・介助・援助の状況 

・健康状態や医療 

・外出や余暇の過ごし方 

・日中の過ごし方 

・幼稚園・保育園・学校のことなど 

・雇用・就労 

・将来の希望等 

・相談・情報入手 

・福祉サービス 

・災害対策 

・差別・疎外感 

・成年後見制度 

・行政への要望等 

・施設への入所 ※施設入所者調査のみ 

・施設での生活 ※施設入所者調査のみ 

・学校卒業後 ※特別支援学校高等部３年生調査のみ 

 

 

７．この報告書における調査結果の見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・調査結果の数値は、回答率(％)で表示している。回答率(％)の母数は、その質問項目に該当

する回答者の総数であり、その数は n= で示している。 

・回答率(％)については、小数点第 2 位を四捨五入し、小数点第 1 位までを表示している。

このため、その合計数値は必ずしも 100％とはならない場合がある。 

・回答には、単一回答(○は 1 つ)と複数回答(○は複数)の 2 種類がある。複数回答の場合、

その回答率(％)の合計は 100％を超える場合がある。 

・図表の問のタイトル及び回答の選択肢は、簡略化して表現している場合がある。正式な問の

タイトル及び回答の選択肢は、調査票を参照されたい。 

・回答者数が少ない結果については、表のみ掲載としている。 



 

－ 4 － 

 

 

 

 

 

 



 

－ 5 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まとめと考察 
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まとめと考察 

 

１．障害の状況（介助・援助の状況含む） 
 

【まとめ】 

《現在の生活で困っていることや悩んでいること》 

〇現在の生活で困っていることが「特にない」との回答は、身体障害者と知的障害者で 3 割

を超えて最も多くなっています。 

〇外出時の困難さに関する回答である「外出がしにくい」が全ての種別で上位を占めており、

また、「公共の乗り物の利用が難しい」についても、身体障害者と知的障害者で２位、難病

患者で４位となっています。 

〇知的障害者と発達障害者は「周りの人の理解が少ない」が１位、精神障害者と難病患者は、

「生活費が足りない」、「医療費が多くかかる」など経済的な項目が多くなっています。 

 

《介助・援助を受けている相手》 

〇「介助・援助を受けていない」が最も多いのは、身体障害者、精神障害者、難病患者で、特

に難病患者は 5割を超えています。また、身体障害者と難病患者では「配偶者」から介助・

援助を受けている割合が 2割を超えて 2位となっています。 

〇比較的若い世代が多い知的障害者、特別支援学校高等部 3 年生、発達障害者では「親」が

１位となっていますが、40 代から 60 代までの回答者が 64.8％を占めている精神障害者で

も「親」は 3 割を超えて 2 位となっており、介助をしている高齢の親の存在がうかがえま

す。 

 

《介助・援助を受けている場面》 

〇「どのようなときに介助・援助を受けているか」との設問に対して、「外出をするとき」、

「通院をするとき」、「簡単な買い物をするとき」など、移動を伴う場面についての回答が、

全ての障害の種別で多くなっています。 

また、知的障害者、精神障害者、高次脳機能障害者、発達障害者では、「お金の管理をする

とき」も上位の回答となっています。 

 

【考察／検討課題】 

■現在の生活で困っていることや悩んでいることについて、外出時の困難を抱え、移動を伴

う場面に介助・援助を受けていると回答した方が全ての障害の種別で多くなっていること

から、外出しやすい環境整備が望まれます。 

 

■障害の特性及び障害のある人について、周囲の理解を深めていくための周知啓発が必要で

す。 

 

■特に精神障害者において、介助をしている高齢の親の存在がうかがえ、親亡き後の支援が

望まれます。 
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２．健康状態や医療 
 

【まとめ】 

《健康管理や医療について困ったり不便に思うこと》 

〇身体障害者と知的障害者及びグループホーム入居者では、「特にない」が 5 割前後に達し、

他の種別よりも多くなっています。 

〇「特にない」を除くと、「専門的な治療を行っている医療機関が身近にない」が全ての種別

で、回答の 1 位又は 2 位にあげられています。また、精神障害者、難病患者、発達障害者

では「医療費の負担が大きい」が 2 割を超え、他の種別よりも多くなっています。特に発

達障害者は 29.9％で、前回平成 28年度調査での 12.2％から 2倍以上となっています。 

 

《医療的ケア》 

〇「受けていない」、「無回答」を合わせた割合は全ての障害種別で 80％台半ば以上となって

いますが、身体障害者手帳に記載されている障害別や手帳の等級別に細かくみると、「音声・

言語・そしゃく機能障害」、「肢体不自由（脳原性）」の身体障害者では 70％台に低下し、医

療的ケアを受けている割合が高くなっています。 

〇医療的ケアの実施者は、身体障害者、知的障害者、難病患者では「家族」が１位となってい

ることから、家族の負担が大きいものと推察されます。 

 

【考察／検討課題】 

■専門的な治療が可能な医療機関や、健康に関する問い合わせ窓口などの情報提供が求めら

れます。 

 

■障害のある人に対する医療行為を行う家族の負担軽減を検討することが望まれます。 

 

３．外出や余暇の過ごし方 
 

【まとめ】 

《外出の際に困っていること》 

〇「道路や建物・駅に段差が多い」「歩道が整備されていない」、「障害者用トイレが少ない」、

「障害者用の駐車スペースが少ない」などのハード面の問題と、「周囲の視線が気になる」、

「困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない」などソフト面の問題とに大別する

と、身体障害者と難病患者は前者への回答が多く、知的障害者、精神障害者、発達障害者

は後者の回答が多くなっています。 

また、現在の生活で困っていることとして「生活費が足りない」、「医療費が多くかかる」

などの回答が多かった精神障害者と難病患者は、ここでも「外出するとお金がかかる」を

上位にあげています。 

〇障害者用のトイレや駐車スペースについては、障害のない人が使用していることにより障

害のある人が必要な時に利用できないといった意見が見られます。 

 

《普段の生活の中でほしいと思う活動》 

〇全ての種別で「旅行に出かける」が 1位又は 2位を占めているほか、「友人・知人と会って

交流を深める」、「スポーツをする」、「地域の行事や活動に参加する」など、人との交流を

伴ったり、目的としたりする活動への回答が多くなっています。 

また、知的障害者、精神障害者、難病患者、発達障害者では「教養・資格取得に関する学習

をする」も多く、特に発達障害者では 4割を超えています。 
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《生涯学習活動や余暇活動をするために必要な条件》 

〇発達障害者を除く全ての種別で、希望する活動を行うための条件の 1 位と 2 位を「活動す

る場所が近くにあること」、「費用を心配しなくてよいこと」の 2 つが占めています。発達

障害者でも「費用を心配しなくてよいこと」が 1位、「活動する場所が近くにあること」が

3位であり、手軽に参加できる活動への要望は非常に強いといえます。 

特に精神障害者の「費用を心配しなくてよいこと」は 6 割近くに達し、経済面での負担軽

減に関する要望が他の種別よりも強いといえます。また、身体障害者、精神障害者、難病

患者では、共通して 4 位に「一緒に行く仲間がいること」があげられており、人のつなが

りを重視していることが読み取れます。 

 

【考察／検討課題】 

■道路、建物、駅、歩道などハード面のバリアフリー化については、整備等に合わせて着実

に推進していくことが求められます。 

 

■「周囲の視線が気になる」、「困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない」などソ

フト面の課題も挙げられており、様々な心身の特性や考え方をもつ人々が、相互に理解を

深めようとコミュニケーションを取り、支え合う「心のバリアフリー」の普及啓発が望ま

れます。 

 

■一方で、あらかじめ、障害の有無、年齢、性別、出身の国や地域等にかかわらず多様な人々

が利用しやすいよう、都市や生活環境を計画するユニバーサルデザインの考え方について

も、普及啓発を図っていくことが求められます。 

 

■障害者用のトイレや駐車スペースを、障害のある人が必要な時に利用できるよう、周知啓

発を図っていく必要があります。 

 

■教養や資格取得の学習機会を求めている人のための環境整備や、費用面などに配慮した手

軽に参加できる活動の情報提供などが望まれます。 

 

４．幼稚園・保育園・学校 
 

【まとめ】 

《学校で勉強する場合に希望する学習形態》 

〇幼稚園や保育園、学校などに通っている人が、学校で勉強する場合に希望する学習形態に

ついて、「障害のある仲間のクラスで勉強しながら、障害のない仲間とも勉強したい」が 5

割を超え最も多いのは知的障害者、「障害のあるなしにかかわらず、一緒のクラスで勉強し

たい」が 6 割前後と最も多いのが難病患者と発達障害者、学習形態の希望が分散している

のが身体障害者と精神障害者で、障害の種別により明確な特徴が表れています。 

 

《学校教育修了後の希望》 

〇幼稚園や保育園、学校などに通っている人の、学校教育修了後の希望については、全体と

して「就労したい」との回答は 3 割から 6 割台で多くなっていますが、精神障害者と難病

患者ではそれ以上に、更に上の学校に進学したいとの希望が強くなっています。 

〇知的障害者では「職業訓練校に通いたい」との回答も 3 割を超えて多く、就労に向けた希

望が多くなっています。 
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【考察／検討課題】 

■学習形態において、障害のある人と障害のない人が同じ教室で学習できる環境など、希望

する学習形態で学ぶことができる環境づくりが望まれます。 

 

■学校教育修了後に希望する進路へ進めるよう、環境の整備や企業、学校や周囲の理解とサ

ポートが求められます。 

 

５．雇用・就労 
 

【まとめ】 

《就労状況・就労意向》 

〇収入を伴う仕事をしている人のうち、「会社員・公務員・団体職員」など正社員の割合が多

いのは身体障害者と難病患者で、それぞれ 40.9％、39.7％となっています。 

〇前回平成 28 年度調査結果と比較すると、「会社員・公務員・団体職員」の割合は、身体障

害者、知的障害者、精神障害者で多くなっており、正社員化の進展がうかがえます。 

 

《１年間の収入の額》 

〇全ての種別で「年収 100 万円未満」が最も多くなっていますが、特に知的障害者、精神障

害者、発達障害者でその割合は 4 割から 5 割近くとなっており、経済的に厳しい状況に置

かれていることがうかがえます。 

また、難病患者も「年収 100万円未満」との回答は 3割を超えていますが、年収が 200万

円以上の回答の合計も 32.3％と他の種別と違いがみられています。 

 

《生活を支える収入》 

〇全ての種別で「年金」や「障害年金」が 1位又は 2位を（身体障害者では 1位と 2位を）

占めています。難病患者は正社員の割合が 4 割と多く、年収でも他の種別よりも高い割合

が多いことから、年金の占める割合は他の種別よりも少なく、4割を下回っています。 

 

【考察／検討課題】 

■働くことが難しい障害のある人に、今後の生活などの相談窓口の整備が求められます。 

 

■障害のある人にとって働きやすい環境整備がされるよう、企業等の理解・サポートが求め

られます。 

 

６．将来の希望 
 

【まとめ】 

《将来の生活に不安なこと》 

〇全ての種別で「病気になること」、「家族がいなくなること」が 3 位以内の上位を占め、知

的障害者を除くと、「更に障害が重くなること」も多くなっています。 

〇知的障害者、精神障害者、発達障害者では「家族がいなくなること」の回答が 7 割を超え

ており、親亡き後への不安が特に高いといえます。 
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【考察／検討課題】 

■将来、障害のある人の家族がいなくなり、本人ひとりになった場合の生活など、親亡き後

を受け止める体制の整備が求められます。 

 

７．相談・情報入手 
 

【まとめ】 

《相談状況・相談意向》 

〇悩みや困ったことなどの相談先としては、全ての種別で「家族等の同居人」が 6 割から 7

割台で最も多くなっています。2位以下では「病院・医師・看護師等」、「友人・知人・近所

の人」などの回答が多いですが、知的障害者では「施設や作業所の職員」が 2 位で、日常

生活の過ごし方が反映された結果となっています。 

〇「相談したいが、できない」は発達障害者以外では 10％未満ですが、発達障害者は 13.4％

とやや多くなっています。 

 

《相談したいができない理由》 

〇身体障害者では「相談することにためらいがある」（42.4％）が最も多いですが、2位であ

る「どこ（誰）に相談していいかわからない」（39.4％）は、知的障害者（47.1％）、精神障

害者（52.6％）、難病患者（55.6％）で最も多くなっており、相談窓口に関する情報提供が

更に必要であることがうかがえます。 

また、発達障害者では、「相談しても満足のいく回答がもらえない」と 9人中 8人が回答し

ており、相談対応について、点検・見直しの必要性が示されています。 

 

《情報入手・コミュニケーションで困ること》 

〇困ることとして共通して上位にあるのは「どこに何を相談したらよいかわからない」です

が、身体障害者でも視覚障害では「案内表示が分かりにくい」、聴覚障害では「難しい言葉

や早口で話されるとわかりにくい」が多く、知的障害者、精神障害者、発達障害者では「話

をうまく組み立てられない、うまく質問できない」が多いなど様々となっており、障害の

種類によりきめ細かな対応が必要であることが示唆されています。 

 

【考察／検討課題】 

■相談窓口でどのような相談ができるのか、どこに相談窓口があるのかなどを周知する必要

があります。 

 

■総合的な相談窓口の設置、相談者の相談内容や障害の特性に応じて適切な対応ができる相

談員などの配置により、相談者に対するきめ細かい対応が必要です。 

 

■障害のある人が、ためらうことなく相談できる体制や窓口に関する積極的な情報提供が求

められます。 

 

■サービス内容の紹介や利用手続き、新しい制度の説明などについて、障害のある人の特性

に応じた媒体を活用し、情報提供を引き続き充実させていく必要があります。 
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８．福祉サービス 
 

【まとめ】 

《福祉サービスの利用状況と今後の利用意向》 

〇障害福祉サービスについて、「現在利用している」割合は総じて 10％未満ですが、身体障害

者と難病患者の「補装具費の支給」、知的障害者の「計画相談支援」、精神障害者の「自立支

援医療（更生・育成・精神通院）」は他と比較して多くなっています。 

〇「今後利用したい」割合は現在の利用割合よりも全体的に伸びており、10％台から 20％台

が中心となっています。中でも「施設入所支援」（知的）、「共同生活援助（グループホーム）」

（知的）、「基本相談支援」（知的・精神）は 20ポイント前後の伸びとなっています。 

 

《福祉サービスに関する情報入手経路》 

〇福祉サービスに関する情報の入手経路としては、身体障害者（57.2％）、知的障害者（44.8％）、

精神障害者（42.4％）、難病患者（63.7％）では、「市・県の広報」が最も多くなっていま

す。また、知的障害者では「家族や知人の話」（37.7％）、精神障害者では「医療機関」（34.7％）

も次いで多くなっています。 

〇発達障害者では、「パソコンやスマートフォン、携帯電話」（43.3％）が最も多く、次いで

「市・県の広報」、「医療機関」がいずれも 41.8％となっています。 

〇高次脳機能障害者では全体の 7人中、「市・県の広報」、「医療機関」、「障害者の施設や団体

等の機関紙やパンフレット」がいずれも 3人となっています。 

 

《福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面》 

〇難しいと感じる場面については全ての種別で「必要な手続きが多く手間がかかる」が突出

して多く、手続きの簡素化を求める強い要望がうかがえます。 

 

《福祉の手続きを行っている方》 

〇手続きを行っている方は「自分」、「父・母」とに大別され、「自分」は身体障害者、精神障

害者、難病患者、「父・母」は知的障害者、特別支援学校高等部 3年生、高次脳機能障害者、

発達障害者で多くなっています。 

 

【考察／検討課題】 

■ＩＣＴの活用などにより、福祉サービスの手続きを簡素化することや、情報を利用しやす

く、わかりやすいものに整えることが望まれます。 

 

■福祉の手続きが難しいと感じている方へのサポート体制を整えることが求められます。 

 

９．災害対策 
 

【まとめ】 

《災害時の避難ができるか》 

〇障害の種類や等級等まで細かく分けてみると、「1人でできる」は内部障害（55.3％）、精神

障害者 2 級（40.7％）及び 3 級（53.6％）、難病患者（60.4％）、発達障害者（40.3％）な

どが 4割を超えて多くなっています。「支援者がいるのでできる」は知的障害者（療育手帳）

Ａ（41.8％）、精神障害者 1 級（42.9％）が 4 割を超えています。「できない」は平衡機能

障害（54.5％）、知的障害者（療育手帳）Ⓐ（45.9％）が 4割を超えています。 
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〇災害時の避難についての状況は、障害の種類や等級により異なることを踏まえた対応が求

められる結果となっています。 

 

《災害時に必要とする支援》 

〇災害時にあるとよいと思う支援・援助として、「必要な投薬や治療が受けられる」は、身体

障害者、精神障害者、難病患者、高次脳機能障害者、発達障害者でそれぞれ最も多く、精神

障害者と難病患者では 6割、発達障害者では 5割を超えています。 

〇「避難所の設備（トイレ等）を充実させる」も全ての種別で上位にあげられています。 

〇知的障害者では避難所にたどり着く前の段階である「救助や避難時に声かけをしてくれる」、

「避難するのを手助けしてくれる」が 1位、2位を占めており、他の種別とニーズを異にし

ています。 

 

【考察／検討課題】 

■災害時の避難が困難と思われる方への対応策を検討する必要があります。 

 

■災害時に支援を受けたい方に、避難行動要支援者名簿の登録を促すよう周知が求められま

す。同時に、支援する側に声かけなどの意識づけが求められます。 

 

■１人１人の障害特性が異なることを踏まえ、災害時の対応を検討する必要があります。 

 

■避難所において、必要な投薬の確保や治療を受けられるなどの環境整備の検討の必要があ

ります。 

 

10．差別・疎外感 
 

【まとめ】 

《差別・疎外感を感じること、その場面》 

〇障害があることによる差別や疎外感を「たまに感じる」、「いつも感じる」を合わせた『差

別を感じる』と回答した人の割合が 5 割を超えているのは、知的障害者、精神障害者、特

別支援学校高等部 3 年生、発達障害者であり、前回平成 28 年度調査結果とほぼ同じ値で

す。 

〇「ほとんど感じることはない」との回答の割合は、身体障害者では 7.2 ポイント、知的障

害者では 1.3ポイント、精神障害者では 1.7ポイント、難病患者では 5.0ポイント、発達

障害者では 2.0 ポイントそれぞれ前回調査よりも減少しており、共生社会づくりの観点か

ら懸念される状況にあります。 

 

《障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮があって助かったこと、あると良い

合理的配慮》 

（自由記述の主な意見から読み取れること） 

〇声かけされること、また、かけた声に返事が返ってくることは多くの人が望んでいる一方

で、時には声をかけないことも配慮となる場合があります。 

〇バスやタクシーといった公共交通機関の利用などの移動に関する意見が多くみられます。

声かけやさりげない配慮等に対する感謝もある一方で、席を譲る、目的地まで付き添う等

配慮を求める場面も多くあります。 

〇障害の程度等は人により違うため、障害や病名で行動を制限するのではなく、個人の特性

に合わせて仕事や学業に就くことができるような環境づくりが望まれています。 
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〇ユニバーサルトイレ等を設置するといったハード面の整備だけでなく、利用しやすい工夫

をするといった心のバリアフリーの意識が求められています。 

 

【考察／検討課題】 

■障害特性及び障害のある人についての理解を深めるため、周知啓発が求められます。 

 

■個人の特性に合わせて仕事や学業に就くことができるような環境づくりが望まれます。 

 

■ハード面のバリアフリーだけではなく、サービス等を利用しやすい工夫、調整をするとい

った心のバリアフリーの意識が求められます。 

 

11．成年後見制度 
 

【まとめ】 

《成年後見制度の認知度と利用意向》 

〇成年後見制度を「利用したことがある（または、現在利用している）」、「知っているが利用

したことはない」、「聞いたことはあるが詳しくはわからない」を合わせても回答の割合は

6割前後にとどまっています。 

また、制度の活用について「今は必要ないが、将来必要になったら活用したい」との回答

は、最も多い発達障害者が 46.3％で、その他の種別では 2割から 3割台、「わからない」が

身体障害者、知的障害者、精神障害者、難病患者、発達障害者で 3 割から 4 割近くとなっ

ています。 

〇知的障害者、精神障害者、高次脳機能障害者、発達障害者では、特に「お金の管理をすると

き」に介助を受けるとの回答が多く、また介助は「親」に頼っている割合が高くなってい

ます。 

〇選択肢は各種調査票にて一部異なりますが、平成 28年度調査と比較すると、高次脳機能障

害者を除く全ての種別で「今は必要ないが、将来必要となったら活用したい」の割合は減

少しています。しかし、同時に「活用したいとは思わない」も減少しています。この結果は

利用意欲が後退したと考えるよりも、今回の調査で新たに「わからない」の選択肢を設け

たことの影響と考えることが妥当と思われます。 

 

【考察／検討課題】 

■特に「お金の管理」をするときに介助を必要としている割合が多い知的障害者、精神障害

者、高次脳機能障害者、発達障害者の種別の人を中心に制度を理解し、利用の促進につな

がるよう周知する必要があります。 

 

■障害のある人の親亡き後を見据え、成年後見制度の内容を十分理解した上で制度の利用に

ついて判断いただくため、本制度についての周知をさらに進めることが求められます。 
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問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方は、「本人が記入」が 62.0％と最も高く、次いで「本人に聞いて、家

族や介助者が代わりに記入」が 15.8％、「本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入」が

13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《あなた（宛名の方）の性別・年齢などについておききします》 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 53.3％、「女性」が 45.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの年齢（９月１日現在）を記入してください。 

年齢については、「70歳代」が 35.6％と最も高く、次いで「80歳以上」が 26.8％、「60歳

代」が 17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

62.0% 15.8% 13.0% 9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が記入(n=490)

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入(n=125)

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入(n=103)

無回答(n=72)

n=790

53.3% 45.3%

0.0%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=421) 女性(n=358) その他(n=0) 無回答(n=11)

n=790

1.5%

1.1%

1.1%

1.6%

3.9%

8.7%

17.8%

35.6%

26.8%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=12)

10歳代(n=9)

20歳代(n=9)

30歳代(n=13)

40歳代(n=31)

50歳代(n=69)

60歳代(n=141)

70歳代(n=281)

80歳以上(n=212)

無回答(n=13)

n=790
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問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 77.3％と最も高く、次いで

「民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート」が 9.0％、「福祉施設」が 4.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（○はいくつでも） 

同居家族については、「配偶者（夫または妻）」が 52.3％と最も高く、次いで「子ども(子ど

もの配偶者も含む)」が 32.9％、「自分一人だけで暮らしている」が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本人また
は家族の
持ち家
(n=611)

民間の賃
貸住宅・
借家・借

間・アパー
ト(n=71)

県営・市
営住宅、
公社・公
団の賃貸

住宅
(n=28)

障害者グ
ループ
ホーム
(n=3)

福祉施設
(n=33)

病院
(n=17)

その他
(n=12)

無回答
(n=15)

77.3% 9.0% 3.5% 0.4% 4.2% 2.2% 1.5% 1.9%

n=790

自

分
一

人

だ
け

で

暮
ら

し
て

い

る

配

偶
者

（
夫
ま

た
は

妻

）

子

ど

も

(

子

ど
も

の

配
偶

者
も

含

む

)

父

、
母

祖
父

、
祖
母

兄
弟

、
姉
妹

そ

の
他

の

親
せ

き

そ

の

他

無

回

答

n

TOTAL 790 18.0% 52.3% 32.9% 9.9% 0.3% 5.6% 0.8% 5.7% 2.5%

10歳未満 12 8.3% 16.7% 8.3% 58.3% 8.3% 33.3% 0.0% 8.3% 8.3%

10代 9 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 9 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 77.8% 0.0% 0.0% 0.0%

30代 13 15.4% 38.5% 30.8% 46.2% 0.0% 15.4% 7.7% 7.7% 0.0%

40代 31 6.5% 41.9% 32.3% 41.9% 0.0% 9.7% 0.0% 3.2% 3.2%

50代 69 23.2% 43.5% 27.5% 30.4% 0.0% 8.7% 0.0% 4.3% 1.4%

60代 141 18.4% 66.0% 34.0% 7.8% 0.7% 3.5% 1.4% 2.8% 2.1%

70代 281 16.7% 65.1% 32.7% 0.0% 0.0% 1.8% 0.4% 5.0% 1.1%

80歳以上 212 21.7% 40.6% 40.1% 0.5% 0.0% 1.4% 0.9% 9.9% 1.9%

無回答 13 15.4% 7.7% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 53.8%

問3年齢

(10歳刻み)

18.0%

52.3%

32.9%

9.9%

0.3%
5.6%

0.8%
5.7%

2.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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《障害の状況についておききします》 
 

問６ 「身体障害者手帳」に記載された障害の程度（等級）をお答えください。（○は１つ） 

「身体障害者手帳」に記載された障害の程度は、「１級」が 33.2％と最も高く、次いで「４

級」が 21.5％、「２級」、「３級」がそれぞれ 16.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 身体障害者手帳に記載されている障害は次のどれですか。（○はいくつでも） 

身体障害者手帳に記載されている障害は、「肢体不自由（上肢、下肢、体幹）」が 40.4％と

最も高く、次いで「内部障害（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、免疫、肝臓機能

障害）」が 33.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.3%

10.0%

1.4%

2.8%

40.4%

4.4%

33.2%

7.5%

2.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

視覚障害(n=58)

聴覚障害(n=79)

平衡機能障害(n=11)

音声機能・言語機能・そしゃく機能障害(n=22)

肢体不自由（上肢、下肢、体幹）(n=319)

肢体不自由（脳原性運動機能障害）(n=35)

内部障害（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、小腸、免

疫、肝臓機能障害）(n=262)

その他(n=59)

無回答(n=22)
n=790

33.2% 16.2% 16.2% 21.5% 5.4% 4.6% 2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級(n=262) ２級(n=128) ３級(n=128) ４級(n=170)

５級(n=43) ６級(n=36) 無回答(n=23)

n=790
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問８ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

「国または埼玉県が指定する特定疾病等（難病等）を患っている」が 14.4％、「療育手帳を

持っている」が 5.7％となっています。 

また、「上記にあてはまるものはない」は 63.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認

定を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 8.7％となっています。また、区分とし

ては「区分１」、「区分５」がそれぞれ 14.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

55.2% 8.7% 25.2% 10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない(n=436) ある(n=69) わからない(n=199) 無回答(n=86)

n=790

14.5% 10.1% 7.2% 13.0% 14.5% 13.0%

2.9% 2.9%

21.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=10) 区分２(n=7) 区分３(n=5) 区分４(n=9) 区分５(n=10)

区分６(n=9) 非該当(n=2) 申請中(n=2) 無回答(n=15)

n=69

5.7%

1.4%

14.4%

2.3%

0.4%

63.4%

13.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

療育手帳を持っている(n=45)

精神障害者保健福祉手帳を持っている(n=11)

国または埼玉県が指定する特定疾病等（難病等）を患っている(n=114)

高次脳機能障害と診断されたことがある(n=18)

発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性

障害など）と診断されたことがある(n=3)

上記にあてはまるものはない(n=501)

無回答(n=107)

n=790
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■障害別内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目で０％は表記していません。 

 

 

■身体障害者手帳の障害程度と認定区分の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

55.2%

46.6%

63.3%

36.4%

31.8%

52.4%

34.3%

62.6%

37.3%

9.1%

8.7%

17.2%

2.5%

18.2%

4.5%

11.3%

20.0%

5.7%

8.5%

25.2%

22.4%

26.6%

9.1%

36.4%

26.3%

37.1%

24.4%

39.0%

9.1%

10.9%

13.8%

7.6%

36.4%

27.3%

10.0%

8.6%

7.3%

15.3%

81.8%

ＴＯＴＡＬ(n＝790)

視覚障害(n=58)

聴覚障害(n=79)

平衡機能障害(n=11)

音声機能・言語機能・そしゃく機能障害(n=22)

肢体不自由（上肢、下肢、体幹）(n=319)

肢体不自由（脳原性運動機能障害）(n=35)

内部障害（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう、直腸、

小腸、免疫、肝臓機能障害）(n=262)

その他(n=59)

無回答(n=22)

ない ある わからない 無回答

区分

障害程度 n

TOTAL 69 14.5% 10.1% 7.2% 13.0% 14.5% 13.0% 2.9% 2.9% 21.7%

1級 29 20.7% 3.4% 0.0% 10.3% 20.7% 20.7% 3.4% 3.4% 17.2%

2級 17 11.8% 17.6% 11.8% 11.8% 11.8% 11.8% 0.0% 0.0% 23.5%

3級 7 14.3% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 28.6%

4級 8 12.5% 0.0% 12.5% 50.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5%

5級 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

6級 4 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0%

区分６ 非該当 申請中 無回答区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５
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問10 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

現在の生活で困っている事や悩んでいることについては、「特にない」が 35.1％と最も高

く、次いで「外出がしにくい」が 27.6％、「公共の乗り物の利用が難しい」が 21.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者・援助者については、「特に介助・援助は受けていない」が 35.1％と最も高く、

次いで「配偶者」が 27.2％、「子ども」が 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 790 35.1% 5.8% 27.2% 10.5% 1.1% 1.8% 0.4% 0.5% 3.4% 0.0% 4.7% 2.5% 7.0%

10歳未満 12 8.3% 58.3% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 0.0%

10代 9 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 9 22.2% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%

30代 13 53.8% 30.8% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

40代 31 32.3% 35.5% 29.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

50代 69 46.4% 11.6% 17.4% 1.4% 0.0% 2.9% 0.0% 2.9% 4.3% 0.0% 2.9% 1.4% 8.7%

60代 141 55.3% 0.7% 24.8% 3.5% 0.7% 2.1% 0.7% 0.0% 2.1% 0.0% 3.5% 2.1% 4.3%

70代 281 38.8% 0.7% 33.5% 8.2% 0.7% 1.8% 0.4% 0.4% 4.3% 0.0% 2.8% 2.1% 6.4%

80歳以上 212 16.5% 0.0% 28.8% 25.5% 2.8% 1.4% 0.0% 0.0% 4.2% 0.0% 9.0% 4.7% 7.1%

無回答 13 0.0% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 76.9%

ホームヘ

ルパー

ボランティ

ア

福祉サー

ビス事業

所の職員

無回答その他
子どもの

配偶者

近所の

人、知人・

友人

その他の

親せき
兄弟姉妹

問3年齢(10歳刻み)

特に介助・

援助は受

けていな

い

親 配偶者 子ども

ｎ
ＴＯＴＡＬ 790 3.5% 1.6% 7.2% 5.9% 11.4% 4.8% 14.7% 1.5% 27.6% 21.9% 9.7% 5.7% 7.7% 3.0% 6.1% 35.1% 8.4%

視覚障害 58 5.2% 1.7% 10.3% 3.4% 12.1% 3.4% 13.8% 0.0% 41.4% 25.9% 8.6% 5.2% 6.9% 6.9% 8.6% 29.3% 5.2%

聴覚障害 79 6.3% 3.8% 13.9% 6.3% 8.9% 7.6% 15.2% 5.1% 20.3% 13.9% 2.5% 6.3% 22.8% 6.3% 12.7% 35.4% 8.9%

平衡機能障害 11 9.1% 0.0% 0.0% 18.2% 27.3% 0.0% 36.4% 0.0% 36.4% 18.2% 54.5% 0.0% 18.2% 0.0% 9.1% 0.0% 18.2%

音声機能・言語機能・そしゃく機能障害 22 4.5% 0.0% 4.5% 18.2% 0.0% 9.1% 18.2% 0.0% 27.3% 22.7% 22.7% 4.5% 4.5% 4.5% 0.0% 13.6% 13.6%

肢体不自由（上肢、下肢、体幹） 319 4.4% 1.3% 6.9% 10.0% 15.7% 2.5% 14.7% 0.6% 34.5% 30.1% 11.9% 6.3% 7.8% 3.1% 7.5% 26.6% 6.3%

肢体不自由（脳原性運動機能障害） 35 11.4% 5.7% 5.7% 17.1% 17.1% 11.4% 22.9% 5.7% 37.1% 34.3% 22.9% 11.4% 11.4% 8.6% 0.0% 22.9% 5.7%

内部障害（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこ

う、直腸、小腸、免疫、肝臓機能障害）
262 1.5% 1.1% 5.7% 0.8% 7.3% 6.1% 16.0% 1.5% 21.8% 16.0% 9.9% 6.1% 4.6% 1.1% 3.4% 47.3% 6.9%

その他 59 1.7% 3.4% 11.9% 6.8% 15.3% 8.5% 15.3% 1.7% 27.1% 27.1% 10.2% 8.5% 6.8% 3.4% 5.1% 42.4% 3.4%

無回答 22 4.5% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 18.2% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 22.7% 59.1%

18歳未満 18 0.0% 11.1% 0.0% 5.6% 11.1% 5.6% 5.6% 0.0% 16.7% 27.8% 16.7% 22.2% 11.1% 0.0% 11.1% 33.3% 5.6%

18～64歳 183 3.8% 3.3% 13.1% 12.6% 14.8% 14.2% 23.5% 5.5% 26.2% 19.1% 11.5% 8.2% 16.4% 8.2% 10.4% 30.6% 3.8%

65歳以上 576 3.6% 0.9% 5.7% 4.0% 10.4% 1.9% 12.5% 0.3% 29.0% 23.1% 9.2% 4.5% 4.9% 1.6% 4.7% 37.2% 8.2%

問3年齢(3区分)

結
婚

に

つ

い
て

生

活
費

が

足

り
な

い

無

回
答

特

に

な

い

そ

の
他

休

日

の

過
ご

し

方

周
り

の

人

の
理

解

が
少

な

い

診
療

し

て

く
れ

る

医
療

機
関

が

少

な
い

医
療

費

が

多
く

か

か
る

公
共

の

乗

り
物

の

利
用

が

難

し

い

外

出

が

し
に

く

い
問７主な障害

介
助

し

て

く
れ

る

人
が

い

な
い

働
く

場

が

な
い

住
ん

で

い

る
家

で

使
い

に
く

い

と

こ
ろ

が

あ
る

訓
練

が

十

分
に

で

き
な

い

気
軽

に

相

談
す

る

と
こ

ろ

が

な

い

十
分

な

教

育
が

受

け
ら

れ

な
い

3.5% 1.6%

7.2% 5.9%

11.4%

4.8%

14.7%

1.5%

27.6%

21.9%

9.7%
5.7% 7.7%

3.0%
6.1%

35.1%

8.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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［介助・援助を受けている方におききします］ 

問12 どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 

介助・援助を受けている場面については、「外出をするとき」が 52.0％と最も高く、次いで

「入浴をするとき」が 35.6％、「簡単な買物をするとき」が 32.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13 あなたを主に介助・援助している方から介助・援助を受けられないときはどうしますか。（○は

いくつでも） 

主な介助者・援助者が不在の場合、「同居している家族に頼む」が 32.5％と最も高く、次い

で「ひとりでなんとかする」が 27.5％、「同居していない家族や親せきに頼む」が 20.7％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

32.5%

20.7%

5.9%

1.7%

12.4%

13.5%

10.5%

27.5%

9.6%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40%

同居している家族に頼む(n=149)

同居していない家族や親せきに頼む(n=95)

近所の人や友人・知人に頼む(n=27)

ボランティアに頼む(n=8)

ホームヘルパーに頼む(n=57)

福祉サービス事業所の職員に頼む(n=62)

福祉サービス事業所に短期入所して介助・援助を受ける

(n=48)

ひとりでなんとかする(n=126)

その他(n=44)

無回答(n=38)
n=458

n

TOTAL 458 18.3% 28.4% 19.9% 29.0% 35.6% 14.8% 8.3% 32.1% 31.9% 24.2% 22.1% 13.8% 52.0% 15.5% 19.9% 10.0% 11.6%

視覚障害 48 27.1% 18.8% 12.5% 22.9% 27.1% 12.5% 0.0% 54.2% 29.2% 29.2% 14.6% 6.3% 64.6% 14.6% 12.5% 6.3% 12.5%

聴覚障害 46 4.3% 19.6% 6.5% 6.5% 13.0% 4.3% 0.0% 10.9% 17.4% 15.2% 47.8% 2.2% 28.3% 37.0% 15.2% 2.2% 30.4%

平衡機能障害 8 25.0% 12.5% 25.0% 50.0% 37.5% 12.5% 12.5% 50.0% 50.0% 37.5% 50.0% 37.5% 50.0% 37.5% 0.0% 12.5% 25.0%

音声機能・言語機能・そしゃく機能障害 17 35.3% 29.4% 17.6% 41.2% 52.9% 23.5% 5.9% 23.5% 35.3% 29.4% 52.9% 17.6% 41.2% 29.4% 17.6% 11.8% 11.8%

肢体不自由（上肢、下肢、体幹） 213 22.5% 33.8% 29.6% 37.6% 47.9% 22.1% 14.1% 32.4% 38.0% 27.2% 23.5% 20.2% 54.5% 16.0% 23.0% 12.2% 8.5%

肢体不自由（脳原性運動機能障害） 29 31.0% 27.6% 41.4% 58.6% 65.5% 44.8% 24.1% 34.5% 37.9% 31.0% 27.6% 31.0% 72.4% 24.1% 37.9% 3.4% 10.3%

内部障害（心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこ

う、直腸、小腸、免疫、肝臓機能障害）
118 10.2% 28.8% 9.3% 20.3% 24.6% 8.5% 3.4% 30.5% 27.1% 19.5% 11.0% 7.6% 50.8% 4.2% 14.4% 9.3% 12.7%

その他 37 32.4% 35.1% 29.7% 35.1% 43.2% 21.6% 10.8% 32.4% 27.0% 32.4% 24.3% 18.9% 56.8% 13.5% 27.0% 21.6% 2.7%

無回答 7 57.1% 28.6% 14.3% 28.6% 42.9% 0.0% 0.0% 42.9% 28.6% 14.3% 14.3% 0.0% 28.6% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0%

そ
の

他

見
守

り

が

必
要

な

状

態

の
と

き

人
と

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

を

と
る

と

き

無
回

答

洗
濯

（
干

し

、
取

り

込

み
も

含
む

）
を

す

る
と

き

簡

単
な

買

物

を

す
る

と

き

寝
返

り

を

す

る
と

き

洗

顔

・

歯
磨

き

の

と

き

外

出

を
す

る

と

き

室

内

で

移
動

す

る

と

き

電

話
の

応

対

を

す
る

と

き

お

金
の

管

理

を

す
る

と

き問７主な障害

入

浴

を
す

る

と

き

着
替

え

を

す

る
と

き

ト

イ
レ

を

使

用

す
る

と

き

食
事

を

つ

く

る
と

き

食

事

を
す

る

と

き

18.3%

28.4%

19.9%

29.0%

35.6%

14.8%

8.3%

32.1% 31.9%

24.2% 22.1%

13.8%

52.0%

15.5%
19.9%

10.0% 11.6%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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《健康状態や医療についておききします》 
 

問14 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（○はいくつでも） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「特に困ったり不便に思う

ことはない」が 48.5％と最も高く、次いで「専門的な治療を行っている医療機関が身近にな

い」が 12.8％、「気軽に往診を頼める医師がいない」が 9.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

6.8%

12.8%

4.7%

1.8%

2.7%

1.9%

9.2%

2.5%

2.5%

3.7%

4.8%

2.2%

1.8%

0.9%

5.9%

4.2%

8.9%

5.7%

48.5%

13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

近所に診てくれる医師がいない(n=54)

専門的な治療を行っている医療機関が身近にない(n=101)

通院するときに付き添いをしてくれる人がいない(n=37)

診療や入院を断られる(n=14)

治療方針や薬の説明がなく主治医の考えだけで変えられてしまう(n=21)

自分や家族の話を聞いてもらえない(n=15)

気軽に往診を頼める医師がいない(n=73)

歯科診療を受けられない(n=20)

定期的に健康診断を受けられない(n=20)

障害のために症状が正確に伝わらず、必要な治療が受けられない(n=29)

医療スタッフ（医師、看護師等）の障害に対する理解が不十分(n=38)

相手が介助者と話してしまう(n=17)

入院のとき付き添いや個室を強いられる(n=14)

入院のとき、個室であればしなくてよい拘束をされてしまう(n=7)

受診手続きや案内など、障害のある人への配慮が不十分(n=47)

医療機関の建物が障害のある人に配慮した構造になっていない(n=33)

医療費の負担が大きい(n=70)

その他(n=45)

特に困ったり不便に思うことはない(n=383)

無回答(n=108)

n=790



調査結果 Ⅰ．身体障害者 
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問15 過去１年間に健康診断（健康診査）を受けましたか。（○はいくつでも） 

過去１年間の健康診断（健康診査）の受診については、「健康診断は受けていない」が 29.7％

と最も高く、次いで「市の健診・検診を受けた」が 28.2％、「その他の場所で健康診断を受け

た」が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問16 あなたは、以下の医療的ケアを受けていますか。（○はいくつでも） 

医療的ケアについては、「受けていない」が 68.5％と最も高く、次いで「その他（5.3％）」、

「酸素吸入（3.4％）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

68.5%

1.9%

1.3%

0.8%

1.3%

3.0%

3.4%

1.0%

5.3%

18.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

受けていない(n=541)

経管栄養(n=15)

吸引(n=10)

ネブライザー(n=6)

気管切開部の衛生管理(n=10)

導尿(n=24)

酸素吸入(n=27)

人工呼吸器(n=8)

その他(n=42)

無回答(n=142)

n=790

ｎ
TOTAL 790 28.2% 5.2% 9.6% 3.7% 16.5% 29.7% 2.8% 9.5%

10歳未満 12 8.3% 8.3% 0.0% 50.0% 8.3% 16.7% 0.0% 8.3%

10代 9 0.0% 0.0% 0.0% 88.9% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1%

20代 9 0.0% 0.0% 33.3% 44.4% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0%

30代 13 7.7% 7.7% 53.8% 0.0% 23.1% 15.4% 0.0% 7.7%

40代 31 22.6% 3.2% 38.7% 3.2% 6.5% 29.0% 0.0% 6.5%

50代 69 8.7% 2.9% 33.3% 1.4% 8.7% 36.2% 7.2% 5.8%

60代 141 27.7% 4.3% 19.1% 0.7% 14.2% 30.5% 4.3% 5.7%

70代 281 34.5% 5.7% 1.4% 1.1% 21.7% 27.8% 1.8% 10.7%

80歳以上 212 32.5% 6.1% 0.0% 2.4% 15.1% 34.4% 2.8% 10.8%

無回答 13 23.1% 7.7% 0.0% 0.0% 23.1% 15.4% 0.0% 38.5%

市

の

健

診

・
検

診

を

受

け

た

問3年齢(10歳刻み)

無

回

答

健

康

診

断

は
受

け

て

い

な

い

そ

の

他

の

場
所

で

健

康

診

断

を

受

け

た

学

校

や

福

祉
施

設

で

健

康

診

断

を
受

け

た

勤

務

先

で

健
康

診

断

を

受

け
た

人

間

ド

ッ
ク
等

を

受

け

た

わ

か

ら

な

い

28.2%

5.2%
9.6%

3.7%

16.5%

29.7%

2.8%
9.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%



調査結果 Ⅰ．身体障害者 

－ 25 － 

問17 医療的ケアの実施者はどなたですか。（○はいくつでも） 

医療的ケアの実施者については、「家族」が 40.4％と最も高く、次いで「自分」が 39.4％、

「看護師」が 27.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《外出や余暇の過ごし方についておききします》 
 

［全員におききします］ 

問18 あなたは、どのくらい外出しますか。通園、通学、通勤、通所、通院、買い物、日常の散歩等す

べて含めてお答えください。（○は１つ） 

外出の頻度については、「週に５日以上」が 36.2％と最も高く、次いで「週に３～４日」が

25.3％、「週に１～２日」が 14.1％となっています。 

また、「ほとんど外出しない」は、10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目で０％は表記していません 

   

36.2%

83.3%

58.5%

28.0%

23.1%

25.3%

15.8%

29.2%

23.1%

14.1%

5.6%

12.0%

14.9%

15.4%

7.5%

3.8%

8.7%

15.4%

10.4%

11.1%

6.6%

11.5%

15.4%

3.5%

1.6%

4.3%

3.0%

1.6%

3.5%

7.7%

TOTAL(n=790)

18歳未満(n=18)

18～64歳(n=183)

65歳以上(n=576)

無回答(n=13)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日 ほとんど外出しない その他 無回答

39.4%

40.4%

27.5%

0.9%

0.0%

9.2%

4.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分(n=43)

家族(n=44)

看護師(n=30)

学校の担任(n=1)

養護教諭(n=0)

その他(n=10)

無回答(n=5)

n=109



調査結果 Ⅰ．身体障害者 

－ 26 － 

問19 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

外出の際に困っていることについては、「道路や建物・駅に階段や段差が多い」が 29.2％と

最も高く、次いで「特に困っていることはない」が 26.7％、「歩道が整備されていない」が

20.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

13.8%

29.2%

15.8%

20.1%

18.9%

4.8%

10.5%

3.0%

3.7%

3.0%

5.7%

8.9%

5.3%

4.1%

4.8%

5.9%

19.7%

7.1%

14.9%

4.1%

17.6%

2.8%

26.7%

12.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

障害者用トイレが少ない(n=109)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=231)

バスや電車の乗り降りが困難(n=125)

歩道が整備されていない(n=159)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=149)

バスや電車内で運行状況の案内表示がない(n=38)

通路上に自転車や看板などの障害物があって通りにくい(n=83)

視覚障害者用誘導ブロックや音響式信号が不十分である(n=24)

音声情報以外の情報が少ない(n=29)

建物や施設の出入り口に視覚障害者用の盲導鈴や音声ガイドシステムの

設置が少ない(n=24)

低い操作盤や手すり・鏡のついた福祉対応のエレベーターが少ない(n=45)

建物の出入り口が狭かったり、開けにくい(n=70)

公衆ファクスや障害者用電話が少ない(n=42)

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができない(n=32)

自分の意思を理解してもらえない(n=38)

困ったときに手助けしてもらえない(n=47)

自動車や自転車が多くて危険を感じる(n=156)

周囲の視線が気になる(n=56)

外出するとお金がかかる(n=118)

介助者がいない(n=32)

家族に負担がかかる(n=139)

その他(n=22)

特に困っていることはない(n=211)

無回答(n=100)

n=790



調査結果 Ⅰ．身体障害者 

－ 27 － 

問20 仕事以外に、普段の生活の中で以下のような活動を行う、または活動に参加する機会がありま

すか。 

現在、仕事以外で行っている活動については、「テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」

が 56.1％と最も高くなっています。また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「旅

行に出かける」が 19.3％と最も高く、次いで「趣味の活動をする（14.3%）」、「友人・知人と

会って交流を深める（12.9％）」、「地域の行事や活動に参加する（12.4%）」、「スポーツをする

（11.8％）」、「観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く（11.5％）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、次の表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

25.2%

4.1%

31.6%

28.1%

28.4%

14.9%

10.3%

15.7%

10.6%

12.5%

56.1%

3.7%

9.6%

5.2%

20.0%

16.2%

13.0%

11.3%

9.9%

16.7%

8.9%

11.5%

6.8%

14.3%

10.1%

8.9%

12.9%

9.4%

11.5%

11.8%

19.2%

12.4%

11.0%

20.9%

41.4%

12.3%

13.8%

18.0%

28.5%

33.0%

16.8%

33.8%

31.5%

9.4%

5.7%

30.0%

39.2%

27.2%

29.0%

31.3%

33.8%

35.1%

31.5%

34.3%

33.4%

24.9%

90.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする（n=790）

教養・資格取得等に関する学習をする（n=790）

近所を散歩する（n=790）

友人・知人と会って交流を深める（n=790）

デパートや店等を見て歩く（n=790）

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く（n=790）

スポーツをする（n=790）

旅行に出かける（n=790）

地域の行事や活動に参加する（n=790）

公民館・図書館・博物館等に行く（n=790）

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする（n=790）

その他（n=790）

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う

必要を感じていない 無回答

n

趣味の活動をする 790 25.2% 9.6% 14.3% 20.9% 30.0% 100.0%

教養・資格取得等に関する学習をする 790 4.1% 5.2% 10.1% 41.4% 39.2% 100.0%

近所を散歩する 790 31.6% 20.0% 8.9% 12.3% 27.2% 100.0%

友人・知人と会って交流を深める 790 28.1% 16.2% 12.9% 13.8% 29.0% 100.0%

デパートや店等を見て歩く 790 28.4% 13.0% 9.4% 18.0% 31.3% 100.0%

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く 790 14.9% 11.3% 11.5% 28.5% 33.8% 100.0%

スポーツをする 790 10.3% 9.9% 11.8% 33.0% 35.1% 100.0%

旅行に出かける 790 15.7% 16.7% 19.2% 16.8% 31.5% 100.0%

地域の行事や活動に参加する 790 10.6% 8.9% 12.4% 33.8% 34.3% 100.0%

公民館・図書館・博物館等に行く 790 12.5% 11.5% 11.0% 31.5% 33.4% 100.0%

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする 790 56.1% 6.8% 2.8% 9.4% 24.9% 100.0%

その他 790 3.7% 0.3% 0.4% 5.7% 90.0% 100.0%

回答者数無回答
必要を感

じていない

機会はな
いが、ほし
いと思う

機会はあ
るが、十
分ではな

い

現在して
いる



調査結果 Ⅰ．身体障害者 

－ 28 － 

問21 あなたは、生涯学習活動や余暇活動をするために、どのような条件が必要だと思いますか。（○

はいくつでも） 

希望する活動を行うために必要な条件について、「活動する場所が近くにあること」が

36.5％と最も高く、次いで「費用を心配しなくてよいこと」が 35.4％、「障害のある人に配慮

した施設や設備があること」が 26.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方についておききします》 
 

問22 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

日中の過ごし方については、「家庭内で過ごしている」が 52.4％と最も高く、次いで「収入

を伴う仕事をしている」が 16.1％、「通所サービスを利用している」が 12.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

19.7%

26.2%

36.5%

24.4%

25.1%

17.5%

26.3%

18.6%

35.4%

1.9%

20.4%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40%

活動について、きめの細かい情報が市の広報や町内会報

その他で広く提供されること(n=156)

一緒に行く仲間がいること(n=207)

活動する場所が近くにあること(n=288)

外出のための手段が確保されていること(n=193)

魅力的な内容であること(n=198)

適切な指導者がいること(n=138)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=208)

介助者・援助者がいること(n=147)

費用を心配しなくてよいこと(n=280)

その他(n=15)

特にない(n=161)

無回答(n=106)

n=790

n

TOTAL 790 2.4% 16.1% 0.4% 7.3% 8.9% 12.8% 5.8% 5.7% 3.3% 1.5% 1.1% 52.4% 5.8% 8.5%

18歳未満 18 77.8% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 5.6% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 5.6%

18～64歳 183 2.2% 43.2% 1.6% 4.9% 9.3% 9.8% 7.1% 1.1% 3.3% 0.0% 3.3% 36.1% 4.4% 1.1%

65歳以上 576 0.2% 8.3% 0.0% 7.6% 9.0% 13.7% 5.6% 6.9% 3.3% 2.1% 0.5% 59.0% 6.4% 11.1%

無回答 13 0.0% 0.0% 0.0% 23.1% 7.7% 23.1% 7.7% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 53.8% 7.7% 0.0%

通
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サ
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る
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療
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で
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能
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能
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仕
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0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%
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調査結果 Ⅰ．身体障害者 
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■前回調査（H28）比較 

H28調査（前回） R1調査（今回） 

自宅にいることが多い 49.2% 家庭内で過ごしている 52.4% 

働いている 14.5% 収入を伴う仕事をしている 16.1% 

病院や施設などで看護・介護を受けている 13.6% 通所サービスを利用している 12.8% 

福祉の施設（サービス）に通っている 12.5% 家の仕事を手伝っている 8.9% 

幼稚園や保育園、学校などに通っている 2.6% 

自立した日常生活ができるよう、身体機

能や生活能力向上のための訓練を受けて

いる 

7.3% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

《幼稚園や保育園、学校のことなどについておききします》 
 

［次の問23～26は、問22で「幼稚園や保育園、学校などに通っている」に○をつけた方にお

ききします］ 

問23 通っているのは次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

幼稚園や保育園、学校に通っている人の通園通学先については、19 件中「特別支援学校」

が７件、「幼稚園、保育園」、「小学校、中学校、高等学校」がそれぞれ４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問24 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強するための学習形態については、19件中「障害のあるなしにかかわらず、一緒

のクラスで勉強したい」が７件、「障害のある仲間のクラスで勉強しながら、障害のない仲間

とも勉強したい」が５件、「同じような障害のある仲間たちのクラスで勉強したい」が４件と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

幼
稚
園

、
保
育
園

小
学
校

、
中
学
校

、

高
等
学
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特
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支
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学
校
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学
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・
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術
専
門

学
校

短
大
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大
学
・
大
学

院
そ
の
他

無
回
答

4 4 1 7 1 1 1 0 1

n=19
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あ
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た
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同
じ
よ
う
な
障
害
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あ
る
仲
間
た
ち
の
ク
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勉
強
し
た
い

障
害
の
あ
る
仲
間
の

ク
ラ
ス
で
勉
強
し
な

が
ら

、
障
害
の
な
い

仲
間
と
も
勉
強
し
た

い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

7 4 5 1 0 2

n=19
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問25 幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることについては、19件中「通うのが大

変」が８件、「校内・園内での支援が不十分」、「特に困っていることはない」がそれぞれ５件

となっています。 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 

H28調査（前回） R1調査（今回） 

学校の数が少ない 23.1% 通うのが大変 42.1% 

トイレ等の設備が不十分 15.4% 校内・園内での支援が不十分 26.3% 

通うのがたいへん 11.5% トイレ等の設備が不十分 10.5% 

その他 11.5% 職員の理解が得られない 10.5% 

特に困っていることはない 34.6% 特に困っていることはない 26.3% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

 

問26 将来、学校教育を修了後の希望を教えてください。（ご本人がまだわからない場合は保護者の方

がお答えください。）（○はいくつでも） 

学校教育を修了後の将来の希望については、19件中「短大・大学・大学院に進学したい」、

「就労したい」がそれぞれ７件となっています。 
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職
員
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い

学
校
の
数
が
少

な
い

児
童
・
生
徒
の

理
解
が
得
ら
れ

な
い

受
け
入
れ
て
く

れ
る
学
校
が
な

い

通
常
の
学
級
に

入
れ
な
い

家
族
の
同
伴
を

求
め
ら
れ
る

そ
の
他

特
に
困

っ
て
い

る
こ
と
は
な
い

無
回
答

8 1 2 5 1 2 2 2 1 0 1 0 5 2

n=19

短
大
・
大
学
・
大
学

院
に
進
学
し
た
い

専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
高
等
技
術
専
門

学
校
に
進
学
し
た
い

障
害
者
施
設
に
入
所

し
た
い

就
労
し
た
い

障
害
者
の
た
め
の
通

所
サ
ー

ビ
ス
を
利
用

し
た
い

職
業
訓
練
校
に
通
い

た
い

家
庭
内
で
過
ご
し
た

い
そ
の
他

わ
か
ら
な
い

特
に
考
え
て
い
な
い

無
回
答

7 2 1 7 3 0 0 1 3 0 2

n=19
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《雇用・就労についておききします》 
 
［次の問27～29は、問22で「収入を伴う仕事をしている」に○をつけた方におききします］ 

問27 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が

64.6％と最も高く、次いで「３年以上５年未満」が 10.2％、「１年以上３年未満」が 9.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「会社員・公務員・団体職員」が 40.9％と最も高く、次いで「臨時・

パート・アルバイト・日雇い」が 29.9％、「自営業」が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

6.3%

9.4%

10.2%

64.6%

8.7%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１年未満(n=8)

１年以上３年未満(n=12)

３年以上５年未満(n=13)

５年以上(n=82)

その他(n=11)

無回答(n=1) n=127

40.9%

29.9%

16.5%

0.8%

0.8%

4.7%

5.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社員・公務員・団体職員(n=52)

臨時・パート・アルバイト・日雇い(n=38)

自営業(n=21)

自営業の手伝い(n=1)

家庭内職(n=1)

就労継続支援等での福祉的就労(n=6)

その他(n=7)

無回答(n=1)
n=127
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問29 仕事をする上で困ったり、つらいことは主にどのようなことですか。（○はいくつでも） 

仕事をする上で困ったり辛いことについては、「収入が少ない」が 36.2％と最も高く、次い

で「特に困ったり、つらいことはない」が 33.9％、「体調のコントロールが難しい」が 19.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員におききします］ 

問30 障害のある人の就業を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。

（○は３つまで） 

障害のある人の就業促進のために希望することについては、「経営者の理解」が 37.1％と最

も高く、次いで「従業員の理解」が 32.3％、「特にない・働きたくない」が 16.8％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

37.1%

32.3%

9.9%

6.5%

5.8%

11.3%

8.0%

11.0%

3.2%

3.7%

5.1%

9.7%

8.9%

2.2%

15.6%

16.8%

19.0%

0% 10% 20% 30% 40%

経営者の理解(n=293)

従業員の理解(n=255)

行政の民間企業指導(n=78)

職業訓練施設の増設(n=51)

就労継続支援施設等の増設(n=46)

就業あっせん窓口の充実(n=89)

職業相談窓口の充実(n=63)

民間企業の雇用努力(n=87)

雇用率未達成企業の罰則強化(n=25)

ジョブコーチの充実(n=29)

就労継続支援施設等で障害者が働いている状況の紹介(n=40)

民間企業で障害者が働いている状況の紹介(n=77)

市の広報や社協だよりによる障害者が働いている状況の紹介(n=70)

その他(n=17)

わからない(n=123)

特にない・働きたくない(n=133)

無回答(n=150)

n=790

n

TOTAL 127 15.7% 36.2% 17.3% 2.4% 9.4% 6.3% 3.9% 6.3% 4.7% 19.7% 4.7% 9.4% 33.9% 3.1%

会社員・公務員・団体職員 52 21.2% 32.7% 15.4% 1.9% 13.5% 5.8% 5.8% 5.8% 5.8% 26.9% 3.8% 7.7% 28.8% 0.0%

臨時・パート・アルバイト・日雇い 38 18.4% 47.4% 26.3% 5.3% 10.5% 7.9% 5.3% 13.2% 2.6% 18.4% 5.3% 13.2% 36.8% 2.6%

自営業 21 4.8% 33.3% 9.5% 0.0% 0.0% 4.8% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 9.5% 0.0% 38.1% 9.5%

自営業の手伝い 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 6 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 16.7% 33.3% 0.0%

その他 7 0.0% 28.6% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3% 42.9% 0.0%

無回答 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

問28就労形態

通

勤

が

大

変

収

入
が

少

な

い

仕

事
が

き

つ

い

仕

事

が

合

わ

な
い

特

に
困

っ
た

り

、
つ
ら

い

こ

と
は

な

い

無

回

答

職

場

の

人

間

関
係

そ

の

他

職

場
の

中

の

環

境

の
未

整

備

（
ト

イ

レ

、
休

憩

室

等

）

職

場
の

中

で

支

援

者
を

み

つ

け
に

く

い

職

場
の

理

解

が

得

ら
れ

な

い

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

が

で

き

な

い

体

調
の

コ

ン

ト

ロ
ー

ル

が

難

し

い

能
力

を

発

揮

で

き
な

い

15.7%

36.2%

17.3%

2.4%

9.4%
6.3% 3.9% 6.3% 4.7%

19.7%

4.7%
9.4%

33.9%

3.1%
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10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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問31 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の収入の額については、「年収 100万円未満」が 22.0％と最も高く、次いで「年

収 200万円以上 300万円未満」が 15.2％、「わからない・その他」が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

問28就労形態

ｎ

ＴＯＴＡＬ 790 3.7% 8.9% 15.2% 11.3% 6.3% 5.9% 22.0% 12.0% 14.7%

会社員・公務員・団体職員 52 23.1% 46.2% 19.2% 3.8% 1.9% 0.0% 3.8% 0.0% 1.9%

臨時・パート・アルバイト・日雇い 38 5.3% 13.2% 10.5% 15.8% 13.2% 13.2% 21.1% 7.9% 0.0%

自営業 21 14.3% 23.8% 14.3% 14.3% 14.3% 0.0% 14.3% 4.8% 0.0%

自営業の手伝い 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

家庭内職 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 6 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 0.0% 16.7%

その他 7 14.3% 14.3% 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0%

無回答 1 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

問32主な収入
給与・賃金 115 18.3% 27.0% 18.3% 5.2% 7.8% 7.0% 9.6% 5.2% 1.7%

事業収入 25 5.2% 4.3% 5.2% 3.5% 0.9% 0.0% 0.9% 0.9% 0.9%

就労継続支援施設や作業所の工賃 5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 2.6% 0.0% 0.9%

家族からの仕送り・援助 73 0.0% 0.0% 2.6% 4.3% 3.5% 1.7% 24.3% 24.3% 2.6%

年金 515 5.2% 33.0% 87.8% 65.2% 32.2% 27.8% 99.1% 43.5% 53.9%

障害年金 145 3.5% 11.3% 11.3% 15.7% 11.3% 10.4% 37.4% 15.7% 9.6%

生活保護 35 0.0% 0.0% 0.0% 3.5% 3.5% 1.7% 7.0% 8.7% 6.1%

その他 49 1.7% 5.2% 4.3% 2.6% 0.9% 0.9% 14.8% 8.7% 3.5%

無回答 39 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.9% 0.0% 33.0%

年

収

1

0

0

万
円

以

上

1

2

5

万

円
未

満

年

収

1
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未
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わ
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ら
な

い

・
そ

の

他

無

回

答

年

収
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0

0
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円

以

上

年

収

3

0

0
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円

以

上

5

0

0

万

円
未

満

年

収

2

0

0

万
円

以

上

3

0

0

万

円
未

満

年

収

1

5

0

万
円

以

上

2

0

0

万

円
未

満

年

収

1

2

5

万
円

以

上

1

5

0

万

円
未

満

3.7%
8.9%

15.2%
11.3%

6.3% 5.9%

22.0%

12.0%
14.7%
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問32 現在、あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

現在、生活を支えている収入については、「年金」が 65.2％と最も高く、次いで「障害年金」

が 18.4％、「給与・賃金」が 14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《将来の希望等についておききします》 
 

問33 将来（今後）、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）の暮らしについて、「自宅で家族と一緒に暮らしたい」が 69.2％と最も高く、

次いで「入所施設で暮らしたい」が 8.9％、「家族から独立して一人で暮らしたい」、「その他」

がそれぞれ 5.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ

ＴＯＴＡＬ 790 14.6% 3.2% 0.6% 9.2% 65.2% 18.4% 4.4% 6.2% 4.9%

18歳未満 18 11.1% 0.0% 0.0% 38.9% 11.1% 0.0% 0.0% 22.2% 27.8%

18～64歳 183 40.4% 2.2% 2.7% 18.6% 10.4% 44.3% 5.5% 11.5% 2.7%

65歳以上 576 6.8% 3.6% 0.0% 5.4% 83.9% 10.9% 4.0% 4.2% 5.0%

無回答 13 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 84.6% 7.7% 15.4% 0.0% 0.0%

無

回

答

障

害

年

金

生

活

保

護

そ

の

他

問3年齢(3区分)

年

金

家

族

か

ら

の

仕

送

り

・

援

助

就

労

継

続

支

援

施

設

や

作

業

所

の

工

賃

事

業

収

入

給

与

・

賃

金

14.6%

3.2% 0.6%

9.2%

65.2%

18.4%

4.4% 6.2% 4.9%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

n

TOTAL 790 69.2% 5.3% 2.2% 8.9% 5.3% 9.1%

本人または家族の持ち家 611 77.3% 4.1% 1.8% 5.9% 3.4% 7.5%

民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート 71 39.4% 18.3% 2.8% 9.9% 18.3% 11.3%

県営・市営住宅、公社・公団の賃貸住宅 28 50.0% 7.1% 0.0% 7.1% 7.1% 28.6%

障害者グループホーム 3 33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0%

福祉施設 33 30.3% 3.0% 6.1% 48.5% 6.1% 6.1%

病院 17 58.8% 0.0% 5.9% 17.6% 11.8% 5.9%

その他 12 41.7% 0.0% 0.0% 33.3% 8.3% 16.7%

無回答 15 46.7% 6.7% 0.0% 6.7% 6.7% 33.3%

問4 あなたの住居

共

同

生

活

す

る

住

居

（
障

害

者

グ

ル
ー

プ

ホ
ー

ム

等

）
で

暮

ら
し

た

い

家

族
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ら

独
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し
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一

人
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暮

ら
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た

い
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宅
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族
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一

緒
に

暮

ら

し

た

い

無

回

答

そ

の

他

入

所

施

設

で

暮

ら

し
た

い

69.2%

5.3%
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8.9%
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問34 将来（今後）、あなたは日中をどのように過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 

将来（今後）、日中の過ごし方について、「家庭内で過ごしたい」が 51.6％と最も高く、次

いで「自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活能力向上のための必要な訓練を受け

たい」が 12.5％、「一般企業などで働きたい」が 10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 
H28調査（前回） R1調査（今回） 

自宅でのんびり過ごしたい 62.2% 家庭内で過ごしたい 51.6% 

施設で、入浴、排せつ、食事の介護を受け

ながら、創作的活動などを行いたい 
8.0% 

自立した日常生活ができるよう、身体機能

や生活能力向上のための必要な訓練を受

けたい 

12.5% 

自立した日常生活ができるよう、一定期

間、身体機能や生活能力向上のために必要

な訓練を受けたい 

7.9% 一般企業などで働きたい 10.4% 

医療機関で、機能訓練、看護、介護、日常

生活の世話などを受けながら過ごしたい 
7.3% 通所サービスを利用したい 10.1% 

わからない 9.0% 入所施設で過ごしたい 8.1% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。   

n

TOTAL 790 1.6% 10.4% 3.3% 2.4% 12.5% 7.8% 10.1% 2.0% 8.1% 3.5% 7.2% 51.6% 3.7% 6.8% 10.6%

幼稚園や保育園、学校などに通っている 19 47.4% 52.6% 21.1% 10.5% 36.8% 0.0% 10.5% 0.0% 5.3% 0.0% 10.5% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0%

収入を伴う仕事をしている 127 1.6% 40.2% 6.3% 6.3% 9.4% 7.9% 2.4% 1.6% 1.6% 1.6% 9.4% 35.4% 7.9% 8.7% 3.1%

施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや

職場定着のための支援を受けている
3 0.0% 66.7% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活能

力向上のための訓練を受けている
58 0.0% 3.4% 0.0% 1.7% 44.8% 6.9% 34.5% 5.2% 13.8% 10.3% 3.4% 43.1% 1.7% 3.4% 5.2%

家の仕事を手伝っている 70 0.0% 12.9% 1.4% 1.4% 15.7% 47.1% 7.1% 1.4% 0.0% 2.9% 8.6% 55.7% 1.4% 4.3% 5.7%

通所サービスを利用している 101 1.0% 2.0% 5.0% 3.0% 30.7% 7.9% 46.5% 3.0% 10.9% 6.9% 6.9% 43.6% 2.0% 5.9% 7.9%

医療機関で過ごしている 46 2.2% 8.7% 2.2% 6.5% 8.7% 0.0% 6.5% 15.2% 2.2% 8.7% 6.5% 56.5% 4.3% 10.9% 6.5%

入所施設で過ごしている 45 2.2% 0.0% 4.4% 0.0% 13.3% 6.7% 4.4% 2.2% 51.1% 6.7% 4.4% 24.4% 2.2% 6.7% 15.6%

病院等のデイケアを利用している 26 0.0% 3.8% 3.8% 3.8% 42.3% 7.7% 34.6% 3.8% 7.7% 26.9% 11.5% 34.6% 0.0% 3.8% 7.7%

創作活動や社会との交流などを行ったりするところ

で過ごしている
12 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 33.3% 8.3% 33.3% 16.7% 58.3% 41.7% 0.0% 0.0% 8.3%

求職活動をしている 9 11.1% 77.8% 22.2% 44.4% 11.1% 22.2% 11.1% 11.1% 0.0% 11.1% 22.2% 55.6% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内で過ごしている 414 0.0% 3.6% 1.9% 1.0% 11.6% 9.2% 9.9% 1.2% 7.0% 2.4% 7.5% 71.7% 2.2% 7.2% 6.3%

その他 46 0.0% 4.3% 2.2% 2.2% 8.7% 0.0% 10.9% 2.2% 4.3% 4.3% 13.0% 43.5% 8.7% 6.5% 10.9%

無回答 67 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 7.5% 6.0% 3.0% 0.0% 1.5% 0.0% 4.5% 29.9% 6.0% 6.0% 46.3%
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問35 あなたは、将来の生活に不安なことがありますか。（○は２つまで） 

将来の生活で不安なことについて、「病気になること」が 44.3％と最も高く、次いで「更に

障害が重くなること」が 40.4％、「家族がいなくなること」が 36.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《相談や情報入手についておききします》 
 

問36 普段、悩みや困ったことなどをどなたに相談しますか。（○はいくつでも） 

悩みや困ったことなどの相談先について、「家族等の同居人」が 65.1％と最も高く、次いで

「病院・医師・看護師等」が 20.1％、「友人・知人・近所の人」が 17.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

36.6%

44.3%

40.4%

17.5%

19.5%

3.3%

5.2%

4.7%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

家族がいなくなること(n=289)

病気になること(n=350)

更に障害が重くなること(n=319)

福祉サービスを利用する際の経済的負担が重くなること(n=138)

福祉制度等が現在よりも悪くなること(n=154)

その他(n=26)

わからない(n=41)

不安はない(n=37)

無回答(n=37)

n=790

n

TOTAL 790 65.1% 11.4% 17.3% 2.0% 4.1% 1.8% 0.0% 3.9% 3.7% 20.1% 6.3% 5.3% 0.6% 0.4% 5.3% 9.6% 4.2% 8.9%

10歳未満 12 66.7% 25.0% 8.3% 8.3% 16.7% 8.3% 0.0% 0.0% 8.3% 50.0% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0% 8.3% 8.3%

10代 9 100.0% 22.2% 55.6% 44.4% 22.2% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 22.2% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 9 66.7% 0.0% 33.3% 11.1% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0%

30代 13 76.9% 15.4% 38.5% 7.7% 15.4% 7.7% 0.0% 0.0% 7.7% 15.4% 7.7% 0.0% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 23.1% 0.0%

40代 31 74.2% 9.7% 16.1% 6.5% 9.7% 3.2% 0.0% 3.2% 0.0% 9.7% 12.9% 6.5% 0.0% 0.0% 0.0% 16.1% 9.7% 3.2%

50代 69 63.8% 1.4% 30.4% 7.2% 4.3% 2.9% 0.0% 0.0% 4.3% 15.9% 4.3% 1.4% 0.0% 0.0% 5.8% 11.6% 5.8% 2.9%

60代 141 65.2% 13.5% 21.3% 1.4% 0.0% 0.7% 0.0% 5.0% 2.8% 24.8% 3.5% 6.4% 0.0% 0.7% 4.3% 10.6% 3.5% 6.4%

70代 281 63.0% 13.5% 16.4% 0.0% 2.8% 1.4% 0.0% 3.9% 3.6% 19.9% 7.1% 5.7% 0.4% 0.4% 6.0% 8.5% 2.5% 11.0%

80歳以上 212 63.7% 10.4% 9.0% 0.0% 5.2% 0.9% 0.0% 5.2% 4.7% 18.4% 5.7% 6.1% 0.9% 0.0% 5.2% 10.8% 4.7% 10.8%

無回答 13 76.9% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 23.1% 7.7% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 23.1%
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［問36で「相談したいが、できない」に○をつけた方におききします］ 

問37 相談できない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

相談できない理由については、「相談することにためらいがある」が 42.4％と最も高く、次

いで「どこ（誰）に相談していいかわからない」が 39.4％、「相談しても満足のいく回答がも

らえない」が 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員におききします］ 

問38 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。

（○はいくつでも） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市・県の広報」が 57.2％

と最も高く、次いで「市や県が発行する資料やパンフレット」、「家族や知人の話」がそれぞ

れ 20.9％となっています。 
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どこ（誰）に相談していいかわからない(n=13)

身近なところに相談できるところがない(n=3)

相談しても満足のいく回答がもらえない(n=8)

プライバシー保護の不安がある(n=6)

夜間や休日などに相談するところがない(n=1)

相談することにためらいがある(n=14)

その他(n=5)

無回答(n=2)
n=33
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20.9%
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19.5%
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11.1%

12.7%

8.7%

20.9%

12.3%
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0% 20% 40% 60% 80%

市・県の広報(n=452)

市や県が発行する資料やパンフレット(n=165)

市や県への問い合わせ(n=73)

医療機関(n=154)

その他の相談機関(n=15)

テレビ・ラジオ(n=88)

新聞や雑誌の福祉の関連記事(n=100)

障害者の施設や団体等の機関紙やパンフレット(n=69)

家族や知人の話(n=165)

パソコンやスマートフォン、携帯電話(n=97)

その他(n=21)

サービスの内容について知る手段がない(n=58)

無回答(n=68)

n=790
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問39 福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面はどんなときですか。（○は３つまで） 

手続きが難しいと感じることについては、「必要な手続きが多く、手間がかかる」が 41.4％

と最も高く、次いで「制度が複雑でわかりにくい」が 31.1％、「自分で手続きをするのは難し

い」、「自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい」がそれぞれ 27.6％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問40 あなたの代わりに誰が福祉の手続きを行っていますか。（○はいくつでも） 

福祉の手続きをあなたの代わりに誰が行っているかについては、「自分で行っている」が

46.7％と最も高く、次いで「配偶者（夫または妻）」が 33.3％、「子ども（子どもの配偶者も

含む）」が 22.2％となっています。 
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自分で行っている(n=369)

配偶者（夫または妻）(n=263)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=175)

父、母(n=48)

兄弟姉妹(n=31)

その他の親せき(n=5)

近所の人、知人・友人(n=6)

ホームヘルパー(n=6)

福祉サービス事業所の職員(n=36)

相談員(n=14)

ケアマネジャー(n=119)

後見人(n=2)

その他(n=11)

無回答(n=36)

n=790

41.4%

31.1%

27.5%

27.6%

27.6%

4.2%

8.1%

1.8%

4.6%

14.7%

10.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

必要な手続きが多く、手間がかかる(n=327)

制度が複雑でわかりにくい(n=246)

市役所本庁舎まで手続きに行くことが難しい(n=217)

自分で手続きをするのは難しい(n=218)

自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい(n=218)

専門用語（福祉のことば）がわからない(n=33)

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない(n=64)

事業者との契約が難しい(n=14)

その他(n=36)

難しいと感じることはない(n=116)

無回答(n=81)

n=790
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問41 あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（○はい

くつでも） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについて、「特に困ることはな

い」が 34.2％と最も高く、次いで「どこに何を相談したらよいかわからない」が 16.6％、「パ

ソコンやスマートフォン、携帯電話などを利用したいが、操作がわからない」が 14.2％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ヒアリングループ・・・難聴者の聞こえを支援する設備で、ループアンテナ内で誘導磁界を発生さ

せることで、音声磁場をつくります。 磁界を発生させるループアンテナを輪のように這

わせることから、「磁気ループ」とも呼ばれています。 

 ※OHP・・・オーバーヘッドプロジェクターの略で、透明なフィルムに書かれた文字や図表などをス

クリーンに映し出す装置のことです。 

 ※OHC・・・オーバーヘッドカメラの略で、資料など主に平面の被写体をビデオカメラで撮影し、プ

ロジェクターと接続してモニター画面やスクリーンに映し出す装置で、書画カメラ（し

ょがカメラ）とも呼ばれます。 

   

n

TOTAL 790 10.3% 3.5% 6.6% 2.5% 1.4% 1.0% 2.7% 1.6% 10.0% 2.0% 5.2% 9.7% 13.0% 4.6% 14.2% 9.6% 5.4% 16.6% 4.7% 34.2% 14.7%

視覚障害 58 31.0% 29.3% 12.1% 3.4% 1.7% 1.7% 5.2% 0.0% 3.4% 1.7% 8.6% 3.4% 15.5% 0.0% 10.3% 13.8% 8.6% 15.5% 5.2% 25.9% 17.2%

聴覚障害 79 15.2% 2.5% 27.8% 11.4% 6.3% 5.1% 12.7% 16.5% 16.5% 8.9% 5.1% 8.9% 41.8% 3.8% 10.1% 7.6% 7.6% 16.5% 10.1% 12.7% 11.4%

平衡機能障害 11 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 18.2% 0.0% 18.2% 18.2% 9.1% 18.2% 9.1% 18.2% 18.2% 9.1% 9.1% 9.1% 45.5%

音声機能・言語機能・そしゃく

機能障害
22 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 22.7% 0.0% 9.1% 13.6% 18.2% 4.5% 9.1% 4.5% 4.5% 18.2% 4.5% 31.8% 22.7%

肢体不自由（上肢、下肢、体

幹）
319 7.5% 1.6% 5.3% 1.3% 0.9% 0.6% 1.6% 0.3% 10.7% 1.6% 4.7% 9.7% 10.7% 5.0% 16.3% 10.3% 4.7% 15.0% 4.7% 31.7% 17.9%

肢体不自由（脳原性運動機

能障害）
35 5.7% 8.6% 5.7% 2.9% 2.9% 0.0% 2.9% 0.0% 25.7% 5.7% 5.7% 5.7% 14.3% 8.6% 17.1% 14.3% 5.7% 14.3% 8.6% 17.1% 14.3%

内部障害（心臓、腎臓、呼吸

器、ぼうこう、直腸、小腸、免

疫、肝臓機能障害）

262 9.2% 0.0% 3.4% 0.8% 0.4% 0.4% 0.8% 0.0% 6.5% 0.0% 5.7% 11.5% 9.9% 5.0% 14.5% 9.5% 5.0% 17.9% 3.4% 43.1% 10.7%

その他 59 20.3% 3.4% 3.4% 5.1% 1.7% 3.4% 3.4% 0.0% 11.9% 5.1% 3.4% 6.8% 13.6% 5.1% 18.6% 10.2% 6.8% 22.0% 1.7% 39.0% 10.2%

無回答 22 13.6% 4.5% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 9.1% 0.0% 0.0% 4.5% 13.6% 0.0% 9.1% 9.1% 0.0% 18.2% 0.0% 36.4% 36.4%
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14.7%
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《福祉サービスについておききします》 
 

問42 福祉サービスの利用の状況、今後の利用希望について、1～29のサービスごとに、それぞれお答

えください。（○は、1～29のサービスごとに、記入例を参考に記入してください。） ※福祉サー

ビスの詳細は、この設問の次の「福祉サービスの説明」を参照ください。 

以前利用していた（今は利用していない）福祉サービスについては、「居宅介護（ホームヘ

ルプサービス）」が 7.0％となっています。現在の利用状況については、「補装具費の支給」が

15.6％となっています。今後の利用希望については、「補装具費の支給」が 26.8％、「居宅介

護（ホームヘルプサービス）」が 23.8％となっています。 

 

■以前利用していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

7.0%

3.0%

3.3%

6.2%

3.4%

3.0%

5.1%

3.0%

3.0%

5.8%

4.1%

3.0%

3.0%

93.0%

97.0%

97.1%

96.7%

93.8%

97.1%

96.6%

97.0%

94.9%

97.2%

97.2%

97.5%

97.6%

97.7%

97.1%

97.7%

97.5%

97.0%

97.0%

94.2%

97.6%

97.2%

97.6%

95.9%

97.3%

97.0%

97.5%

97.6%

97.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=790）

重度訪問介護（n=790）

行動援護（n=790）

同行援護（n=790）

短期入所（ショートステイ）（n=790）

重度障害者等包括支援（n=790）

療養介護（n=790）

生活介護（n=790）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=790）

宿泊型自立訓練（n=790）

就労移行支援（n=790）

就労継続支援Ａ型（n=790）

就労継続支援Ｂ型（n=790）

就労定着支援（n=790）

施設入所支援（n=790）

共同生活援助（グループホーム）（n=790）

自立生活援助（n=790）

計画相談支援（n=790）

地域相談支援（n=790）

補装具費の支給（n=790）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=790）

基本相談支援（n=790）

意思疎通支援（n=790）

日常生活用具費の支給（n=790）

移動支援（n=790）

地域活動支援センター（n=790）

日中一時支援（n=790）

全身性障害者介護人派遣事業（n=790）

障害者等生活サポート事業（n=790）

以前利用していた（今は利用していない） 無回答
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■現在の利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

8.0%

3.9%

6.1%

4.1%

15.6%

6.3%

3.2%

3.0%

50.4%

46.2%

40.6%

41.0%

49.9%

40.0%

41.5%

43.2%

40.6%

36.8%

34.6%

31.8%

31.5%

31.8%

37.6%

42.3%

37.3%

32.2%

34.4%

34.9%

30.8%

30.6%

28.7%

32.3%

32.7%

32.9%

31.4%

28.5%

31.0%

8.0%

14.9%

19.2%

18.5%

9.5%

19.4%

18.6%

16.5%

14.3%

22.4%

23.8%

26.7%

27.3%

27.6%

20.5%

16.7%

21.0%

23.7%

22.7%

13.5%

21.9%

23.5%

25.1%

18.4%

20.6%

19.7%

22.5%

26.6%

23.4%

33.7%

38.0%

38.9%

38.5%

36.7%

39.4%

39.4%

37.5%

39.0%

40.5%

41.5%

41.3%

40.9%

40.6%

39.6%

40.4%

40.5%

40.1%

40.1%

35.9%

45.3%

44.3%

45.6%

43.0%

43.5%

44.3%

44.7%

44.6%

43.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=790）

重度訪問介護（n=790）

行動援護（n=790）

同行援護（n=790）

短期入所（ショートステイ）（n=790）

重度障害者等包括支援（n=790）

療養介護（n=790）

生活介護（n=790）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=790）

宿泊型自立訓練（n=790）

就労移行支援（n=790）

就労継続支援Ａ型（n=790）

就労継続支援Ｂ型（n=790）

就労定着支援（n=790）

施設入所支援（n=790）

共同生活援助（グループホーム）（n=790）

自立生活援助（n=790）

計画相談支援（n=790）

地域相談支援（n=790）

補装具費の支給（n=790）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=790）

基本相談支援（n=790）

意思疎通支援（n=790）

日常生活用具費の支給（n=790）

移動支援（n=790）

地域活動支援センター（n=790）

日中一時支援（n=790）

全身性障害者介護人派遣事業（n=790）

障害者等生活サポート事業（n=790）

現在：知っていた（利用している） 現在：知っていた（利用していない）

現在：知らなかった 無回答
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■今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.8%

15.6%

14.8%

15.8%

18.7%

13.2%

13.4%

15.5%

15.6%

9.1%

5.8%

5.2%

5.2%

5.2%

13.8%

8.7%

11.3%

14.1%

13.8%

26.8%

8.5%

13.7%

7.0%

18.9%

14.7%

12.7%

12.0%

6.1%

13.8%

26.2%

30.3%

29.5%

29.7%

28.0%

29.7%

30.4%

30.0%

29.9%

35.3%

37.2%

37.0%

37.0%

36.8%

30.6%

34.9%

32.3%

28.9%

29.9%

21.8%

32.2%

27.6%

33.2%

24.4%

28.2%

28.7%

29.9%

33.9%

28.5%

50.0%

54.2%

55.7%

54.4%

53.3%

57.1%

56.2%

54.5%

54.6%

55.6%

57.0%

57.8%

57.8%

58.0%

55.6%

56.3%

56.5%

57.1%

56.3%

51.4%

59.4%

58.7%

59.9%

56.7%

57.1%

58.6%

58.1%

60.0%

57.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=790）

重度訪問介護（n=790）

行動援護（n=790）

同行援護（n=790）

短期入所（ショートステイ）（n=790）

重度障害者等包括支援（n=790）

療養介護（n=790）

生活介護（n=789）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=790）

宿泊型自立訓練（n=790）

就労移行支援（n=790）

就労継続支援Ａ型（n=790）

就労継続支援Ｂ型（n=790）

就労定着支援（n=790）

施設入所支援（n=790）

共同生活援助（グループホーム）（n=790）

自立生活援助（n=790）

計画相談支援（n=790）

地域相談支援（n=790）

補装具費の支給（n=790）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=790）

基本相談支援（n=790）

意思疎通支援（n=790）

日常生活用具費の支給（n=790）

移動支援（n=790）

地域活動支援センター（n=790）

日中一時支援（n=790）

全身性障害者介護人派遣事業（n=790）

障害者等生活サポート事業（n=790）

今後：利用したい 今後：利用しない 無回答
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■以前の利用、現在の利用状況、今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

居宅介護（ホームヘルプサービス） 790 7.0% 93.0% 8.0% 50.4% 8.0% 33.7% 23.8% 26.2% 50.0%

重度訪問介護 790 3.0% 97.0% 0.9% 46.2% 14.9% 38.0% 15.6% 30.3% 54.2%

行動援護 790 2.9% 97.1% 1.3% 40.6% 19.2% 38.9% 14.8% 29.5% 55.7%

同行援護 790 3.3% 96.7% 2.0% 41.0% 18.5% 38.5% 15.8% 29.7% 54.4%

短期入所（ショートステイ） 790 6.2% 93.8% 3.9% 49.9% 9.5% 36.7% 18.7% 28.0% 53.3%

重度障害者等包括支援 790 2.9% 97.1% 1.3% 40.0% 19.4% 39.4% 13.2% 29.7% 57.1%

療養介護 790 3.4% 96.6% 0.5% 41.5% 18.6% 39.4% 13.4% 30.4% 56.2%

生活介護 790 3.0% 97.0% 2.9% 43.2% 16.5% 37.5% 15.5% 30.0% 54.5%

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 790 5.1% 94.9% 6.1% 40.6% 14.3% 39.0% 15.6% 29.9% 54.6%

宿泊型自立訓練 790 2.8% 97.2% 0.3% 36.8% 22.4% 40.5% 9.1% 35.3% 55.6%

就労移行支援 790 2.8% 97.2% 0.1% 34.6% 23.8% 41.5% 5.8% 37.2% 57.0%

就労継続支援Ａ型 790 2.5% 97.5% 0.3% 31.8% 26.7% 41.3% 5.2% 37.0% 57.8%

就労継続支援Ｂ型 790 2.4% 97.6% 0.3% 31.5% 27.3% 40.9% 5.2% 37.0% 57.8%

就労定着支援 790 2.3% 97.7% 0.0% 31.8% 27.6% 40.6% 5.2% 36.8% 58.0%

施設入所支援 790 2.9% 97.1% 2.3% 37.6% 20.5% 39.6% 13.8% 30.6% 55.6%

共同生活援助（グループホーム） 790 2.3% 97.7% 0.6% 42.3% 16.7% 40.4% 8.7% 34.9% 56.3%

自立生活援助 790 2.5% 97.5% 1.1% 37.3% 21.0% 40.5% 11.3% 32.3% 56.5%

計画相談支援 790 3.0% 97.0% 4.1% 32.2% 23.7% 40.1% 14.1% 28.9% 57.1%

地域相談支援 790 3.0% 97.0% 2.8% 34.4% 22.7% 40.1% 13.8% 29.9% 56.3%

補装具費の支給 790 5.8% 94.2% 15.6% 34.9% 13.5% 35.9% 26.8% 21.8% 51.4%

自立支援医療（更生・育成・精神通院） 790 2.4% 97.6% 2.0% 30.8% 21.9% 45.3% 8.5% 32.2% 59.4%

基本相談支援 790 2.8% 97.2% 1.5% 30.6% 23.5% 44.3% 13.7% 27.6% 58.7%

意思疎通支援 790 2.4% 97.6% 0.6% 28.7% 25.1% 45.6% 7.0% 33.2% 59.9%

日常生活用具費の支給 790 4.1% 95.9% 6.3% 32.3% 18.4% 43.0% 18.9% 24.4% 56.7%

移動支援 790 2.7% 97.3% 3.2% 32.7% 20.6% 43.5% 14.7% 28.2% 57.1%

地域活動支援センター 790 3.0% 97.0% 3.0% 32.9% 19.7% 44.3% 12.7% 28.7% 58.6%

日中一時支援 790 2.5% 97.5% 1.4% 31.4% 22.5% 44.7% 12.0% 29.9% 58.1%

全身性障害者介護人派遣事業 790 2.4% 97.6% 0.4% 28.5% 26.6% 44.6% 6.1% 33.9% 60.0%

障害者等生活サポート事業 790 3.0% 97.0% 1.8% 31.0% 23.4% 43.8% 13.8% 28.5% 57.7%

利
用
し
た
い

利
用
し
な
い

無
回
答

今後の利用希望現在の利用状況以前利用していた

以
前
利
用
し
て
い
た

（
今
は
利
用
し
て
い
な
い

）

無
回
答

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
る

）

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
な
い

）

知
ら
な
か

っ
た

無
回
答
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［問42のサービスで「現在：知っていた（利用している）」に〇をつけた方におききします］ 

問43 現在、利用しているサービスの事業所及び施設をどのような方法で探しましたか。（○はいくつ

でも） 

現在、利用しているサービスの事業所及び施設を探した方法については、「相談員やケアマ

ネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含む）」が 46.7％と最も高く、次いで「家

族・知人の紹介」が 18.8％、「その他」が 12.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問42で「以前利用していた（今は利用していない）」に○をつけた方におききします］ 

問44 サービスを利用しなくなった理由は何ですか。主なもの１つについてお答えください。（○はい

くつでも） 

サービスを利用しなくなった理由については、「その他」が 25.4％と最も高く、次いで「支

給要件に該当しないから」が 11.5％、「自己負担が大きく、利用できないから」が 10.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.5%

7.1%

46.7%

18.8%

12.9%

20.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害福祉サービス情報公表制度を利用した(n=19)

インターネット（事業所のホームページなど）(n=18)

相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談支

援センター含む）(n=119)

家族・知人の紹介(n=48)

その他(n=33)

無回答(n=53)
n=255

10.0%

11.5%

9.2%

4.6%

3.1%

25.4%

4.6%

42.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自己負担が大きく、利用できないから(n=13)

支給要件に該当しないから(n=15)

必要とするサービスがないから(n=12)

どのようなサービスがあるかわからないから(n=6)

利用の仕方がわからないから(n=4)

その他(n=33)

わからない(n=6)

無回答(n=55)

n=130
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■利用しなくなった主なサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《災害等についておききします》 
 

問45 火事や地震、風水害等の災害時に、避難できますか。（○は１つ） 

火事や地震、風水害等の災害時の避難について、「１人でできる」が 37.7％と最も高く、次

いで「支援者がいるのでできる」が 22.0％、「できない」が 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目で０％は表記していません 

 

 

利用しなくなったサービス名 件数

居宅介護 8

ショートステイ 6

デイサービス 2

自立訓練 2

ベッド　車イス 1

ヘルパー 1

ホームヘルパー（利用時）（同居する前） 1

リハビリテーション医療 1

義足作成 1

就労移行支援 1

宿泊型自立支援 1

障害者等生活サポート事業 1

生活サポート支援 1

短期入所 1

短期入所(ショートステイ) 1

通所リハビリ 1

特養に入所した 1

日常生活用具費の支給 1

入院サービス（医療療育病院） 1

入浴 1

配食サービス 1

補装具の支給 1

補装具費の支給 1

補装具費の支給(補聴器修理) 1

リハでの訓練が終了したため 1

他のサービスが必要になった 1

無回答 90

回答者数 130

37.7%

11.1%

45.4%

36.3%

30.8%

22.0%

55.6%

16.9%

22.4%

30.8%

17.2%

16.7%

17.5%

17.4%

7.7%

14.9%

16.4%

14.9%

15.4%

8.1%

16.7%

3.8%

9.0%

15.4%

TOTAL(n=790)

18歳未満(n=18)

18～64歳(n=183)

65歳以上(n=576)

無回答(n=13)

１人でできる 支援者がいるのでできる できない わからない 無回答
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［問45で「できない」に○をつけた方におききします］ 

問46 災害時に、避難できないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

災害時に避難できないと思う理由について、「支援者がいない」が 33.8％と最も高く、次い

で「避難が必要かどうかわからない」が 30.1％、「その他」が 26.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目で０％は表記していません 

 

 

［全員におききします］ 

問47 災害に備えた取り組みで、あてはまるものがありますか。（○はいくつでも） 

災害に備えた取り組みについては、「周辺の避難場所を知っている」が 45.7％と最も高く、

次いで「特に何もしていない」が 36.7％、「家族で避難の方法や避難場所について話し合って

いる」が 23.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.8%

8.6%

45.7%

23.2%

6.5%

2.8%

2.7%

36.7%

10.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難行動要支援者名簿を知っている(n=62)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=68)

周辺の避難場所を知っている(n=361)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=183)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=51)

病院での離脱訓練（透析患者向けの災害時における訓練）を

知っている(n=22)

その他(n=21)

特に何もしていない(n=290)

無回答(n=85)

n=790

33.8%

33.3%

50.0%

29.0%

7.4%

33.3%

15.6%

4.0%

20.6%

33.3%

21.9%

20.0%

25.0%

33.3%

37.5%

21.0%

30.1%

33.3%

21.9%

33.0%

12.5%

0.0%

18.8%

11.0%

26.5%

33.3%

28.1%

25.0%

100.0%

3.1%

10.0%

TOTAL(n=136)

18歳未満(n=3)

18～64歳(n=32)

65歳以上(n=100)

無回答(n=1)

支援者がいない 人工呼吸器などの医療機器が必要 避難所が遠い

避難所がわからない 避難が必要かどうかわからない 災害情報が入らない

その他 無回答
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問48 災害時にどのような支援・援助があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にあるとよいと思う支援・援助については、「必要な投薬や治療を受けられる」が

45.2％と最も高く、次いで「避難所の設備（トイレ等）を充実させる」が 35.1％、「障害者や

高齢者が優先的に避難できる避難所がある」が 29.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
n

TOTAL 790 45.2% 20.3% 19.0% 24.3% 20.9% 6.5% 35.1% 15.7% 29.4% 11.4% 3.8% 7.2% 9.1%

視覚障害 58 31.0% 13.8% 32.8% 37.9% 36.2% 1.7% 34.5% 15.5% 24.1% 17.2% 1.7% 12.1% 6.9%

聴覚障害 79 25.3% 31.6% 25.3% 20.3% 20.3% 22.8% 19.0% 13.9% 30.4% 10.1% 8.9% 8.9% 13.9%

平衡機能障害 11 27.3% 27.3% 27.3% 45.5% 27.3% 27.3% 36.4% 27.3% 45.5% 9.1% 9.1% 0.0% 18.2%

音声機能・言語機能・そしゃく

機能障害
22 27.3% 27.3% 18.2% 18.2% 18.2% 9.1% 27.3% 18.2% 22.7% 4.5% 0.0% 9.1% 22.7%

肢体不自由（上肢、下肢、体

幹）
319 42.0% 20.4% 19.7% 28.8% 19.4% 4.7% 37.9% 12.5% 33.9% 11.6% 3.4% 6.3% 10.0%

肢体不自由（脳原性運動機

能障害）
35 42.9% 22.9% 11.4% 34.3% 20.0% 8.6% 34.3% 2.9% 51.4% 11.4% 5.7% 0.0% 14.3%

内部障害（心臓、腎臓、呼吸

器、ぼうこう、直腸、小腸、免
262 56.5% 18.3% 14.5% 17.9% 19.5% 4.6% 36.3% 21.4% 25.6% 10.7% 3.4% 5.0% 7.6%

その他 59 44.1% 22.0% 11.9% 22.0% 13.6% 5.1% 28.8% 13.6% 20.3% 10.2% 3.4% 13.6% 13.6%

無回答 22 54.5% 13.6% 4.5% 22.7% 22.7% 4.5% 36.4% 13.6% 18.2% 9.1% 0.0% 4.5% 18.2%
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《差別や疎外感についておききします》 
 

問49 平成28年4月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が

施行され、行政機関や民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を

取り除くための配慮を求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされました。あ

なたは、この法律について知っていますか。（〇は１つ） 

平成 28 年４月から施行された「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が

58.7％と最も高く、次いで「法律の名前は知っているが、内容は知らない」が 20.1％、「法律

の名前も内容も知っている」が 8.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問50 障害者差別あるいは合理的配慮に関することを、各市町村障害福祉担当課に相談することがで

きます。あなたはこのことをご存知ですか。（○は１つ） 

障害者差別あるいは合理的配慮に関することを各市町村障害福祉担当課へ相談することが

できることについては、「知っている」が 16.2％となっており、「知らない」が 56.2％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

8.9% 20.1% 58.7% 12.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前も内容も知っている(n=70)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=159)

知らない(n=464)

無回答(n=97)

n=790

16.2% 56.2% 17.2% 10.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている(n=128) 知らない(n=444) わからない(n=136) 無回答(n=82)

n=790
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問51 障害があることで、差別や疎外感を感じることがありますか。（○は１つ） 

差別や疎外感を感じることについては、「ほとんど感じることはない」が 41.5％と最も高

く、次いで「たまに感じる」が 28.5％、「わからない」が 13.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問52 具体的には、どのようなときに、差別や疎外感を感じますか。（○はいくつでも） 

どのようなときに、差別や疎外感を感じるかについては、「日常生活で（他人の視線を感じ

る/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等）」が 21.4％と最も高く、次いで「人との

交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）」が 11.9％、「その他」が 9.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問53 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があると良いかについて具体的に教えてくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

   

41.5% 28.5% 7.0% 13.3% 9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど感じることはない(n=328) たまに感じる(n=225)

いつも感じる(n=55) わからない(n=105)

無回答(n=77)

n=790

21.4%

5.6%

0.5%

9.7%

11.9%

9.9%

55.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する

誤解がある等）(n=169)

仕事場で（会社・職場に理解されない等）(n=44)

学校で（通常の学級との交流が難しい等）(n=4)

外出時や交通機関乗車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）(n=77)

人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）(n=94)

その他(n=78)

無回答(n=437)

n=790
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《成年後見制度についておききします》 
 

問54 「成年後見制度」とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能力が十分でない方の財産

などの権利を守る制度です。あなたは、「成年後見制度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知っているが、利用したことはない」が 32.0％と最も高く、

次いで「聞いたことはあるが詳しくはわからない」が 27.7％、「知らない」が 23.9％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問55 あなたは、「成年後見制度」を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」を活用したいかについては、「わからない」が 31.9％と最も高く、次いで

「活用したいとは思わない」が 26.1％、「今は必要ないが、将来必要になったら活用したい」

が 23.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1.0%

32.0% 27.7% 23.9% 15.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または現在利用している）(n=8)

知っているが、利用したことはない(n=253)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=219)

知らない(n=189)

無回答(n=121)

n=790

0.8%

23.4% 26.1% 31.9% 17.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに活用している(n=6)

今は必要ないが、将来必要になったら活用したい(n=185)

活用したいとは思わない(n=206)

わからない(n=252)

無回答(n=141)

n=790
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《市の取り組み等についておききします》 
 

問56 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が充実させていくべきことについて、「経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金

の拡充等）」が 28.4％と最も高く、次いで「暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブ

ロックの整備、案内表示等）」が 26.3％、「在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、

外出支援等）」が 25.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

25.4%

18.4%

16.1%

10.4%

15.3%

10.3%

16.3%

7.0%

26.3%

2.0%

8.1%

3.0%

4.2%

9.5%

15.9%

10.1%

3.9%

0.8%

4.7%

28.4%

1.9%

14.8%

20.1%

11.8%

5.9%

5.7%

2.7%

11.4%

2.4%

1.0%

8.6%

14.4%

0% 10% 20% 30%

在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等）(n=201)

在宅の給食サービスの充実（食事を家庭まで届ける）(n=145)

入所施設の整備（障害者支援施設）(n=127)

通所施設の整備(n=82)

保健医療サービスの充実（検診、専門的な機能回復訓練、訪問指導、医師会との連携等）(n=121)

自立のための訓練（身体機能・生活能力の向上を図る訓練)(n=81)

住宅の整備・改造のための支援(n=129)

地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等）(n=55)

暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等）(n=208)

療育・保育・教育の質の向上(n=16)

働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）(n=64)

一般企業以外での就労の場（就労継続支援等）(n=24)

地域での活動や余暇活動への参加のためのしくみづくり(n=33)

支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、職

業相談、計画相談等）(n=75)

身近なところで相談ができる相談窓口の整備(n=126)

福祉の手続きができる窓口の増設(n=80)

電子申請による手続きの簡素化(n=31)

財産管理の援助（財産保全サービス、成年後見制度等）(n=6)

ボランティアの育成(n=37)

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）(n=224)

情報通信分野の充実（パソコンの貸与、情報通信ネットワークの構築、公衆ファクス等）(n=15)

災害時における避難誘導体制の確立(n=117)

緊急時に受け入れ可能な拠点の整備(n=159)

介助者への支援（短期入所及び一時預かりの場の充実）(n=93)

障害のある人についての地域の事業者や住民の理解を深めるための活動（啓発、福祉教育等）

(n=47)

障害のある人へのコミュニケーション支援（手話通訳・要約筆記等）(n=45)

障害者団体の自立活動に対する行政の支援(n=21)

障害福祉サービスの情報提供(n=90)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=19)

その他(n=8)

特にない(n=68)

無回答(n=114)

n=790
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問57 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般について、「満足している（満足している＋少し満足している）」

が 38.8％となっています。また、「満足していない（あまり満足していない＋満足していな

い）」は 9.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要

望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

ご家族や援助（介助や手助け）をされている方へ 
 

あなたの立場（調査対象のご本人との関係）は次のうちどれですか。（○は 1つ） 

調査対象ご本人との関係については、「配偶者」が 30.9％と最も高く、次いで「子」が 15.9％、

「父母」が 7.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.0%

15.9%

30.9%

2.4%

0.0%

0.1%

1.1%

0.9%

0.6%

2.5%

38.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

父母(n=55)

子(n=126)

配偶者(n=244)

兄弟姉妹(n=19)

祖父母(n=0)

親類(n=1)

同居者(n=9)

介助等事業者の職員(n=7)

通所（入所）施設の職員(n=5)

その他(n=20)

無回答(n=304)

n=790

17.2% 21.6% 35.6% 6.6%

3.2%

15.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=136) 少し満足している(n=171) どちらともいえない(n=281)

あまり満足していない(n=52) 満足していない(n=25) 無回答(n=125)

n=790
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あなたの９月１日現在の年齢をご記入ください。 

介助や手助けをされている方の年齢については、「70 歳代」が 23.4％と最も高く、次いで

「60歳代」が 13.9％、「80歳以上」が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の援助の中で気づいた問題点や、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由にお書きくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

0.0%

0.4%

1.0%

4.9%

10.3%

13.9%

23.4%

13.2%

32.9%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10歳代(n=0)

20歳代(n=3)

30歳代(n=8)

40歳代(n=39)

50歳代(n=81)

60歳代(n=110)

70歳代(n=185)

80歳以上(n=104)

無回答(n=260)

n=790
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－ 55 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果 Ⅱ．知的障害者 
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問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方は、「本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入」が 47.7％と最

も高く、次いで「本人が記入」が 22.6％、「本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入」が

20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《あなた（宛名の方）の性別・年齢などについておききします》 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 63.2％、「女性」が 36.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 年齢（９月１日現在）を記入してください。 

年齢については、「40歳代」が 22.2％と最も高く、次いで「20歳代」が 19.7％、「30歳代」

が 15.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

22.6% 20.5% 47.7% 9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が記入(n=54)

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入(n=49)

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入(n=114)

無回答(n=22)

n=239

63.2% 36.4%

0.0%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=151) 女性(n=87) その他(n=0) 無回答(n=1)

n=239

7.5%

11.3%

19.7%

15.5%

22.2%

13.0%

5.0%

2.9%

1.3%

1.7%

0% 10% 20% 30%

10歳未満(n=18)

10歳代(n=27)

20歳代(n=47)

30歳代(n=37)

40歳代(n=53)

50歳代(n=31)

60歳代(n=12)

70歳代(n=7)

80歳以上(n=3)

無回答(n=4)

n=239
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問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 75.3％と最も高く、次いで

「民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート」が 10.9％、「県営・市営住宅、公社・公団の賃貸

住宅」が 3.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（○はいくつでも） 

同居家族については、「父、母」が 78.7％と最も高く、次いで「兄弟、姉妹」が 41.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本人また
は家族の
持ち家
(n=180)

民間の賃
貸住宅・
借家・借

間・アパー
ト(n=26)

県営・市
営住宅、
公社・公
団の賃貸
住宅(n=9)

障害者グ
ループ
ホーム
(n=4)

福祉施設
(n=8)

病院(n=7)
その他
(n=4)

無回答
(n=1)

75.3% 10.9% 3.8% 1.7% 3.3% 2.9% 1.7% 0.4%

n=239

n

TOTAL 239 4.6% 1.7% 1.7% 78.7% 7.9% 41.8% 1.3% 8.4% 1.3%

10歳未満 18 0.0% 0.0% 0.0% 88.9% 16.7% 55.6% 0.0% 5.6% 0.0%

10代 27 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 25.9% 66.7% 0.0% 3.7% 0.0%

20代 47 0.0% 0.0% 0.0% 89.4% 14.9% 46.8% 2.1% 8.5% 0.0%

30代 37 8.1% 0.0% 2.7% 89.2% 2.7% 37.8% 0.0% 0.0% 0.0%

40代 53 3.8% 0.0% 0.0% 86.8% 0.0% 30.2% 0.0% 7.5% 1.9%

50代 31 9.7% 6.5% 3.2% 58.1% 3.2% 32.3% 0.0% 12.9% 0.0%

60代 12 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 50.0% 8.3% 16.7% 0.0%

70代 7 14.3% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 28.6% 14.3% 42.9% 14.3%

80歳以上 3 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

無回答 4 0.0% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 25.0%

問3年齢

(10歳刻み)

無
回

答

そ
の

他

そ

の

他
の

親

せ

き

兄

弟

、
姉

妹

祖

父

、
祖

母

父

、
母

子

ど

も

(

子

ど

も

の

配

偶

者
も

含

む

)

配

偶

者

（
夫

ま

た

は

妻

）

自

分

一

人

だ

け

で

暮

ら

し
て

い

る

4.6%
1.7% 1.7%

78.7%

7.9%

41.8%

1.3%

8.4%
1.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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《障害の状況についておききします》 
 

問６ お持ちの療育手帳の程度をおたずねします。（○は１つ） 

「療育手帳」に記載された障害の程度は、「Ｂ」が 38.1％と最も高く、次いで「Ａ」が 23.0％、

「Ｃ」が 18.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

「発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性障害など）と診断さ

れたことがある」が 29.7％、「身体障害者手帳を持っている」が 29.3％となっています。 

また、「上記にあてはまるものはない」は 33.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

15.5% 23.0% 38.1% 18.0% 5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Ⓐ(n=37) Ａ(n=55) Ｂ(n=91) Ｃ(n=43) 無回答(n=13)

n=239

29.3%

9.2%

3.3%

1.3%

29.7%

33.1%

5.4%

0% 10% 20% 30% 40%

身体障害者手帳を持っている(n=70)

精神障害者保健福祉手帳を持っている(n=22)

国または埼玉県が指定する特定疾病等（難病等）を患っている(n=8)

高次脳機能障害と診断されたことがある(n=3)

発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性障

害など）と診断されたことがある(n=71)

上記にあてはまるものはない(n=79)

無回答(n=13) n=239
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問８ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認

定を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分（６段階）」の認定を受けたことが「ある」の回答が 27.2％となっています。

また、区分では、「区分６」が 38.5％と最も高く、次いで「区分２」が 15.4％、「区分５」が

13.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■療育手帳の障害程度と認定区分との関係 

 

 

 

 

 

 

   

39.7% 27.2% 26.8% 6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない(n=95) ある(n=65) わからない(n=64) 無回答(n=15)

n=239

3.1%

15.4% 7.7% 12.3% 13.8% 38.5%

1.5%

7.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５

区分６ 非該当 申請中 無回答

n=65

区分

障害程度 n

TOTAL 65 3.1% 15.4% 7.7% 12.3% 13.8% 38.5% 1.5% 0.0% 7.7%

Ⓐ 20 10.0% 5.0% 0.0% 5.0% 10.0% 65.0% 0.0% 0.0% 5.0%

Ａ 27 0.0% 18.5% 11.1% 11.1% 14.8% 37.0% 0.0% 0.0% 7.4%

Ｂ 12 0.0% 25.0% 16.7% 16.7% 8.3% 16.7% 8.3% 0.0% 8.3%

Ｃ 3 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 3 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

区分６ 非該当 申請中 無回答区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５
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問９ 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

生活で困っていることや悩んでいることについて、「特にない」が 34.3％と最も高く、次い

で「周りの人の理解が少ない」が 21.8％、「公共の乗り物の利用が難しい」、「休日の過ごし方」

がそれぞれ 18.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《介助・援助の状況についておききします》 
 

問10 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者・援助者について、「親」が 63.6％と最も高く、次いで「とくに介助・援助は受

けていない」が 15.5％、「福祉サービス事業所の職員」が 5.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 239 15.5% 63.6% 0.0% 0.4% 0.0% 5.4% 0.4% 0.4% 2.5% 0.0% 5.9% 3.8% 2.1%

10歳未満 18 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10代 27 14.8% 81.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.7% 0.0%

20代 47 21.3% 72.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 0.0% 2.1% 0.0% 2.1%

30代 37 21.6% 70.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.7% 0.0% 2.7% 0.0% 2.7%

40代 53 9.4% 64.2% 0.0% 0.0% 0.0% 5.7% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 9.4% 3.8% 5.7%

50代 31 19.4% 51.6% 0.0% 0.0% 0.0% 9.7% 0.0% 0.0% 3.2% 0.0% 6.5% 9.7% 0.0%

60代 12 16.7% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 41.7% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 8.3% 0.0%

70代 7 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 28.6% 0.0%

80歳以上 3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0%

無回答 4 50.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0%

子どもの

配偶者

近所の

人、知人・

友人

そのほか

の親せき
兄弟姉妹

問3年齢(10歳刻み)

とくに介

助・援助は

受けてい

ない

親 配偶者 子ども
ホームヘ

ルパー

ボランティ

ア

福祉サー

ビス事業

所の職員

無回答その他

ｎ

ＴＯＴＡＬ 239 2.1% 2.9% 14.6% 6.7% 7.1% 7.5% 13.8% 7.1% 15.5% 18.4% 5.4% 12.6% 21.8% 18.4% 4.6% 34.3% 5.0%

身体障害者手帳を持っている 70 2.9% 2.9% 11.4% 8.6% 12.9% 5.7% 18.6% 5.7% 21.4% 21.4% 7.1% 11.4% 17.1% 10.0% 5.7% 30.0% 5.7%

精神障害者保健福祉手帳を持っている 22 9.1% 9.1% 31.8% 9.1% 9.1% 9.1% 13.6% 0.0% 9.1% 22.7% 18.2% 22.7% 22.7% 13.6% 0.0% 22.7% 9.1%

国または埼玉県が指定する特定疾病等

（難病等）を患っている
8 12.5% 12.5% 12.5% 37.5% 37.5% 12.5% 12.5% 0.0% 50.0% 62.5% 25.0% 50.0% 25.0% 12.5% 25.0% 12.5% 0.0%

高次脳機能障害と診断されたことがある 3 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 66.7% 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

発達障害（自閉症、アスペルガー症候

群、学習障害、注意欠陥多動性障害な

ど）と診断されたことがある

71 1.4% 7.0% 19.7% 9.9% 5.6% 8.5% 16.9% 8.5% 21.1% 22.5% 5.6% 22.5% 29.6% 26.8% 5.6% 26.8% 4.2%

上記にあてはまるものはない 79 1.3% 1.3% 12.7% 3.8% 5.1% 8.9% 11.4% 8.9% 6.3% 13.9% 6.3% 10.1% 19.0% 20.3% 3.8% 43.0% 1.3%

無回答 13 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 7.7% 15.4% 15.4% 0.0% 0.0% 23.1% 15.4% 7.7% 30.8% 30.8%

18歳未満 40 2.5% 10.0% 12.5% 17.5% 10.0% 2.5% 2.5% 0.0% 17.5% 20.0% 5.0% 20.0% 30.0% 10.0% 7.5% 30.0% 10.0%

18～64歳 181 1.7% 1.7% 14.4% 5.0% 6.6% 9.4% 15.5% 9.4% 14.4% 17.7% 5.5% 11.0% 20.4% 21.0% 4.4% 35.4% 3.3%

65歳以上 14 7.1% 0.0% 21.4% 0.0% 7.1% 0.0% 14.3% 0.0% 28.6% 28.6% 0.0% 7.1% 14.3% 14.3% 0.0% 28.6% 14.3%

無回答 4 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

問3年齢(3区分)

結

婚

に

つ

い

て

生

活

費

が

足

り

な

い

無

回

答

特

に

な

い

そ

の

他

休

日

の

過

ご

し

方

周

り

の

人

の

理

解

が

少

な

い

診

療

し

て

く

れ

る

医

療

機

関

が

少

な

い

医

療

費

が

多

く

か

か

る

公

共

の

乗

り

物

の

利

用

が

難

し

い

外

出

が

し

に

く

い

問７ 主な障害

介

助

し

て

く

れ

る

人

が

い

な

い

働

く

場

が

な

い

住

ん

で

い

る

家

で

使

い

に

く

い

と

こ

ろ

が

あ

る

訓

練

が

十

分

に

で

き

な

い

気

軽

に

相

談

す

る

と

こ

ろ

が

な

い

十

分

な

教

育

が

受

け

ら

れ

な

い

2.1% 2.9%

14.6%

6.7% 7.1% 7.5%

13.8%

7.1%

15.5%
18.4%

5.4%

12.6%

21.8%
18.4%

4.6%

34.3%

5.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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［介助・援助を受けている方におききします］ 

問11 どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 

介助・援助を受けている場面としては、「お金の管理をするとき」が 64.0％と最も高く、次

いで「外出をするとき」が 47.7％、「食事をつくるとき」が 37.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 あなたを主に介助・援助している方から介助・援助を受けられないときはどうしますか。（○は

いくつでも） 

主な介助者・援助者が不在のときは、「同居している家族に頼む」が 49.2％と最も高く、次

いで「福祉サービス事業所の職員に頼む」が 20.8％、「同居していない家族や親せきに頼む」

が 15.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

17.8%

37.1%

16.8%

19.3%

31.0%

27.9%

3.6%

32.5%

35.5%

64.0%

32.0%

5.6%

47.7%

32.0%

33.5%

4.1%

13.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

食事をするとき(n=35)

食事をつくるとき(n=73)

トイレを使用するとき(n=33)

着替えをするとき(n=38)

入浴をするとき(n=61)

洗顔・歯磨きのとき(n=55)

寝返りをするとき(n=7)

簡単な買物をするとき(n=64)

洗濯（干し、取り込みも含む）をするとき(n=70)

お金の管理をするとき(n=126)

電話の応対をするとき(n=63)

室内で移動するとき(n=11)

外出をするとき(n=94)

人とコミュニケーションをとるとき(n=63)

見守りが必要な状態のとき(n=66)

その他(n=8)

無回答(n=27)

n=197

49.2%

15.2%

1.0%

1.5%

7.6%

20.8%

10.7%

11.2%

7.1%

15.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

同居している家族に頼む(n=97)

同居していない家族や親せきに頼む(n=30)

近所の人や友人・知人に頼む(n=2)

ボランティアに頼む(n=3)

ホームヘルパーに頼む(n=15)

福祉サービス事業所の職員に頼む(n=41)

福祉サービス事業所に短期入所して介助・援助を受ける

(n=21)

ひとりでなんとかする(n=22)

その他(n=14)

無回答(n=30)

n=197



調査結果 Ⅱ．知的障害者 

－ 62 － 

《健康状態や医療についておききします》 
 

問13 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（○はいくつでも） 

「特に困ったり不便に思うことはない」が 46.4％と最も高く、次いで「専門的な治療を行

っている医療機関が身近にない」が 16.7％、「近所に診てくれる医師がいない」が 10.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 239 10.5% 16.7% 3.3% 2.5% 1.7% 0.8% 8.4% 4.2% 5.0% 9.2% 7.1% 6.7% 5.4% 0.0% 5.9% 3.3% 5.9% 5.9% 46.4% 13.4%

身体障害者手帳を持っている 70 14.3% 17.1% 7.1% 4.3% 0.0% 1.4% 10.0% 7.1% 2.9% 7.1% 4.3% 2.9% 8.6% 0.0% 4.3% 5.7% 8.6% 5.7% 34.3% 20.0%

精神障害者保健福祉手帳を持ってい

る
22 27.3% 27.3% 0.0% 4.5% 4.5% 4.5% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 4.5% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0% 9.1% 9.1% 31.8% 13.6%

国または埼玉県が指定する特定疾病

等（難病等）を患っている
8 37.5% 50.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 37.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 12.5%

高次脳機能障害と診断されたことがあ

る
3 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 33.3%

発達障害（自閉症、アスペルガー症候

群、学習障害、注意欠陥多動性障害

など）と診断されたことがある

71 18.3% 29.6% 4.2% 7.0% 5.6% 0.0% 15.5% 4.2% 5.6% 18.3% 16.9% 12.7% 7.0% 0.0% 11.3% 5.6% 5.6% 7.0% 40.8% 5.6%

上記にあてはまるものはない 79 3.8% 10.1% 1.3% 1.3% 0.0% 1.3% 5.1% 2.5% 6.3% 6.3% 5.1% 6.3% 3.8% 0.0% 5.1% 1.3% 5.1% 3.8% 62.0% 5.1%

無回答 13 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 46.2% 46.2%

問７主な障害

治

療

方

針

や
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の

説

明

が

な

く

主

治

医
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け

で
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し
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や
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を
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れ
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に
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添
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を

し

て

く

れ
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人

が

い

な

い

専

門

的

な

治

療

を

行

っ
て

い

る

医

療

機

関

が

身

近

に

な

い

近

所

に

診

て

く

れ

る

医

師

が

い

な

い

自

分

や

家

族

の

話

を

聞

い

て

も

ら

え

な

い

入

院

の

と

き

付

き

添

い

や

個

室

を

強

い

ら

れ

る

相

手

が

介

助

者

と

話

し

て

し

ま

う

医

療

ス

タ

ッ
フ

（
医

師

、
看

護

師

等

）
の

障

害

に

対

す

る

理

解

が

不

十

分

障

害

の

た

め

に

症

状

が

正

確

に

伝

わ

ら

ず

、
必

要

な

治

療

が

受

け

ら

れ

な

い

入

院

の

と

き

、
個

室

で

あ

れ

ば

し

な

く

て

よ

い

拘

束

を

さ

れ

て

し

ま

う

医

療

費

の

負

担

が

大

き

い

定

期

的

に

健

康

診

断

を

受

け

ら

れ

な

い

歯

科

診

療

を

受

け

ら

れ

な

い

気

軽

に

往

診

を

頼

め

る

医

師

が

い

な

い

そ

の

他

特

に

困

っ
た

り

不

便

に

思

う

こ

と

は

な

い

無

回

答

医

療

機

関

の

建

物

が

障

害

の

あ

る

人

に

配

慮

し

た

構

造

に

な

っ
て

い

な

い

受

診

手

続

き

や

案

内

な

ど

、
障

害

の

あ

る

人

へ

の

配

慮

が

不

十

分

10.5%

16.7%

3.3% 2.5% 1.7% 0.8%

8.4%
4.2% 5.0%

9.2% 7.1% 6.7% 5.4%
0.0%

5.9%
3.3%

5.9% 5.9%

46.4%

13.4%

0%

10%
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40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%



調査結果 Ⅱ．知的障害者 

－ 63 － 

問14 過去１年間に健康診断（健康診査）を受けましたか。（○はいくつでも） 

過去１年間の健康診断（健康診査）の受診については、「勤務先で健康診断を受けた」が

29.7％と最も高く、次いで「学校や福祉施設で健康診断を受けた」が 28.5％、「健康診断は受

けていない」が 21.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 あなたは、以下の医療的ケアを受けていますか。（○はいくつでも） 

医療的ケアについては、「受けていない」が 79.9％と最も高く、次いで「その他」が 3.8％、

「経管栄養」、「吸引」がそれぞれ 0.8％となっています。  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

79.9%

0.8%

0.8%

0.4%

0.0%

0.4%

0.4%

0.0%

3.8%

14.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

受けていない(n=191)

経管栄養(n=2)

吸引(n=2)

ネブライザー(n=1)

気管切開部の衛生管理(n=0)

導尿(n=1)

酸素吸入(n=1)

人工呼吸器(n=0)

その他(n=9)

無回答(n=34)

n=239

ｎ

TOTAL 239 8.8% 0.8% 29.7% 28.5% 7.9% 21.8% 3.3% 5.0%

10歳未満 18 0.0% 0.0% 0.0% 77.8% 5.6% 11.1% 5.6% 0.0%

10代 27 0.0% 0.0% 3.7% 63.0% 7.4% 14.8% 7.4% 3.7%

20代 47 0.0% 0.0% 44.7% 23.4% 12.8% 21.3% 0.0% 2.1%

30代 37 5.4% 2.7% 35.1% 13.5% 13.5% 35.1% 2.7% 0.0%

40代 53 18.9% 0.0% 35.8% 18.9% 5.7% 18.9% 1.9% 7.5%

50代 31 16.1% 3.2% 29.0% 16.1% 6.5% 19.4% 6.5% 12.9%

60代 12 8.3% 0.0% 25.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

70代 7 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 42.9% 14.3% 28.6%

80歳以上 3 33.3% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 4 50.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

市

の

健

診

・

検

診

を

受
け

た

問3年齢(10歳刻み)

無
回

答

健

康

診

断

は

受

け

て

い
な

い

そ

の

他

の

場

所

で

健

康

診

断
を

受

け

た

学

校

や

福

祉

施

設

で

健

康

診

断

を

受

け

た

勤

務

先

で

健

康

診

断

を

受

け

た

人

間

ド

ッ
ク

等

を

受

け

た

わ

か
ら

な

い

8.8%

0.8%

29.7% 28.5%

7.9%

21.8%

3.3% 5.0%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%



調査結果 Ⅱ．知的障害者 

－ 64 － 

問16 医療的ケアの実施者はどなたですか。（○はいくつでも） 

医療的ケアの実施者については、14件中「家族」が９件、「看護師」が３件、「自分」が２

件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《外出や余暇の過ごし方についておききします》 
 

［ここからは全員におききします］ 

問17 あなたは、どのくらい外出しますか。通園、通学、通勤、通所、通院、買物、日常の散歩などす

べて含めてお答えください。（○は１つ） 

外出の頻度については、「週に５日以上」が 66.9％と最も高く、次いで「週に３～４日」が

10.9％、「週に１～２日」が 9.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目で０％は表記していません 

 

   

66.9%

85.0%

65.2%

35.7%

75.0%

10.9%

5.0%

11.0%

28.6%

9.2%

10.5%

14.3%

2.9%

2.5%

3.3%

4.2%

5.0%

3.3%

14.3%

3.3%

3.9%

25.0%

2.5%

2.8%

7.1%

TOTAL(n=239)

18歳未満(n=40)

18～64歳(n=181)

65歳以上(n=14)

無回答(n=4)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日 ほとんど外出しない その他 無回答

自
分

家
族

看
護
師

学
校
の
担
任

養
護
教
諭

そ
の
他

無
回
答

2 9 3 0 1 1 0

n=14



調査結果 Ⅱ．知的障害者 

－ 65 － 

問18 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

外出の際に困っていることについては、「特に困っていることはない」が 35.1％と最も高

く、次いで「困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない」が 16.7％、「周囲の視線が

気になる」、「家族に負担がかかる」がそれぞれ 15.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

10.9%

13.0%

5.9%

13.0%

6.7%

3.8%

8.8%

1.3%

0.8%

2.1%

6.3%

3.3%

10.5%

3.8%

16.7%

13.0%

15.5%

15.9%

6.3%

15.9%

2.5%

35.1%

11.7%

0% 10% 20% 30% 40%

障害者用トイレが少ない(n=26)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=31)

バスや電車の乗り降りが困難(n=14)

歩道が整備されていない(n=31)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=16)

バスや電車内で運行状況の案内表示がない(n=9)

通路上に自転車や看板などの障害物があって通りにくい(n=21)

視覚障害者用誘導ブロックや音響式信号が不十分である(n=3)

建物や施設の出入り口に視覚障害者用の盲導鈴や音声ガイドシステムの

設置が少ない(n=2)

低い操作盤や手すり・鏡のついた福祉対応のエレベーターが少ない(n=5)

建物の出入り口が狭かったり、開けにくい(n=15)

公衆ファクスや障害者用電話が少ない(n=8)

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができない(n=25)

介助者がいない(n=9)

困ったときに周囲の人の手助けや理解を得られない(n=40)

発作などの突然の体調や気分の変化が心配(n=31)

自動車や自転車が多くて危険を感じる(n=37)

周囲の視線が気になる(n=38)

外出するとお金がかかる(n=15)

家族に負担がかかる(n=38)

その他(n=6)

特に困っていることはない(n=84)

無回答(n=28)

n=239



調査結果 Ⅱ．知的障害者 

－ 66 － 

問19 仕事以外に、普段の生活の中で以下のような活動を行う、または活動に参加する機会がありま

すか。それぞれ１つに○をつけてください。 

現在、仕事以外で行っている活動については、「テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」

が 69.0％と最も高くなっています。また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「友

人・知人と会って交流を深める」、「旅行に出かける」がそれぞれ 22.2％と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、次の表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

28.5%

4.2%

35.6%

19.2%

40.2%

20.9%

14.6%

20.5%

11.3%

12.6%

69.0%

10.9%

20.5%

15.1%

23.8%

22.6%

15.9%

20.9%

13.8%

14.2%

5.9%

15.5%

18.0%

7.9%

22.2%

5.0%

14.6%

17.6%

22.2%

15.5%

11.3%

23.4%

49.0%

16.3%

20.9%

10.9%

19.7%

28.5%

15.1%

36.4%

38.1%

7.5%

5.4%

21.8%

25.9%

19.7%

22.6%

20.1%

22.2%

23.4%

21.3%

23.0%

23.8%

15.1%

92.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする（n=239）

教養・資格取得等に関する学習をする（n=239）

近所を散歩する（n=239）

友人・知人と会って交流を深める（n=239）

デパートや店等を見て歩く（n=239）

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く（n=239）

スポーツをする（n=239）

旅行に出かける（n=239）

地域の行事や活動に参加する（n=239）

公民館・図書館・博物館等に行く（n=239）

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする（n=239）

その他（n=239）

現在している 機会はあるが、十分ではない

機会はないが、ほしいと思う 必要を感じていない

無回答

n

趣味の活動をする 239 28.5% 10.9% 15.5% 23.4% 21.8% 100.0%

教養・資格取得等に関する学習をする 239 4.2% 2.9% 18.0% 49.0% 25.9% 100.0%

近所を散歩する 239 35.6% 20.5% 7.9% 16.3% 19.7% 100.0%

友人・知人と会って交流を深める 239 19.2% 15.1% 22.2% 20.9% 22.6% 100.0%

デパートや店等を見て歩く 239 40.2% 23.8% 5.0% 10.9% 20.1% 100.0%

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く 239 20.9% 22.6% 14.6% 19.7% 22.2% 100.0%

スポーツをする 239 14.6% 15.9% 17.6% 28.5% 23.4% 100.0%

旅行に出かける 239 20.5% 20.9% 22.2% 15.1% 21.3% 100.0%

地域の行事や活動に参加する 239 11.3% 13.8% 15.5% 36.4% 23.0% 100.0%

公民館・図書館・博物館等に行く 239 12.6% 14.2% 11.3% 38.1% 23.8% 100.0%

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする 239 69.0% 5.9% 2.5% 7.5% 15.1% 100.0%

その他 239 1.7% 0.0% 0.0% 5.4% 92.9% 100.0%

回答者数
現在して

いる

機会はあ
るが、十
分ではな

い

機会はな
いが、ほし
いと思う

必要を感
じていない

無回答



調査結果 Ⅱ．知的障害者 

－ 67 － 

問20 あなたは、生涯学習活動や余暇活動をするために、どのような条件が必要だと思いますか。（○

はいくつでも） 

希望する活動を行うために必要な条件について、「活動する場所が近くにあること」が

42.7％と最も高く、次いで「費用を心配しなくてよいこと」が 37.2％、「障害のある人に配慮

した施設や設備があること」が 36.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方についておききします》 
 

問21 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

日中の過ごし方については、「収入を伴う仕事をしている」が 28.0％と最も高く、次いで

「家庭内で過ごしている」が 23.0％、「通所サービスを利用している」が 19.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

19.2%

28.9%

42.7%

26.8%

27.2%

34.3%

36.0%

33.5%

37.2%

0.8%

19.7%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

活動について、きめの細かい情報が市の広報や町内会報

そのほかで広く提供されること(n=46)

一緒に行く仲間がいること(n=69)

活動する場所が近くにあること(n=102)

外出のための手段が確保されていること(n=64)

魅力的な内容であること(n=65)

適切な指導者がいること(n=82)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=86)

介助者・援助者がいること(n=80)

費用を心配しなくてよいこと(n=89)

その他(n=2)

特にない(n=47)

無回答(n=24)

n=239

n

TOTAL 239 15.9% 28.0% 8.8% 5.4% 14.2% 19.2% 1.7% 4.2% 2.1% 1.7% 2.1% 23.0% 4.2% 3.3%

18歳未満 40 90.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 7.5% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 5.0% 2.5% 0.0%

18～64歳 181 1.1% 35.9% 10.5% 6.6% 15.5% 22.1% 1.1% 3.9% 1.7% 2.2% 2.8% 26.5% 4.4% 3.9%

65歳以上 14 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 21.4% 21.4% 7.1% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 7.1% 7.1%

無回答 4 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0%

無

回

答

病

院

等

の
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を
利

用

し

て

い

る

創

作

活

動

や

社

会

と

の
交

流

な

ど

を

行

っ
た

り

す

る
と

こ

ろ

で

過

ご

し

て

い

る

求

職

活

動

を
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他
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ス
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利
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し

て
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る

医

療

機

関

で

過

ご

し

て
い

る

入

所
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設

で
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し
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い

る
問3年齢(3区分)

幼

稚

園

や

保

育

園

、
学
校

な

ど

に

通

っ
て

い

る

収

入

を

伴

う

仕

事

を

し
て

い

る

施

設

や

企

業

で

作

業

や
実

習

な

ど

を

行

い

、
職

場

探
し

や

職

場

定

着

の

た

め

の

支
援

を

受

け

て

い

る

自

立

し

た

日

常

生

活

が
で

き

る

よ

う

、
身

体

機
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■前回調査（H28）比較 
H28調査（前回） R1調査（今回） 

福祉の施設（サービス）に通っている 26.7% 収入を伴う仕事をしている 28.0% 

働いている 26.2% 家庭内で過ごしている 23.0% 

幼稚園や保育園、学校などに通っている 22.5% 通所サービスを利用している 19.2% 

自宅にいることが多い 11.2% 幼稚園や保育園、学校などに通っている 15.9% 

病院や施設などで看護・介護を受けている 8.0% 家の仕事を手伝っている 14.2% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

《幼稚園や保育園、学校のことなどについておききします》 
 

［次の問 22～25 は、問 21 で「幼稚園や保育園、学校などに通っている」に○をつけた方に

おききします］ 

問22 通っているのは次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

幼稚園や保育園、学校に通っている人の通園通学先については、38 件中「特別支援学級」

が 14件、「特別支援学校」が 13件、「小学校、中学校、高等学校」が 11件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強するための学習形態については、38件中「障害のある仲間のクラスで勉強しな

がら、障害のない仲間とも勉強したい」が 21 件、「同じような障害のある仲間たちのクラス

で勉強したい」が７件、「障害のあるなしにかかわらず、一緒のクラスで勉強したい」が６件

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

幼
稚
園

、
保
育
園

小
学
校

、
中
学
校

、

高
等
学
校

特
別
支
援
学
級

特
別
支
援
学
校

児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー

専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
高
等
技
術
専
門

学
校

短
大
・
大
学
・
大
学

院
そ
の
他

無
回
答

0 11 14 13 5 1 0 0 0

n=38

障
害
の
あ
る
な
し
に
か

か
わ
ら
ず

、
一
緒
の
ク

ラ
ス
で
勉
強
し
た
い

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ

る
仲
間
た
ち
の
ク
ラ
ス

で
勉
強
し
た
い

障
害
の
あ
る
仲
間
の
ク

ラ
ス
で
勉
強
し
な
が

ら

、
障
害
の
な
い
仲
間

と
も
勉
強
し
た
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

6 7 21 4 0 0

n=38
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問24 幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることについては、38件中「とくに困っ

ていることはない」が 12 件、「通うのが大変」が 10 件、「学校の数が少ない」、「家族の同伴

を求められる」がそれぞれ６件となっています。 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 
H28調査（前回） R1調査（今回） 

通うのがたいへん 23.8% 通うのが大変 26.3% 

普通学級に入れない 16.7% 学校の数が少ない 15.8% 

その他 14.3% 家族の同伴を求められる 15.8% 

学校の数が少ない 11.9% 授業についていけない 13.2% 

とくに困っていることはない 40.5% とくに困っていることはない 31.6% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

問25 将来、学校教育を修了後の希望を教えてください。（ご本人がまだわからない場合は保護者の方

がお答えください。）（○はいくつでも） 

学校教育を修了後の将来の希望については、38件中「就労したい」が 23件、次いで「職業

訓練校に通いたい」が 12件、「障害者のための通所サービスを利用したい」が 10件となって

います。 
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3 9 5 23 10 12 3 2 4 2 0

n=38
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《雇用・就労についておききします》 
 

［次の問26～28は、問21で「収入を伴う仕事をしている」に○をつけた方におききします］ 

問26 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が

62.7％と最も高く、次いで「１年以上３年未満」が 13.4％、「１年未満」が 10.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「臨時・パート・アルバイト・日雇い」が 41.8％と最も高く、次い

で「会社員・公務員・団体職員」が 28.4％、「就労継続支援等での福祉的就労」が 23.9％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

10.4%

13.4%

4.5%

62.7%

6.0%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１年未満(n=7)

１年以上３年未満(n=9)

３年以上５年未満(n=3)

５年以上(n=42)

その他(n=4)

無回答(n=2) n=67

28.4%

41.8%

0.0%

0.0%

0.0%

23.9%

3.0%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社員・公務員・団体職員(n=19)

臨時・パート・アルバイト・日雇い(n=28)

自営業(n=0)

自営業の手伝い(n=0)

家庭内職(n=0)

就労継続支援等での福祉的就労(n=16)

その他(n=2)

無回答(n=2)
n=67
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問28 仕事をする上で困ったり、つらいことは主にどのようなことですか。（○はいくつでも） 

仕事をする上で困ったり、つらいことについては、「収入が少ない」が 38.8％と最も高く、

次いで「とくに困ったり、つらいことはない」が 35.8％、「コミュニケーションができない」

が 28.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 67 9.0% 38.8% 13.4% 6.0% 26.9% 7.5% 10.4% 6.0% 28.4% 11.9% 7.5% 6.0% 35.8% 3.0%

会社員・公務員・団体職員 19 10.5% 26.3% 15.8% 0.0% 26.3% 0.0% 5.3% 0.0% 21.1% 15.8% 5.3% 0.0% 47.4% 0.0%

臨時・パート・アルバイト・日雇い 28 10.7% 28.6% 17.9% 10.7% 32.1% 14.3% 21.4% 14.3% 35.7% 14.3% 10.7% 7.1% 42.9% 0.0%

自営業 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 16 6.3% 75.0% 6.3% 6.3% 18.8% 6.3% 0.0% 0.0% 25.0% 6.3% 6.3% 12.5% 18.8% 0.0%

その他 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
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［ここからは、全員におききします］ 

問29 障害のある人の就業を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。

（○は３つまで） 

障害のある人の就業促進のために希望することについては、「従業員の理解」が 53.1％と最

も高く、次いで「経営者の理解」が 50.2％、「就労継続支援施設等の増設」、「民間企業の雇用

努力」がそれぞれ 16.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

50.2%

53.1%

13.4%

9.6%

16.7%

9.6%

11.3%

16.7%

4.2%

10.5%

11.3%

12.6%

10.0%

4.6%

14.6%

7.5%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経営者の理解(n=120)

従業員の理解(n=127)

行政の民間企業指導(n=32)

職業訓練施設の増設(n=23)

就労継続支援施設等の増設(n=40)

就業あっせん窓口の充実(n=23)

職業相談窓口の充実(n=27)

民間企業の雇用努力(n=40)

雇用率未達成企業の罰則強化(n=10)

ジョブコーチの充実(n=25)

就労継続支援施設等で障害者が働いている状況の紹介(n=27)

民間企業で障害者が働いている状況の紹介(n=30)

市の広報や社協だよりによる障害者が働いている状況の紹介(n=24)

その他(n=11)

わからない(n=35)

特にない・働きたくない(n=18)

無回答(n=21)

n=239
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問30 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の収入の額については、「年収 100万円未満」が 39.7％と最も高く、次いで「わ

からない・その他」が 27.6％、「年収 150万円以上 200万円未満」が 7.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

問27就労形態

ｎ

ＴＯＴＡＬ 239 0.0% 2.1% 2.1% 7.1% 4.2% 5.9% 39.7% 27.6% 11.3%

会社員・公務員・団体職員 19 0.0% 10.5% 10.5% 36.8% 15.8% 10.5% 5.3% 10.5% 0.0%

臨時・パート・アルバイト・日雇い 28 0.0% 3.6% 7.1% 14.3% 7.1% 17.9% 28.6% 21.4% 0.0%

自営業 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 16 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 25.0% 56.3% 12.5% 0.0%

その他 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

無回答 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%

問31主な収入
給与・賃金 63 0.0% 7.9% 7.9% 19.0% 12.7% 15.9% 25.4% 11.1% 0.0%

事業収入 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0%

就労継続支援施設や作業所の工賃 29 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 4.8% 34.9% 4.8% 0.0%

家族からの仕送り・援助 75 0.0% 0.0% 0.0% 7.9% 3.2% 6.3% 52.4% 47.6% 1.6%

年金 18 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 11.1% 7.9% 7.9%

障害年金 123 0.0% 0.0% 3.2% 7.9% 7.9% 14.3% 106.3% 31.7% 23.8%

生活保護 9 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 6.3% 4.8% 1.6%

その他 25 0.0% 0.0% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 11.1% 23.8% 3.2%

無回答 11 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.2% 4.8% 9.5%
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問31 現在、あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

現在、生活を支えている収入については、「障害年金」が 51.5％と最も高く、次いで「家族

からの仕送り・援助」が 31.4％、「給与・賃金」が 26.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ

ＴＯＴＡＬ 239 26.4% 0.4% 12.1% 31.4% 7.5% 51.5% 3.8% 10.5% 4.6%

18歳未満 40 2.5% 0.0% 2.5% 50.0% 0.0% 2.5% 0.0% 37.5% 15.0%

18～64歳 181 33.1% 0.6% 14.4% 29.3% 7.2% 60.2% 4.4% 5.5% 1.7%

65歳以上 14 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 28.6% 71.4% 7.1% 0.0% 14.3%

無回答 4 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無
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《将来の希望等についておききします》 
 

問32 将来（今後）、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）の暮らしについて、「自宅で家族と一緒に暮らしたい」が 55.2％と最も高く、

次いで「共同生活する住居（障害者グループホーム等）で暮らしたい」が 13.0％、「入所施設

で暮らしたい」が 10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 239 55.2% 8.4% 13.0% 10.0% 7.9% 5.4%

本人または家族の持ち家 180 61.7% 7.8% 12.8% 8.3% 6.7% 2.8%

民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート 26 50.0% 19.2% 7.7% 0.0% 11.5% 11.5%

県営・市営住宅、公社・公団の賃貸住宅 9 33.3% 0.0% 22.2% 0.0% 22.2% 22.2%

障害者グループホーム 4 25.0% 0.0% 50.0% 25.0% 0.0% 0.0%

福祉施設 8 12.5% 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 12.5%

病院 7 14.3% 0.0% 14.3% 14.3% 28.6% 28.6%

その他 4 50.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0%

無回答 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

問4 あなたの住居
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問33 将来（今後）、あなたは日中をどのように過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 

将来（今後）、日中の過ごし方について、「通所サービスを利用したい」が 25.1％と最も高

く、次いで「一般企業などで働きたい」が 22.2％、「施設内で就労したり、生産活動をしなが

ら過ごしたい」が 20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 
H28調査（前回） R1調査（今回） 

一般企業等での就労は難しいと思うが働

きたいと思うので、施設内で就労したり、

生産活動をしながら過ごしたい 

26.7% 通所サービスを利用したい 25.1% 

自宅でのんびり過ごしたい 21.9% 一般企業などで働きたい 22.2% 

施設で、入浴、排せつ、食事の介護を受

けながら、創作的活動などを行いたい 
19.8% 

施設内で就労したり、生産活動をしなが

ら過ごしたい 
20.9% 

創作活動や社会との交流などを行ったり

するところで過ごしたい 
17.6% 家庭内で過ごしたい 18.8% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職

場探しや職場定着のための支援を受けた

い 

16.6% 

自立した日常生活ができるよう、身体機

能や生活能力向上のための必要な訓練を

受けたい 

16.3% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。   

n

TOTAL 239 8.4% 22.2% 20.9% 10.9% 16.3% 12.1% 25.1% 0.4% 12.1% 2.9% 7.1% 18.8% 3.3% 9.2% 4.2%

幼稚園や保育園、学校などに通っている 38 44.7% 26.3% 28.9% 26.3% 28.9% 0.0% 26.3% 0.0% 10.5% 5.3% 10.5% 5.3% 2.6% 7.9% 0.0%

収入を伴う仕事をしている 67 0.0% 46.3% 14.9% 7.5% 10.4% 11.9% 11.9% 0.0% 6.0% 0.0% 6.0% 20.9% 6.0% 13.4% 0.0%

施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや

職場定着のための支援を受けている
21 0.0% 28.6% 61.9% 47.6% 9.5% 4.8% 23.8% 0.0% 9.5% 0.0% 9.5% 0.0% 0.0% 4.8% 0.0%

自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活能

力向上のための訓練を受けている
13 0.0% 23.1% 46.2% 15.4% 38.5% 15.4% 46.2% 0.0% 15.4% 7.7% 23.1% 7.7% 7.7% 7.7% 0.0%

家の仕事を手伝っている 34 0.0% 11.8% 8.8% 0.0% 17.6% 44.1% 14.7% 0.0% 11.8% 5.9% 0.0% 35.3% 5.9% 11.8% 2.9%

通所サービスを利用している 46 4.3% 4.3% 30.4% 10.9% 23.9% 6.5% 71.7% 0.0% 21.7% 2.2% 10.9% 8.7% 2.2% 6.5% 2.2%

医療機関で過ごしている 4 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 75.0%

入所施設で過ごしている 10 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 40.0% 10.0% 0.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 20.0%

病院等のデイケアを利用している 5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 20.0% 0.0% 20.0% 40.0% 20.0% 20.0% 0.0% 0.0% 40.0%

創作活動や社会との交流などを行ったりするところ

で過ごしている
4 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 100.0% 25.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

求職活動をしている 5 0.0% 80.0% 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内で過ごしている 55 1.8% 16.4% 10.9% 7.3% 9.1% 25.5% 21.8% 1.8% 5.5% 5.5% 0.0% 43.6% 0.0% 9.1% 1.8%

その他 10 10.0% 10.0% 20.0% 10.0% 10.0% 10.0% 20.0% 0.0% 10.0% 10.0% 20.0% 10.0% 20.0% 10.0% 10.0%

無回答 8 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 12.5% 12.5% 0.0% 12.5% 37.5%
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問34 あなたは、将来の生活に不安なことがありますか（○は２つまで） 

将来の生活で不安なことについて、「家族がいなくなること」が 72.0％と最も高く、次いで

「病気になること」が 39.3％、「福祉制度等が現在よりも悪くなること」が 18.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《相談や情報入手についておききします》 
 

問35 ふだん、悩みや困ったことなどをどなたに相談しますか。（○はいくつでも） 

悩みや困ったことなどの相談先について、「家族等の同居人」が 66.9％と最も高く、次いで

「施設や作業所の職員」が 21.8％、「職場や学校の人」が 13.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

72.0%

39.3%

11.3%

13.0%

18.4%

2.5%

12.1%

4.2%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族がいなくなること(n=172)

病気になること(n=94)

更に障害が重くなること(n=27)

福祉サービスを利用する際の経済的負担が重くなること(n=31)

福祉制度等が現在よりも悪くなること(n=44)

その他(n=6)

わからない(n=29)

不安はない(n=10)

無回答(n=6)
n=239

n

TOTAL 239 66.9% 4.6% 9.2% 13.4% 21.8% 8.8% 0.8% 0.8% 12.1% 10.0% 5.0% 10.0% 0.0% 0.0% 4.2% 7.1% 7.1% 5.4%

10歳未満 18 100.0% 11.1% 5.6% 44.4% 27.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 22.2% 5.6% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10代 27 70.4% 7.4% 14.8% 29.6% 3.7% 3.7% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 11.1% 3.7% 0.0% 0.0% 3.7% 7.4% 3.7% 0.0%

20代 47 80.9% 8.5% 10.6% 17.0% 31.9% 6.4% 2.1% 0.0% 19.1% 8.5% 2.1% 6.4% 0.0% 0.0% 8.5% 6.4% 12.8% 0.0%

30代 37 73.0% 0.0% 13.5% 8.1% 24.3% 8.1% 0.0% 2.7% 16.2% 8.1% 0.0% 10.8% 0.0% 0.0% 2.7% 8.1% 2.7% 2.7%

40代 53 60.4% 0.0% 5.7% 3.8% 22.6% 18.9% 0.0% 1.9% 11.3% 13.2% 5.7% 20.8% 0.0% 0.0% 0.0% 7.5% 7.5% 9.4%

50代 31 45.2% 6.5% 12.9% 3.2% 16.1% 12.9% 3.2% 0.0% 6.5% 6.5% 12.9% 12.9% 0.0% 0.0% 9.7% 3.2% 9.7% 6.5%

60代 12 50.0% 8.3% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 8.3%

70代 7 42.9% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 28.6% 0.0% 28.6%

80歳以上 3 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 4 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

問3年齢

(10歳刻み)

ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

身
体

障

害
者

・

知

的
障

害

者
相

談

員

施

設
や

作

業

所
の

職

員

職
場

や

学

校
の

人

友
人

・

知
人

・

近

所
の

人

親

せ

き

家
族

等

の

同
居

人

民
生

委

員

相

談

し
た

い

が

、
で

き

な
い

誰
か

に

相
談

す

る

こ
と

は

ま
れ

で

あ

る

そ

の

他

無

回

答

県

の
担

当

窓
口

（
県

リ
ハ

ビ

リ

テ
ー

シ

ョ
ン
セ

ン

タ
ー

な

ど

）

保

健

所

市
の

障

害
者

相

談

支
援

セ

ン
タ
ー

市

役

所
の

担

当

窓
口

病
院

・

医
師

・

看

護
師

等

相

談

支
援

事

業

所
の

相

談
員

66.9%

4.6%
9.2%

13.4%

21.8%

8.8%

0.8% 0.8%

12.1%
10.0%

5.0%
10.0%

0.0% 0.0%
4.2%

7.1% 7.1% 5.4%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%



調査結果 Ⅱ．知的障害者 

－ 78 － 

［問 35で「相談したいが、できない」に○をつけた方におききします］ 

問36 相談できない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

相談できない理由については、17件中「どこ（誰）に相談していいかわからない」が８件、

「その他」が７件、「身近なところに相談できるところがない」、「相談しても満足のいく回答

がもらえない」がそれぞれ４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［全員におききします］ 

問37 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。

（○はいくつでも） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市・県の広報」が 44.8％

と最も高く、次いで「家族や知人の話」が 37.7％、「障害者の施設や団体等の機関紙やパンフ

レット」が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

44.8%

15.9%

11.3%

6.7%

4.6%

6.7%

5.9%

19.7%

37.7%

11.7%

2.5%

7.5%

7.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市・県の広報(n=107)

市や県が発行する資料やパンフレット(n=38)

市や県への問い合わせ(n=27)

医療機関(n=16)

その他の相談機関(n=11)

テレビ・ラジオ(n=16)

新聞や雑誌の福祉の関連記事(n=14)

障害者の施設や団体等の機関紙やパンフレット(n=47)

家族や知人の話(n=90)

パソコンやスマートフォン、携帯電話(n=28)

その他(n=6)

サービスの内容について知る手段がない(n=18)

無回答(n=19)

n=239
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問38 福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面はどんなときですか。（○は３つまで） 

手続きが難しいと感じることについては、「自分で手続きをするのは難しい」が 52.3％と最

も高く、次いで「必要な手続きが多く、手間がかかる」が 45.2％、「制度が複雑でわかりにく

い」が 31.8％となっています。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問39 あなたの代わりに誰が福祉の手続きを行っていますか。（○はいくつでも） 

福祉の手続きをあなたの代わりに誰が行っているかについては、「父、母」が 79.1％と最も

高く、次いで「兄弟姉妹」が 12.6％、「福祉サービス事業所の職員」が 9.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

8.4%

0.8%

0.8%

79.1%

12.6%

0.4%

0.4%

1.3%

9.6%

7.9%

2.9%

3.3%

2.5%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自分で行っている(n=20)

配偶者（夫または妻）(n=2)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=2)

父、母(n=189)

兄弟姉妹(n=30)

その他の親せき(n=1)

近所の人、知人・友人(n=1)

ホームヘルパー(n=3)

福祉サービス事業所の職員(n=23)

相談員(n=19)

ケアマネジャー(n=7)

後見人(n=8)

その他(n=6)

無回答(n=8)

n=239

45.2%

31.8%

15.1%

52.3%

23.8%

15.5%

10.0%

2.5%

3.3%

5.9%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

必要な手続きが多く、手間がかかる(n=108)

制度が複雑でわかりにくい(n=76)

市役所本庁舎まで手続きに行くことが難しい(n=36)

自分で手続きをするのは難しい(n=125)

自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい(n=57)

専門用語（福祉のことば）がわからない(n=37)

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない(n=24)

事業者との契約が難しい(n=6)

その他(n=8)

難しいと感じることはない(n=14)

無回答(n=21)

n=239
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問40 あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（○はい

くつでも） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについて、「話をうまく組み立

てられない、うまく質問できない」が 43.5％と最も高く、次いで「複雑な文章表現がわかり

にくい」が 41.8％、「難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい」が 36.4％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

12.1%

5.0%

3.8%

2.5%

0.8%

0.4%

1.3%

0.8%

43.5%

4.2%

3.3%

41.8%

36.4%

4.2%

14.2%

13.8%

10.9%

24.3%

4.6%

10.5%

13.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

案内表示がわかりにくい(n=29)

音声情報が少ない(n=12)

文字情報が少ない(n=9)

問い合わせ先の情報にファクス番号やメールアドレスの記載がない(n=6)

公共施設にヒアリングループが少ない(n=2)

公共施設にＯＨＰ、ＯＨＣなどの設備が少ない(n=1)

要約筆記者がいない(n=3)

手話通訳者がいない(n=2)

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない(n=104)

相手が介助者と話してしまう(n=10)

知りたい情報がインターネットにしか掲載されていない(n=8)

複雑な文章表現がわかりにくい(n=100)

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい(n=87)

パソコンやスマートフォン、携帯電話などを利用したいが、金銭的理由により利用できない

(n=10)

パソコンやスマートフォン、携帯電話などを利用したいが、操作がわからない (n=34)

欲しい福祉サービスについての情報がない、内容がわかりにくい(n=33)

欲しい障害者向けのイベントについての情報がない、内容がわかりにくい(n=26)

どこに何を相談したらよいかわからない(n=58)

その他(n=11)

とくに困ることはない(n=25)

無回答(n=32)

n=239
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《福祉サービスについておききします》 
 

問41 福祉サービスの利用の状況、今後の利用希望について、1～37のサービスごとに、それぞれお答

えください。（○は、1～37のサービスごとに、記入例を参考に記入してください。） ※福祉サー

ビスの詳細は、この設問の次の「福祉サービスの説明」を参照ください。 

以前利用していた（今は利用していない）福祉サービスについては、「日中一時支援」が 7.5％

となっています。現在の利用状況については、「計画相談支援」が 18.0％となっています。今

後の利用希望については、「計画相談支援」が 25.6％となっています。 

■以前利用していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

5.4%

3.8%

3.8%

6.7%

3.8%

5.9%

5.0%

5.4%

5.9%

4.2%

3.3%

6.3%

7.5%

5.9%

5.9%

4.2%

5.0%

94.6%

97.9%

96.2%

96.2%

93.3%

97.5%

98.3%

96.2%

94.1%

97.5%

95.0%

94.6%

94.1%

97.5%

97.5%

98.3%

98.3%

97.1%

97.5%

95.8%

96.7%

97.1%

97.9%

97.9%

93.7%

97.1%

92.5%

98.7%

94.1%

97.5%

94.1%

95.8%

98.7%

97.5%

98.3%

97.9%

95.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=239）

重度訪問介護（n=239）

行動援護（n=239）

同行援護（n=239）

短期入所（ショートステイ）（n=239）

重度障害者等包括支援（n=239）

療養介護（n=239）

生活介護（n=239）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=239）

宿泊型自立訓練（n=239）

就労移行支援（n=239）

就労継続支援Ａ型（n=239）

就労継続支援Ｂ型（n=239）

就労定着支援（n=239）

施設入所支援（n=239）

共同生活援助（グループホーム）（n=239）

自立生活援助（n=239）

計画相談支援（n=239）

地域相談支援（n=239）

補装具費の支給（n=239）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=239）

基本相談支援（n=239）

意思疎通支援（n=239）

日常生活用具費の支給（n=239）

移動支援（n=239）

地域活動支援センター（n=239）

日中一時支援（n=239）

全身性障害者介護人派遣事業（n=239）

障害者等生活サポート事業（n=239）

放課後等ディサービス（n=239）

児童発達支援（n=239）

保育所等訪問支援（n=239）

居宅訪問型児童発達支援（n=239）

障害児入所支援（福祉型）（n=239）

障害児入所支援（医療型）（n=239）

医療型児童発達支援（n=239）

障害児相談支援（n=239）

以前利用していた（今は利用していない） 無回答
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■現在の利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

4.2%

6.3%

5.4%

9.6%

9.6%

4.6%

18.0%

4.2%

5.0%

5.0%

3.3%

3.3%

7.9%

4.6%

7.5%

7.1%

7.9%

3.8%

3.3%

49.0%

41.8%

43.5%

40.2%

47.3%

36.0%

38.1%

41.8%

43.9%

33.5%

43.1%

43.1%

38.5%

35.6%

45.2%

49.0%

41.8%

30.1%

36.4%

36.8%

33.5%

31.0%

29.3%

30.1%

36.4%

34.7%

33.9%

25.5%

34.3%

38.1%

35.1%

35.6%

28.0%

31.4%

31.0%

30.5%

31.4%

14.6%

20.9%

17.6%

21.8%

13.4%

26.4%

25.5%

13.8%

15.5%

28.9%

15.5%

17.2%

16.7%

23.4%

15.9%

12.6%

20.5%

17.6%

21.8%

20.1%

24.3%

28.9%

31.8%

28.0%

20.1%

23.4%

21.3%

35.1%

21.8%

15.9%

19.7%

22.2%

29.3%

25.9%

25.1%

24.7%

20.9%

32.2%

37.2%

32.6%

35.6%

33.9%

36.8%

36.0%

34.7%

39.3%

37.7%

38.5%

38.9%

35.1%

36.4%

36.8%

36.0%

37.7%

34.3%

37.7%

38.1%

37.2%

36.8%

38.5%

38.5%

35.6%

37.2%

37.2%

38.5%

36.8%

38.1%

41.4%

41.8%

42.3%

41.8%

43.1%

43.1%

44.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=239）

重度訪問介護（n=239）

行動援護（n=239）

同行援護（n=239）

短期入所（ショートステイ）（n=239）

重度障害者等包括支援（n=239）

療養介護（n=239）

生活介護（n=239）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=239）

宿泊型自立訓練（n=239）

就労移行支援（n=239）

就労継続支援Ａ型（n=239）

就労継続支援Ｂ型（n=239）

就労定着支援（n=239）

施設入所支援（n=239）

共同生活援助（グループホーム）（n=239）

自立生活援助（n=239）

計画相談支援（n=239）

地域相談支援（n=239）

補装具費の支給（n=239）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=239）

基本相談支援（n=239）

意思疎通支援（n=239）

日常生活用具費の支給（n=239）

移動支援（n=239）

地域活動支援センター（n=239）

日中一時支援（n=239）

全身性障害者介護人派遣事業（n=239）

障害者等生活サポート事業（n=239）

放課後等ディサービス（n=239）

児童発達支援（n=239）

保育所等訪問支援（n=239）

居宅訪問型児童発達支援（n=239）

障害児入所支援（福祉型）（n=239）

障害児入所支援（医療型）（n=239）

医療型児童発達支援（n=239）

障害児相談支援（n=239）

現在：知っていた：利用している 現在：知っていた：利用していない

現在：知らなかった 無回答
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■今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

20.5%

7.5%

19.7%

14.2%

20.9%

15.5%

14.6%

19.2%

18.0%

14.2%

16.7%

13.4%

13.8%

17.2%

21.8%

23.4%

17.6%

25.5%

20.9%

11.7%

15.5%

23.0%

10.5%

16.7%

21.8%

17.2%

18.4%

5.4%

20.9%

12.1%

9.2%

4.2%

5.4%

5.9%

4.2%

7.1%

12.6%

38.1%

45.6%

36.0%

39.3%

36.4%

37.7%

36.8%

31.4%

33.5%

36.4%

35.1%

36.8%

36.4%

32.2%

30.5%

33.1%

33.1%

28.0%

30.5%

40.6%

32.6%

28.0%

38.1%

33.9%

31.0%

32.2%

33.9%

43.9%

31.0%

38.9%

41.4%

45.6%

43.9%

44.4%

45.6%

42.3%

38.5%

41.4%

46.9%

44.4%

46.4%

42.7%

46.9%

48.5%

49.4%

48.5%

49.4%

48.1%

49.8%

49.8%

50.6%

47.7%

43.5%

49.4%

46.4%

48.5%

47.7%

51.9%

49.0%

51.5%

49.4%

47.3%

50.6%

47.7%

50.6%

48.1%

49.0%

49.4%

50.2%

50.6%

49.8%

50.2%

50.6%

49.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=239）

重度訪問介護（n=239）

行動援護（n=239）

同行援護（n=239）

短期入所（ショートステイ）（n=239）

重度障害者等包括支援（n=239）

療養介護（n=239）

生活介護（n=239）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=239）

宿泊型自立訓練（n=239）

就労移行支援（n=239）

就労継続支援Ａ型（n=239）

就労継続支援Ｂ型（n=239）

就労定着支援（n=239）

施設入所支援（n=239）

共同生活援助（グループホーム）（n=239）

自立生活援助（n=239）

計画相談支援（n=239）

地域相談支援（n=239）

補装具費の支給（n=239）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=239）

基本相談支援（n=239）

意思疎通支援（n=239）

日常生活用具費の支給（n=239）

移動支援（n=239）

地域活動支援センター（n=239）

日中一時支援（n=239）

全身性障害者介護人派遣事業（n=239）

障害者等生活サポート事業（n=239）

放課後等ディサービス（n=239）

児童発達支援（n=239）

保育所等訪問支援（n=239）

居宅訪問型児童発達支援（n=239）

障害児入所支援（福祉型）（n=239）

障害児入所支援（医療型）（n=239）

医療型児童発達支援（n=239）

障害児相談支援（n=239）

今後：利用したい 今後：利用しない 無回答
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■以前の利用、現在の利用状況、今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

居宅介護（ホームヘルプサービス） 239 5.4% 94.6% 4.2% 49.0% 14.6% 32.2% 20.5% 38.1% 41.4%

重度訪問介護 239 2.1% 97.9% 0.0% 41.8% 20.9% 37.2% 7.5% 45.6% 46.9%

行動援護 239 3.8% 96.2% 6.3% 43.5% 17.6% 32.6% 19.7% 36.0% 44.4%

同行援護 239 3.8% 96.2% 2.5% 40.2% 21.8% 35.6% 14.2% 39.3% 46.4%

短期入所（ショートステイ） 239 6.7% 93.3% 5.4% 47.3% 13.4% 33.9% 20.9% 36.4% 42.7%

重度障害者等包括支援 239 2.5% 97.5% 0.8% 36.0% 26.4% 36.8% 15.5% 37.7% 46.9%

療養介護 239 1.7% 98.3% 0.4% 38.1% 25.5% 36.0% 14.6% 36.8% 48.5%

生活介護 239 3.8% 96.2% 9.6% 41.8% 13.8% 34.7% 19.2% 31.4% 49.4%

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 239 5.9% 94.1% 1.3% 43.9% 15.5% 39.3% 18.0% 33.5% 48.5%

宿泊型自立訓練 239 2.5% 97.5% 0.0% 33.5% 28.9% 37.7% 14.2% 36.4% 49.4%

就労移行支援 239 5.0% 95.0% 2.9% 43.1% 15.5% 38.5% 16.7% 35.1% 48.1%

就労継続支援Ａ型 239 5.4% 94.6% 0.8% 43.1% 17.2% 38.9% 13.4% 36.8% 49.8%

就労継続支援Ｂ型 239 5.9% 94.1% 9.6% 38.5% 16.7% 35.1% 13.8% 36.4% 49.8%

就労定着支援 239 2.5% 97.5% 4.6% 35.6% 23.4% 36.4% 17.2% 32.2% 50.6%

施設入所支援 239 2.5% 97.5% 2.1% 45.2% 15.9% 36.8% 21.8% 30.5% 47.7%

共同生活援助（グループホーム） 239 1.7% 98.3% 2.5% 49.0% 12.6% 36.0% 23.4% 33.1% 43.5%

自立生活援助 239 1.7% 98.3% 0.0% 41.8% 20.5% 37.7% 17.6% 33.1% 49.4%

計画相談支援 239 2.9% 97.1% 18.0% 30.1% 17.6% 34.3% 25.5% 28.0% 46.4%

地域相談支援 239 2.5% 97.5% 4.2% 36.4% 21.8% 37.7% 20.9% 30.5% 48.5%

補装具費の支給 239 4.2% 95.8% 5.0% 36.8% 20.1% 38.1% 11.7% 40.6% 47.7%

自立支援医療（更生・育成・精神通院） 239 3.3% 96.7% 5.0% 33.5% 24.3% 37.2% 15.5% 32.6% 51.9%

基本相談支援 239 2.9% 97.1% 3.3% 31.0% 28.9% 36.8% 23.0% 28.0% 49.0%

意思疎通支援 239 2.1% 97.9% 0.4% 29.3% 31.8% 38.5% 10.5% 38.1% 51.5%

日常生活用具費の支給 239 2.1% 97.9% 3.3% 30.1% 28.0% 38.5% 16.7% 33.9% 49.4%

移動支援 239 6.3% 93.7% 7.9% 36.4% 20.1% 35.6% 21.8% 31.0% 47.3%

地域活動支援センター 239 2.9% 97.1% 4.6% 34.7% 23.4% 37.2% 17.2% 32.2% 50.6%

日中一時支援 239 7.5% 92.5% 7.5% 33.9% 21.3% 37.2% 18.4% 33.9% 47.7%

全身性障害者介護人派遣事業 239 1.3% 98.7% 0.8% 25.5% 35.1% 38.5% 5.4% 43.9% 50.6%

障害者等生活サポート事業 239 5.9% 94.1% 7.1% 34.3% 21.8% 36.8% 20.9% 31.0% 48.1%

放課後等ディサービス 239 2.5% 97.5% 7.9% 38.1% 15.9% 38.1% 12.1% 38.9% 49.0%

児童発達支援 239 5.9% 94.1% 3.8% 35.1% 19.7% 41.4% 9.2% 41.4% 49.4%

保育所等訪問支援 239 4.2% 95.8% 0.4% 35.6% 22.2% 41.8% 4.2% 45.6% 50.2%

居宅訪問型児童発達支援 239 1.3% 98.7% 0.4% 28.0% 29.3% 42.3% 5.4% 43.9% 50.6%

障害児入所支援（福祉型） 239 2.5% 97.5% 0.8% 31.4% 25.9% 41.8% 5.9% 44.4% 49.8%

障害児入所支援（医療型） 239 1.7% 98.3% 0.8% 31.0% 25.1% 43.1% 4.2% 45.6% 50.2%

医療型児童発達支援 239 2.1% 97.9% 1.7% 30.5% 24.7% 43.1% 7.1% 42.3% 50.6%

障害児相談支援 239 5.0% 95.0% 3.3% 31.4% 20.9% 44.4% 12.6% 38.5% 49.0%

利
用
し
な
い

無
回
答

以前利用していた 現在の利用状況 今後の利用希望

以
前
利
用
し
て
い
た

（
今
は
利
用
し
て
い
な
い

）

無
回
答

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
る

）

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
な
い

）

知
ら
な
か

っ
た

無
回
答

利
用
し
た
い
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［問41のサービスで「現在：知っていた（利用している）」に〇をつけた方におききします］ 

問42 現在、利用しているサービスの事業所及び施設をどのような方法で探しましたか。（○はいくつ

でも） 

現在、利用しているサービスの事業所及び施設を探した方法については、「相談員やケアマ

ネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含む）」が 39.2％と最も高く、次いで「家

族・知人の紹介」が 33.3％、「その他」が 11.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問41で「以前利用していた（今は利用していない）」に○をつけた方におききします］ 

問43 サービスを利用しなくなった理由は何ですか。主なもの１つについてお答えください。（○はい

くつでも） 

サービスを利用しなくなった理由については、「その他」が 36.0％と最も高く、次いで「支

給要件に該当しないから」が 14.0％、「自己負担が大きく、利用できないから」、「必要とする

サービスがないから」がそれぞれ 8.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8%

10.0%

39.2%

33.3%

11.7%

20.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害福祉サービス情報公表制度を利用した(n=7)

インターネット（事業所のホームページなど）(n=12)

相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含む）

(n=47)

家族・知人の紹介(n=40)

その他(n=14)

無回答(n=24)
n=120

8.1%

14.0%

8.1%

2.3%

4.7%

36.0%

7.0%

33.7%

0% 10% 20% 30% 40%

自己負担が大きく、利用できないから(n=7)

支給要件に該当しないから(n=12)

必要とするサービスがないから(n=7)

どのようなサービスがあるかわからないから(n=2)

利用の仕方がわからないから(n=4)

その他(n=31)

わからない(n=6)

無回答(n=29)

n=86
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■利用しなくなった主なサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《災害などについておききします》 
 

問44 火事や地震、風水害等の災害時に、避難できますか。（○は１つ） 

火事や地震、風水害等の災害時の避難について、「支援者がいるのでできる」が 30.5％と最

も高く、次いで「できない」が 26.4％、「１人でできる」が 23.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目で０％は表記していません 

 

   

23.0%

7.5%

27.1%

7.1%

50.0%

30.5%

52.5%

28.2%

7.1%

26.4%

30.0%

26.0%

28.6%

14.2%

7.5%

13.8%

35.7%

25.0%

5.9%

2.5%

5.0%

21.4%

25.0%

TOTAL(n=239)

18歳未満(n=40)

18～64歳(n=181)

65歳以上(n=14)

無回答(n=4)

１人でできる 支援者がいるのでできる できない わからない 無回答

利用しなくなったサービス名 件数
短期入所（ショートステイ） 6

移動支援 4

児童発達支援 4

就労移行支援 4

日中一時支援 4

居宅介護 3

障害者等生活サポート支援 3

保育所等訪問施設 3

放課後等デイサービス 3

行動援護 2

計画相談支援 1

言語訓練 1

就労継続支援Ｂ型 1

足の装具をオーダーで作っていた 1

入所支援、相談支援など 1

無回答 50

回答者数 86
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［問44で「３ できない」に○をつけた方におききします］ 

問45 災害時に、避難できないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

災害時に避難できないと思う理由について、「避難が必要かどうかわからない」が 57.1％と

最も高く、次いで「支援者がいない」が 33.3％、「避難所がわからない」が 31.7％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目で０％は表記していません 

 

 

 

［全員におききします］ 

問46 災害に備えた取り組みで、あてはまるものがありますか。（○はいくつでも） 

災害に備えた取り組みについては、「周辺の避難場所を知っている」が 33.9％と最も高く、

次いで「家族で避難の方法や避難場所について話し合っている」が 31.4％、「特に何もしてい

ない」が 27.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

2.9%

7.9%

33.9%

31.4%

24.7%

0.8%

2.9%

27.2%

10.0%

0% 10% 20% 30% 40%

避難行動要支援者名簿を知っている(n=7)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=19)

周辺の避難場所を知っている(n=81)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=75)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=59)

病院での離脱訓練（透析患者向けの災害時における訓練）を知っている(n=2)

その他(n=7)

特に何もしていない(n=65)

無回答(n=24) n=239

33.3%

50.0%

29.8%

25.0%

3.2%

8.3%

14.3%

8.3%

17.0%

31.7%

8.3%

36.2%

50.0%

57.1%

41.7%

59.6%

75.0%

25.4%

8.3%

27.7%

50.0%

23.8%

8.3%

27.7%

25.0%

6.3%

16.7%

4.3%

0.0%

TOTAL(n=63)

18歳未満(n=12)

18～64歳(n=47)

65歳以上(n=4)

無回答(n=0)

支援者がいない 人工呼吸器などの医療機器が必要 避難所が遠い

避難所がわからない 避難が必要かどうかわからない 災害情報が入らない

その他 無回答
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問47 災害時にどのような支援・援助があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にあるとよいと思う支援・援助については、「救助や避難時に声かけをしてくれる」

が 35.6％と最も高く、次いで「避難を手助けしてくれる」が 31.8％、「必要な投薬や治療を

受けられる」が 30.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《差別や疎外感についておききします》 
 

問48 平成28年4月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が

施行され、行政機関や民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を

取り除くための配慮を求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされました。あ

なたは、この法律について知っていますか。（〇は１つ） 

平成 28 年４月から施行された「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が

75.7％と最も高く、次いで「法律の名前は知っているが、内容は知らない」が 10.5％、「法律

の名前も内容も知っている」が 4.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

4.6% 10.5% 75.7% 9.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前も内容も知っている(n=11)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=25)

知らない(n=181)

無回答(n=22)

n=239

n

TOTAL 239 30.5% 10.0% 35.6% 31.8% 21.8% 20.1% 26.4% 18.0% 28.5% 15.5% 3.8% 8.8% 7.5%

18歳未満 40 37.5% 15.0% 45.0% 37.5% 15.0% 25.0% 32.5% 17.5% 32.5% 17.5% 0.0% 7.5% 2.5%

18～64歳 181 29.3% 9.4% 33.7% 31.5% 23.2% 20.4% 23.8% 18.8% 27.6% 14.9% 5.0% 9.4% 6.6%

65歳以上 14 35.7% 7.1% 42.9% 21.4% 21.4% 7.1% 35.7% 7.1% 28.6% 21.4% 0.0% 0.0% 28.6%

無回答 4 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 50.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0%

そ
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他
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30.5%

10.0%

35.6%
31.8%

21.8% 20.1%

26.4%

18.0%

28.5%

15.5%

3.8%
8.8% 7.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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問49 障害者差別あるいは合理的配慮に関することを、各市町村障害福祉担当課に相談することがで

きます。あなたはこのことをご存知ですか。（○は１つ） 

障害者差別あるいは合理的配慮に関することを各市町村障害福祉担当課へ相談することが

できることについては、「知らない」が 60.7％と最も高く、次いで「わからない」が 22.2％、

「知っている」が 10.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問50 障害があることで、差別や疎外感を感じることがありますか。（○は１つ） 

差別や疎外感を感じることについては、「たまに感じる」が 43.1％と最も高く、次いで「わ

からない」が 22.6％、「ほとんど感じることはない」が 16.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問51 具体的には、どのようなときに、差別や疎外感を感じますか。（○はいくつでも） 

どのようなときに、差別や疎外感を感じるかについては、「日常生活で（他人の視線を感じ

る/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等）」が 43.9％と最も高く、次いで「人との

交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）」が 33.5％、「仕事場で（会社・職場

に理解されない等）」が 12.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

10.9% 60.7% 22.2% 6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている(n=26) 知らない(n=145) わからない(n=53) 無回答(n=15)

n=239

16.3% 43.1% 12.6% 22.6% 5.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど感じることはない(n=39) たまに感じる(n=103)

いつも感じる(n=30) わからない(n=54)

無回答(n=13)

n=239

43.9%

12.1%

9.2%

10.9%

33.5%

5.9%

33.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する

誤解がある等）(n=105)

仕事場で（会社・職場に理解されない等）(n=29)

学校で（通常の学級との交流が難しい等）(n=22)

外出時や交通機関乗車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）(n=26)

人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）(n=80)

その他(n=14)

無回答(n=80)

n=239
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問52 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があると良いかについて具体的に教えてくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

 

《成年後見制度についておききします》 
 

問53 「成年後見制度」とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能力が十分でない方の財産

などの権利を守る制度です。あなたは、「成年後見制度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 40.2％と最も高く、次いで「聞いたことはあ

るが詳しくはわからない」が 23.8％、「知っているが、利用したことはない」が 22.6％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問54 あなたは、「成年後見制度」を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」を活用したいかについては、「わからない」が 39.3％と最も高く、次いで

「今は必要ないが、将来必要になったら活用したい」が 38.9％、「活用したいとは思わない」

が 8.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

5.9% 22.6% 23.8% 40.2% 7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または現在利用している）(n=14)

知っているが、利用したことはない(n=54)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=57)

知らない(n=96)

無回答(n=18)

n=239

5.0% 38.9% 8.4% 39.3% 8.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに活用している(n=12)

今は必要ないが、将来必要になったら活用したい(n=93)

活用したいとは思わない(n=20)

わからない(n=94)

無回答(n=20)

n=239
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《市の取り組み等についておききします》 
 

問55 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が充実させていくべきことについて、「経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金

の拡充等）」が 29.3％と最も高く、次いで「入所施設の整備（障害者支援施設）」が 28.0％、

「地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等）」が 24.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

14.2%

10.9%

28.0%

14.2%

9.2%

13.8%

7.5%

24.3%

11.7%

13.4%

18.0%

11.3%

6.3%

19.2%

18.8%

13.0%

3.3%

8.8%

4.2%

29.3%

0.0%

12.6%

16.3%

15.1%

11.7%

2.9%

9.6%

10.9%

10.9%

2.5%

9.2%

11.3%

0% 10% 20% 30% 40%

在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等）(n=34)

在宅の給食サービスの充実（食事を家庭まで届ける）(n=26)

入所施設の整備（障害者支援施設）(n=67)

通所施設の整備(n=34)

保健医療サービスの充実（検診、専門的な機能回復訓練、訪問指導、医師会との連携等）(n=22)

自立のための訓練（身体機能・生活能力の向上を図る訓練)(n=33)

住宅の整備・改造のための支援(n=18)

地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等）(n=58)

暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等）(n=28)

療育・保育・教育の質の向上(n=32)

働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）(n=43)

一般企業以外での就労の場（就労継続支援等）(n=27)

地域での活動や余暇活動への参加のためのしくみづくり(n=15)

支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、職

業相談、計画相談等）(n=46)

身近なところで相談ができる相談窓口の整備(n=45)

福祉の手続きができる窓口の増設(n=31)

電子申請による手続きの簡素化(n=8)

財産管理の援助（財産保全サービス、成年後見制度等）(n=21)

ボランティアの育成(n=10)

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）(n=70)

情報通信分野の充実（パソコンの貸与、情報通信ネットワークの構築、公衆ファクス等）(n=0)

災害時における避難誘導体制の確立(n=30)

緊急時に受け入れ可能な拠点の整備(n=39)

介助者への支援（短期入所及び一時預かりの場の充実）(n=36)

障害のある人についての地域の事業者や住民の理解を深めるための活動（啓発、福祉教育等）

(n=28)

障害のある人へのコミュニケーション支援（手話通訳・要約筆記等）(n=7)

障害者団体の自立活動に対する行政の支援(n=23)

障害福祉サービスの情報提供(n=26)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=26)

その他(n=6)

特にない(n=22)

無回答(n=27)

n=239
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問56 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般について、「満足している（満足している＋少し満足している）」

が 30.6％となっています。また、「満足していない（あまり満足していない＋満足していな

い）」は 19.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要

望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

ご家族や援助（介助や手助け）をされている方へ 
 

あなたの立場（調査対象のご本人との関係）は次のうちどれですか。（○は 1つ） 

調査対象ご本人との関係については、「父母」が 72.8％と最も高く、次いで「兄弟姉妹」が

6.7％、「子」が 3.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

72.8%

3.8%

0.8%

6.7%

0.4%

0.4%

0.0%

1.7%

1.7%

2.5%

9.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

父母(n=174)

子(n=9)

配偶者(n=2)

兄弟姉妹(n=16)

祖父母(n=1)

親類(n=1)

同居者(n=0)

介助等事業者の職員(n=4)

通所（入所）施設の職員(n=4)

その他(n=6)

無回答(n=22)

n=239

13.0% 17.6% 38.5% 10.0% 9.2% 11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=31) 少し満足している(n=42) どちらともいえない(n=92)

あまり満足していない(n=24) 満足していない(n=22) 無回答(n=28)

n=239
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あなたの９月１日現在の年齢をご記入ください。 

介助や手助けをされている方の年齢については、「50 歳代」が 25.5％と最も高く、次いで

「40歳代」が 18.4％、「60歳代」が 13.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の援助の中で気づいた問題点や、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由にお書きくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.3%

1.3%

4.6%

9.2%

18.4%

25.5%

13.0%

11.7%

3.8%

11.3%

0% 10% 20% 30%

10歳未満(n=3)

10歳代(n=3)

20歳代(n=11)

30歳代(n=22)

40歳代(n=44)

50歳代(n=61)

60歳代(n=31)

70歳代(n=28)

80歳以上(n=9)

無回答(n=27)

n=239
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－ 95 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果 Ⅲ．精神障害者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



調査結果 Ⅲ．精神障害者 

－ 96 － 

問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方は、「本人が記入」が 67.4％と最も高く、次いで「本人の意向を考え

ながら、家族や介助者が記入」が 15.7％、「本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入」が

8.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《あなた（宛名の方）の性別・年齢などについておききします》 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 46.2％、「女性」が 49.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの年齢（９月１日現在）を記入してください。 

年齢については、「40歳代」が 27.1％と最も高く、次いで「50歳代」が 20.8％、「30歳代」

が 16.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

67.4% 8.9% 15.7% 8.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が記入(n=159)

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入(n=21)

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入(n=37)

無回答(n=19)

n=236

0.4%

2.5%

7.6%

16.9%

27.1%

20.8%

11.4%

8.5%

0.8%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=1)

10歳代(n=6)

20歳代(n=18)

30歳代(n=40)

40歳代(n=64)

50歳代(n=49)

60歳代(n=27)

70歳代(n=20)

80歳以上(n=2)

無回答(n=9)

n=236

46.2% 49.6%

1.3%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=109) 女性(n=117) その他(n=3) 無回答(n=7)

n=236
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問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 62.7％と最も高く、次いで

「民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート」が 22.5％、「県営・市営住宅、公社・公団の賃貸

住宅」が 5.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（○はいくつでも） 

同居家族については、「父、母」が 46.6％と最も高く、次いで「自分一人だけで暮らしてい

る」が 21.6％、「配偶者（夫または妻）」が 19.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

本人また
は家族の
持ち家
(n=148)

民間の賃
貸住宅・
借家・借

間・アパー
ト(n=53)

県営・市
営住宅、
公社・公
団の賃貸

住宅
(n=14)

障害者グ
ループ
ホーム
(n=0)

福祉施設
(n=2)

病院(n=8)
その他
(n=2)

無回答
(n=9)

62.7% 22.5% 5.9% 0.0% 0.8% 3.4% 0.8% 3.8%

n=236

自

分

一
人

だ

け

で
暮

ら
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配

偶
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（
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子
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(

子

ど

も
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配

偶

者
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)

父

、
母

祖
父

、
祖

母

兄
弟

、
姉

妹

そ

の
他

の

親

せ
き

そ

の

他

無

回

答

n

TOTAL 236 21.6% 19.1% 14.0% 46.6% 1.7% 16.5% 0.8% 3.4% 5.1%

10歳未満 1 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10代 6 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 16.7% 66.7% 0.0% 16.7% 0.0%

20代 18 11.1% 0.0% 0.0% 88.9% 5.6% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0%

30代 40 10.0% 20.0% 12.5% 65.0% 2.5% 25.0% 2.5% 7.5% 0.0%

40代 64 12.5% 12.5% 12.5% 65.6% 0.0% 17.2% 1.6% 3.1% 1.6%

50代 49 36.7% 30.6% 18.4% 22.4% 2.0% 4.1% 0.0% 2.0% 0.0%

60代 27 37.0% 25.9% 18.5% 22.2% 0.0% 7.4% 0.0% 0.0% 3.7%

70代 20 40.0% 30.0% 30.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.0% 15.0%

80歳以上 2 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0%

無回答 9 11.1% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 66.7%

問3年齢
(10歳刻み)

21.6%
19.1%

14.0%

46.6%

1.7%

16.5%

0.8%
3.4% 5.1%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%



調査結果 Ⅲ．精神障害者 
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《障害の状況についておききします》 
 

問６ お手持ちの「精神障害者保健福祉手帳」の等級は何級ですか。（○は１つ） 

「精神障害者保健福祉手帳」に記載された障害の程度は、「２級」が 59.3％と最も高く、次

いで「３級」が 29.2％、「１級」が 5.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

「身体障害者手帳を持っている」が 33.5％、「発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学

習障害、注意欠陥多動性障害など）と診断されたことがある」が 10.2％となっています。 

また、「上記にあてはまるものはない」は 43.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

5.9% 59.3% 29.2% 5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級(n=14) ２級(n=140) ３級(n=69) 無回答(n=13)

n=236

n

TOTAL 236 33.5% 4.2% 3.0% 4.7% 10.2% 43.6% 8.9%

18歳未満 7 28.6% 28.6% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

18～64歳 188 31.9% 4.3% 2.7% 4.8% 9.0% 48.4% 5.9%

65歳以上 32 53.1% 0.0% 3.1% 6.3% 0.0% 34.4% 9.4%

無回答 9 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 77.8%
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4.2% 3.0% 4.7%
10.2%

43.6%

8.9%
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問８ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認

定を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 8.1％となっています。また、区分とし

ては、「区分３」が 42.1％と最も高く、次いで「区分２」が 21.1％、「区分５」が 10.5％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■精神障害者保健福祉手帳の障害程度と区分の関係 

 

 

 

 

 

 

   

48.3% 8.1% 36.0% 7.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない(n=114) ある(n=19) わからない(n=85) 無回答(n=18)

n=236

0.0%

21.1% 42.1% 5.3% 10.5% 5.3%5.3% 10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=0) 区分２(n=4) 区分３(n=8) 区分４(n=1) 区分５(n=2)

区分６(n=1) 非該当(n=1) 申請中(n=0) 無回答(n=2)

n=19

区分

障害程度 n

TOTAL 19 0.0% 21.1% 42.1% 5.3% 10.5% 5.3% 5.3% 0.0% 10.5%

１級 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

２級 14 0.0% 21.4% 42.9% 7.1% 7.1% 0.0% 7.1% 0.0% 14.3%

３級 4 0.0% 25.0% 50.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

区分６ 非該当 申請中 無回答区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５
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問９ 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

現在の生活で困っている事や悩んでいることについては、「生活費が足りない」が 28.4％と

最も高く、次いで「外出がしにくい」が 28.0％、「周りの人の理解が少ない」が 26.3％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ

ＴＯＴＡＬ 236 4.2% 2.5% 22.0% 6.8% 7.2% 12.7% 28.4% 12.7% 28.0% 20.8% 19.5% 7.6% 26.3% 8.1% 12.3% 19.1% 4.7%

身体障害者手帳を持っている 79 7.6% 3.8% 20.3% 11.4% 6.3% 11.4% 31.6% 7.6% 30.4% 21.5% 17.7% 10.1% 19.0% 3.8% 5.1% 21.5% 1.3%

療育手帳を持っている 10 0.0% 0.0% 20.0% 10.0% 0.0% 20.0% 10.0% 30.0% 40.0% 20.0% 20.0% 20.0% 30.0% 10.0% 20.0% 20.0% 0.0%

国または埼玉県が指定する特定疾病等
（難病等）を患っている

7 0.0% 0.0% 42.9% 14.3% 14.3% 14.3% 28.6% 0.0% 57.1% 57.1% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 42.9% 0.0%

高次脳機能障害と診断されたことがある 11 0.0% 9.1% 9.1% 18.2% 9.1% 18.2% 27.3% 18.2% 36.4% 27.3% 36.4% 9.1% 18.2% 9.1% 0.0% 18.2% 9.1%

発達障害（自閉症、アスペルガー症候

群、学習障害、注意欠陥多動性障害な

ど）と診断されたことがある

24 8.3% 12.5% 33.3% 16.7% 4.2% 20.8% 29.2% 25.0% 41.7% 20.8% 25.0% 33.3% 50.0% 12.5% 25.0% 16.7% 0.0%

上記にあてはまるものはない 103 2.9% 0.0% 23.3% 1.9% 8.7% 10.7% 31.1% 14.6% 23.3% 18.4% 21.4% 3.9% 30.1% 11.7% 15.5% 18.4% 1.9%

無回答 21 0.0% 4.8% 14.3% 0.0% 9.5% 9.5% 19.0% 14.3% 28.6% 14.3% 9.5% 0.0% 23.8% 0.0% 14.3% 9.5% 33.3%

18歳未満 7 0.0% 28.6% 14.3% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 28.6% 14.3% 28.6% 42.9% 42.9% 0.0% 28.6% 14.3% 0.0%

18～64歳 188 4.3% 2.1% 24.5% 5.9% 8.0% 14.9% 30.9% 14.9% 30.3% 20.7% 21.3% 6.4% 28.7% 10.1% 11.7% 18.6% 1.1%

65歳以上 32 6.3% 0.0% 9.4% 9.4% 6.3% 0.0% 18.8% 0.0% 18.8% 21.9% 12.5% 9.4% 12.5% 0.0% 12.5% 28.1% 9.4%

無回答 9 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 22.2% 22.2% 22.2% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 66.7%

　　　問3年齢(3区分)
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《介助・援助の状況についておききします》 
 

問10 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者・援助者については、「特に介助・援助は受けていない」が 31.8％と最も高く、

次いで「親」が 30.9％、「配偶者」が 7.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 236 31.8% 30.9% 7.6% 4.2% 0.0% 7.2% 0.0% 0.0% 4.7% 0.4% 3.0% 3.4% 6.8%

10歳未満 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10歳代 6 16.7% 83.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20歳代 18 33.3% 61.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

30歳代 40 32.5% 45.0% 12.5% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.5%

40歳代 64 32.8% 46.9% 4.7% 1.6% 0.0% 1.6% 0.0% 0.0% 4.7% 0.0% 3.1% 3.1% 1.6%

50歳代 49 42.9% 12.2% 10.2% 2.0% 0.0% 10.2% 0.0% 0.0% 6.1% 0.0% 2.0% 8.2% 6.1%

60歳代 27 22.2% 7.4% 14.8% 7.4% 0.0% 18.5% 0.0% 0.0% 7.4% 3.7% 3.7% 7.4% 7.4%

70歳代 20 25.0% 0.0% 5.0% 30.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 10.0% 0.0% 5.0% 0.0% 0.0%

80歳以上 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0%

無回答 9 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 66.7%
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［介助・援助を受けている方におききします］ 

問11 どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 

介助・援助を受けている場面については、「通院するとき」が 45.5％と最も高く、次いで

「食事をつくるとき」、「お金の管理をするとき」がそれぞれ 42.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 あなたを主に介助・援助している方から介助・援助を受けられないときはどうしますか。（○は

いくつでも） 

主な介助者・援助者が不在の場合、「ひとりでなんとかする」が 39.3％と最も高く、次いで

「福祉サービス事業所の職員に頼む」が 22.8％、「同居している家族に頼む」が 21.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

21.4%

18.6%

5.5%

2.8%

9.7%

22.8%

8.3%

39.3%

11.7%

9.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

同居している家族に頼む(n=31)

同居していない家族や親せきに頼む(n=27)

近所の人や友人・知人に頼む(n=8)

ボランティアに頼む(n=4)

ホームヘルパーに頼む(n=14)

福祉サービス事業所の職員に頼む(n=33)

福祉サービス事業所に短期入所して介助・援助を受ける

(n=12)

ひとりでなんとかする(n=57)

その他(n=17)

無回答(n=13)
n=145

n

TOTAL 145 9.7% 42.1% 29.7% 45.5% 17.2% 37.9% 32.4% 42.1% 37.2% 22.1% 22.8% 11.0% 9.7%

１級 12 41.7% 50.0% 25.0% 58.3% 58.3% 33.3% 41.7% 75.0% 50.0% 33.3% 50.0% 25.0% 8.3%

２級 100 7.0% 44.0% 34.0% 48.0% 13.0% 40.0% 35.0% 42.0% 36.0% 23.0% 23.0% 8.0% 6.0%

３級 27 7.4% 37.0% 18.5% 29.6% 11.1% 29.6% 18.5% 25.9% 37.0% 14.8% 11.1% 14.8% 18.5%

無回答 6 0.0% 16.7% 16.7% 50.0% 33.3% 50.0% 33.3% 50.0% 33.3% 16.7% 16.7% 16.7% 33.3%

問６障害の等級

服
薬

の

と

き

通

院

す

る

と

き

掃

除

す

る

と

き

食

事

を

つ

く

る

と

き

食

事
を

す

る

と

き

外

出
を

す

る

と

き

お

金

の

管

理

を

す

る

と
き

洗

濯

（
干

し

、
取

り

込

み
も

含

む

）
を

す

る

と

き

買

い
物

す

る

と

き

無

回

答

そ

の

他

見

守

り

が

必

要

な

状

態

の
と

き

人

と

コ

ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン

を

と

る

と

き

9.7%

42.1%

29.7%

45.5%

17.2%

37.9%
32.4%

42.1%
37.2%

22.1% 22.8%

11.0% 9.7%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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《健康状態や医療についておききします》 
 

問13 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（○はいくつでも） 

健康管理や医療については、「特に困ったり不便に思うことはない」が 38.6％と最も高く、

次いで「医療費の負担が大きい」が 22.9％、「専門的な治療を行っている医療機関が身近にな

い」が 16.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

10.2%

16.1%

5.9%

2.1%

3.4%

3.8%

5.9%

3.8%

6.4%

5.1%

5.5%

0.8%

2.1%

1.3%

5.9%

2.1%

22.9%

9.7%

38.6%

8.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近所に診てくれる医師がいない(n=24)

専門的な治療を行っている医療機関が身近にない(n=38)

通院するときに付き添いをしてくれる人がいない(n=14)

診療や入院を断られる(n=5)

治療方針や薬の説明がなく主治医の考えだけで変えられてしまう(n=8)

自分や家族の話を聞いてもらえない(n=9)

気軽に往診を頼める医師がいない(n=14)

歯科診療を受けられない(n=9)

定期的に健康診断を受けられない(n=15)

障害のために症状が正確に伝わらず、必要な治療が受けられない(n=12)

医療スタッフ（医師、看護師等）の障害に対する理解が不十分(n=13)

相手が介助者と話してしまう(n=2)

入院のとき付き添いや個室を強いられる(n=5)

入院のとき、個室であればしなくてよい拘束をされてしまう(n=3)

受診手続きや案内など、障害のある人への配慮が不十分(n=14)

医療機関の建物が障害のある人に配慮した構造になっていない(n=5)

医療費の負担が大きい(n=54)

その他(n=23)

特に困ったり不便に思うことはない(n=91)

無回答(n=19)

n=236
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問14 過去１年間に健康診断（健康診査）を受けましたか。（○はいくつでも） 

過去１年間の健康診断（健康診査）の受診については、「健康診断は受けていない」が 43.6％

と最も高く、次いで「市の健診・検診を受けた」が 20.3％、「その他の場所で健康診断を受け

た」が 13.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 受けている医療的ケアはなんですか。（○はいくつでも） 

医療的ケアについては、「受けていない」が 76.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

76.3%

0.0%

0.4%

0.0%

0.0%

0.4%

0.0%

0.0%

11.4%

11.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

受けていない(n=180)

経管栄養(n=0)

吸引(n=1)

ネブライザー(n=0)

気管切開部の衛生管理(n=0)

導尿(n=1)

酸素吸入(n=0)

人工呼吸器(n=0)

その他(n=27)

無回答(n=27)

n=236

20.3%

4.7%

13.1%

2.5%

13.6%

43.6%

5.1%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市の健診・検診を受けた(n=48)

人間ドック等を受けた(n=11)

勤務先で健康診断を受けた(n=31)

学校や福祉施設で健康診断を受けた(n=6)

その他の場所で健康診断を受けた(n=32)

健康診断は受けていない(n=103)

わからない(n=12)

無回答(n=3)
n=236
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問16 医療的ケアの実施者はどなたですか。（○はいくつでも） 

医療的ケアの実施者については、29件中「自分」が 12件、「看護師」が 10件、「家族」が

６件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《外出や余暇の過ごし方についておききします》 
 

［全員におききします］ 

問17 あなたは、どのくらい外出しますか。通園、通学、通勤、通所、通院、買い物、日常の散歩等す

べて含めてお答えください。（○は１つ） 

外出の頻度については、「週に５日以上」が 46.6％と最も高く、次いで「週に３～４日」が

20.3％、「週に１～２日」が 15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目で０％は表記していません 

   

46.6%

57.1%

49.5%

34.4%

22.2%

20.3%

14.3%

19.7%

28.1%

11.1%

15.3%

14.3%

14.4%

15.6%

33.3%

7.6%

9.0%

11.1%

5.1%

3.7%

9.4%

22.2%

4.2%

14.3%

3.7%

6.3% 6.3%

TOTAL(n=236)

18歳未満(n=7)

18～64歳(n=188)

65歳以上(n=32)

無回答(n=9)

週に５日以上 週に３～４日 週に１～２日 月に２～３日 ほとんど外出しない その他 無回答

自
分

家
族

看
護
師

学
校
の
担
任

養
護
教
諭

そ
の
他

無
回
答

12 6 10 0 0 4 3

n=29
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問18 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

外出の際に困っていることについては、「外出するとお金がかかる」が 35.6％と最も高く、

次いで「特に困っていることはない」が 29.7％、「周囲の視線が気になる」が 27.1％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

4.2%

8.1%

8.1%

6.8%

1.7%

1.7%

3.0%

0.4%

0.4%

0.8%

1.3%

1.7%

2.1%

3.4%

11.0%

10.2%

13.1%

27.1%

35.6%

3.0%

23.3%

9.7%

29.7%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40%

障害者用トイレが少ない(n=10)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=19)

バスや電車の乗り降りが困難(n=19)

歩道が整備されていない(n=16)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=4)

バスや電車内で運行状況の案内表示がない(n=4)

通路上に自転車や看板などの障害物があって通りにくい(n=7)

視覚障害者用誘導ブロックや音響式信号が不十分である(n=1)

音声情報以外の情報が少ない(n=1)

建物や施設の出入り口に視覚障害者用の盲導鈴や音声ガイドシステムの

設置が少ない(n=2)

低い操作盤や手すり・鏡のついた福祉対応のエレベーターが少ない(n=3)

建物の出入り口が狭かったり、開けにくい(n=4)

公衆ファクスや障害者用電話が少ない(n=5)

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができない(n=8)

自分の意思を理解してもらえない(n=26)

困ったときに手助けしてもらえない(n=24)

自動車や自転車が多くて危険を感じる(n=31)

周囲の視線が気になる(n=64)

外出するとお金がかかる(n=84)

介助者がいない(n=7)

家族に負担がかかる(n=55)

その他(n=23)

特に困っていることはない(n=70)

無回答(n=11)

n=236
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問19 仕事以外に、普段の生活の中で以下のような活動を行う、または活動に参加する機会がありま

すか。それぞれ１つに○をつけてください。 

現在、仕事以外で行っている活動については、「テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」

が 55.1％と最も高くなっています。また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「旅

行に出かける」が 35.6％と最も高く、「教養・資格取得等に関する学習をする（28.8％）」、「ス

ポーツをする（25.8％）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、次の表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

   

28.4%

7.6%

28.8%

18.2%

29.2%

16.1%

9.7%

8.5%

5.5%

13.1%

55.1%

3.4%

19.9%

8.5%

21.6%

23.7%

23.7%

20.8%

11.9%

13.1%

7.2%

14.0%

14.8%

18.6%

28.8%

19.1%

22.9%

11.9%

19.9%

25.8%

35.6%

19.1%

19.9%

7.2%

19.1%

39.4%

17.8%

19.9%

20.8%

29.2%

36.9%

27.5%

51.7%

37.7%

13.6%

8.1%

14.0%

15.7%

12.7%

15.3%

14.4%

14.0%

15.7%

15.3%

16.5%

15.3%

9.3%

87.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする（n=236）

教養・資格取得等に関する学習をする（n=236）

近所を散歩する（n=236）

友人・知人と会って交流を深める（n=236）

デパートや店等を見て歩く（n=236）

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く（n=236）

スポーツをする（n=236）

旅行に出かける（n=236）

地域の行事や活動に参加する（n=236）

公民館・図書館・博物館等に行く（n=236）

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする（n=236）

その他（n=236）

現在している 機会はあるが、十分ではない

機会はないが、ほしいと思う 必要を感じていない

無回答

n

趣味の活動をする 236 28.4% 19.9% 18.6% 19.1% 14.0% 100.0%

教養・資格取得等に関する学習をする 236 7.6% 8.5% 28.8% 39.4% 15.7% 100.0%

近所を散歩する 236 28.8% 21.6% 19.1% 17.8% 12.7% 100.0%

友人・知人と会って交流を深める 236 18.2% 23.7% 22.9% 19.9% 15.3% 100.0%

デパートや店等を見て歩く 236 29.2% 23.7% 11.9% 20.8% 14.4% 100.0%

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く 236 16.1% 20.8% 19.9% 29.2% 14.0% 100.0%

スポーツをする 236 9.7% 11.9% 25.8% 36.9% 15.7% 100.0%

旅行に出かける 236 8.5% 13.1% 35.6% 27.5% 15.3% 100.0%

地域の行事や活動に参加する 236 5.5% 7.2% 19.1% 51.7% 16.5% 100.0%

公民館・図書館・博物館等に行く 236 13.1% 14.0% 19.9% 37.7% 15.3% 100.0%

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする 236 55.1% 14.8% 7.2% 13.6% 9.3% 100.0%

その他 236 3.4% 0.4% 0.8% 8.1% 87.3% 100.0%

回答者数
現在して

いる

機会はあ
るが、十
分ではな

い

機会はな
いが、ほし
いと思う

必要を感
じていない

無回答
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問20 あなたは、生涯学習活動や余暇活動をするために、どのような条件が必要だと思いますか。（○

はいくつでも） 

希望する活動を行うために必要な条件について、「費用を心配しなくてよいこと」が 58.9％

と最も高く、次いで「活動する場所が近くにあること」が 46.6％、「魅力的な内容であること」

が 36.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方についておききします》 
 

問21 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

日中の過ごし方については、「家庭内で過ごしている」が 52.5％と最も高く、次いで「収入

を伴う仕事をしている」が 28.4％、「家の仕事を手伝っている」が 15.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

19.9%

31.4%

46.6%

21.2%

36.9%

29.2%

27.1%

14.0%

58.9%

3.4%

14.4%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80%

活動について、きめの細かい情報が市の広報や町内会報

その他で広く提供されること(n=47)

一緒に行く仲間がいること(n=74)

活動する場所が近くにあること(n=110)

外出のための手段が確保されていること(n=50)

魅力的な内容であること(n=87)

適切な指導者がいること(n=69)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=64)

介助者・援助者がいること(n=33)

費用を心配しなくてよいこと(n=139)

その他(n=8)

特にない(n=34)

無回答(n=12)

n=236

n

TOTAL 236 2.5% 28.4% 7.6% 5.9% 15.3% 8.5% 3.4% 1.7% 6.8% 3.0% 4.2% 52.5% 8.1% 5.5%

18歳未満 7 85.7% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0%

18～64歳 188 0.0% 33.5% 9.0% 5.9% 14.9% 7.4% 2.1% 1.1% 6.9% 2.7% 4.3% 55.3% 8.5% 3.2%

65歳以上 32 0.0% 6.3% 3.1% 9.4% 15.6% 15.6% 12.5% 6.3% 9.4% 3.1% 3.1% 34.4% 9.4% 21.9%

無回答 9 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 77.8% 0.0% 0.0%

無

回
答

病
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等
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ケ
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る

創
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で
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職

活

動

を
し

て

い

る

家
庭

内

で

過
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い

る

そ

の
他

通

所

サ
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を
利

用

し

て

い

る

医

療

機

関

で

過
ご

し

て

い

る

入

所

施

設

で

過
ご

し

て

い

る
問3年齢(3区分)

幼

稚

園

や

保

育

園

、
学

校

な

ど

に

通

っ
て
い

る

収

入
を

伴

う

仕

事

を

し

て

い
る

施

設

や

企

業

で

作
業

や

実

習

な

ど

を

行

い

、
職

場

探
し

や

職

場

定

着

の

た
め

の

支

援

を

受

け

て

い
る

自

立

し

た

日

常

生
活

が

で

き

る

よ

う

、
身

体

機

能

や
生

活

能

力

向

上

の

た
め

の

訓

練

を

受

け

て

い
る

家

の

仕

事

を

手
伝

っ
て

い

る

2.5%

28.4%

7.6% 5.9%

15.3%

8.5%
3.4% 1.7%
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■前回調査（H28）比較 
H28調査（前回） R1調査（今回） 

自宅にいることが多い 51.6% 家庭内で過ごしている 52.5% 

働いている 14.8% 収入を伴う仕事をしている 28.4% 

福祉の施設（サービス）に通っている 14.8% 家の仕事を手伝っている 15.3% 

病院や施設などで看護・介護を受けている 12.1% 通所サービスを利用している 8.5% 

求職中である 5.8% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職

場探しや職場定着のための支援を受けて

いる 

7.6% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

《幼稚園や保育園、学校のことなどについておききします》 
 

［次の問22～25は、問21で「幼稚園や保育園、学校などに通っている」に○をつけた方にお

ききします］ 

問22 通っているのは次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

幼稚園や保育園、学校に通っている人の通園通学先については、６件中「小学校、中学校、

高等学校」が４件、「特別支援学級」が２件、「特別支援学校」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問23 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強するための学習形態については、６件中「同じような障害のある仲間たちのク

ラスで勉強したい」、「障害のある仲間のクラスで勉強しながら、障害のない仲間とも勉強し

たい」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

幼
稚
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保
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小
学
校
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中
学
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高
等
学
校

特
別
支
援
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特
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支
援
学
校
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達
支
援

セ
ン
タ
ー

専
門
学
校
・
専

修
学
校
・
高
等

技
術
専
門
学
校

短
大
・
大
学
・

大
学
院

そ
の
他

無
回
答

0 4 2 1 0 0 0 0 0

n=6

障
害
の
あ
る

な
し
に
か
か

わ
ら
ず

、
一

緒
の
ク
ラ
ス

で
勉
強
し
た

い

同
じ
よ
う
な

障
害
の
あ
る

仲
間
た
ち
の

ク
ラ
ス
で
勉

強
し
た
い

障
害
の
あ
る

仲
間
の
ク
ラ

ス
で
勉
強
し

な
が
ら

、
障

害
の
な
い
仲

間
と
も
勉
強

し
た
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

1 2 2 0 1 0

n=6
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問24 幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることについては、６件中「通うのが大

変」が３件、「その他」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 
H28調査（前回） R1調査（今回） 

通うのがたいへん 16.7% 通うのが大変 50.0% 

授業についていけない 16.7% トイレ等の設備が不十分 16.7% 

トイレ等の設備が不十分 16.7% 友だちができない 16.7% 

職員の理解が得られない 16.7% 職員の理解が得られない 16.7% 

学校の数が少ない 16.7% 児童・生徒の理解が得られない 16.7% 

特に困っていることはない 33.3% 受け入れてくれる学校がない 16.7% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

 

問25 将来、学校教育を修了後の希望を教えてください。（ご本人がまだわからない場合は保護者の方

がお答えください。）（○はいくつでも） 

学校教育を修了後の将来の希望については、６件中「短大・大学・大学院に進学したい」、

「専門学校・専修学校・高等技術専門学校に進学したい」がそれぞれ４件となっています。 
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友
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練
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に

通
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家
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で
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他

わ
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ら
な
い

特
に
考
え
て
い

な
い

無
回
答

4 4 0 2 0 1 0 0 0 0 0

n=6
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《雇用・就労についておききします》 
 

［次の問26～28は、問21で「収入を伴う仕事をしている」に○をつけた方におききします］ 

問26 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「１年以上３年

未満」が 28.4％と最も高く、次いで「５年以上」が 25.4％、「１年未満」が 23.9％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「臨時・パート・アルバイト・日雇い」が 47.8％と最も高く、次い

で「就労継続支援等での福祉的就労」が 22.4％、「会社員・公務員・団体職員」が 16.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

23.9%

28.4%

13.4%

25.4%

4.5%

4.5%

0% 10% 20% 30%

１年未満(n=16)

１年以上３年未満(n=19)

３年以上５年未満(n=9)

５年以上(n=17)

その他(n=3)

無回答(n=3)
n=67

16.4%

47.8%

0.0%

0.0%

1.5%

22.4%

9.0%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

会社員・公務員・団体職員(n=11)

臨時・パート・アルバイト・日雇い(n=32)

自営業(n=0)

自営業の手伝い(n=0)

家庭内職(n=1)

就労継続支援等での福祉的就労(n=15)

その他(n=6)

無回答(n=2)
n=67
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問28 仕事をする上で困ったり、つらいことは主にどのようなことですか。（○はいくつでも） 

仕事をする上で困ったり辛いことについては、「収入が少ない」が 46.3％と最も高く、次い

で「体調のコントロールが難しい」が 43.3％、「職場の人間関係」が 35.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 67 17.9% 46.3% 29.9% 11.9% 35.8% 3.0% 13.4% 19.4% 20.9% 43.3% 13.4% 16.4% 10.4% 3.0%

会社員・公務員・団体職員 11 36.4% 9.1% 27.3% 18.2% 54.5% 9.1% 18.2% 36.4% 27.3% 36.4% 36.4% 36.4% 9.1% 0.0%

臨時・パート・アルバイト・日雇い 32 15.6% 56.3% 34.4% 12.5% 31.3% 3.1% 21.9% 18.8% 18.8% 46.9% 6.3% 0.0% 9.4% 0.0%

自営業 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 1 0.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 15 20.0% 66.7% 26.7% 6.7% 40.0% 0.0% 0.0% 13.3% 26.7% 46.7% 13.3% 26.7% 13.3% 0.0%

その他 6 0.0% 16.7% 16.7% 16.7% 33.3% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 50.0% 16.7% 50.0% 16.7% 0.0%

無回答 2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

問27就労形態
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［ここからは、全員におききします］ 

問29 障害のある人の就業を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。

（○は３つまで） 

障害のある人の就業促進のために希望することについては、「経営者の理解」が 48.3％と最

も高く、次いで「従業員の理解」が 47.9％、「就業あっせん窓口の充実」が 16.1％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

48.3%

47.9%

11.9%

8.5%

10.6%

16.1%

14.4%

15.3%

5.1%

7.2%

9.7%

14.0%

8.9%

7.2%

15.3%

13.1%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経営者の理解(n=114)

従業員の理解(n=113)

行政の民間企業指導(n=28)

職業訓練施設の増設(n=20)

就労継続支援施設等の増設(n=25)

就業あっせん窓口の充実(n=38)

職業相談窓口の充実(n=34)

民間企業の雇用努力(n=36)

雇用率未達成企業の罰則強化(n=12)

ジョブコーチの充実(n=17)

就労継続支援施設等で障害者が働いている状況の紹介

(n=23)

民間企業で障害者が働いている状況の紹介(n=33)

市の広報や社協だよりによる障害者が働いている状況の

紹介(n=21)

その他(n=17)

わからない(n=36)

特にない・働きたくない(n=31)

無回答(n=18)

n=236



調査結果 Ⅲ．精神障害者 

－ 114 － 

問30 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の収入の額については、「年収 100万円未満」が 41.5％と最も高く、次いで「わ

からない・その他」が 25.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
問27就労形態

ｎ

ＴＯＴＡＬ 236 0.4% 4.2% 4.7% 5.5% 5.9% 5.9% 41.5% 25.4% 6.4%

会社員・公務員・団体職員 11 0.0% 63.6% 18.2% 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 0.0%

臨時・パート・アルバイト・日雇い 32 3.1% 0.0% 6.3% 9.4% 6.3% 9.4% 62.5% 3.1% 0.0%

自営業 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自営業の手伝い 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 15 0.0% 6.7% 0.0% 0.0% 0.0% 6.7% 86.7% 0.0% 0.0%

その他 6 0.0% 0.0% 16.7% 16.7% 0.0% 0.0% 50.0% 16.7% 0.0%

無回答 2 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

問31主な収入
給与・賃金 53 1.9% 15.1% 13.2% 9.4% 5.7% 5.7% 45.3% 3.8% 0.0%

事業収入 1 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援施設や作業所の工賃 13 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 22.6% 1.9% 0.0%

家族からの仕送り・援助 69 1.9% 0.0% 0.0% 9.4% 5.7% 1.9% 67.9% 41.5% 1.9%

年金 37 0.0% 0.0% 0.0% 7.5% 11.3% 9.4% 24.5% 13.2% 3.8%

障害年金 107 1.9% 1.9% 9.4% 7.5% 5.7% 7.5% 101.9% 54.7% 11.3%

生活保護 32 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 7.5% 3.8% 20.8% 22.6% 3.8%

その他 30 0.0% 1.9% 1.9% 5.7% 3.8% 7.5% 20.8% 15.1% 0.0%

無回答 6 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.3%
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問31 現在、あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

現在、生活を支えている収入については、「障害年金」が 45.3％と最も高く、次いで「家族

からの仕送り・援助」が 29.2％、「給与・賃金」が 22.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《将来の希望等についておききします》 
 

問32 将来（今後）、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）の暮らしについて、「「自宅で家族と一緒に暮らしたい」が 55.5％と最も高く、

次いで「家族から独立して一人で暮らしたい」が 17.4％、「その他」が 16.1％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 236 55.5% 17.4% 4.7% 3.8% 16.1% 2.5%

本人または家族の持ち家 148 63.5% 18.2% 4.1% 1.4% 11.5% 1.4%

民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート 53 35.8% 22.6% 3.8% 3.8% 32.1% 1.9%

県営・市営住宅、公社・公団の賃貸住宅 14 50.0% 14.3% 0.0% 21.4% 7.1% 7.1%

障害者グループホーム 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

福祉施設 2 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

病院 8 62.5% 0.0% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0%

その他 2 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0%

無回答 9 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 22.2%

問4 あなたの住居
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そ

の

他
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設
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い

55.5%

17.4%
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100%

ｎ

ＴＯＴＡＬ 236 22.5% 0.4% 5.5% 29.2% 15.7% 45.3% 13.6% 12.7% 2.5%

18歳未満 7 0.0% 0.0% 0.0% 57.1% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 14.3%

18～64歳 188 26.6% 0.5% 6.9% 30.9% 5.9% 51.1% 13.8% 12.8% 1.6%

65歳以上 32 6.3% 0.0% 0.0% 12.5% 75.0% 21.9% 12.5% 9.4% 3.1%

無回答 9 11.1% 0.0% 0.0% 33.3% 22.2% 44.4% 22.2% 11.1% 11.1%
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問33 将来（今後）、あなたは日中をどのように過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 

将来（今後）、日中の過ごし方について、「家庭内で過ごしたい」が 38.1％と最も高く、次

いで「一般企業などで働きたい」が 32.6％、「施設や企業で作業や実習などを行い、職場探し

や職場定着のための支援を受けたい」、「家の仕事を手伝いたい」がそれぞれ 13.1％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 
H28調査（前回） R1調査（今回） 

自宅でのんびり過ごしたい 43.5% 家庭内で過ごしたい 38.1% 

一般企業などで働きたい 23.8% 一般企業などで働きたい 32.6% 

施設や企業で作業や実習などを行い、 

職場探しや職場定着のための支援を受け

たい 

13.0% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職

場探しや職場定着のための支援を受けた

い 

13.1% 

自立した日常生活ができるよう、一定期

間、身体機能や生活能力向上のために必要

な訓練を受けたい 

13.0% 家の仕事を手伝いたい 13.1% 

わからない 14.8% わからない 12.7% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

   

n

TOTAL 236 3.4% 32.6% 9.3% 13.1% 11.9% 13.1% 6.4% 2.5% 3.8% 6.8% 9.7% 38.1% 8.5% 12.7% 3.0%

幼稚園や保育園、学校などに通っている 6 50.0% 50.0% 33.3% 16.7% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

収入を伴う仕事をしている 67 4.5% 52.2% 13.4% 13.4% 13.4% 11.9% 6.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.4% 17.9% 13.4% 11.9% 3.0%

施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや

職場定着のための支援を受けている
18 0.0% 77.8% 11.1% 50.0% 11.1% 11.1% 11.1% 5.6% 0.0% 5.6% 16.7% 16.7% 0.0% 5.6% 0.0%

自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活能

力向上のための訓練を受けている
14 7.1% 35.7% 21.4% 35.7% 28.6% 21.4% 28.6% 14.3% 14.3% 21.4% 14.3% 28.6% 14.3% 0.0% 7.1%

家の仕事を手伝っている 36 8.3% 27.8% 11.1% 13.9% 19.4% 44.4% 13.9% 5.6% 2.8% 8.3% 16.7% 41.7% 13.9% 13.9% 2.8%

通所サービスを利用している 20 0.0% 45.0% 10.0% 40.0% 20.0% 20.0% 35.0% 5.0% 15.0% 10.0% 20.0% 40.0% 5.0% 10.0% 0.0%

医療機関で過ごしている 8 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0% 12.5% 37.5% 12.5% 25.0% 0.0% 12.5% 0.0% 25.0% 0.0%

入所施設で過ごしている 4 0.0% 50.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

病院等のデイケアを利用している 16 0.0% 50.0% 12.5% 18.8% 12.5% 18.8% 6.3% 6.3% 12.5% 50.0% 12.5% 50.0% 0.0% 6.3% 0.0%

創作活動や社会との交流などを行ったりするところ

で過ごしている
7 0.0% 28.6% 0.0% 28.6% 0.0% 14.3% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% 85.7% 28.6% 0.0% 14.3% 0.0%

求職活動をしている 10 0.0% 80.0% 0.0% 20.0% 0.0% 10.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 20.0% 0.0% 30.0% 0.0%

家庭内で過ごしている 124 4.0% 25.8% 9.7% 15.3% 13.7% 18.5% 7.3% 1.6% 2.4% 4.8% 10.5% 61.3% 5.6% 12.1% 2.4%

その他 19 0.0% 21.1% 10.5% 15.8% 10.5% 15.8% 0.0% 5.3% 5.3% 15.8% 10.5% 36.8% 15.8% 31.6% 0.0%

無回答 13 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 7.7% 15.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 15.4% 15.4% 23.1% 15.4%
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問34 あなたは、将来の生活に不安なことがありますか。（○は２つまで） 

将来の生活で不安なことについて、「家族がいなくなること」が 70.3％と最も高く、次いで

「病気になること」が 43.6％、「更に障害が重くなること」が 35.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《相談や情報入手についておききします》 
 

問35 普段、悩みや困ったことなどをどなたに相談しますか。（○はいくつでも） 

悩みや困ったことなどの相談先について、「家族等の同居人」が 66.9％と最も高く、次いで

「病院・医師・看護師等」が 47.9％、「友人・知人・近所の人」が 23.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

70.3%

43.6%

35.6%

14.0%

17.4%

8.1%

5.5%

3.0%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族がいなくなること(n=166)

病気になること(n=103)

更に障害が重くなること(n=84)

福祉サービスを利用する際の経済的負担が重くなること

(n=33)

福祉制度等が現在よりも悪くなること(n=41)

その他(n=19)

わからない(n=13)

不安はない(n=7)

無回答(n=2)
n=236

n

TOTAL 236 66.9% 8.9% 23.3% 3.4% 10.2% 0.4% 3.8% 9.7% 47.9% 6.4% 10.6% 8.1% 0.4% 3.8% 6.8% 8.1% 1.3%

10歳未満 1 100.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10代 6 83.3% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

20代 18 77.8% 11.1% 27.8% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 11.1% 44.4% 16.7% 16.7% 5.6% 0.0% 0.0% 5.6% 11.1% 0.0%

30代 40 77.5% 5.0% 30.0% 5.0% 12.5% 0.0% 0.0% 5.0% 40.0% 2.5% 7.5% 5.0% 0.0% 5.0% 5.0% 7.5% 0.0%

40代 64 76.6% 6.3% 20.3% 0.0% 12.5% 0.0% 4.7% 15.6% 62.5% 7.8% 14.1% 15.6% 0.0% 0.0% 3.1% 4.7% 0.0%

50代 49 51.0% 10.2% 32.7% 4.1% 6.1% 2.0% 4.1% 4.1% 51.0% 8.2% 8.2% 6.1% 2.0% 8.2% 10.2% 8.2% 2.0%

60代 27 51.9% 7.4% 14.8% 3.7% 3.7% 0.0% 11.1% 14.8% 29.6% 3.7% 11.1% 7.4% 0.0% 7.4% 11.1% 3.7% 0.0%

70代 20 55.0% 30.0% 15.0% 0.0% 5.0% 0.0% 5.0% 15.0% 45.0% 5.0% 10.0% 5.0% 0.0% 5.0% 10.0% 20.0% 5.0%

80歳以上 2 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 9 77.8% 0.0% 22.2% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 22.2% 11.1%

問3年齢

(10歳刻み)

民
生

委

員

ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

施

設
や

作

業

所
の

職

員

職
場

や

学

校
の

人

友

人

・

知
人

・

近

所

の
人

親

せ

き

家
族

等

の

同
居

人

相

談

支
援

事

業

所
の

相

談

員

無

回

答

相

談

し
た

い

が

、
で

き

な

い

誰

か

に

相
談

す

る

こ
と

は

ま

れ
で

あ

る

そ

の

他

県
の

担

当

窓
口

（
県

リ

ハ
ビ

リ

テ
ー

シ

ョ
ン

セ

ン
タ
ー

等

）

保

健

所

市

の

障

害
者

相

談

支
援

セ

ン

タ
ー

市

役

所
の

担

当

窓

口

病

院

・

医
師

・

看

護

師
等

66.9%

8.9%

23.3%

3.4%

10.2%

0.4%
3.8%

9.7%

47.9%

6.4%
10.6% 8.1%

0.4%
3.8%

6.8% 8.1%

1.3%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%



調査結果 Ⅲ．精神障害者 

－ 118 － 

［問35で「相談したいが、できない」に○をつけた方におききします］ 

問36 相談できない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

相談できない理由については、「どこ（誰）に相談していいかわからない」が 52.6％と最も

高く、次いで「身近なところに相談できるところがない」、「相談しても満足のいく回答がも

らえない」、「プライバシー保護の不安がある」、「相談することにためらいがある」がそれぞ

れ 42.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［全員におききします］ 

問37 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。

（○はいくつでも） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市・県の広報」が 42.4％

と最も高く、次いで「医療機関」が 34.7％、「パソコンやスマートフォン、携帯電話」が 25.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

52.6%

42.1%

42.1%

42.1%

15.8%

42.1%

26.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

どこ（誰）に相談していいかわからない(n=10)

身近なところに相談できるところがない(n=8)

相談しても満足のいく回答がもらえない(n=8)

プライバシー保護の不安がある(n=8)

夜間や休日などに相談するところがない(n=3)

相談することにためらいがある(n=8)

その他(n=5)

無回答(n=0)
n=19

42.4%

16.1%

9.3%

34.7%

5.1%

11.4%

8.9%

6.8%

20.8%

25.8%

3.8%

10.2%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市・県の広報(n=100)

市や県が発行する資料やパンフレット(n=38)

市や県への問い合わせ(n=22)

医療機関(n=82)

その他の相談機関(n=12)

テレビ・ラジオ(n=27)

新聞や雑誌の福祉の関連記事(n=21)

障害者の施設や団体等の機関紙やパンフレット(n=16)

家族や知人の話(n=49)

パソコンやスマートフォン、携帯電話(n=61)

その他(n=9)

サービスの内容について知る手段がない(n=24)

無回答(n=9)

n=236
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問38 福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面はどんなときですか。（○は３つまで） 

手続きが難しいと感じることについては、「必要な手続きが多く、手間がかかる」が 53.8％

と最も高く、次いで「制度が複雑でわかりにくい」が 37.7％、「自分の障害でどのサービスが

使えるかわかりづらい」が 30.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問39 あなたの代わりに誰が福祉の手続きを行っていますか。（○はいくつでも） 

福祉の手続きをあなたの代わりに誰が行っているかについては、「自分で行っている」が

63.6％と最も高く、次いで「父、母」が 28.8％、「配偶者（夫または妻）」が 11.9％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

63.6%

11.9%

4.7%

28.8%

7.6%

0.4%

0.4%

0.8%

7.2%

1.3%

5.9%

0.4%

3.4%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分で行っている(n=150)

配偶者（夫または妻）(n=28)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=11)

父、母(n=68)

兄弟姉妹(n=18)

その他の親せき(n=1)

近所の人、知人・友人(n=1)

ホームヘルパー(n=2)

福祉サービス事業所の職員(n=17)

相談員(n=3)

ケアマネジャー(n=14)

後見人(n=1)

その他(n=8)

無回答(n=3)

n=236

53.8%

37.7%

30.1%

27.5%

30.9%

12.3%

8.1%

0.8%

5.9%

7.6%

4.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

必要な手続きが多く、手間がかかる(n=127)

制度が複雑でわかりにくい(n=89)

市役所本庁舎まで手続きに行くことが難しい(n=71)

自分で手続きをするのは難しい(n=65)

自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい(n=73)

専門用語（福祉のことば）がわからない(n=29)

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない(n=19)

事業者との契約が難しい(n=2)

その他(n=14)

難しいと感じることはない(n=18)

無回答(n=10)

n=236
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問40 あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（○はい

くつでも） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについて、「話をうまく組み立

てられない、うまく質問できない」が 28.0％と最も高く、次いで「特に困ることはない」が

27.5％、「どこに何を相談したらよいかわからない」が 26.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 236 7.6% 2.5% 5.1% 1.3% 1.3% 0.8% 0.4% 0.0% 28.0% 1.3% 5.5% 21.6% 24.2% 7.2% 13.1% 14.8% 11.0% 26.3% 5.5% 27.5% 10.6%

18歳未満 7 14.3% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 14.3% 28.6%

18～64歳 188 8.0% 1.6% 5.9% 1.1% 0.5% 0.5% 0.5% 0.0% 30.9% 1.6% 6.4% 21.3% 26.1% 6.9% 13.3% 17.6% 12.2% 27.7% 4.3% 28.2% 7.4%

65歳以上 32 6.3% 6.3% 0.0% 3.1% 6.3% 3.1% 0.0% 0.0% 21.9% 0.0% 3.1% 31.3% 21.9% 12.5% 12.5% 3.1% 6.3% 21.9% 9.4% 31.3% 15.6%

無回答 9 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0% 22.2% 0.0% 0.0% 22.2% 11.1% 11.1% 44.4%
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な

文

章
表

現

が
わ

か

り
に

く

い

知

り
た

い

情

報
が

イ

ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

に

し

か

掲

載

さ
れ

て

い
な

い

相

手
が

介

助

者
と

話

し
て

し

ま

う

特

に

困

る
こ

と

は
な

い

そ
の

他

ど

こ
に

何

を

相
談

し

た
ら

よ

い
か

わ

か

ら

な

い

欲

し
い

障

害

者
向

け

の
イ

ベ

ン
ト

に

つ

い

て

の
情

報

が

な
い

、
内
容

が

わ
か

り

に

く

い

欲

し
い

福

祉

サ
ー

ビ

ス
に

つ

い
て

の

情

報

が

な
い

、
内

容
が

わ

か
り

に

く

い

パ

ソ
コ

ン

や

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
携

帯

電

話

な
ど

を

利

用
し

た

い
が

、
操
作

が

わ

か

ら
な

い

パ

ソ
コ

ン

や

ス
マ
ー

ト
フ

ォ
ン

、
携

帯

電

話

な
ど

を

利

用
し

た

い
が

、
金
銭

的

理

由

に

よ

り

利
用

で

き
な

い

問３年齢３区分

公

共
施

設

に

Ｏ
Ｈ

Ｐ

※
２

、
Ｏ
Ｈ

Ｃ

※

３

な

ど

の

設
備

が

少
な

い

公

共
施

設

に

ヒ
ア

リ

ン
グ

ル
ー

プ

※

１

が

少
な

い

問

い
合

わ

せ

先
の

情

報
に

フ

ァ
ク

ス

番

号

や
メ
ー

ル

ア
ド

レ

ス
の

記

載
が

な

い

文

字
情

報

が
少

な

い

音

声
情

報

が
少

な

い

案
内

表

示

が
わ

か

り
に

く

い

7.6%

2.5%
5.1%

1.3% 1.3% 0.8% 0.4% 0.0%

28.0%

1.3%
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21.6%
24.2%
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10.6%
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《福祉サービスについておききします》 
 

問41 福祉サービスの利用の状況、今後の利用希望について、1～29のサービスごとに、それぞれお答

えください。（○は、1～29のサービスごとに、記入例を参考に記入してください。） ※福祉サー

ビスの詳細は、この設問の次の「福祉サービスの説明」を参照ください。 

以前利用していた（今は利用していない）福祉サービスについては、「就労移行支援」が

10.2％となっています。現在の利用状況については、「自立支援医療（更生・育成・精神通院）」

が 51.3％となっています。今後の利用希望については、「自立支援医療（更生・育成・精神通

院）」が 44.1％、「基本相談支援」が 24.6％となっています。 

 

■以前利用していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

4.7%

3.0%

10.2%

6.8%

8.5%

4.2%

3.0%

3.0%

3.8%

4.2%

97.5%

98.3%

97.9%

97.5%

97.9%

97.9%

98.3%

97.5%

95.3%

97.0%

89.8%

93.2%

91.5%

95.8%

97.5%

98.3%

98.3%

97.0%

97.0%

97.9%

96.2%

97.5%

98.3%

98.3%

97.9%

95.8%

97.9%

98.7%

98.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=236）

重度訪問介護（n=236）

行動援護（n=236）

同行援護（n=236）

短期入所（ショートステイ）（n=236）

重度障害者等包括支援（n=236）

療養介護（n=236）

生活介護（n=236）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=236）

宿泊型自立訓練（n=236）

就労移行支援（n=236）

就労継続支援Ａ型（n=236）

就労継続支援Ｂ型（n=236）

就労定着支援（n=236）

施設入所支援（n=236）

共同生活援助（グループホーム）（n=236）

自立生活援助（n=236）

計画相談支援（n=236）

地域相談支援（n=236）

補装具費の支給（n=236）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=236）

基本相談支援（n=236）

意思疎通支援（n=236）

日常生活用具費の支給（n=236）

移動支援（n=236）

地域活動支援センター（n=236）

日中一時支援（n=236）

全身性障害者介護人派遣事業（n=236）

障害者等生活サポート事業（n=236）

以前利用していた（今は利用していない） 無回答
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■現在の利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

9.3%

5.5%

3.8%

8.1%

8.1%

5.1%

5.1%

7.6%

3.8%

51.3%

3.8%

4.2%

3.4%

47.9%

36.4%

29.7%

27.5%

41.9%

28.0%

30.5%

33.5%

36.9%

25.8%

36.9%

35.2%

34.3%

25.8%

31.4%

42.8%

29.2%

23.3%

27.1%

28.8%

13.6%

23.7%

21.6%

25.8%

25.8%

31.8%

25.0%

22.0%

25.4%

17.4%

32.2%

39.0%

39.4%

25.4%

39.4%

38.6%

32.6%

29.2%

41.5%

23.7%

28.4%

29.7%

38.1%

37.3%

27.1%

38.1%

37.7%

39.8%

35.6%

12.3%

42.4%

47.9%

42.8%

39.8%

35.2%

43.2%

47.0%

43.2%

25.4%

30.5%

30.5%

30.9%

30.9%

32.2%

30.1%

28.4%

30.1%

32.2%

31.4%

28.4%

30.9%

30.9%

29.7%

29.2%

30.1%

31.4%

30.9%

31.8%

22.9%

30.1%

29.2%

29.2%

30.1%

29.7%

29.2%

30.5%

28.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=236）

重度訪問介護（n=236）

行動援護（n=236）

同行援護（n=236）

短期入所（ショートステイ）（n=236）

重度障害者等包括支援（n=236）

療養介護（n=236）

生活介護（n=236）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=236）

宿泊型自立訓練（n=236）

就労移行支援（n=236）

就労継続支援Ａ型（n=236）

就労継続支援Ｂ型（n=236）

就労定着支援（n=236）

施設入所支援（n=236）

共同生活援助（グループホーム）（n=236）

自立生活援助（n=236）

計画相談支援（n=236）

地域相談支援（n=236）

補装具費の支給（n=236）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=236）

基本相談支援（n=236）

意思疎通支援（n=236）

日常生活用具費の支給（n=236）

移動支援（n=236）

地域活動支援センター（n=236）

日中一時支援（n=236）

全身性障害者介護人派遣事業（n=236）

障害者等生活サポート事業（n=236）

現在：知っていた：利用している 現在：知っていた：利用していない

現在：知らなかった 無回答
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■今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

23.3%

8.9%

15.7%

13.6%

12.7%

7.2%

11.0%

13.6%

17.4%

8.1%

19.1%

18.2%

13.6%

14.8%

10.6%

11.0%

19.9%

19.1%

16.9%

11.9%

44.1%

24.6%

10.6%

16.5%

14.4%

17.4%

10.6%

5.1%

14.0%

37.3%

46.6%

39.8%

41.5%

44.1%

46.6%

44.1%

41.1%

38.6%

47.0%

37.3%

39.4%

41.5%

39.8%

46.2%

45.3%

36.4%

35.2%

38.6%

42.4%

14.4%

28.8%

43.2%

39.4%

39.0%

36.4%

42.4%

48.7%

39.4%

39.4%

44.5%

44.5%

44.9%

43.2%

46.2%

44.9%

45.3%

44.1%

44.9%

43.6%

42.4%

44.9%

45.3%

43.2%

43.6%

43.6%

45.8%

44.5%

45.8%

41.5%

46.6%

46.2%

44.1%

46.6%

46.2%

47.0%

46.2%

46.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=236）

重度訪問介護（n=236）

行動援護（n=236）

同行援護（n=236）

短期入所（ショートステイ）（n=236）

重度障害者等包括支援（n=236）

療養介護（n=236）

生活介護（n=236）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=236）

宿泊型自立訓練（n=236）

就労移行支援（n=236）

就労継続支援Ａ型（n=236）

就労継続支援Ｂ型（n=236）

就労定着支援（n=236）

施設入所支援（n=236）

共同生活援助（グループホーム）（n=236）

自立生活援助（n=236）

計画相談支援（n=236）

地域相談支援（n=236）

装具費の支給（n=236）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=236）

基本相談支援（n=236）

意思疎通支援（n=236）

日常生活用具費の支給（n=236）

移動支援（n=236）

地域活動支援センター（n=236）

日中一時支援（n=236）

全身性障害者介護人派遣事業（n=236）

障害者等生活サポート事業（n=236）

今後：利用したい 今後：利用しない 無回答
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■以前の利用、現在の利用状況、今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

居宅介護（ホームヘルプサービス） 236 2.5% 97.5% 9.3% 47.9% 17.4% 25.4% 23.3% 37.3% 39.4%

重度訪問介護 236 1.7% 98.3% 0.8% 36.4% 32.2% 30.5% 8.9% 46.6% 44.5%

行動援護 236 2.1% 97.9% 0.8% 29.7% 39.0% 30.5% 15.7% 39.8% 44.5%

同行援護 236 2.5% 97.5% 2.1% 27.5% 39.4% 30.9% 13.6% 41.5% 44.9%

短期入所（ショートステイ） 236 2.1% 97.9% 1.7% 41.9% 25.4% 30.9% 12.7% 44.1% 43.2%

重度障害者等包括支援 236 2.1% 97.9% 0.4% 28.0% 39.4% 32.2% 7.2% 46.6% 46.2%

療養介護 236 1.7% 98.3% 0.8% 30.5% 38.6% 30.1% 11.0% 44.1% 44.9%

生活介護 236 2.5% 97.5% 5.5% 33.5% 32.6% 28.4% 13.6% 41.1% 45.3%

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 236 4.7% 95.3% 3.8% 36.9% 29.2% 30.1% 17.4% 38.6% 44.1%

宿泊型自立訓練 236 3.0% 97.0% 0.4% 25.8% 41.5% 32.2% 8.1% 47.0% 44.9%

就労移行支援 236 10.2% 89.8% 8.1% 36.9% 23.7% 31.4% 19.1% 37.3% 43.6%

就労継続支援Ａ型 236 6.8% 93.2% 8.1% 35.2% 28.4% 28.4% 18.2% 39.4% 42.4%

就労継続支援Ｂ型 236 8.5% 91.5% 5.1% 34.3% 29.7% 30.9% 13.6% 41.5% 44.9%

就労定着支援 236 4.2% 95.8% 5.1% 25.8% 38.1% 30.9% 14.8% 39.8% 45.3%

施設入所支援 236 2.5% 97.5% 1.7% 31.4% 37.3% 29.7% 10.6% 46.2% 43.2%

共同生活援助（グループホーム） 236 1.7% 98.3% 0.8% 42.8% 27.1% 29.2% 11.0% 45.3% 43.6%

自立生活援助 236 1.7% 98.3% 2.5% 29.2% 38.1% 30.1% 19.9% 36.4% 43.6%

計画相談支援 236 3.0% 97.0% 7.6% 23.3% 37.7% 31.4% 19.1% 35.2% 45.8%

地域相談支援 236 3.0% 97.0% 2.1% 27.1% 39.8% 30.9% 16.9% 38.6% 44.5%

補装具費の支給 236 2.1% 97.9% 3.8% 28.8% 35.6% 31.8% 11.9% 42.4% 45.8%

自立支援医療（更生・育成・精神通院） 236 3.8% 96.2% 51.3% 13.6% 12.3% 22.9% 44.1% 14.4% 41.5%

基本相談支援 236 2.5% 97.5% 3.8% 23.7% 42.4% 30.1% 24.6% 28.8% 46.6%

意思疎通支援 236 1.7% 98.3% 1.3% 21.6% 47.9% 29.2% 10.6% 43.2% 46.2%

日常生活用具費の支給 236 1.7% 98.3% 2.1% 25.8% 42.8% 29.2% 16.5% 39.4% 44.1%

移動支援 236 2.1% 97.9% 4.2% 25.8% 39.8% 30.1% 14.4% 39.0% 46.6%

地域活動支援センター 236 4.2% 95.8% 3.4% 31.8% 35.2% 29.7% 17.4% 36.4% 46.2%

日中一時支援 236 2.1% 97.9% 2.5% 25.0% 43.2% 29.2% 10.6% 42.4% 47.0%

全身性障害者介護人派遣事業 236 1.3% 98.7% 0.4% 22.0% 47.0% 30.5% 5.1% 48.7% 46.2%

障害者等生活サポート事業 236 1.7% 98.3% 2.5% 25.4% 43.2% 28.8% 14.0% 39.4% 46.6%

利
用
し
な
い

無
回
答

以前利用していた 現在の利用状況 今後の利用希望

以
前
利
用
し
て
い
た

（
今
は
利
用
し
て
い
な
い

）

無
回
答

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
る

）

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
な
い

）

知
ら
な
か

っ
た

無
回
答

利
用
し
た
い
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［問41のサービスで「現在：知っていた（利用している）」に〇をつけた方におききします］ 

問42 現在、利用しているサービスの事業所及び施設をどのような方法で探しましたか。（○はいくつ

でも） 

現在、利用しているサービスの事業所及び施設を探した方法については、「「相談員やケア

マネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含む）」が 35.5％と最も高く、次いで

「その他」が 24.5％、「家族・知人の紹介」が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問41で「以前利用していた（今は利用していない）」に○をつけた方におききします］ 

問43 サービスを利用しなくなった理由は何ですか。主なもの１つについてお答えください。（○はい

くつでも） 

サービスを利用しなくなった理由については、「その他」が 47.3％と最も高く、次いで「必

要とするサービスがないから」が 14.5％、「自己負担が大きく、利用できないから」、「わから

ない」がそれぞれ 9.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

9.1%

3.6%

14.5%

0.0%

1.8%

47.3%

9.1%

23.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自己負担が大きく、利用できないから(n=5)

支給要件に該当しないから(n=2)

必要とするサービスがないから(n=8)

どのようなサービスがあるかわからないから(n=0)

利用の仕方がわからないから(n=1)

その他(n=26)

わからない(n=5)

無回答(n=13)
n=55

7.1%

14.8%

35.5%

21.3%

24.5%

14.2%

0% 10% 20% 30% 40%

障害福祉サービス情報公表制度を利用した(n=11)

インターネット（事業所のホームページなど）(n=23)

相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談支援

センター含む）(n=55)

家族・知人の紹介(n=33)

その他(n=38)

無回答(n=22)
n=155
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■利用しなくなった主なサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《災害等についておききします》 
 

［全員におききします］ 

問44 火事や地震、風水害等の災害時に、避難できますか。（○は１つ） 

火事や地震、風水害等の災害時の避難について、「１人でできる」が 42.8％と最も高く、次

いで「わからない」が 25.0％、「支援者がいるのでできる」が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目で０％は表記していません 

 

   

42.8%

14.3%

48.4%

18.8%

33.3%

18.6%

57.1%

16.5%

21.9%

22.2%

8.9%

8.0%

15.6%

11.1%

25.0%

28.6%

25.0%

25.0%

22.2%

4.7%

2.1%

18.8%

11.1%

TOTAL(n=236)

18歳未満(n=7)

18～64歳(n=188)

65歳以上(n=32)

無回答(n=9)

１人でできる 支援者がいるのでできる できない わからない 無回答

利用しなくなったサービス名 件数
就労移行支援 8

就労継続支援B型 4

ショートステイ 2

就労継続支援A型 2

生活支援センター 2

ゆめの園、クローバー 1

基本相談支援 1

居宅介護 1

自立支援医療 1

障害者就労支援 1

地域相談支援 1

無回答 33

回答者数 55
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［問44で「できない」に○をつけた方におききします］ 

問45 災害時に、避難できないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

災害時に避難できないと思う理由について、「避難が必要かどうかわからない」が 52.4％と

最も高く、次いで「避難所がわからない」が 47.6％、「その他」が 38.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問46 災害に備えた取り組みで、あてはまるものがありますか。（○はいくつでも） 

災害に備えた取り組みについては、「特に何もしていない」が 43.6％と最も高く、次いで

「周辺の避難場所を知っている」が 40.7％、「家族で避難の方法や避難場所について話し合っ

ている」が 21.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

23.8%

0.0%

19.0%

47.6%

52.4%

14.3%

38.1%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

支援者がいない(n=5)

人工呼吸器などの医療機器が必要(n=0)

避難所が遠い(n=4)

避難所がわからない(n=10)

避難が必要かどうかわからない(n=11)

災害情報が入らない(n=3)

その他(n=8)

無回答(n=1)
n=21

1.7%

1.3%

40.7%

21.6%

8.1%

1.3%

2.1%

43.6%

7.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難行動要支援者名簿を知っている(n=4)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=3)

周辺の避難場所を知っている(n=96)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=51)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=19)

病院での離脱訓練（透析患者向けの災害時における訓練）を知っている

(n=3)

その他(n=5)

特に何もしていない(n=103)

無回答(n=18)

n=236
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問47 災害時にどのような支援・援助があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にあるとよいと思う支援・援助については、「必要な投薬や治療を受けられる」が

66.1％と最も高く、次いで「避難所でプライバシーが守られる」が 35.6％、「避難所の設備

（トイレ等）を充実させる」が 31.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《差別や疎外感についておききします》 
 

問48 平成28年4月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が

施行され、行政機関や民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を

取り除くための配慮を求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされました。あ

なたは、この法律について知っていますか。（〇は１つ） 

平成 28 年４月から施行された「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が

75.8％と最も高く、次いで「法律の名前は知っているが、内容は知らない」が 13.6％、「法律

の名前も内容も知っている」が 4.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

4.7% 13.6% 75.8% 5.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前も内容も知っている(n=11)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=32)

知らない(n=179)

無回答(n=14)

n=236

66.1%

14.0%

16.1%

16.9%

26.7%

12.7%

31.4%

35.6%

17.4%

12.7%

2.5%

9.3%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

必要な投薬や治療を受けられる(n=156)

必要な補装具や日常生活用具を支給してくれる(n=33)

救助や避難時に声かけをしてくれる(n=38)

避難するのを手助けしてくれる(n=40)

被害状況、避難所の場所、物資の入手方法等の情報を知らせてくれる(n=63)

周囲の人とコミュニケーションがとれるよう手助けしてくれる(n=30)

避難所の設備（トイレ等）を充実させる(n=74)

避難所でプライバシーが守られる(n=84)

障害者や高齢者が優先的に避難できる避難所がある(n=41)

避難できない、または避難したくないので、自宅に支援物資などを届けてくれる

(n=30)

その他(n=6)

特にない(n=22)

無回答(n=13)

n=236
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問49 障害者差別あるいは合理的配慮に関することを、各市町村障害福祉担当課に相談することがで

きます。あなたはこのことをご存知ですか。（○は１つ） 

障害者差別あるいは合理的配慮に関することを各市町村障害福祉担当課へ相談することが

できることについては、「知らない」が 70.3％と最も高く、次いで「わからない」が 16.9％、

「知っている」が 7.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問50 障害があることで、差別や疎外感を感じることがありますか。（○は１つ） 

差別や疎外感を感じることについては、「たまに感じる」が 40.3％と最も高く、次いで「ほ

とんど感じることはない」が 22.5％、「わからない」が 18.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問51 具体的には、どのようなときに、差別や疎外感を感じますか。（○はいくつでも） 

どのようなときに、差別や疎外感を感じるかについては、「日常生活で（他人の視線を感じ

る/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等）」が 42.4％と最も高く、次いで「人との

交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）」が 30.5％、「仕事場で（会社・職場

に理解されない等）」が 17.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.6% 70.3% 16.9% 5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている(n=18) 知らない(n=166) わからない(n=40) 無回答(n=12)

n=236

42.4%

17.8%

2.5%

4.7%

30.5%

16.1%

30.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する

誤解がある等）(n=100)

仕事場で（会社・職場に理解されない等）(n=42)

学校で（通常の学級との交流が難しい等）(n=6)

外出時や交通機関乗車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）(n=11)

人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）(n=72)

その他(n=38)

無回答(n=73)

n=236

22.5% 40.3% 15.7% 18.6% 3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど感じることはない(n=53) たまに感じる(n=95)

いつも感じる(n=37) わからない(n=44)

無回答(n=7)

n=236
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問52 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

《成年後見制度についておききします》 
 

問53 「成年後見制度」とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能力が十分でない方の財産

などの権利を守る制度です。あなたは、「成年後見制度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「聞いたことはあるが詳しくはわからない」が 35.2％と最も

高く、次いで「知らない」が 32.2％、「知っているが、利用したことはない」が 26.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問54 あなたは、「成年後見制度」を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」を活用したいかについては、「「今は必要ないが、将来必要になったら活

用したい」、「わからない」がそれぞれ 37.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

0.8%

26.7% 35.2% 32.2% 5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または現在利用している）(n=2)
知っているが、利用したことはない(n=63)
聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=83)
知らない(n=76)
無回答(n=12)

n=236

0.4%

37.7% 19.5% 37.7% 4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに活用している(n=1)
今は必要ないが、将来必要になったら活用したい(n=89)
活用したいとは思わない(n=46)
わからない(n=89)
無回答(n=11)

n=236
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《市の取り組み等についておききします》 
 

問55 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が充実させていくべきことについて、「経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金

の拡充等）」が 36.9％と最も高く、次いで「身近なところで相談ができる相談窓口の整備」が

32.6％、「働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）」が 25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

13.1%

14.4%

10.2%

5.9%

7.6%

10.2%

6.8%

10.6%

11.9%

3.8%

25.8%

12.3%

4.2%

24.6%

32.6%

19.1%

8.9%

5.1%

3.4%

36.9%

4.2%

7.6%

8.9%

5.5%

9.7%

6.4%

5.1%

15.7%

13.6%

6.4%

8.5%

6.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等）(n=31)

在宅の給食サービスの充実（食事を家庭まで届ける）(n=34)

入所施設の整備（障害者支援施設）(n=24)

通所施設の整備(n=14)

保健医療サービスの充実（検診、専門的な機能回復訓練、訪問指導、医師会との連携等）(n=18)

自立のための訓練（身体機能・生活能力の向上を図る訓練)(n=24)

住宅の整備・改造のための支援(n=16)

地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等）(n=25)

暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等）(n=28)

療育・保育・教育の質の向上(n=9)

働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）(n=61)

一般企業以外での就労の場（就労継続支援等）(n=29)

地域での活動や余暇活動への参加のためのしくみづくり(n=10)

支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、

職業相談、計画相談等）(n=58)

身近なところで相談ができる相談窓口の整備(n=77)

福祉の手続きができる窓口の増設(n=45)

電子申請による手続きの簡素化(n=21)

財産管理の援助（財産保全サービス、成年後見制度等）(n=12)

ボランティアの育成(n=8)

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）(n=87)

情報通信分野の充実（パソコンの貸与、情報通信ネットワークの構築、公衆ファクス等）(n=10)

災害時における避難誘導体制の確立(n=18)

緊急時に受け入れ可能な拠点の整備(n=21)

介助者への支援（短期入所及び一時預かりの場の充実）(n=13)

障害のある人についての地域の事業者や住民の理解を深めるための活動（啓発、福祉教育等）

(n=23)

障害のある人へのコミュニケーション支援（手話通訳・要約筆記等）(n=15)

障害者団体の自立活動に対する行政の支援(n=12)

障害福祉サービスの情報提供(n=37)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=32)

その他(n=15)

特にない(n=20)

無回答(n=16)

n=236
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問56 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般について、「満足している（満足している＋少し満足している）」

が 42.0％となっています。また、「満足していない（あまり満足していない＋満足していな

い）」は 16.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要

望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

ご家族や援助（介助や手助け）をされている方へ 
 

あなたの立場（調査対象のご本人との関係）は次のうちどれですか。（○は 1つ） 

調査対象ご本人との関係については、「父母」が 28.4％と最も高く、次いで「配偶者」が

11.9％、「兄弟姉妹」が 5.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

28.4%

3.4%

11.9%

5.5%

0.0%

0.0%

0.8%

0.8%

0.0%

5.1%

44.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

父母(n=67)

子(n=8)

配偶者(n=28)

兄弟姉妹(n=13)

祖父母(n=0)

親類(n=0)

同居者(n=2)

介助等事業者の職員(n=2)

通所（入所）施設の職員(n=0)

その他(n=12)

無回答(n=104)

n=236

19.5% 22.5% 36.4% 9.3% 6.8% 5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=46) 少し満足している(n=53) どちらともいえない(n=86)

あまり満足していない(n=22) 満足していない(n=16) 無回答(n=13)

n=236
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あなたの９月１日現在の年齢をご記入ください。 

介助や手助けをされている方の年齢については、「70 歳代」が 15.3％と最も高く、次いで

「50歳代」が 14.4％、「60歳代」が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の援助の中で気づいた問題点や、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由にお書きくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.4%

0.4%

0.8%

3.8%

7.6%

14.4%

13.1%

15.3%

4.7%

39.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10歳未満(n=1)

10歳代(n=1)

20歳代(n=2)

30歳代(n=9)

40歳代(n=18)

50歳代(n=34)

60歳代(n=31)

70歳代(n=36)

80歳以上(n=11)

無回答(n=93)

n=236
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－ 135 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果 Ⅳ．難病患者 
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問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方は、「本人が記入」が 67.6％と最も高く、次いで「本人に聞いて、家

族や介助者が代わりに記入」が 13.2％、「本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入」が

12.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《あなた（宛名の方）の性別・年齢などについておききします》 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 49.5％、「女性」が 48.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの年齢（９月１日現在）を記入してください。 

年齢については、「70歳代」が 22.0％と最も高く、次いで「60歳代」が 17.0％、「50歳代」

が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

67.6% 13.2% 12.6% 6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が記入(n=123)

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入(n=24)

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入(n=23)

無回答(n=12)

n=182

2.2%

9.9%

2.2%

7.1%

13.2%

14.3%

17.0%

22.0%

9.3%

2.7%

0% 10% 20% 30%

10歳未満(n=4)

10歳代(n=18)

20歳代(n=4)

30歳代(n=13)

40歳代(n=24)

50歳代(n=26)

60歳代(n=31)

70歳代(n=40)

80歳以上(n=17)

無回答(n=5)

n=182

49.5% 48.9%

0.0%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=90) 女性(n=89) その他(n=0) 無回答(n=3)

n=182
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問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 85.2％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。あてはまるものすべてに○をつけてく

ださい。（○はいくつでも） 

同居家族については、「配偶者（夫または妻）」が 54.9％と最も高く、次いで「子ども(子ど

もの配偶者も含む)」が 33.0％、「父、母」が 28.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

10.4%

54.9%

33.0%

28.6%

4.4%

13.7%

1.1%

2.7%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分一人だけで暮らしている(n=19)

配偶者（夫または妻）(n=100)

子ども(子どもの配偶者も含む)(n=60)

父、母(n=52)

祖父、祖母(n=8)

兄弟、姉妹(n=25)

その他の親せき(n=2)

その他(n=5)

無回答(n=4)
n=182

本人また
は家族の
持ち家
(n=155)

民間の賃
貸住宅・
借家・借

間・アパー
ト(n=11)

県営・市
営住宅、
公社・公
団の賃貸
住宅(n=4)

障害者グ
ループ
ホーム
(n=1)

福祉施設
(n=4)

病院(n=4)
その他
(n=0)

無回答
(n=3)

85.2% 6.0% 2.2% 0.5% 2.2% 2.2% 0.0% 1.6%

n=182
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《障害の状況についておききします》 
 

問６ あなたの特定疾病等（難病等）はなんですか。差し支えなければお書きください。 

特定疾病等（難病等）については、「潰瘍性大腸炎（25 件）」、「パーキンソン病（16 件）」、

「重症筋無力症（8件）」、「クローン病（6件）」、「全身性エリテマトーデス（5件）」、「全身性

強皮症（5件）」等となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

病名 件数 病名 件数
潰瘍性大腸炎 25 下垂体機能低下症　・Ｋａｌｌｍａｎｎ症候群 1

パーキンソン病 16 下垂体前葉機能低下症 1

重症筋無力症 8 外系統萎縮症 1

クローン病 6 拡張型心筋症 1

全身性エリテマトーデス 5 強直性背膵炎 1

全身性強皮症 5 筋ジストロフィー症 1

多発性筋炎 4 頚部後縦靭帯骨化症 1

特発性血小板減少性紫斑病 4 後縦じん帯骨化症 1

特発性大腿骨頭壊死症 4 後縦靭帯骨化症、黄色靭帯骨化症 1

網膜色素変性症 4 広範背柱管狭搾症、後縦靭帯骨化症 1

顕微鏡的多発血管炎 3 抗リン脂質抗体症候群　シェーグレン　S.L.E 1

多発性硬化症 3 視神経脊髄炎 1

ＩｇＧ4関連疾患 2 手・足等のシビレ 1

ＳＬＥ 2 心サルコイドーシス・拡張型心筋症・ジストニア 1

シェーグレン症候群、全身性エリテマトーデス 2 心室中隔 1

ネフローゼ症候群 2 神経線維腫症 1

もやもや病 2 進行性核上性麻痺 1

筋萎縮性側索硬化症 2 脊髄小脳変性症 1

血友病 2 先天性角化不全症 1

原発性硬化性胆管炎（PSC) 2 先天性甲状腺機能低下症 1

後縦靭帯骨化症 2 先天性肺動脈閉鎖 1

再生不良性貧血 2 先天性副腎皮質過形成 1

多発性嚢胞腎 2 全身性エリテマトーデス、突発性大腿骨頭壊死症 1

白血病 2 多系統萎縮症 1

ＡＬＳ（筋萎縮性側硬化症） 1 多発血管炎症肉芽腫症 1

Ｉ型糖尿病 1 多発性硬化症、右大腿骨頭壊死による人工関節置換 1

ＭＣＴＤ 1 胆道閉鎖症 1

アマゾン病 1 潰胃性大腸炎、すい炎 1

ウィルソン病 1 潰瘍大腸炎 1

サルコイドーシス 1 突発性大腿骨頭壊死 1

シェーグレン症候群 1 難治てんかん 1

デュシャンヌ型筋ジストロフィー 1 脳 1

ヌーナン症候群、脳性マヒ 1 膿疱性乾癬 1

ベーチェット病 1 皮膚筋炎、多発性筋炎 1

マルファン症候群 1 慢性炎症性脱腿性多発神経炎 1

ミオトニー症候群 1 無回答 20

レノックスガストー症候群 1 回答者数 182

レノックスガストー症候群、疾病による四肢体幹機能障害
（身体手帳の障害名）

1

悪性関節リウマチ 1

一次性ネフローゼ症候群 1
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問７ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

「身体障害者手帳を持っている」が 22.5％、「療育手帳を持っている」が 4.9％となってい

ます。また、「上記にあてはまるものはない」は 69.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認

定を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 6.0％となっています。また、区分とし

ては、11 件中「区分２」、「区分４」、「区分５」、「区分６」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

   

72.0% 6.0% 13.7% 8.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない(n=131) ある(n=11) わからない(n=25) 無回答(n=15)

n=182

22.5%

4.9%

1.6%

0.5%

1.1%

69.2%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

身体障害者手帳を持っている(n=41)

療育手帳を持っている(n=9)

精神障害者保健福祉手帳を持っている(n=3)

高次脳機能障害と診断されたことがある(n=1)

発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注

意欠陥多動性障害など）と診断されたことがある(n=2)

上記にあてはまるものはない(n=126)

無回答(n=8) n=182

区
分
１

区
分
２

区
分
３

区
分
４

区
分
５

区
分
６

非
該
当

申
請
中

無
回
答

1 2 1 2 2 2 0 0 1

n=11
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問９ 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

現在の生活で困っている事や悩んでいることについては、「医療費が多くかかる」が 28.6％

と最も高く、次いで「特にない」が 25.8％、「外出がしにくい」が 24.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《介助・援助の状況についておききします》 
 

問10 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者・援助者については、「特に介助・援助は受けていない」が 50.5％と最も高く、

次いで「配偶者」が 22.0％、「親」が 8.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

50.5%

8.8%

22.0%

3.8%

0.0%

2.2%

0.5%

0.0%

1.1%

0.0%

4.4%

1.6%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特に介助・援助は受けていない(n=92)

親(n=16)

配偶者(n=40)

子ども(n=7)

子どもの配偶者(n=0)

兄弟姉妹(n=4)

その他の親せき(n=1)

近所の人、知人・友人(n=0)

ホームヘルパー(n=2)

ボランティア(n=0)

福祉サービス事業所の職員(n=8)

その他(n=3)

無回答(n=9)

n=182

ｎ

ＴＯＴＡＬ 182 4.9% 0.0% 12.6% 2.7% 7.1% 4.4% 19.2% 3.8% 24.7% 15.4% 28.6% 15.4% 13.2% 3.8% 10.4% 25.8% 5.5%

身体障害者手帳を持っている 41 9.8% 0.0% 14.6% 9.8% 22.0% 2.4% 26.8% 2.4% 48.8% 46.3% 14.6% 22.0% 9.8% 12.2% 24.4% 12.2% 4.9%

療育手帳を持っている 9 0.0% 0.0% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 44.4% 33.3% 33.3% 11.1% 11.1% 33.3% 11.1% 0.0% 0.0%

精神障害者保健福祉手帳を持っている 3 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 66.7% 33.3% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

高次脳機能障害と診断されたことがある 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学

習障害、注意欠陥多動性障害など）と診断さ
れたことがある

2 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 100.0% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

上記にあてはまるものはない 126 2.4% 0.0% 12.7% 0.8% 3.2% 4.8% 18.3% 4.8% 19.0% 7.1% 32.5% 12.7% 11.9% 0.8% 6.3% 32.5% 4.0%

無回答 8 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 0.0% 12.5% 37.5%

18歳未満 16 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 6.3% 0.0% 25.0% 0.0% 25.0% 18.8% 18.8% 12.5% 12.5% 12.5% 12.5% 31.3% 6.3%

18～64歳 84 7.1% 0.0% 17.9% 1.2% 7.1% 8.3% 25.0% 8.3% 16.7% 9.5% 40.5% 19.0% 21.4% 3.6% 11.9% 26.2% 0.0%

65歳以上 77 3.9% 0.0% 7.8% 2.6% 7.8% 1.3% 11.7% 0.0% 35.1% 22.1% 18.2% 11.7% 5.2% 2.6% 9.1% 24.7% 7.8%

問3年齢(3区分)

結

婚

に
つ

い

て

生
活

費

が
足

り

な
い

無

回

答

特

に
な

い

そ

の

他

休

日
の

過

ご
し

方

周
り

の

人
の

理

解
が

少

な
い

診

療
し

て

く
れ

る

医
療

機

関
が

少

な
い

医

療

費
が

多

く
か

か

る

公

共
の

乗

り
物

の

利
用

が

難
し

い

外

出
が

し

に
く

い

問７主な障害

介

助

し
て

く

れ
る

人

が
い

な

い

働

く

場
が

な

い

住

ん
で

い

る
家

で

使
い

に

く
い

と

こ
ろ

が

あ
る

訓

練
が

十

分
に

で

き
な

い

気

軽
に

相

談
す

る

と
こ

ろ

が
な

い

十

分

な
教

育

が
受

け

ら
れ

な

い

4.9%
0.0%

12.6%

2.7%
7.1%

4.4%

19.2%

3.8%

24.7%

15.4%

28.6%

15.4% 13.2%

3.8%
10.4%

25.8%

5.5%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%
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［介助・援助を受けている方におききします］ 

問11 どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 

介助・援助を受けている場面については、「外出をするとき」が 53.1％と最も高く、次いで

「入浴をするとき」が 32.1％、「簡単な買物をするとき」が 29.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 あなたを主に介助・援助している方から介助・援助を受けられないときはどうしますか。（○は

いくつでも） 

主な介助者・援助者が不在の場合、「同居している家族に頼む」が 34.6％と最も高く、次い

で「ひとりでなんとかする」が 32.1％、「同居していない家族や親せきに頼む」が 21.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

19.8%

23.5%

19.8%

28.4%

32.1%

14.8%

9.9%

29.6%

23.5%

14.8%

9.9%

18.5%

53.1%

11.1%

24.7%

13.6%

17.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

食事をするとき(n=16)

食事をつくるとき(n=19)

トイレを使用するとき(n=16)

着替えをするとき(n=23)

入浴をするとき(n=26)

洗顔・歯磨きのとき(n=12)

寝返りをするとき(n=8)

簡単な買物をするとき(n=24)

洗濯（干し、取り込みも含む）をするとき(n=19)

お金の管理をするとき(n=12)

電話の応対をするとき(n=8)

室内で移動するとき(n=15)

外出をするとき(n=43)

人とコミュニケーションをとるとき(n=9)

見守りが必要な状態のとき(n=20)

その他(n=11)

無回答(n=14)

n=81

34.6%

21.0%

2.5%

0.0%

9.9%

14.8%

7.4%

32.1%

4.9%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40%

同居している家族に頼む(n=28)

同居していない家族や親せきに頼む(n=17)

近所の人や友人・知人に頼む(n=2)

ボランティアに頼む(n=0)

ホームヘルパーに頼む(n=8)

福祉サービス事業所の職員に頼む(n=12)

福祉サービス事業所に短期入所して介助・援助を受ける

(n=6)

ひとりでなんとかする(n=26)

その他(n=4)

無回答(n=6)

n=81
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《健康状態や医療についておききします》 
 

問13 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（○はいくつでも） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「特に困ったり不便に思う

ことはない」が 38.5％と最も高く、次いで「医療費の負担が大きい」が 24.2％、「専門的な

治療を行っている医療機関が身近にない」が 22.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

15.4%

22.5%

2.2%

2.7%

3.8%

2.7%

5.5%

2.2%

0.5%

1.6%

2.2%

0.5%

1.6%

0.5%

1.1%

3.3%

24.2%

8.2%

38.5%

9.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近所に診てくれる医師がいない(n=28)

専門的な治療を行っている医療機関が身近にない(n=41)

通院するときに付き添いをしてくれる人がいない(n=4)

診療や入院を断られる(n=5)

治療方針や薬の説明がなく主治医の考えだけで変えられてしまう(n=7)

自分や家族の話を聞いてもらえない(n=5)

気軽に往診を頼める医師がいない(n=10)

歯科診療を受けられない(n=4)

定期的に健康診断を受けられない(n=1)

障害のために症状が正確に伝わらず、必要な治療が受けられない(n=3)

医療スタッフ（医師、看護師等）の障害に対する理解が不十分(n=4)

相手が介助者と話してしまう(n=1)

入院のとき付き添いや個室を強いられる(n=3)

入院のとき、個室であればしなくてよい拘束をされてしまう(n=1)

受診手続きや案内など、障害のある人への配慮が不十分(n=2)

医療機関の建物が障害のある人に配慮した構造になっていない(n=6)

医療費の負担が大きい(n=44)

その他(n=15)

特に困ったり不便に思うことはない(n=70)

無回答(n=17)

n=182
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問14 過去１年間に健康診断（健康診査）を受けましたか。（○はいくつでも） 

過去１年間の健康診断（健康診査）の受診については、「健康診断は受けていない」が 30.8％

と最も高く、次いで「市の健診・検診を受けた」が 20.9％、「勤務先で健康診断を受けた」が

19.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 あなたは、以下の医療的ケアを受けていますか。（○はいくつでも） 

医療的ケアについては、「受けていない」が 79.1％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

79.1%

3.8%

4.4%

1.1%

1.1%

0.5%

1.6%

1.6%

6.0%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

受けていない(n=144)

経管栄養(n=7)

吸引(n=8)

ネブライザー(n=2)

気管切開部の衛生管理(n=2)

導尿(n=1)

酸素吸入(n=3)

人工呼吸器(n=3)

その他(n=11)

無回答(n=14)

n=182

20.9%

4.9%

19.8%

9.3%

11.0%

30.8%

4.4%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40%

市の健診・検診を受けた(n=38)

人間ドック等を受けた(n=9)

勤務先で健康診断を受けた(n=36)

学校や福祉施設で健康診断を受けた(n=17)

その他の場所で健康診断を受けた(n=20)

健康診断は受けていない(n=56)

わからない(n=8)

無回答(n=4) n=182
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問16 医療的ケアの実施者はどなたですか。（○はいくつでも） 

医療的ケアの実施者については、24件中「家族」が 12件、次いで、「自分」、「看護師」が

それぞれ９件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《外出や余暇の過ごし方についておききします》 
 

［全員におききします］ 

問17 あなたは、どのくらい外出しますか。通園、通学、通勤、通所、通院、買い物、日常の散歩等す

べて含めてお答えください。（○は１つ） 

外出の頻度については、「週に５日以上」が 59.3％と最も高く、次いで「週に３～４日」が

17.6％、「週に１～２日」が 10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

59.3%

17.6%

10.4%

3.8%

6.0%

2.2%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

週に５日以上(n=108)

週に３～４日(n=32)

週に１～２日(n=19)

月に２～３日(n=7)

ほとんど外出しない(n=11)

その他(n=4)

無回答(n=1)
n=182

自
分

家
族

看
護
師

学
校
の
担
任

養
護
教
諭

そ
の
他

無
回
答

9 12 9 2 0 7 0

n=24
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問18 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

外出の際に困っていることについては、「特に困っていることはない」が 31.9％と最も高

く、次いで「道路や建物・駅に階段や段差が多い」が 26.9％、「歩道が整備されていない」が

14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

13.2%

26.9%

13.2%

14.3%

11.5%

3.3%

9.3%

3.3%

1.6%

1.6%

2.7%

8.2%

1.1%

4.4%

3.3%

6.0%

13.7%

6.6%

13.2%

3.3%

9.9%

7.7%

31.9%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40%

障害者用トイレが少ない(n=24)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=49)

バスや電車の乗り降りが困難(n=24)

歩道が整備されていない(n=26)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=21)

バスや電車内で運行状況の案内表示がない(n=6)

通路上に自転車や看板などの障害物があって通りにくい(n=17)

視覚障害者用誘導ブロックや音響式信号が不十分である(n=6)

音声情報以外の情報が少ない(n=3)

建物や施設の出入り口に視覚障害者用の盲導鈴や音声ガイドシステムの

設置が少ない(n=3)

低い操作盤や手すり・鏡のついた福祉対応のエレベーターが少ない(n=5)

建物の出入り口が狭かったり、開けにくい(n=15)

公衆ファクスや障害者用電話が少ない(n=2)

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができない(n=8)

自分の意思を理解してもらえない(n=6)

困ったときに手助けしてもらえない(n=11)

自動車や自転車が多くて危険を感じる(n=25)

周囲の視線が気になる(n=12)

外出するとお金がかかる(n=24)

介助者がいない(n=6)

家族に負担がかかる(n=18)

その他(n=14)

特に困っていることはない(n=58)

無回答(n=28)

n=182
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問19 仕事以外に、普段の生活の中で以下のような活動を行う、または活動に参加する機会がありま

すか。それぞれ１つに○をつけてください。 

現在、仕事以外で行っている活動については、「テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」

が 65.4％と最も高くなっています。また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「旅

行に出かける」が 22.0％と最も高く、「スポーツをする（21.4％）」、「教養・資格取得等に関

する学習をする（20.3％）」となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、次の表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

38.5%

13.7%

34.6%

41.8%

36.8%

26.4%

19.2%

24.7%

18.1%

21.4%

65.4%

16.5%

7.7%

26.9%

17.0%

22.5%

15.4%

12.1%

24.7%

12.6%

14.8%

9.3%

12.1%

20.3%

8.8%

12.6%

8.8%

15.4%

21.4%

22.0%

14.8%

17.6%

12.6%

32.4%

14.3%

11.0%

11.5%

20.9%

25.3%

10.4%

31.3%

25.3%

8.8%

4.9%

20.3%

25.8%

15.4%

17.6%

20.3%

22.0%

22.0%

18.1%

23.1%

20.9%

14.8%

92.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする（n=182）

教養・資格取得等に関する学習をする（n=182）

近所を散歩する（n=182）

友人・知人と会って交流を深める（n=182）

デパートや店等を見て歩く（n=182）

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く（n=182）

スポーツをする（n=182）

旅行に出かける（n=182）

地域の行事や活動に参加する（n=182）

公民館・図書館・博物館等に行く（n=182）

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする（n=182）

その他（n=182）

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う

必要を感じていない 無回答

n

趣味の活動をする 182 38.5% 16.5% 12.1% 12.6% 20.3% 100.0%

教養・資格取得等に関する学習をする 182 13.7% 7.7% 20.3% 32.4% 25.8% 100.0%

近所を散歩する 182 34.6% 26.9% 8.8% 14.3% 15.4% 100.0%

友人・知人と会って交流を深める 182 41.8% 17.0% 12.6% 11.0% 17.6% 100.0%

デパートや店等を見て歩く 182 36.8% 22.5% 8.8% 11.5% 20.3% 100.0%

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く 182 26.4% 15.4% 15.4% 20.9% 22.0% 100.0%

スポーツをする 182 19.2% 12.1% 21.4% 25.3% 22.0% 100.0%

旅行に出かける 182 24.7% 24.7% 22.0% 10.4% 18.1% 100.0%

地域の行事や活動に参加する 182 18.1% 12.6% 14.8% 31.3% 23.1% 100.0%

公民館・図書館・博物館等に行く 182 21.4% 14.8% 17.6% 25.3% 20.9% 100.0%

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする 182 65.4% 9.3% 1.6% 8.8% 14.8% 100.0%

その他 182 2.2% 0.0% 0.0% 4.9% 92.9% 100.0%

回答者数
現在して

いる

機会はあ
るが、十
分ではな

い

機会はな
いが、ほし
いと思う

必要を感
じていない

無回答
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問20 あなたは、生涯学習活動や余暇活動をするために、どのような条件が必要だと思いますか。（○

はいくつでも） 

希望する活動を行うために必要な条件について、「費用を心配しなくてよいこと」が 44.5％

と最も高く、次いで「活動する場所が近くにあること」が 42.3％、「魅力的な内容であること」

が 37.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方についておききします》 
 

問21 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

日中の過ごし方については、「家庭内で過ごしている」が 44.0％と最も高く、次いで「収入

を伴う仕事をしている」が 31.9％、「幼稚園や保育園、学校などに通っている」が 13.2％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

23.6%

31.3%

42.3%

26.9%

37.9%

27.5%

22.0%

13.2%

44.5%

3.8%

15.9%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

活動について、きめの細かい情報が市の広報や町内会報

その他で広く提供されること(n=43)

一緒に行く仲間がいること(n=57)

活動する場所が近くにあること(n=77)

外出のための手段が確保されていること(n=49)

魅力的な内容であること(n=69)

適切な指導者がいること(n=50)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=40)

介助者・援助者がいること(n=24)

費用を心配しなくてよいこと(n=81)

その他(n=7)

特にない(n=29)

無回答(n=8)

n=182

n

TOTAL 182 13.2% 31.9% 0.0% 3.8% 6.0% 6.0% 2.7% 4.4% 1.6% 1.6% 1.1% 44.0% 4.4% 2.2%

18歳未満 16 93.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 6.3% 0.0% 6.3% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0%

18～64歳 84 9.5% 54.8% 0.0% 0.0% 3.6% 2.4% 1.2% 0.0% 0.0% 1.2% 2.4% 33.3% 4.8% 0.0%

65歳以上 77 0.0% 15.6% 0.0% 9.1% 10.4% 10.4% 5.2% 7.8% 3.9% 2.6% 0.0% 63.6% 5.2% 2.6%

無回答 5 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 40.0%

回

答

者

数

病

院

等

の

デ
イ

ケ

ア

を

利

用

し

て

い

る

創

作

活

動

や
社

会

と

の

交

流

な

ど

を

行

っ
た

り

す
る

と

こ

ろ

で

過

ご

し

て

い

る

求

職

活

動

を

し

て

い
る

家

庭

内
で

過

ご

し

て

い

る

そ

の

他

通

所

サ
ー

ビ

ス

を

利

用

し
て

い

る

医

療

機

関

で

過

ご

し

て
い

る

入

所

施

設

で

過

ご

し

て
い

る
問3年齢(3区分)

幼

稚

園

や

保

育

園

、
学

校
な

ど

に

通

っ
て

い

る

収

入

を

伴
う

仕

事

を

し

て

い

る

施

設

や

企

業
で

作

業

や

実

習

な

ど

を

行

い

、
職

場
探

し

や

職

場

定

着

の

た

め

の

支
援

を

受

け

て

い

る

自

立

し

た

日

常

生

活

が

で
き

る

よ

う

、
身

体

機
能

や

生

活

能

力

向

上

の

た

め

の

訓

練

を

受

け

て
い

る

家

の

仕

事

を

手

伝

っ
て
い

る

13.2%

31.9%

0.0%
3.8% 6.0% 6.0%

2.7% 4.4% 1.6% 1.6% 1.1%

44.0%

4.4% 2.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%
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■前回調査（H28）比較 

H28調査（前回） R1調査（今回） 

自宅にいることが多い 50.9% 家庭内で過ごしている 44.0% 

働いている 35.6% 収入を伴う仕事をしている 31.9% 

福祉の施設（サービス）に通っている 6.3% 幼稚園や保育園、学校などに通っている 13.2% 

病院や施設などで看護・介護を受けている 3.2% 家の仕事を手伝っている 6.0% 

求職中である 1.4% 通所サービスを利用している 6.0% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

《幼稚園や保育園、学校のことなどについておききします》 
 

［次の問22～25は、問21で「幼稚園や保育園、学校などに通っている」に○をつけた方にお

ききします］ 

問22 通っているのは次のうちどれですか。（○は１つ） 

幼稚園や保育園、学校に通っている人の通園通学先については、24件中「小学校、中学校、

高等学校」が 11件、「特別支援学校」が５件、「短大・大学・大学院」が４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強するための学習形態については、24件中「障害のあるなしにかかわらず、一緒

のクラスで勉強したい」13件、「同じような障害のある仲間たちのクラスで勉強したい」、「わ

からない」がそれぞれ５件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

幼
稚
園

、
保
育
園

小
学
校

、
中
学
校

、

高
等
学
校

特
別
支
援
学
級

特
別
支
援
学
校

児
童
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー

専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
高
等
技
術
専
門

学
校

短
大
・
大
学
・
大
学

院
そ
の
他

無
回
答

0 11 1 5 1 2 4 0 0

n=24

障
害
の
あ
る
な
し
に

か
か
わ
ら
ず

、
一
緒

の
ク
ラ
ス
で
勉
強
し

た
い

同
じ
よ
う
な
障
害
の

あ
る
仲
間
た
ち
の
ク

ラ
ス
で
勉
強
し
た
い

障
害
の
あ
る
仲
間
の

ク
ラ
ス
で
勉
強
し
な

が
ら

、
障
害
の
な
い

仲
間
と
も
勉
強
し
た

い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

13 5 1 5 0 0

n=24
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問24 幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることについては、24件中「特に困って

いることはない」が 15件、「通うのが大変」が５件、「学校の数が少ない」が３件となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

問25 将来、学校教育を修了後の希望を教えてください。（ご本人がまだわからない場合は保護者の方

がお答えください。）（○はいくつでも） 

学校教育を修了後の将来の希望については、24 件中「短大・大学・大学院に進学したい」

が 10件、「就労したい」が８件、「障害者のための通所サービスを利用したい」が７件となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

《雇用・就労についておききします》 
 

［次の問26～28は、問21で「収入を伴う仕事をしている」に○をつけた方におききします］ 

問26 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が

62.1％と最も高く、次いで「１年以上３年未満」が 22.4％、「１年未満」が 10.3％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

通
う
の
が
大
変

授
業
に
つ
い
て

い
け
な
い

ト
イ
レ
等
の
設

備
が
不
十
分

校
内
・
園
内
で

の
支
援
が
不
十

分

友
だ
ち
が
で
き

な
い

職
員
の
理
解
が

得
ら
れ
な
い

学
校
の
数
が
少

な
い

児
童
・
生
徒
の

理
解
が
得
ら
れ

な
い

受
け
入
れ
て
く

れ
る
学
校
が
な

い

通
常
の
学
級
に

入
れ
な
い

家
族
の
同
伴
を

求
め
ら
れ
る

そ
の
他

特
に
困

っ
て
い

る
こ
と
は
な
い

無
回
答

5 1 1 1 0 2 3 0 0 0 2 2 15 1

n=24

短
大
・
大
学
・
大
学

院
に
進
学
し
た
い

専
門
学
校
・
専
修
学

校
・
高
等
技
術
専
門

学
校
に
進
学
し
た
い

障
害
者
施
設
に
入
所

し
た
い

就
労
し
た
い

障
害
者
の
た
め
の
通

所
サ
ー

ビ
ス
を
利
用

し
た
い

職
業
訓
練
校
に
通
い

た
い

家
庭
内
で
過
ご
し
た

い
そ
の
他

わ
か
ら
な
い

特
に
考
え
て
い
な
い

無
回
答

10 1 2 8 7 1 0 0 1 1 0

n=24

10.3%

22.4%

5.2%

62.1%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

１年未満(n=6)

１年以上３年未満(n=13)

３年以上５年未満(n=3)

５年以上(n=36)

その他(n=0)

無回答(n=0) n=58
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問27 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「会社員・公務員・団体職員」、「臨時・パート・アルバイト・日雇

い」がそれぞれ 39.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 仕事をする上で困ったり、つらいことは主にどのようなことですか。（○はいくつでも） 

仕事をする上で困ったり辛いことについては、「体調のコントロールが難しい」が 43.1％と

最も高く、次いで「収入が少ない」が 41.4％、「特に困ったり、つらいことはない」が 29.3％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

39.7%

39.7%

12.1%

3.4%

0.0%

0.0%

5.2%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社員・公務員・団体職員(n=23)

臨時・パート・アルバイト・日雇い(n=23)

自営業(n=7)

自営業の手伝い(n=2)

家庭内職(n=0)

就労継続支援等での福祉的就労(n=0)

その他(n=3)

無回答(n=0) n=58

n

TOTAL 58 20.7% 41.4% 13.8% 1.7% 8.6% 10.3% 3.4% 5.2% 3.4% 43.1% 3.4% 17.2% 29.3% 0.0%

会社員・公務員・団体職員 23 26.1% 39.1% 13.0% 0.0% 13.0% 8.7% 0.0% 4.3% 4.3% 34.8% 4.3% 17.4% 21.7% 0.0%

臨時・パート・アルバイト・日雇い 23 26.1% 34.8% 13.0% 0.0% 8.7% 8.7% 8.7% 8.7% 0.0% 56.5% 0.0% 17.4% 30.4% 0.0%

自営業 7 0.0% 71.4% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 14.3% 28.6% 0.0%

自営業の手伝い 2 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 3 0.0% 66.7% 33.3% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 33.3% 66.7% 0.0%

無回答 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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［ここからは、全員におききします］ 

問29 障害のある人の就業を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。

（○は３つまで） 

障害のある人の就業促進のために希望することについては、「経営者の理解」が 49.5％と最

も高く、次いで「従業員の理解」が 45.1％、「民間企業の雇用努力」が 18.7％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

49.5%

45.1%

15.4%

6.6%

7.7%

12.6%

9.9%

18.7%

5.5%

7.1%

4.4%

8.2%

6.0%

2.7%

13.7%

4.9%

15.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経営者の理解(n=90)

従業員の理解(n=82)

行政の民間企業指導(n=28)

職業訓練施設の増設(n=12)

就労継続支援施設等の増設(n=14)

就業あっせん窓口の充実(n=23)

職業相談窓口の充実(n=18)

民間企業の雇用努力(n=34)

雇用率未達成企業の罰則強化(n=10)

ジョブコーチの充実(n=13)

就労継続支援施設等で障害者が働いている状況の紹介(n=8)

民間企業で障害者が働いている状況の紹介(n=15)

市の広報や社協だよりによる障害者が働いている状況の紹介(n=11)

その他(n=5)

わからない(n=25)

特にない・働きたくない(n=9)

無回答(n=28)

n=182
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問30 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の収入の額については、「年収 100万円未満」が 31.9％と最も高く、次いで「年

収 200万円以上 300万円未満」が 14.8％、「わからない・その他」が 12.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

問27　就労形態
ｎ

ＴＯＴＡＬ 182 7.1% 10.4% 14.8% 5.5% 1.6% 4.9% 31.9% 12.6% 11.0%

会社員・公務員・団体職員 23 34.8% 43.5% 17.4% 4.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

臨時・パート・アルバイト・日雇い 23 0.0% 8.7% 13.0% 17.4% 4.3% 13.0% 43.5% 0.0% 0.0%

自営業 7 28.6% 0.0% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3%

自営業の手伝い 2 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内職 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

その他 3 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0%

無回答 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

問31　主な収入
給与・賃金 53 17.0% 22.6% 24.5% 9.4% 1.9% 3.8% 17.0% 3.8% 0.0%

事業収入 7 3.8% 0.0% 1.9% 1.9% 0.0% 1.9% 1.9% 0.0% 1.9%

就労継続支援施設や作業所の工賃 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家族からの仕送り・援助 30 0.0% 0.0% 0.0% 3.8% 1.9% 3.8% 30.2% 17.0% 0.0%

年金 72 5.7% 15.1% 26.4% 7.5% 1.9% 9.4% 49.1% 9.4% 11.3%

障害年金 14 0.0% 1.9% 3.8% 0.0% 1.9% 1.9% 15.1% 1.9% 0.0%

生活保護 3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.9% 3.8% 0.0%

その他 24 3.8% 1.9% 5.7% 0.0% 0.0% 1.9% 22.6% 9.4% 0.0%

無回答 16 1.9% 0.0% 0.0% 1.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 26.4%
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問31 現在、あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

現在、生活を支えている収入については、「年金」が 39.6％と最も高く、次いで「給与・賃

金」が 29.1％、「家族からの仕送り・援助」が 16.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《将来の希望等についておききします》 
 

問32 将来（今後）、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）の暮らしについて、「自宅で家族と一緒に暮らしたい」が 74.7％と最も高くな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

ｎ

ＴＯＴＡＬ 182 29.1% 3.8% 0.0% 16.5% 39.6% 7.7% 1.6% 13.2% 8.8%

18歳未満 16 6.3% 0.0% 0.0% 43.8% 0.0% 0.0% 6.3% 12.5% 37.5%

18～64歳 84 51.2% 1.2% 0.0% 20.2% 6.0% 10.7% 2.4% 16.7% 6.0%

65歳以上 77 11.7% 6.5% 0.0% 6.5% 84.4% 6.5% 0.0% 9.1% 6.5%

無回答 5 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 40.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%

無
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n

TOTAL 182 74.7% 12.6% 0.0% 2.7% 4.9% 4.9%

本人または家族の持ち家 155 78.7% 12.3% 0.0% 1.9% 2.6% 4.5%

民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート 11 54.5% 18.2% 0.0% 0.0% 18.2% 9.1%

県営・市営住宅、公社・公団の賃貸住宅 4 25.0% 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0%

障害者グループホーム 1 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

福祉施設 4 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0%

病院 4 50.0% 0.0% 0.0% 25.0% 25.0% 0.0%

その他 0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

無回答 3 33.3% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 0.0%
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問33 将来（今後）、あなたは日中をどのように過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 

将来（今後）、日中の過ごし方について、「家庭内で過ごしたい」が 40.1％と最も高く、次

いで「一般企業などで働きたい」が 24.2％、「創作活動や社会との交流などを行ったりすると

ころで過ごしたい」が 11.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 

H28調査（前回） R1調査（今回） 

自宅でのんびり過ごしたい 63.5% 家庭内で過ごしたい 40.1% 

一般企業などで働きたい 17.6% 一般企業などで働きたい 24.2% 

創作活動や社会との交流などを行ったり

するところで過ごしたい 
5.0% 

創作活動や社会との交流などを行ったり

するところで過ごしたい 
11.0% 

一般企業等での就労は難しいと思うが働

きたいと思うので、施設内で就労したり、

生産活動をしながら過ごしたい 

4.5% 

自立した日常生活ができるよう、身体機

能や生活能力向上のための必要な訓練を

受けたい 

8.8% 

わからない 9.9% 通所サービスを利用したい 7.7% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

   

n

TOTAL 182 4.9% 24.2% 2.2% 1.1% 8.8% 4.9% 7.7% 1.1% 2.7% 2.2% 11.0% 40.1% 5.5% 7.1% 8.2%

幼稚園や保育園、学校などに通っている 24 29.2% 41.7% 4.2% 0.0% 12.5% 0.0% 25.0% 0.0% 4.2% 4.2% 8.3% 0.0% 4.2% 8.3% 8.3%

収入を伴う仕事をしている 58 0.0% 48.3% 3.4% 0.0% 3.4% 6.9% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 10.3% 20.7% 6.9% 12.1% 6.9%

施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや

職場定着のための支援を受けている
0 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活能

力向上のための訓練を受けている
7 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 57.1% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 85.7% 0.0% 0.0% 0.0%

家の仕事を手伝っている 11 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2% 27.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 9.1% 54.5% 9.1% 9.1% 9.1%

通所サービスを利用している 11 9.1% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2% 9.1% 54.5% 0.0% 0.0% 9.1% 27.3% 45.5% 0.0% 9.1% 9.1%

医療機関で過ごしている 5 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 40.0% 0.0% 20.0% 0.0% 60.0% 0.0% 0.0% 0.0%

入所施設で過ごしている 8 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 25.0% 12.5% 25.0% 0.0% 12.5% 25.0%

病院等のデイケアを利用している 3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

創作活動や社会との交流などを行ったりするところ

で過ごしている
3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 66.7% 0.0% 0.0% 0.0%

求職活動をしている 2 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

家庭内で過ごしている 80 3.8% 7.5% 1.3% 2.5% 11.3% 6.3% 7.5% 1.3% 5.0% 3.8% 11.3% 66.3% 5.0% 3.8% 5.0%

その他 8 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 25.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 12.5% 37.5% 12.5% 0.0% 0.0%

無回答 4 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 50.0%
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問34 あなたは、将来の生活に不安なことがありますか。（○は２つまで） 

将来の生活で不安なことについて、「更に障害が重くなること」が 52.2％と最も高く、次い

で「病気になること」が 39.0％、「家族がいなくなること」が 32.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《相談や情報入手についておききします》 
 

問35 普段、悩みや困ったことなどをどなたに相談しますか。（○はいくつでも） 

悩みや困ったことなどの相談先について、「家族等の同居人」が 69.2％と最も高く、次いで

「病院・医師・看護師等」が 31.9％、「友人・知人・近所の人」が 29.7％となっています。 
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7.1%

4.9%

6.6%

0% 20% 40% 60% 80%

家族等の同居人(n=126)

親せき(n=15)

友人・知人・近所の人(n=54)

職場や学校の人(n=5)

施設や作業所の職員(n=2)

ボランティア(n=0)

民生委員(n=3)

相談支援事業所の相談員(n=8)

病院・医師・看護師等(n=58)

市役所の担当窓口(n=7)

市の障害者相談支援センター(n=4)

保健所(n=6)

県の担当窓口（県リハビリテーションセンター等）(n=0)

その他(n=3)

誰かに相談することはまれである(n=13)

相談したいが、できない(n=9)

無回答(n=12)

n=182

32.4%

39.0%

52.2%

12.6%

23.6%

8.8%

4.4%

4.4%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

家族がいなくなること(n=59)

病気になること(n=71)

更に障害が重くなること(n=95)

福祉サービスを利用する際の経済的負担が重くなること(n=23)

福祉制度等が現在よりも悪くなること(n=43)

その他(n=16)

わからない(n=8)

不安はない(n=8)

無回答(n=5)
n=182
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［問35で「相談したいが、できない」に○をつけた方におききします。］ 

問36 相談できない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

相談できない理由については、９件中「どこ（誰）に相談していいかわからない」が５件、

「身近なところに相談できるところがない」、「プライバシー保護の不安がある」、「相談する

ことにためらいがある」がそれぞれ３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［全員におききします］ 

問37 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。

（○はいくつでも） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市・県の広報」が 63.7％

と最も高く、次いで「医療機関」が 29.7％、「市や県が発行する資料やパンフレット」が 20.9％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

63.7%

20.9%

6.0%

29.7%

2.7%

11.0%

13.2%

12.6%

16.5%

18.1%

1.1%

3.8%

6.0%

0% 20% 40% 60% 80%

市・県の広報(n=116)

市や県が発行する資料やパンフレット(n=38)

市や県への問い合わせ(n=11)

医療機関(n=54)

その他の相談機関(n=5)

テレビ・ラジオ(n=20)

新聞や雑誌の福祉の関連記事(n=24)

障害者の施設や団体等の機関紙やパンフレット(n=23)

家族や知人の話(n=30)

パソコンやスマートフォン、携帯電話(n=33)

その他(n=2)

サービスの内容について知る手段がない(n=7)

無回答(n=11)

n=182

ど
こ

（
誰

）
に
相

談
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い

身
近
な
と
こ
ろ
に

相
談
で
き
る
と
こ

ろ
が
な
い

相
談
し
て
も
満
足

の
い
く
回
答
が
も

ら
え
な
い

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保

護
の
不
安
が
あ
る

夜
間
や
休
日
な
ど

に
相
談
す
る
と
こ

ろ
が
な
い

相
談
す
る
こ
と
に

た
め
ら
い
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

5 3 2 3 2 3 0 0

n=9
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問38 福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面はどんなときですか。（○は３つまで） 

手続きが難しいと感じることについては、「必要な手続きが多く、手間がかかる」が 60.4％

と最も高く、次いで「制度が複雑でわかりにくい」が 43.4％、「自分の障害でどのサービスが

使えるかわかりづらい」が 18.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問39 あなたの代わりに誰が福祉の手続きを行っていますか。（○はいくつでも） 

福祉の手続きをあなたの代わりに誰が行っているかについては、「自分で行っている」が

57.1％と最も高く、次いで「配偶者（夫または妻）」が 23.6％、「父、母」が 15.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

57.1%

23.6%

7.7%

15.4%

1.6%

0.5%

0.0%

0.0%

2.2%

2.2%

7.1%

0.0%

1.6%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自分で行っている(n=104)

配偶者（夫または妻）(n=43)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=14)

父、母(n=28)

兄弟姉妹(n=3)

その他の親せき(n=1)

近所の人、知人・友人(n=0)

ホームヘルパー(n=0)

福祉サービス事業所の職員(n=4)

相談員(n=4)

ケアマネジャー(n=13)

後見人(n=0)

その他(n=3)

無回答(n=10)

n=182

60.4%

43.4%

15.9%

16.5%

18.7%

4.4%

8.2%

1.6%

4.9%

9.9%

8.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

必要な手続きが多く、手間がかかる(n=110)

制度が複雑でわかりにくい(n=79)

市役所本庁舎まで手続きに行くことが難しい(n=29)

自分で手続きをするのは難しい(n=30)

自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい(n=34)

専門用語（福祉のことば）がわからない(n=8)

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない(n=15)

事業者との契約が難しい(n=3)

その他(n=9)

難しいと感じることはない(n=18)

無回答(n=16)
n=182



調査結果 Ⅳ．難病患者 

－ 158 － 

問40 あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（○はい

くつでも） 

「特に困ることはない」が 44.0％と最も高く、次いで「どこに何を相談したらよいかわか

らない」が 11.5％、「欲しい福祉サービスについての情報がない、内容がわかりにくい」が

10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

TOTAL 182 3.3% 2.7% 3.3% 0.5% 0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 6.0% 0.5% 5.5% 8.8% 7.7% 2.7% 6.0% 10.4% 5.5% 11.5% 4.4% 44.0% 17.0%

身体障害者手帳を持っている 41 4.9% 9.8% 2.4% 2.4% 2.4% 0.0% 0.0% 0.0% 9.8% 2.4% 4.9% 19.5% 2.4% 7.3% 4.9% 9.8% 14.6% 17.1% 7.3% 24.4% 19.5%

療育手帳を持っている 9 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 22.2% 11.1% 33.3% 11.1%

精神障害者保健福祉手帳を

持っている
3 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 66.7% 0.0% 0.0% 33.3% 33.3% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0%

高次脳機能障害と診断され

たことがある
1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

発達障害（自閉症、アスペル

ガー症候群、学習障害、注意

欠陥多動性障害など）と診断

されたことがある

2 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 50.0% 0.0%

上記にあてはまるものはない 126 3.2% 0.8% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.0% 0.0% 6.3% 6.3% 7.1% 1.6% 7.1% 11.1% 3.2% 8.7% 3.2% 51.6% 15.1%

無回答 8 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 37.5%
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《福祉サービスについておききします》 
 

問41 福祉サービスの利用の状況、今後の利用希望について、1～29のサービスごとに、それぞれお答

えください。（○は、1～29のサービスごとに、記入例を参考に記入してください。） ※福祉サー

ビスの詳細は、この設問の次の「福祉サービスの説明」を参照ください。 

以前利用していた（今は利用していない）福祉サービスについては、「居宅介護（ホームヘ

ルプサービス）」、「補装具費の支給」がそれぞれ 4.9％となっています。現在の利用状況につ

いては、「補装具費の支給」が 9.9％となっています。今後の利用希望については、「「居宅介

護（ホームヘルプサービス）」」が 23.1％、「日常生活用具費の支給」が 22.5％となっていま

す。 

 

■以前利用していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

4.9%

3.8%

3.3%

4.9%

95.1%

98.4%

98.4%

98.4%

96.2%

98.4%

98.4%

98.4%

96.7%

98.4%

98.4%

98.4%

98.4%

98.4%

98.4%

98.4%

97.8%

98.4%

98.4%

95.1%

97.3%

98.4%

98.4%

97.8%

98.4%

97.8%

97.8%

98.4%

97.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=182）

重度訪問介護（n=182）

行動援護（n=182）

同行援護（n=182）

短期入所（ショートステイ）（n=182）

重度障害者等包括支援（n=182）

療養介護（n=182）

生活介護（n=182）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=182）

宿泊型自立訓練（n=182）

就労移行支援（n=182）

就労継続支援Ａ型（n=182）

就労継続支援Ｂ型（n=182）

就労定着支援（n=182）

施設入所支援（n=182）

共同生活援助（グループホーム）（n=182）

自立生活援助（n=182）

計画相談支援（n=182）

地域相談支援（n=182）

補装具費の支給（n=182）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=182）

基本相談支援（n=182）

意思疎通支援（n=182）

日常生活用具費の支給（n=182）

移動支援（n=182）

地域活動支援センター（n=182）

日中一時支援（n=182）

全身性障害者介護人派遣事業（n=182）

障害者等生活サポート事業（n=182）

以前利用していた（今は利用していない） 無回答
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■現在の利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

6.0%

3.3%

5.5%

3.8%

3.8%

9.9%

3.3%

6.6%

6.6%

63.7%

52.7%

45.6%

46.7%

57.7%

42.9%

46.2%

47.3%

50.0%

40.7%

43.4%

39.6%

39.6%

35.7%

47.8%

56.0%

42.9%

39.6%

40.7%

41.8%

39.6%

38.5%

35.2%

35.2%

37.9%

40.7%

36.8%

32.4%

35.7%

6.6%

20.3%

27.5%

25.8%

12.1%

28.0%

26.9%

25.3%

22.0%

32.4%

30.2%

33.5%

34.1%

37.4%

24.7%

18.1%

30.2%

31.9%

31.3%

22.5%

29.1%

33.5%

37.4%

31.3%

33.5%

27.5%

34.1%

40.1%

35.2%

23.6%

24.2%

25.8%

24.2%

24.7%

27.5%

25.3%

25.3%

24.2%

26.4%

25.8%

26.4%

25.8%

26.4%

25.8%

24.2%

26.4%

24.7%

26.4%

25.8%

28.0%

26.4%

26.9%

26.9%

25.8%

25.3%

26.4%

27.5%

26.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=182）

重度訪問介護（n=182）

行動援護（n=182）

同行援護（n=182）

短期入所（ショートステイ）（n=182）

重度障害者等包括支援（n=182）

療養介護（n=182）

生活介護（n=182）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=182）

宿泊型自立訓練（n=182）

就労移行支援（n=182）

就労継続支援Ａ型（n=182）

就労継続支援Ｂ型（n=182）

就労定着支援（n=182）

施設入所支援（n=182）

共同生活援助（グループホーム）（n=182）

自立生活援助（n=182）

計画相談支援（n=182）

地域相談支援（n=182）

補装具費の支給（n=182）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=182）

基本相談支援（n=182）

意思疎通支援（n=182）

日常生活用具費の支給（n=182）

移動支援（n=182）

地域活動支援センター（n=182）

日中一時支援（n=182）

全身性障害者介護人派遣事業（n=182）

障害者等生活サポート事業（n=182）

現在：知っていた：利用している 現在：知っていた：利用していない

現在：知らなかった 無回答
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■今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

23.1%

17.6%

14.3%

13.7%

20.3%

13.7%

15.4%

19.8%

15.4%

6.6%

7.7%

8.2%

7.1%

7.7%

12.6%

10.4%

11.5%

17.0%

15.9%

21.4%

17.6%

18.7%

12.1%

22.5%

19.2%

18.7%

16.5%

9.9%

20.3%

39.6%

44.5%

46.7%

48.4%

41.2%

45.6%

46.7%

42.3%

46.7%

56.6%

54.9%

54.4%

55.5%

53.3%

48.9%

50.5%

50.0%

46.2%

46.7%

39.0%

44.5%

42.3%

49.5%

37.9%

42.3%

42.9%

45.1%

50.5%

43.4%

37.4%

37.9%

39.0%

37.9%

38.5%

40.7%

37.9%

37.9%

37.9%

36.8%

37.4%

37.4%

37.4%

39.0%

38.5%

39.0%

38.5%

36.8%

37.4%

39.6%

37.9%

39.0%

38.5%

39.6%

38.5%

38.5%

38.5%

39.6%

36.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=182）

重度訪問介護（n=182）

行動援護（n=182）

同行援護（n=182）

短期入所（ショートステイ）（n=182）

重度障害者等包括支援（n=182）

療養介護（n=182）

生活介護（n=182）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=182）

宿泊型自立訓練（n=182）

就労移行支援（n=182）

就労継続支援Ａ型（n=182）

就労継続支援Ｂ型（n=182）

就労定着支援（n=182）

施設入所支援（n=182）

共同生活援助（グループホーム）（n=182）

自立生活援助（n=182）

計画相談支援（n=182）

地域相談支援（n=182）

補装具費の支給（n=182）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=182）

基本相談支援（n=182）

意思疎通支援（n=182）

日常生活用具費の支給（n=182）

移動支援（n=182）

地域活動支援センター（n=182）

日中一時支援（n=182）

全身性障害者介護人派遣事業（n=182）

障害者等生活サポート事業（n=182）

今後：利用したい 今後：利用しない 無回答
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■以前の利用、現在の利用状況、今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

居宅介護（ホームヘルプサービス） 182 4.9% 95.1% 6.0% 63.7% 6.6% 23.6% 23.1% 39.6% 37.4%

重度訪問介護 182 1.6% 98.4% 2.7% 52.7% 20.3% 24.2% 17.6% 44.5% 37.9%

行動援護 182 1.6% 98.4% 1.1% 45.6% 27.5% 25.8% 14.3% 46.7% 39.0%

同行援護 182 1.6% 98.4% 3.3% 46.7% 25.8% 24.2% 13.7% 48.4% 37.9%

短期入所（ショートステイ） 182 3.8% 96.2% 5.5% 57.7% 12.1% 24.7% 20.3% 41.2% 38.5%

重度障害者等包括支援 182 1.6% 98.4% 1.6% 42.9% 28.0% 27.5% 13.7% 45.6% 40.7%

療養介護 182 1.6% 98.4% 1.6% 46.2% 26.9% 25.3% 15.4% 46.7% 37.9%

生活介護 182 1.6% 98.4% 2.2% 47.3% 25.3% 25.3% 19.8% 42.3% 37.9%

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 182 3.3% 96.7% 3.8% 50.0% 22.0% 24.2% 15.4% 46.7% 37.9%

宿泊型自立訓練 182 1.6% 98.4% 0.5% 40.7% 32.4% 26.4% 6.6% 56.6% 36.8%

就労移行支援 182 1.6% 98.4% 0.5% 43.4% 30.2% 25.8% 7.7% 54.9% 37.4%

就労継続支援Ａ型 182 1.6% 98.4% 0.5% 39.6% 33.5% 26.4% 8.2% 54.4% 37.4%

就労継続支援Ｂ型 182 1.6% 98.4% 0.5% 39.6% 34.1% 25.8% 7.1% 55.5% 37.4%

就労定着支援 182 1.6% 98.4% 0.5% 35.7% 37.4% 26.4% 7.7% 53.3% 39.0%

施設入所支援 182 1.6% 98.4% 1.6% 47.8% 24.7% 25.8% 12.6% 48.9% 38.5%

共同生活援助（グループホーム） 182 1.6% 98.4% 1.6% 56.0% 18.1% 24.2% 10.4% 50.5% 39.0%

自立生活援助 182 2.2% 97.8% 0.5% 42.9% 30.2% 26.4% 11.5% 50.0% 38.5%

計画相談支援 182 1.6% 98.4% 3.8% 39.6% 31.9% 24.7% 17.0% 46.2% 36.8%

地域相談支援 182 1.6% 98.4% 1.6% 40.7% 31.3% 26.4% 15.9% 46.7% 37.4%

補装具費の支給 182 4.9% 95.1% 9.9% 41.8% 22.5% 25.8% 21.4% 39.0% 39.6%

自立支援医療（更生・育成・精神通院） 182 2.7% 97.3% 3.3% 39.6% 29.1% 28.0% 17.6% 44.5% 37.9%

基本相談支援 182 1.6% 98.4% 1.6% 38.5% 33.5% 26.4% 18.7% 42.3% 39.0%

意思疎通支援 182 1.6% 98.4% 0.5% 35.2% 37.4% 26.9% 12.1% 49.5% 38.5%

日常生活用具費の支給 182 2.2% 97.8% 6.6% 35.2% 31.3% 26.9% 22.5% 37.9% 39.6%

移動支援 182 1.6% 98.4% 2.7% 37.9% 33.5% 25.8% 19.2% 42.3% 38.5%

地域活動支援センター 182 2.2% 97.8% 6.6% 40.7% 27.5% 25.3% 18.7% 42.9% 38.5%

日中一時支援 182 2.2% 97.8% 2.7% 36.8% 34.1% 26.4% 16.5% 45.1% 38.5%

全身性障害者介護人派遣事業 182 1.6% 98.4% 0.0% 32.4% 40.1% 27.5% 9.9% 50.5% 39.6%

障害者等生活サポート事業 182 2.2% 97.8% 2.2% 35.7% 35.2% 26.9% 20.3% 43.4% 36.3%

利
用
し
な
い

無
回
答

以前利用していた 現在の利用状況 今後の利用希望

以
前
利
用
し
て
い
た

（
今
は
利
用
し
て
い
な
い

）

無
回
答

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
る

）

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
な
い

）

知
ら
な
か

っ
た

無
回
答

利
用
し
た
い
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［問41のサービスで「現在：知っていた（利用している）」に〇をつけた方におききします］ 

問42 現在、利用しているサービスの事業所及び施設をどのような方法で探しましたか。（○はいくつ

でも） 

現在、利用しているサービスの事業所及び施設を探した方法については、「相談員やケアマ

ネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含む）」が 48.8％と最も高く、次いで「家

族・知人の紹介」が 26.8％、「その他」が 14.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問41で「以前利用していた（今は利用していない）」に○をつけた方におききします］ 

問43 サービスを利用しなくなった理由は何ですか。主なもの１つについてお答えください。（○はい

くつでも） 

サービスを利用しなくなった理由については、「その他」が 20.0％と最も高く、次いで「支

給要件に該当しないから」、「必要とするサービスがないから」がそれぞれ 10.0％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.3%

7.3%

48.8%

26.8%

14.6%

17.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

障害福祉サービス情報公表制度を利用した(n=3)

インターネット（事業所のホームページなど）(n=3)

相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談支

援センター含む）(n=20)

家族・知人の紹介(n=11)

その他(n=6)

無回答(n=7)
n=41

0.0%

10.0%

10.0%

5.0%

0.0%

20.0%

0.0%

55.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自己負担が大きく、利用できないから(n=0)

支給要件に該当しないから(n=2)

必要とするサービスがないから(n=2)

どのようなサービスがあるかわからないから(n=1)

利用の仕方がわからないから(n=0)

その他(n=4)

わからない(n=0)

無回答(n=11)

n=20
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■利用しなくなった主なサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《災害等についておききします》 
 

問44 火事や地震、風水害等の災害時に、避難できますか。（○は１つ） 

火事や地震、風水害等の災害時の避難について、「１人でできると思う」が 60.4％と最も高

く、次いで「できない」が 14.3％、「支援者がいるのでできる」が 12.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問44で「できない」に○をつけた方におききします］ 

問45 災害時に、避難できないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

災害時に避難できないと思う理由について、「支援者がいない」が 42.3％と最も高く、次い

で「その他」が 38.5％、「避難所が遠い」が 26.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

42.3%

15.4%

26.9%

19.2%

23.1%

15.4%

38.5%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

支援者がいない(n=11)

人工呼吸器などの医療機器が必要(n=4)

避難所が遠い(n=7)

避難所がわからない(n=5)

避難が必要かどうかわからない(n=6)

災害情報が入らない(n=4)

その他(n=10)

無回答(n=1) n=26

利用しなくなったサービス名 件数
ショートステイ、デイサービス 1

家事援助（ヘルパーさんと一緒に調理する） 1

施設へ入所したため 1

障害者等生活サポート事業 1

補装具費の支給 1

訪問リハビリ、訪問看護 1

無回答 14

回答者数 20

60.4%

31.3%

79.8%

45.5%

60.0%

12.6%

31.3%

3.6%

18.2%

20.0%

14.3%

25.0%

6.0%

22.1%

9.3%

6.3%

8.3%

11.7%

3.3%

6.3%

2.4%

2.6%

20.0%

TOTAL(n=182)

18歳未満(n=16)

18～64歳(n=84)

65歳以上(n=77)

無回答(n=5)

１人でできると思う 支援者がいるのでできる できない わからない 無回答
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［ここからは、全員におききします］ 

問46 災害に備えた取り組みで、あてはまるものがありますか。（○はいくつでも） 

災害に備えた取り組みについては、「周辺の避難場所を知っている」が 56.0％と最も高く、

次いで「家族で避難の方法や避難場所について話し合っている」が 30.2％、「特に何もしてい

ない」が 25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問47 災害時にどのような支援・援助があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にあるとよいと思う支援・援助については、「必要な投薬や治療を受けられる」が

68.1％と最も高く、次いで「避難所の設備（トイレ等）を充実させる」が 39.6％、「被害状況、

避難所の場所、物資の入手方法等の情報を知らせてくれる」が 25.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

4.9%

7.1%

56.0%

30.2%

14.8%

0.5%

3.3%

25.8%

9.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難行動要支援者名簿を知っている(n=9)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=13)

周辺の避難場所を知っている(n=102)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=55)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=27)

病院での離脱訓練（透析患者向けの災害時における訓練）を知っている

(n=1)

その他(n=6)

特に何もしていない(n=47)

無回答(n=17)
n=182

68.1%

13.7%

14.8%

20.3%

25.8%

4.9%

39.6%

21.4%

22.0%

12.6%

4.4%

2.7%

8.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

必要な投薬や治療を受けられる(n=124)

必要な補装具や日常生活用具を支給してくれる(n=25)

救助や避難時に声かけをしてくれる(n=27)

避難するのを手助けしてくれる(n=37)

被害状況、避難所の場所、物資の入手方法等の情報を知らせてくれる(n=47)

周囲の人とコミュニケーションがとれるよう手助けしてくれる(n=9)

避難所の設備（トイレ等）を充実させる(n=72)

避難所でプライバシーが守られる(n=39)

障害者や高齢者が優先的に避難できる避難所がある(n=40)

避難できない、または避難したくないので、自宅に支援物資などを届けてくれる

(n=23)

その他(n=8)

特にない(n=5)

無回答(n=15)

n=182
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《差別や疎外感についておききします》 
 

問48 平成28年4月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が

施行され、行政機関や民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を

取り除くための配慮を求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされました。あ

なたは、この法律について知っていますか。（〇は１つ） 

平成 28 年４月から施行された「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が

66.5％と最も高く、次いで「法律の名前は知っているが、内容は知らない」が 15.9％、「法律

の名前も内容も知っている」が 10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問49 障害者差別あるいは合理的配慮に関することを、各市町村障害福祉担当課に相談することがで

きます。あなたはこのことをご存知ですか。（○は１つ） 

障害者差別あるいは合理的配慮に関することを各市町村障害福祉担当課へ相談することが

できることについては、「知らない」が 70.3％と最も高く、次いで「わからない」が 13.2％、

「知っている」が 11.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

10.4% 15.9% 66.5% 7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前も内容も知っている(n=19)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=29)

知らない(n=121)

無回答(n=13)

n=182

11.5% 70.3% 13.2% 4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている(n=21) 知らない(n=128) わからない(n=24) 無回答(n=9)

n=182
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問50 難病や障害があることで、差別や疎外感を感じることがありますか。（○は１つ） 

差別や疎外感を感じることについては、「ほとんど感じることはない」が 49.5％と最も高

く、次いで「たまに感じる」が 27.5％、「わからない」が 13.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問51 具体的には、どのようなときに、差別や疎外感を感じますか。（○はいくつでも） 

どのようなときに、差別や疎外感を感じるかについては、「日常生活で（他人の視線を感じ

る/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等）」が 20.9％と最も高く、次いで「その

他」が 11.0％、「人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）」が 10.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問52 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があるとよいかについて具体的に教えてくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

   

49.5% 27.5% 4.9% 13.2% 4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど感じることはない(n=90) たまに感じる(n=50)

いつも感じる(n=9) わからない(n=24)

無回答(n=9)

n=182

20.9%

8.8%

2.2%

4.9%

10.4%

11.0%

56.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する

誤解がある等）(n=38)

仕事場で（会社・職場に理解されない等）(n=16)

学校で（通常の学級との交流が難しい等）(n=4)

外出時や交通機関乗車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）(n=9)

人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）(n=19)

その他(n=20)

無回答(n=103)

n=182
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《成年後見制度についておききします》 
 

問53 「成年後見制度」とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能力が十分でない方の財産

などの権利を守る制度です。あなたは、成年後見制度について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「聞いたことはあるが詳しくはわからない」が 37.4％と最も

高く、次いで「知っているが、利用したことはない」が 30.8％、「知らない」が 25.8％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問54 あなたは、「成年後見制度」を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」を活用したいかについては、「わからない」が 38.5％と最も高く、次いで

「活用したいとは思わない」が 28.6％、「今は必要ないが、将来必要になったら活用したい」

が 26.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

0.0%

30.8% 37.4% 25.8% 6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または現在利用している）(n=0)

知っているが、利用したことはない(n=56)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=68)

知らない(n=47)

無回答(n=11)

n=182

0.0%

26.4% 28.6% 38.5% 6.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに活用している(n=0)

今は必要ないが、将来必要になったら活用したい(n=48)

活用したいとは思わない(n=52)

わからない(n=70)

無回答(n=12)

n=182
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《市の取り組み等についておききします》 
 

問55 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が充実させていくべきことについて、「経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金

の拡充等）」が 36.3％と最も高く、次いで「在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、

外出支援等）」、「暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等）」

がそれぞれ 24.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

24.2%

21.4%

12.6%

10.4%

20.9%

11.0%

17.6%

8.8%

24.2%

6.6%

15.9%

6.6%

4.9%

10.4%

22.5%

13.2%

6.6%

2.7%

2.7%

36.3%

1.6%

13.7%

11.5%

7.1%

6.0%

3.3%

2.7%

10.4%

4.9%

1.1%

7.7%

10.4%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等）(n=44)

在宅の給食サービスの充実（食事を家庭まで届ける）(n=39)

入所施設の整備（障害者支援施設）(n=23)

通所施設の整備(n=19)

保健医療サービスの充実（検診、専門的な機能回復訓練、訪問指導、医師会との連携等）(n=38)

自立のための訓練（身体機能・生活能力の向上を図る訓練)(n=20)

住宅の整備・改造のための支援(n=32)

地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等）(n=16)

暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等）(n=44)

療育・保育・教育の質の向上(n=12)

働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）(n=29)

一般企業以外での就労の場（就労継続支援等）(n=12)

地域での活動や余暇活動への参加のためのしくみづくり(n=9)

支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、

職業相談、計画相談等）(n=19)

身近なところで相談ができる相談窓口の整備(n=41)

福祉の手続きができる窓口の増設(n=24)

電子申請による手続きの簡素化(n=12)

財産管理の援助（財産保全サービス、成年後見制度等）(n=5)

ボランティアの育成(n=5)

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）(n=66)

情報通信分野の充実（パソコンの貸与、情報通信ネットワークの構築、公衆ファクス等）(n=3)

災害時における避難誘導体制の確立(n=25)

緊急時に受け入れ可能な拠点の整備(n=21)

介助者への支援（短期入所及び一時預かりの場の充実）(n=13)

障害のある人についての地域の事業者や住民の理解を深めるための活動（啓発、福祉教育等）

(n=11)

障害のある人へのコミュニケーション支援（手話通訳・要約筆記等）(n=6)

障害者団体の自立活動に対する行政の支援(n=5)

障害福祉サービスの情報提供(n=19)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=9)

その他(n=2)

特にない(n=14)

無回答(n=19)

n=182
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問56 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般について、「満足している（満足している＋少し満足している）」

が 33.0％となっています。また、「満足していない（あまり満足していない＋満足していな

い）」は 9.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要

望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

ご家族や援助（介助や手助け）をされている方へ 
 

あなたの立場（調査対象のご本人との関係）は次のうちどれですか。（○は 1つ） 

調査対象ご本人との関係については、「配偶者」が 24.2％と最も高く、次いで「父母」が

13.7％、「子」が 5.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

13.7%

5.5%

24.2%

1.6%

0.0%

0.0%

0.5%

1.1%

0.5%

1.1%

51.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

父母(n=25)

子(n=10)

配偶者(n=44)

兄弟姉妹(n=3)

祖父母(n=0)

親類(n=0)

同居者(n=1)

介助等事業者の職員(n=2)

通所（入所）施設の職員(n=1)

その他(n=2)

無回答(n=94)

n=182

12.1% 20.9% 44.5% 6.0%

3.3%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=22) 少し満足している(n=38) どちらともいえない(n=81)

あまり満足していない(n=11) 満足していない(n=6) 無回答(n=24)

n=182
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あなたの９月１日現在の年齢をご記入ください。 

介助や手助けをされている方の年齢については、「70 歳代」が 15.4％と最も高く、次いで

「40歳代」が 11.0％、「60歳代」が 8.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の援助の中で気づいた問題点や、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由にお書きくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

0.5%

1.1%

2.7%

11.0%

7.7%

8.2%

15.4%

5.5%

47.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

10歳未満(n=0)

10歳代(n=1)

20歳代(n=2)

30歳代(n=5)

40歳代(n=20)

50歳代(n=14)

60歳代(n=15)

70歳代(n=28)

80歳以上(n=10)

無回答(n=87)

n=182
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－ 173 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果 Ⅴ．施設入所者 
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問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方は、「本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入」が 72.1％と最

も高く、次いで「本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入」が 13.1％、「本人が記入」が

4.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《あなた（宛名の方）の性別・年齢などについておききします》 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 65.6％、「女性」が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ 年齢（９月１日現在）を記入してください。 

「40歳代」が 42.6％と最も高く、次いで「50歳代」が 18.9％、「30歳代」が 16.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

4.9% 13.1% 72.1% 9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が記入(n=6)

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入(n=16)

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入(n=88)

無回答(n=12)

n=122

0.8%

0.0%

3.3%

16.4%

42.6%

18.9%

9.0%

4.1%

1.6%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10歳未満(n=1)

10歳代(n=0)

20歳代(n=4)

30歳代(n=20)

40歳代(n=52)

50歳代(n=23)

60歳代(n=11)

70歳代(n=5)

80歳以上(n=2)

無回答(n=4)

n=122

65.6% 29.5%

0.0%

4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=80) 女性(n=36) その他(n=0) 無回答(n=6)

n=122
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《障害の状況についておききします》 
 

問４ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

「療育手帳を持っている」が 84.4％と最も高く、次いで「発達障害（自閉症、アスペルガ

ー症候群、学習障害、注意欠陥多動性障害など）と診断されたことがある」が 24.6％、「身体

障害者手帳を持っている」が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定を受けた

ことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 91.0％となっています。また、区分に

ついては、「区分６」が 84.7％と最も高く、次いで「区分５」が 8.1％、「区分４」が 4.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

   

0.0% 91.0% 4.9% 4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない(n=0) ある(n=111) わからない(n=6) 無回答(n=5)

n=122

21.3%

84.4%

2.5%

1.6%

0.0%

24.6%

0.0%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

身体障害者手帳を持っている(n=26)

療育手帳を持っている(n=103)

精神障害者保健福祉手帳を持っている(n=3)

国または埼玉県が指定する特定疾病等（難病等）を患っている(n=2)

高次脳機能障害と診断されたことがある(n=0)

発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性

障害など）と診断されたことがある(n=30)

上記にあてはまるものはない(n=0)

無回答(n=3)
n=122

0.0%0.0%

0.9%

4.5%
8.1% 84.7%

0.0%0.0%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=0) 区分２(n=0) 区分３(n=1) 区分４(n=5) 区分５(n=9)

区分６(n=94) 非該当(n=0) 申請中(n=0) 無回答(n=2)

n=111
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問６ 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

現在の生活で困っている事や悩んでいることについては、「外出がしにくい」、「特にない」

がそれぞれ 29.5％となっており、「公共の乗り物の利用が難しい」が 26.2％、「休日の過ごし

方」が 23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《施設への入所についておききします》 
 

問７ 現在の施設に入所してからの期間をお答えください。（○は１つ） 

現在の施設への入所期間については、「10年～15年未満」が 35.2％と最も高く、次いで「20

年以上」が 23.8％、「15年～20年未満」が 15.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

9.8%

0.0%

9.0%

4.1%

2.5%

4.9%

5.7%

2.5%

29.5%

26.2%

5.7%

7.4%

13.9%

23.8%

7.4%

29.5%

3.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

介助してくれる人がいない(n=12)

十分な教育が受けられない(n=0)

気軽に相談するところがない(n=11)

訓練が十分にできない(n=5)

住んでいる家で使いにくいところがある(n=3)

働く場がない(n=6)

生活費が足りない(n=7)

結婚について(n=3)

外出がしにくい(n=36)

公共の乗り物の利用が難しい(n=32)

医療費が多くかかる(n=7)

診療してくれる医療機関が少ない(n=9)

周りの人の理解が少ない(n=17)

休日の過ごし方(n=29)

その他(n=9)

特にない(n=36)

無回答(n=4)

n=122

11.5% 10.7% 35.2% 15.6% 23.8% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

５年未満(n=14) ５年～１０年未満(n=13) １０年～１５年未満(n=43)

１５年～２０年未満(n=19) ２０年以上(n=29) 無回答(n=4)

n=122
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問８ 現在の施設へ入所することを決めた理由はなんですか。（○はいくつでも） 

現在の施設へ入所理由については、「家族による介助がむずかしくなったため」が 75.4％と

最も高く、次いで「施設のほうが安心して暮らせるため」が 50.0％、「常時介助が必要なため」

が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《施設での生活についておききします》 
 

問９ あなたはふだん、主に日中をどのように過ごしていますか。（○は１つ） 

日中の過ごし方については、「入所している施設で作業や訓練をしている」が 50.0％と最も

高く、次いで「入所している施設で看護や介護を受けて過ごしている」が 30.3％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

29.5%

9.0%

75.4%

4.9%

6.6%

0.8%

7.4%

19.7%

50.0%

4.1%

4.1%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80%

常時介助が必要なため(n=36)

医療的ケアが必要なため(n=11)

家族による介助がむずかしくなったため(n=92)

在宅サービスが不十分だったため(n=6)

住まいが障害に対応していないため(n=8)

リハビリや訓練を受けるため(n=1)

将来地域で自立するため(n=9)

家族にすすめられたため(n=24)

施設のほうが安心して暮らせるため(n=61)

とくに理由はない(n=5)

その他(n=5)

無回答(n=3)

n=122

30.3%

50.0%

2.5%

7.4%

9.0%

0.0%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

入所している施設で看護や介護を受けて過ごしている(n=37)

入所している施設で作業や訓練をしている(n=61)

他の施設に通って看護や介護を受けて過ごしている(n=3)

他の施設に通って作業や訓練をしている(n=9)

収入を伴う仕事をしている(n=11)

その他(n=0)

無回答(n=1)
n=122
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問10 最近１年間、どのくらいご自宅に帰りましたか。（○は１つ） 

直近１年間の帰宅頻度については、「10 回以上」が 49.2％と最も高く、次いで「この１年

間帰っていない」が 20.5％、「帰る自宅はない」が 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［次の問 11～13 は、問９で「収入を伴う仕事をしている」に○をつけた方におきき

します］ 

問11 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が

81.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問12 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、11件中「就労継続支援等での福祉的就労」が７件となっています。 

 

 

 

 

 

   

9.1%

0.0%

0.0%

81.8%

0.0%

9.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

１年未満(n=1)

１年以上３年未満(n=0)

３年以上５年未満(n=0)

５年以上(n=9)

その他(n=0)

無回答(n=1)
n=11

49.2%

0.0%

9.0%

8.2%

20.5%

13.1%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１０回以上(n=60)

６～９回(n=0)

３～５回(n=11)

１～２回(n=10)

この１年間帰っていない(n=25)

帰る自宅はない(n=16)

無回答(n=0)
n=122

会
社
員
・
公
務
員
・

団
体
職
員

臨
時
・
パ
ー

ト
・
ア

ル
バ
イ
ト
・
日
雇
い

自
営
業

自
営
業
の
手
伝
い

家
庭
内
職

就
労
継
続
支
援
等
で

の
福
祉
的
就
労

そ
の
他

無
回
答

0 0 0 0 0 7 4 0

n=11
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問13 仕事をする上で困ったり、つらいことは主にどのようなことですか。（○はいくつでも） 

仕事をする上で困ったり、つらいことについては、11件中「収入が少ない」、「特に困った

り、つらいことはない」がそれぞれ４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

［ここからは、全員におききします］ 

問14 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の収入の額については、「年収 100万円未満」が 45.1％と最も高く、次いで「わ

からない・その他」が 44.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 現在、あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

現在、生活を支えている収入については、「障害年金」が 90.2％と最も高く、次いで「就労

継続支援施設や作業所の工賃」が 23.8％、「家族からの仕送り・援助」が 17.2％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

0.0%

0.0%

0.0%

0.8%

0.0%

4.1%

45.1%

44.3%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

年収500万円以上(n=0)

年収300万円以上500万円未満(n=0)

年収200万円以上300万円未満(n=0)

年収150万円以上200万円未満(n=1)

年収125万円以上150万円未満(n=0)

年収100万円以上125万円未満(n=5)

年収100万円未満(n=55)

わからない・その他(n=54)

無回答(n=7)

n=122

4.9%

0.8%

23.8%

17.2%

14.8%

90.2%

1.6%

0.8%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

給与・賃金(n=6)

事業収入(n=1)

就労継続支援施設や作業所の工賃(n=29)

家族からの仕送り・援助(n=21)

年金(n=18)

障害年金(n=110)

生活保護(n=2)

その他(n=1)

無回答(n=2)
n=122

通
勤
が
大
変

収
入
が
少
な
い

仕
事
が
き
つ
い

仕
事
が
合
わ
な
い

職
場
の
人
間
関
係

職
場
の
中
の
環
境
の

未
整
備

（
ト
イ
レ

、

休
憩
室
等

）

職
場
の
中
で
支
援
者

を
み
つ
け
に
く
い

職
場
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ

ン
が
で
き
な
い

体
調
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
が
難
し
い

能
力
を
発
揮
で
き
な

い
そ
の
他

特
に
困

っ
た
り

、
つ

ら
い
こ
と
は
な
い

無
回
答

0 4 2 2 1 0 1 0 1 3 0 1 4 0

n=11
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問16 どのくらい外出していますか（施設の敷地内での散歩などは含めないでください）。（○は１つ） 

外出の頻度については、「週に２日以上」、「月に２～３日くらい」がそれぞれ 27.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17 あなたの外出時に主に付き添っているのはどなたですか。（○は１つ） 

外出時の付き添いについては、「福祉サービス事業所の職員」が 51.6％と最も高く、次いで

「親」が 35.2％、「兄弟姉妹」が 5.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

27.0%

21.3%

27.0%

13.1%

4.1%

4.1%

3.3%

0% 10% 20% 30%

週に２日以上(n=33)

週に１日くらい(n=26)

月に２～３日くらい(n=33)

月に１日くらい(n=16)

２～３か月に１日くらい(n=5)

あまり外出しない(n=5)

無回答(n=4)
n=122

35.2%

0.0%

0.0%

0.0%

5.7%

0.8%

0.0%

0.0%

0.0%

51.6%

3.3%

3.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

親(n=43)

配偶者(n=0)

子ども(n=0)

子どもの配偶者(n=0)

兄弟姉妹(n=7)

その他の親せき(n=1)

近所の人、知人・友人(n=0)

ホームヘルパー(n=0)

ボランティア(n=0)

福祉サービス事業所の職員(n=63)

付き添いは必要ない(n=4)

その他(n=4)

無回答(n=0)

n=122
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問18 どのような目的で外出することが多いですか。（○はいくつでも） 

外出の目的については、「買い物に行く」が 80.3％と最も高く、次いで「散歩に行く」が

50.8％、「医療機関への受診」が 44.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問19 外出するときに困っていることがありますか。（○はいくつでも） 

外出の際に困っていることについては、「とくに困っていることはない」が 37.7％と最も高

く、次いで「歩道・道路の段差」が 22.1％、「トイレの利用」が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

10.7%

0.8%

44.3%

80.3%

2.5%

9.8%

30.3%

50.8%

4.1%

6.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

通勤・通学(n=13)

訓練やリハビリに行く(n=1)

医療機関への受診(n=54)

買い物に行く(n=98)

知人・友人と会う(n=3)

趣味やスポーツをする(n=12)

グループ活動に参加する(n=37)

散歩に行く(n=62)

あまり外出しない(n=5)

その他(n=8)

無回答(n=0)

n=122

9.8%

22.1%

18.0%

4.9%

16.4%

8.2%

19.7%

10.7%

13.1%

9.0%

5.7%

37.7%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40%

付き添ってくれる人がいない(n=12)

歩道・道路の段差(n=27)

歩道・道路の障害物(n=22)

バスやタクシーなどの乗り降り(n=6)

建物の階段・段差(n=20)

駅構内の移動・乗り換え(n=10)

トイレの利用(n=24)

まわりの人に手助けを頼みにくい(n=13)

周囲の目が気になる(n=16)

外出のための福祉サービスが使えない(n=11)

その他(n=7)

とくに困っていることはない(n=46)

無回答(n=5)

n=122
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問20 日常生活で困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

日常生活で困っていることについては、「外出の機会が少ない」が 32.8％と最も高く、次い

で「とくに困っていることはない」が 24.6％、「自分で身のまわりのことができない」、「健康

状態に不安がある」がそれぞれ 23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問21 あなたが困ったときに相談する相手はだれですか。（○はいくつでも） 

悩みや困ったことなどの相談先については、「施設の職員」が 81.1％と最も高く、次いで

「家族・親族」が 48.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

23.8%

23.8%

10.7%

3.3%

4.1%

32.8%

9.0%

20.5%

9.8%

1.6%

24.6%

7.4%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分で身のまわりのことができない(n=29)

健康状態に不安がある(n=29)

施設での生活内容に不満がある(n=13)

施設での作業や訓練に不満がある(n=4)

プライバシーが十分保てない(n=5)

外出の機会が少ない(n=40)

施設職員や入所者との関係がうまくいかない(n=11)

家族とあまり会えない(n=25)

将来の生活に不安を感じている(n=12)

自分に合った福祉サービスがない(n=2)

とくに困っていることはない(n=30)

その他(n=9)

無回答(n=4)
n=122

48.4%

81.1%

0.8%

5.7%

1.6%

7.4%

4.1%

3.3%

0.0%

1.6%

13.9%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

家族・親族(n=59)

施設の職員(n=99)

ボランティア(n=1)

ほかの入所者(n=7)

入所者以外の友人・知人(n=2)

医療関係者（医師・看護師など）(n=9)

相談支援員（相談支援事業所）(n=5)

市の窓口(n=4)

障害者団体や家族の会(n=0)

相談する相手はいない(n=2)

その他(n=17)

無回答(n=3)

n=122
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問22 現在入所している施設の生活に満足していますか。（○は１つ） 

現在入所中の施設の満足度については、「どちらともいえない」が 39.3％と最も高く、次い

で「やや満足」が 28.7％、「非常に満足」が 21.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問23 入所している施設に対してどのような要望がありますか。（○はいくつでも） 

現在入所中の施設への要望については、「余暇活動の充実」が 43.4％と最も高く、次いで

「外出機会の増加」が 41.0％、「日中活動の充実」が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

21.3% 28.7% 5.7%

0.0%

39.3% 4.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常に満足(n=26) やや満足(n=35) やや不満(n=7)

非常に不満(n=0) どちらともいえない(n=48) 無回答(n=6)

n=122

6.6%

13.9%

16.4%

8.2%

29.5%

43.4%

41.0%

10.7%

4.9%

0.8%

23.8%

8.2%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

看護や介護の質の向上(n=8)

職員の対応の改善(n=17)

居室などの生活空間の改善(n=20)

プライバシーへの配慮(n=10)

日中活動の充実(n=36)

余暇活動の充実(n=53)

外出機会の増加(n=50)

人との交流機会の増加(n=13)

相談体制の充実(n=6)

地域生活に向けた自立訓練(n=1)

とくに要望はない(n=29)

その他(n=10)

無回答(n=3)

n=122
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問24 福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面はどんなときですか。（○は３つまで） 

手続きが難しいと感じることについては、「自分で手続きをするのは難しい」が 55.7％と最

も高く、次いで「必要な手続きが多く、手間がかかる」が 39.3％、「制度が複雑でわかりにく

い」が 31.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問25 あなたの代わりに誰が福祉の手続きを行っていますか。（○はいくつでも） 

福祉の手続きをあなたの代わりに誰が行っているかについては、「福祉サービス事業所の職

員」が 72.1％と最も高く、次いで「父、母」が 58.2％、「相談員」が 19.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

0.8%

0.0%

0.0%

58.2%

18.0%

4.9%

0.0%

0.0%

72.1%

19.7%

1.6%

12.3%

0.8%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自分で行っている(n=1)

配偶者（夫または妻）(n=0)

子ども（子どもの配偶者も含む）…

父、母(n=71)

兄弟姉妹(n=22)

その他の親せき(n=6)

近所の人、知人・友人(n=0)

ホームヘルパー(n=0)

福祉サービス事業所の職員(n=88)

相談員(n=24)

ケアマネジャー(n=2)

後見人(n=15)

その他(n=1)

無回答(n=2)

n=122

39.3%

31.1%

13.1%

55.7%

10.7%

8.2%

3.3%

2.5%

18.9%

9.8%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

必要な手続きが多く、手間がかかる(n=48)

制度が複雑でわかりにくい(n=38)

市役所本庁舎まで手続きに行くことが難しい(n=16)

自分で手続きをするのは難しい(n=68)

自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい

(n=13)

専門用語（福祉のことば）がわからない(n=10)

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない

(n=4)

事業者との契約が難しい(n=3)

その他(n=23)

難しいと感じることはない(n=12)

無回答(n=5)

n=122
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《将来についておききします》 
 

問26 将来（今後）、あなたはどこで生活をしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）、どこで生活したいかについては、「現在入所している施設で生活したい」が

73.8％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 26で、退所をしたいと思われている方におききします］ 

問27 施設を退所したい理由はなんですか。（○はいくつでも） 

施設を退所したい理由については、10件中「自由な生活がしたいから」が６件、「家族のそ

ばにいたいから」が５件、「ひとり暮らしをしてみたいから」が３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 

H28調査（前回） R1調査（今回） 

現在入所している施設で生活したい 77.8% 現在入所している施設で生活したい 73.8% 

施設を退所して、家族と一緒に生活をした

い 
5.6% 施設を退所して、家族と一緒に生活をした

い 
4.9% 

施設を退所して、ひとり暮らしをしたい 1.1% 施設を退所して、ひとり暮らしをしたい 2.5% 

施設を退所して、グループホームなどで生

活したい 
1.1% 施設を退所して、グループホームなどで生

活したい 
0.8% 

わからない 7.8% わからない 11.5% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

   

4.9%

2.5%

0.8%

73.8%

0.8%

11.5%

4.9%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

施設を退所して、家族と一緒に生活をしたい(n=6)

施設を退所して、ひとり暮らしをしたい(n=3)

施設を退所して、グループホームなどで生活したい(n=1)

現在入所している施設で生活したい(n=90)

高齢者の入所施設で生活したい（特別養護老人ホームなど）(n=1)

わからない(n=14)

その他(n=6)

無回答(n=1)
n=122

家
族
の
そ
ば
に
い
た

い
か
ら

ひ
と
り
暮
ら
し
を
し

て
み
た
い
か
ら

自
由
な
生
活
が
し
た

い
か
ら

社
会
的
に
自
立
し
た

い
か
ら

施
設
を
出
て
や
り
た

い
こ
と
が
あ
る
か
ら

一
般
就
労
し
て
み
た

い
か
ら

作
業
所
な
ど
で
働
い

て
み
た
い
か
ら

施
設
で
の
生
活
に
不

満
が
あ
る
か
ら

と
く
に
理
由
は
な
い

そ
の
他

無
回
答

5 3 6 2 2 1 0 1 0 0 0

n=10
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［問 26で、「現在入所している施設で生活したい」と思われている方におききします］ 

問28 今の施設での生活を続けたい理由はなんですか。（○はいくつでも） 

今の施設での生活を続けたい理由については、「施設にいたほうが安心できるから」が

77.8％と最も高く、次いで「施設での生活が自分にあっているから」が 41.1％、「施設職員や

ほかの入所者との関係が良好だから」が 27.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［ここからは全員におききします］ 

問29 障害のある人が地域で生活していくためには何が必要だと思いますか。（○はいくつでも） 

地域における障害者受け入れの課題については、「地域の人たちの障害に対する理解」が

61.5％と最も高く、次いで「災害時の支援」が 36.1％、「日中活動系サービスの充実」が 34.4％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

77.8%

41.1%

27.8%

26.7%

24.4%

4.4%

2.2%

0.0%

4.4%

2.2%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

施設にいたほうが安心できるから(n=70)

施設での生活が自分にあっているから(n=37)

施設職員やほかの入所者との関係が良好だから(n=25)

健康面などで不安があるから(n=24)

家族の受け入れ態勢が整っていないから(n=22)

自宅の構造が障害に対応していないから(n=4)

地域での十分な介助が受けられるか不安だから(n=2)

地域での生活に魅力を感じないから(n=0)

とくに理由はない(n=4)

その他(n=2)

無回答(n=4)

n=90

61.5%

18.9%

13.9%

34.4%

23.0%

13.9%

23.0%

33.6%

15.6%

36.1%

21.3%

25.4%

7.4%

12.3%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

地域の人たちの障害に対する理解(n=75)

地域生活に関する相談支援(n=23)

訪問系サービスの充実(n=17)

日中活動系サービスの充実(n=42)

自立生活のための訓練・体験(n=28)

グループホームなどの拡充(n=17)

障害者のための住宅の確保(n=28)

医療体制の充実(n=41)

就労のための支援(n=19)

災害時の支援(n=44)

道路・交通・建物のバリアフリー化(n=26)

経済的負担の軽減(n=31)

とくに必要なことはない(n=9)

その他(n=15)

無回答(n=4)

n=122
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《健康状態や医療についておききします》 
 

問30 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（○はいくつでも） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「特に困ったり不便に思う

ことはない」が 40.2％と最も高く、次いで「近所に診てくれる医師がいない」、「専門的な治

療を行っている医療機関が身近にない」がそれぞれ 20.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31 過去１年間に健康診断（健康診査）を受けましたか。（○はいくつでも） 

過去１年間の健康診断（健康診査）の受診については、「学校や福祉施設で健康診断を受け

た」が 75.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

20.5%

20.5%

7.4%

18.0%

6.6%

1.6%

6.6%

1.6%

0.0%

13.9%

8.2%

1.6%

15.6%

3.3%

4.1%

5.7%

4.9%

9.0%

40.2%

4.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

近所に診てくれる医師がいない(n=25)

専門的な治療を行っている医療機関が身近にない(n=25)

通院するときに付き添いをしてくれる人がいない(n=9)

診療や入院を断られる(n=22)

治療方針や薬の説明がなく主治医の考えだけで変えられてしまう(n=8)

自分や家族の話を聞いてもらえない(n=2)

気軽に往診を頼める医師がいない(n=8)

歯科診療を受けられない(n=2)

定期的に健康診断を受けられない(n=0)

障害のために症状が正確に伝わらず、必要な治療が受けられない(n=17)

医療スタッフ（医師、看護師等）の障害に対する理解が不十分(n=10)

相手が介助者と話してしまう(n=2)

入院のとき付き添いや個室を強いられる(n=19)

入院のとき、個室であればしなくてよい拘束をされてしまう(n=4)

受診手続きや案内など、障害のある人への配慮が不十分(n=5)

医療機関の建物が障害のある人に配慮した構造になっていない(n=7)

医療費の負担が大きい(n=6)

その他(n=11)

特に困ったり不便に思うことはない(n=49)

無回答(n=6)

n=122

2.5%

0.0%

2.5%

75.4%

2.5%

0.0%

0.0%

18.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

市の健診・検診を受けた(n=3)

人間ドック等を受けた(n=0)

勤務先で健康診断を受けた(n=3)

学校や福祉施設で健康診断を受けた(n=92)

その他の場所で健康診断を受けた(n=3)

健康診断は受けていない(n=0)

わからない(n=0)

無回答(n=22)
n=122
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《福祉サービスについておききします》 
 

問32 福祉サービスの利用の状況、今後の利用希望について、1～29のサービスごとに、それぞれお答

えください。（○は、1～29のサービスごとに、記入例を参考に記入してください。） ※福祉サー

ビスの詳細は、この設問の次の「福祉サービスの説明」を参照ください。 

以前利用していた（今は利用していない）福祉サービスについては、「短期入所（ショート

ステイ）」が 11.5％となっています。現在の利用状況については、「施設入所支援」が 73.0％

となっています。今後の利用希望については、「施設入所支援」が 45.9％、「生活介護」が 43.4％

となっています。 

■以前利用していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

11.5%

5.7%

5.7%

3.3%

3.3%

97.5%

99.2%

98.4%

99.2%

88.5%

100.0%

100.0%

97.5%

98.4%

100.0%

99.2%

100.0%

97.5%

100.0%

94.3%

94.3%

100.0%

96.7%

96.7%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

99.2%

99.2%

99.2%

98.4%

100.0%

98.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=122）

重度訪問介護（n=122）

行動援護（n=122）

同行援護（n=122）

短期入所（ショートステイ）（n=122）

重度障害者等包括支援（n=122）

療養介護（n=122）

生活介護（n=122）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=122）

宿泊型自立訓練（n=122）

就労移行支援（n=122）

就労継続支援Ａ型（n=122）

就労継続支援Ｂ型（n=122）

就労定着支援（n=122）

施設入所支援（n=122）

共同生活援助（グループホーム）（n=122）

自立生活援助（n=122）

計画相談支援（n=122）

地域相談支援（n=122）

補装具費の支給（n=122）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=122）

基本相談支援（n=122）

意思疎通支援（n=122）

日常生活用具費の支給（n=122）

移動支援（n=122）

地域活動支援センター（n=122）

日中一時支援（n=122）

全身性障害者介護人派遣事業（n=122）

障害者等生活サポート事業（n=122）

以前利用していた（今は利用していない） 無回答
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■現在の利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

9.8%

6.6%

57.4%

8.2%

3.3%

73.0%

3.3%

3.3%

40.2%

4.9%

10.7%

8.2%

9.8%

9.0%

9.8%

3.3%

38.5%

37.7%

29.5%

32.0%

39.3%

32.0%

34.4%

16.4%

31.1%

32.0%

38.5%

37.7%

33.6%

36.9%

3.3%

41.8%

33.6%

22.1%

29.5%

33.6%

23.8%

26.2%

30.3%

30.3%

33.6%

33.6%

38.5%

28.7%

32.8%

31.1%

31.1%

30.3%

32.8%

24.6%

35.2%

34.4%

30.3%

37.7%

32.0%

32.0%

32.0%

32.8%

26.2%

32.0%

15.6%

32.8%

25.4%

36.1%

33.6%

37.7%

28.7%

27.0%

32.8%

28.7%

40.2%

32.8%

30.3%

31.1%

30.3%

28.7%

36.1%

31.1%

30.3%

23.8%

30.3%

29.5%

29.5%

30.3%

31.1%

30.3%

21.3%

28.7%

31.1%

22.1%

32.8%

30.3%

32.0%

30.3%

32.0%

32.0%

29.5%

31.1%

32.8%

31.1%

31.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=122）

重度訪問介護（n=122）

行動援護（n=122）

同行援護（n=122）

短期入所（ショートステイ）（n=122）

重度障害者等包括支援（n=122）

療養介護（n=122）

生活介護（n=122）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=122）

宿泊型自立訓練（n=122）

就労移行支援（n=122）

就労継続支援Ａ型（n=122）

就労継続支援Ｂ型（n=122）

就労定着支援（n=122）

施設入所支援（n=122）

共同生活援助（グループホーム）（n=122）

自立生活援助（n=122）

計画相談支援（n=122）

地域相談支援（n=122）

補装具費の支給（n=122）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=122）

基本相談支援（n=122）

意思疎通支援（n=122）

日常生活用具費の支給（n=122）

移動支援（n=122）

地域活動支援センター（n=122）

日中一時支援（n=122）

全身性障害者介護人派遣事業（n=122）

障害者等生活サポート事業（n=122）

現在：知っていた：利用している 現在：知っていた：利用していない

現在：知らなかった 無回答
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■今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

9.0%

6.6%

23.8%

17.2%

4.9%

12.3%

12.3%

43.4%

14.8%

9.0%

9.8%

4.9%

8.2%

4.9%

45.9%

7.4%

12.3%

27.9%

13.1%

20.5%

14.8%

22.1%

11.5%

21.3%

23.8%

18.9%

13.1%

9.8%

14.8%

49.2%

50.0%

35.2%

41.0%

50.0%

43.4%

42.6%

13.9%

40.2%

48.4%

46.7%

51.6%

49.2%

50.8%

8.2%

49.2%

43.4%

18.0%

41.0%

36.9%

42.6%

35.2%

46.7%

35.2%

34.4%

38.5%

45.1%

45.9%

41.8%

41.8%

43.4%

41.0%

41.8%

45.1%

44.3%

45.1%

42.6%

45.1%

42.6%

43.4%

43.4%

42.6%

44.3%

45.9%

43.4%

44.3%

54.1%

45.9%

42.6%

42.6%

42.6%

41.8%

43.4%

41.8%

42.6%

41.8%

44.3%

43.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=122）

重度訪問介護（n=122）

行動援護（n=122）

同行援護（n=122）

短期入所（ショートステイ）（n=122）

重度障害者等包括支援（n=122）

療養介護（n=122）

生活介護（n=122）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=122）

宿泊型自立訓練（n=122）

就労移行支援（n=122）

就労継続支援Ａ型（n=122）

就労継続支援Ｂ型（n=122）

就労定着支援（n=122）

施設入所支援（n=122）

共同生活援助（グループホーム）（n=122）

自立生活援助（n=122）

計画相談支援（n=122）

地域相談支援（n=122）

補装具費の支給（n=122）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=122）

基本相談支援（n=122）

意思疎通支援（n=122）

日常生活用具費の支給（n=122）

移動支援（n=122）

地域活動支援センター（n=122）

日中一時支援（n=122）

全身性障害者介護人派遣事業（n=122）

障害者等生活サポート事業（n=122）

今後：利用したい 今後：利用しない 無回答



調査結果 Ⅴ．施設入所者 

－ 191 － 

■以前の利用、現在の利用状況、今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

居宅介護（ホームヘルプサービス） 122 2.5% 97.5% 0.0% 38.5% 31.1% 30.3% 9.0% 49.2% 41.8%

重度訪問介護 122 0.8% 99.2% 0.0% 37.7% 31.1% 31.1% 6.6% 50.0% 43.4%

行動援護 122 1.6% 98.4% 9.8% 29.5% 30.3% 30.3% 23.8% 35.2% 41.0%

同行援護 122 0.8% 99.2% 6.6% 32.0% 32.8% 28.7% 17.2% 41.0% 41.8%

短期入所（ショートステイ） 122 11.5% 88.5% 0.0% 39.3% 24.6% 36.1% 4.9% 50.0% 45.1%

重度障害者等包括支援 122 0.0% 100.0% 1.6% 32.0% 35.2% 31.1% 12.3% 43.4% 44.3%

療養介護 122 0.0% 100.0% 0.8% 34.4% 34.4% 30.3% 12.3% 42.6% 45.1%

生活介護 122 2.5% 97.5% 57.4% 16.4% 2.5% 23.8% 43.4% 13.9% 42.6%

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 122 1.6% 98.4% 8.2% 31.1% 30.3% 30.3% 14.8% 40.2% 45.1%

宿泊型自立訓練 122 0.0% 100.0% 0.8% 32.0% 37.7% 29.5% 9.0% 48.4% 42.6%

就労移行支援 122 0.8% 99.2% 0.0% 38.5% 32.0% 29.5% 9.8% 46.7% 43.4%

就労継続支援Ａ型 122 0.0% 100.0% 0.0% 37.7% 32.0% 30.3% 4.9% 51.6% 43.4%

就労継続支援Ｂ型 122 2.5% 97.5% 3.3% 33.6% 32.0% 31.1% 8.2% 49.2% 42.6%

就労定着支援 122 0.0% 100.0% 0.0% 36.9% 32.8% 30.3% 4.9% 50.8% 44.3%

施設入所支援 122 5.7% 94.3% 73.0% 3.3% 2.5% 21.3% 45.9% 8.2% 45.9%

共同生活援助（グループホーム） 122 5.7% 94.3% 3.3% 41.8% 26.2% 28.7% 7.4% 49.2% 43.4%

自立生活援助 122 0.0% 100.0% 3.3% 33.6% 32.0% 31.1% 12.3% 43.4% 44.3%

計画相談支援 122 3.3% 96.7% 40.2% 22.1% 15.6% 22.1% 27.9% 18.0% 54.1%

地域相談支援 122 3.3% 96.7% 4.9% 29.5% 32.8% 32.8% 13.1% 41.0% 45.9%

補装具費の支給 122 0.0% 100.0% 10.7% 33.6% 25.4% 30.3% 20.5% 36.9% 42.6%

自立支援医療（更生・育成・精神通院） 122 0.0% 100.0% 8.2% 23.8% 36.1% 32.0% 14.8% 42.6% 42.6%

基本相談支援 122 0.0% 100.0% 9.8% 26.2% 33.6% 30.3% 22.1% 35.2% 42.6%

意思疎通支援 122 0.0% 100.0% 0.0% 30.3% 37.7% 32.0% 11.5% 46.7% 41.8%

日常生活用具費の支給 122 0.8% 99.2% 9.0% 30.3% 28.7% 32.0% 21.3% 35.2% 43.4%

移動支援 122 0.8% 99.2% 9.8% 33.6% 27.0% 29.5% 23.8% 34.4% 41.8%

地域活動支援センター 122 0.8% 99.2% 2.5% 33.6% 32.8% 31.1% 18.9% 38.5% 42.6%

日中一時支援 122 1.6% 98.4% 0.0% 38.5% 28.7% 32.8% 13.1% 45.1% 41.8%

全身性障害者介護人派遣事業 122 0.0% 100.0% 0.0% 28.7% 40.2% 31.1% 9.8% 45.9% 44.3%

障害者等生活サポート事業 122 1.6% 98.4% 3.3% 32.8% 32.8% 31.1% 14.8% 41.8% 43.4%

利
用
し
な
い

無
回
答

以前利用していた 現在の利用状況 今後の利用希望

以
前
利
用
し
て
い
た

（
今
は
利
用
し
て
い
な
い

）

無
回
答

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
る

）

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
な
い

）

知
ら
な
か

っ
た

無
回
答

利
用
し
た
い
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［問32のサービスで「現在：知っていた（利用している）」に〇をつけた方におききします］ 

問33 現在、利用しているサービスの事業所及び施設をどのような方法で探しましたか。（○はいくつ

でも） 

現在、利用しているサービスの事業所及び施設を探した方法については、「相談員やケアマ

ネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含む）」が 49.5％と最も高く、次いで「家

族・知人の紹介」が 29.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問32で「以前利用していた（今は利用していない）」に○をつけた方におききします］ 

問34 サービスを利用しなくなった理由は何ですか。主なもの１つについてお答えください。（○はい

くつでも） 

サービスを利用しなくなった理由については、「その他」が 33.3％と最も高く、次いで「必

要とするサービスがないから」が 18.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1.0%

1.9%

49.5%

29.5%

13.3%

21.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

障害福祉サービス情報公表制度を利用した(n=1)

インターネット（事業所のホームページなど）(n=2)

相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談

支援センター含む）(n=52)

家族・知人の紹介(n=31)

その他(n=14)

無回答(n=23)
n=105

3.7%

3.7%

18.5%

0.0%

3.7%

33.3%

7.4%

37.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自己負担が大きく、利用できないから(n=1)

支給要件に該当しないから(n=1)

必要とするサービスがないから(n=5)

どのようなサービスがあるかわからないから(n=0)

利用の仕方がわからないから(n=1)

その他(n=9)

わからない(n=2)

無回答(n=10)

n=27
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■利用しなくなった主なサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《差別や疎外感についておききします》 
 

問35 平成28年4月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が

施行され、行政機関や民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を

取り除くための配慮を求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされました。あ

なたは、この法律について知っていますか。（〇は１つ） 

平成 28 年４月から施行された「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が

74.6％と最も高く、次いで「法律の名前は知っているが、内容は知らない」が 17.2％、「法律

の名前も内容も知っている」が 4.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問36 障害者差別あるいは合理的配慮に関することを、各市町村障害福祉担当課に相談することがで

きます。あなたはこのことをご存知ですか。（○は１つ） 

障害者差別あるいは合理的配慮に関することを各市町村障害福祉担当課へ相談することが

できることについては、「わからない」が 53.3％と最も高く、次いで「知らない」が 40.2％、

「知っている」が 4.1％となっています。 

 

 

 

 

 

   

4.1% 40.2% 53.3% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている(n=5) 知らない(n=49) わからない(n=65) 無回答(n=3)

n=122

4.9% 17.2% 74.6% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前も内容も知っている(n=6)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=21)

知らない(n=91)

無回答(n=4)

n=122

利用しなくなったサービス 件数
ショートステイ 3

短期入所 2

グループホーム 1

共同生活援助 1

計画相談支援 1

行動援護 1

就労移行支援 1

就労継続支援B型 1

障害者等生活サポート 1

無回答 18

回答者数 27
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問37 障害があることで、差別や疎外感を感じることがありますか。（○は１つ） 

差別や疎外感を感じることについては、「わからない」が 68.9％と最も高く、次いで「たま

に感じる」が 13.1％、「いつも感じる」が 8.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問38 具体的には、どのようなときに、差別や疎外感を感じますか。（○はいくつでも） 

どのようなときに、差別や疎外感を感じるかについては、「日常生活で（他人の視線を感じ

る/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等）」が 18.9％と最も高く、次いで「人との

交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）」が 15.6％、「外出時や交通機関乗車

時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）」、「その他」がそれぞれ 14.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問39 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があると良いかについて具体的に教えてくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

   

7.4% 13.1% 8.2% 68.9% 2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど感じることはない(n=9) たまに感じる(n=16) いつも感じる(n=10)

わからない(n=84) 無回答(n=3)

n=122

18.9%

0.0%

1.6%

14.8%

15.6%

14.8%

47.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する

誤解がある等）(n=23)

仕事場で（会社・職場に理解されない等）(n=0)

学校で（通常の学級との交流が難しい等）(n=2)

外出時や交通機関乗車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）(n=18)

人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）(n=19)

その他(n=18)

無回答(n=58)

n=122
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《成年後見制度についておききします》 
 

問40 「成年後見制度」とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能力が十分でない方の財産

などの権利を守る制度です。あなたは、「成年後見制度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 67.2％と最も高く、次いで「聞いたことはあ

るが詳しくはわからない」が 11.5％、「知っているが、利用したことはない」が 10.7％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問41 あなたは、「成年後見制度」を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」を活用したいかについては、「わからない」が 55.7％と最も高く、次いで

「今は必要ないが、将来必要になったら活用したい」が 27.9％、「すでに活用している」が

10.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.4% 10.7% 11.5% 67.2% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または現在利用している）(n=9)

知っているが、利用したことはない(n=13)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=14)

知らない(n=82)

無回答(n=4)

n=122

10.7% 27.9%

2.5%

55.7% 3.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに活用している(n=13)

今は必要ないが、将来必要になったら活用したい(n=34)

活用したいとは思わない(n=3)

わからない(n=68)

無回答(n=4)

n=122
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《市の取り組み等についておききします》 
 

問42 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

「入所施設の整備（障害者支援施設）」が 52.5％と最も高く、次いで「災害時における避難

誘導体制の確立」が 18.0％、「通所施設の整備」、「暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、

点字ブロックの整備、案内表示等）」がそれぞれ 17.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

8.2%

0.8%

52.5%

17.2%

14.8%

4.9%

2.5%

15.6%

17.2%

7.4%

6.6%

3.3%

10.7%

6.6%

4.9%

3.3%

3.3%

5.7%

5.7%

9.8%

1.6%

18.0%

15.6%

6.6%

14.8%

3.3%

4.9%

4.9%

15.6%

2.5%

10.7%

18.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等）(n=10)

在宅の給食サービスの充実（食事を家庭まで届ける）(n=1)

入所施設の整備（障害者支援施設）(n=64)

通所施設の整備(n=21)

保健医療サービスの充実（検診、専門的な機能回復訓練、訪問指導、医師会との連携等）(n=18)

自立のための訓練（身体機能・生活能力の向上を図る訓練)(n=6)

住宅の整備・改造のための支援(n=3)

地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等）(n=19)

暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等）(n=21)

療育・保育・教育の質の向上(n=9)

働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）(n=8)

一般企業以外での就労の場（就労継続支援等）(n=4)

地域での活動や余暇活動への参加のためのしくみづくり(n=13)

支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、職

業相談、計画相談等）(n=8)

身近なところで相談ができる相談窓口の整備(n=6)

福祉の手続きができる窓口の増設(n=4)

電子申請による手続きの簡素化(n=4)

財産管理の援助（財産保全サービス、成年後見制度等）(n=7)

ボランティアの育成(n=7)

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）(n=12)

情報通信分野の充実（パソコンの貸与、情報通信ネットワークの構築、公衆ファクス等）(n=2)

災害時における避難誘導体制の確立(n=22)

緊急時に受け入れ可能な拠点の整備(n=19)

介助者への支援（短期入所及び一時預かりの場の充実）(n=8)

障害のある人についての地域の事業者や住民の理解を深めるための活動（啓発、福祉教育等）

(n=18)

障害のある人へのコミュニケーション支援（手話通訳・要約筆記等）(n=4)

障害者団体の自立活動に対する行政の支援(n=6)

障害福祉サービスの情報提供(n=6)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=19)

その他(n=3)

特にない(n=13)

無回答(n=22)

n=122
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問43 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般について、「満足している（満足している＋少し満足している）」

が 18.9％となっています。また、「満足していない（あまり満足していない＋満足していな

い）」は 7.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要

望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

ご家族や援助（介助や手助け）をされている方へ 
 

あなたの立場（調査対象のご本人との関係）は次のうちどれですか。（○は 1つ） 

調査対象ご本人との関係については、「通所（入所）施設の職員」が 53.3％と最も高く、次

いで「介助等事業者の職員」が 15.6％、「父母」が 9.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

9.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

15.6%

53.3%

0.0%

22.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

父母(n=11)

子(n=0)

配偶者(n=0)

兄弟姉妹(n=0)

祖父母(n=0)

親類(n=0)

同居者(n=0)

介助等事業者の職員(n=19)

通所（入所）施設の職員(n=65)

その他(n=0)

無回答(n=27)

n=122

10.7% 8.2% 57.4%

1.6%

5.7% 16.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=13) 少し満足している(n=10) どちらともいえない(n=70)

あまり満足していない(n=2) 満足していない(n=7) 無回答(n=20)

n=122
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あなたの９月１日現在の年齢をご記入ください。 

介助や手助けをされている方の年齢については、「40 歳代」が 26.2％と最も高く、次いで

「20歳代」が 17.2％、「30歳代」が 12.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の援助の中で気づいた問題点や、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由にお書きくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

0.0%

0.0%

17.2%

12.3%

26.2%

7.4%

2.5%

3.3%

1.6%

29.5%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10歳代(n=0)

20歳代(n=21)

30歳代(n=15)

40歳代(n=32)

50歳代(n=9)

60歳代(n=3)

70歳代(n=4)

80歳以上(n=2)

無回答(n=36)

n=122
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調査結果 Ⅵ．特別支援学校高等部 3年生 
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問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方は、「本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入」が 36.0％と最も

高く、次いで「本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入」が 32.0％、「本人が記入」が

28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《はじめにあなたの性別・年齢などについておききします》 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 32.0％、「女性」が 64.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ いっしょに暮らしている人はどなたですか。（○はいくつでも） 

同居家族については、「父、母」が 92.0％と最も高く、次いで「兄弟姉妹」が 68.0％、「祖

父、祖母」が 32.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

28.0% 36.0% 32.0% 4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が記入(n=7)

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入(n=9)

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入(n=8)

無回答(n=1)

n=25

32.0% 64.0%

0.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=8) 女性(n=16) その他(n=0) 無回答(n=1)

n=25

92.0%

32.0%

68.0%

4.0%

0.0%

4.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

父、母(n=23)

祖父、祖母(n=8)

兄弟姉妹(n=17)

おい、めい(n=1)

その他の親せき(n=0)

福祉施設の職員や仲間(n=1)

その他(n=0)

無回答(n=0)
n=25
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問４ ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者・援助者については、「父、母」が 56.0％と最も高く、次いで「とくに介助・援

助は受けていない」が 28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［介助・援助を受けている人におききします］ 

問５ どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 

介助・援助を受けている場面については、「買い物に出かけるとき」が 56.0％と最も高く、

次いで「遊びで出かけるとき」が 44.0％、「学校に行くとき、帰ってくるとき」が 36.0％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

16.0%

12.0%

24.0%

16.0%

4.0%

36.0%

56.0%

44.0%

12.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

食事をするとき(n=4)

トイレのとき(n=3)

おふろに入るとき(n=6)

服を着たり脱いだりするとき(n=4)

家の中を移動するとき(n=1)

学校に行くとき、帰ってくるとき(n=9)

買い物に出かけるとき(n=14)

遊びで出かけるとき(n=11)

その他(n=3)

無回答(n=0)

n=25

28.0%

56.0%

8.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

とくに介助・援助は受けていない(n=7)

父、母(n=14)

祖父、祖母(n=2)

兄弟姉妹(n=0)

おい、めい(n=0)

近所の人(n=0)

その他(n=1)

無回答(n=1)
n=25
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問６ あなたを主に介助・援助している方から介助・援助を受けられないときはどうしますか。（○は

いくつでも） 

主な介助者・援助者が不在の場合、「同居している家族に頼む」が 52.0％と最も高く、次い

で「同居していない家族や親せきに頼む」が 40.0％、「福祉サービス事業所の職員に頼む」が

24.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《障害の状況についておききします》 
 

問７ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

「療育手帳を持っている」が 92.0％と最も高く、次いで「発達障害（自閉症、アスペルガ

ー症候群、学習障害、注意欠陥多動性障害など）と診断されたことがある」が 32.0％、「身体

障害者手帳を持っている」が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

52.0%

40.0%

16.0%

0.0%

8.0%

24.0%

16.0%

12.0%

12.0%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80%

同居している家族に頼む(n=13)

同居していない家族や親せきに頼む(n=10)

近所の人や友人・知人に頼む(n=4)

ボランティアに頼む(n=0)

ホームヘルパーに頼む(n=2)

福祉サービス事業所の職員に頼む(n=6)

福祉サービス事業所に短期入所して介助・援助を受ける(n=4)

ひとりでなんとかする(n=3)

その他(n=3)

無回答(n=3)

n=25

16.0%

92.0%

4.0%

8.0%

0.0%

32.0%

4.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

身体障害者手帳を持っている(n=4)

療育手帳を持っている(n=23)

精神障害者保健福祉手帳を持っている(n=1)

国または埼玉県が指定する特定疾病等（難病等）を患っている(n=2)

高次脳機能障害と診断されたことがある(n=0)

発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性

障害など）と診断されたことがある(n=8)

上記にあてはまるものはない(n=1)

無回答(n=1)
n=25
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問８ 障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認定を受けた

ことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 28.0％となっています。また、区分に

ついては、７件中「区分６」、「申請中」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

現在の生活で困っている事や悩んでいることについては、「特にない」が 36.0％と最も高

く、次いで「気軽に相談するところがない」、「休日の過ごし方」がそれぞれ 32.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

48.0% 28.0% 12.0% 12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない(n=12) ある(n=7) わからない(n=3) 無回答(n=3)

n=25

4.0%

0.0%

32.0%

4.0%

4.0%

4.0%

20.0%

4.0%

12.0%

12.0%

0.0%

12.0%

16.0%

32.0%

12.0%

36.0%

8.0%

0% 20% 40% 60%

介助してくれる人がいない(n=1)

十分な教育が受けられない(n=0)

気軽に相談するところがない(n=8)

訓練が十分にできない(n=1)

住んでいる家で使いにくいところがある(n=1)

働く場がない(n=1)

生活費が足りない(n=5)

結婚について(n=1)

外出がしにくい(n=3)

公共の乗り物の利用が難しい(n=3)

医療費が多くかかる(n=0)

診療してくれる医療機関が少ない(n=3)

周りの人の理解が少ない(n=4)

休日の過ごし方(n=8)

その他(n=3)

特にない(n=9)

無回答(n=2)

n=25

区
分
１

区
分
２

区
分
３

区
分
４

区
分
５

区
分
６

非
該
当

申
請
中

無
回
答

0 1 0 0 1 2 0 2 1

n=7
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《相談や情報入手についておききします》 
 

問10 ふだん、悩みや困ったことなどをどなたに相談しますか。（○はいくつでも） 

主な介助者・援助者については、「家族等の同居人」が 80.0％と最も高く、次いで「職場や

学校の人」が 56.0％、「友人・知人・近所の人」が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問10で「相談したいが、できない」に○をつけた方におききします］ 

問11 相談できない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

相談できない理由については、２件中「どこ（誰）に相談していいかわからない」、「その

他」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

80.0%

4.0%

20.0%

56.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

4.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

4.0%

8.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族等の同居人(n=20)

親せき(n=1)

友人・知人・近所の人(n=5)

職場や学校の人(n=14)

施設や作業所の職員(n=0)

身体障害者・知的障害者相談員(n=0)

ボランティア(n=0)

民生委員(n=0)

相談支援事業所の相談員(n=1)

病院・医師・看護師等(n=1)

市役所の担当窓口(n=0)

市の障害者相談支援センター(n=0)

保健所(n=0)

県の担当窓口（県リハビリテーションセンター等）(n=0)

その他(n=1)

誰かに相談することはまれである(n=1)

相談したいが、できない(n=2)

無回答(n=1)

n=25

ど
こ

（
誰

）
に
相
談

し
て
い
い
か
わ
か
ら

な
い

身
近
な
と
こ
ろ
に
相

談
で
き
る
と
こ
ろ
が

な
い

相
談
し
て
も
満
足
の

い
く
回
答
が
も
ら
え

な
い

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保
護

の
不
安
が
あ
る

夜
間
や
休
日
な
ど
に

相
談
す
る
と
こ
ろ
が

な
い

相
談
す
る
こ
と
に
た

め
ら
い
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

1 0 0 0 0 0 1 0

n=2
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［ここからは、全員におききします］ 

問12 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。

（○はいくつでも） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市・県の広報」が 52.0％

と最も高く、次いで「家族や仲間の話」が 48.0％、「市や県が発行する資料やパンフレット」、

「障害者の施設や団体等の機関紙やパンフレット」がそれぞれ 28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問13 福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面はどんなときですか。（○は３つまで） 

福祉の手続きが難しいと感じることについては、「必要な手続きが多く、手間がかかる」が

76.0％と最も高く、次いで「制度が複雑でわかりにくい」が 52.0％、「自分で手続きをするの

は難しい」が 28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

52.0%

28.0%

4.0%

4.0%

0.0%

8.0%

4.0%

28.0%

48.0%

16.0%

8.0%

8.0%

0.0%

0% 20% 40% 60%

市・県の広報(n=13)

市や県が発行する資料やパンフレット(n=7)

市や県への問い合わせ(n=1)

医療機関(n=1)

その他の相談機関(n=0)

テレビ・ラジオ(n=2)

新聞や雑誌の福祉の関連記事(n=1)

障害者の施設や団体等の機関紙やパンフレット(n=7)

家族や仲間の話(n=12)

パソコンやスマートフォン、携帯電話(n=4)

その他(n=2)

サービスの内容について知る手段がない(n=2)

無回答(n=0)

n=25

76.0%

52.0%

16.0%

28.0%

20.0%

12.0%

20.0%

0.0%

12.0%

8.0%

4.0%

0% 20% 40% 60% 80%

必要な手続きが多く、手間がかかる(n=19)

制度が複雑でわかりにくい(n=13)

市役所本庁舎まで手続きに行くことが難しい(n=4)

自分で手続きをするのは難しい(n=7)

自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい(n=5)

専門用語（福祉のことば）がわからない(n=3)

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない(n=5)

事業者との契約が難しい(n=0)

その他(n=3)

難しいと感じることはない(n=2)

無回答(n=1)

n=25
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問14 あなたの代わりに誰が福祉の手続きを行っていますか。（○はいくつでも） 

福祉の手続きをあなたの代わりに誰が行っているかについては、「父、母」が 96.0％と最も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問15 あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（○はい

くつでも） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについて、「難しい言葉や早口

で話されるとわかりにくい」が 48.0％と最も高く、次いで「複雑な文章表現がわかりにくい」

が 36.0％、「話をうまく組み立てられない、うまく質問できない」が 32.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

4.0%

0.0%

96.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

4.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分で行っている(n=1)

配偶者（夫または妻）(n=0)

父、母(n=24)

兄弟姉妹(n=0)

その他の親せき(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

ホームヘルパー(n=0)

福祉サービス事業所の職員(n=1)

相談員(n=1)

ケアマネジャー(n=0)

後見人(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=0)

n=25

12.0%

4.0%

4.0%

8.0%

0.0%

0.0%

4.0%

4.0%

32.0%

8.0%

4.0%

36.0%

48.0%

4.0%

0.0%

12.0%

12.0%

28.0%

8.0%

20.0%

8.0%

0% 20% 40% 60%

案内表示がわかりにくい(n=3)

音声情報が少ない(n=1)

文字情報が少ない(n=1)

問い合わせ先の情報にファクス番号やメールアドレスの記載がない(n=2)

公共施設にヒアリングループが少ない(n=0)

公共施設にＯＨＰ、ＯＨＣなどの設備が少ない(n=0)

要約筆記者がいない(n=1)

手話通訳者がいない(n=1)

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない(n=8)

相手が介助者と話してしまう(n=2)

知りたい情報がインターネットにしか掲載されていない(n=1)

複雑な文章表現がわかりにくい(n=9)

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい(n=12)

パソコンやスマートフォン、携帯電話などを利用したいが、金銭的理由により利用

できない(n=1)

パソコンやスマートフォン、携帯電話などを利用したいが、操作がわからない (n=0)

欲しい福祉サービスについての情報がない、内容がわかりにくい(n=3)

欲しい障害者向けのイベントについての情報がない、内容がわかりにくい(n=3)

どこに何を相談したらよいかわからない(n=7)

その他(n=2)

特に困ることはない(n=5)

無回答(n=2)

n=25
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《学校卒業後の日中の過ごし方についておききします》 
 

問16 学校を卒業したら、どのように日中を過ごしたいと思いますか。過ごしたいと思うところ（過ご

し方）を選んで○をつけてください。（○はいくつでもつけていただいてかまいません） 

卒業後の日中を過ごし方について、「すぐに一般企業などで働きたい」が 36.0％と最も高

く、次いで「事業所（施設）内や企業において作業や実習、適性にあった職場探しや就労後の

職場定着のための支援を受けたい」が 32.0％、「一般企業などで働くことはむずかしいが、働

きたいと思っているので、事業所（施設）内で働いたり、生産活動をしながら過ごしたい」が

28.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 

H28調査（前回） R1調査（今回） 

すぐに一般企業などで働きたい 33.3% すぐに一般企業などで働きたい 36.0% 

事業所（施設）で、入浴、排せつ、食事の

介護を受けながら、創作的活動や生産活動

を行いたい 

30.3% 

事業所（施設）内や企業において作業や

実習、適性にあった職場探しや就労後の

職場定着のための支援を受けたい 

32.0% 

事業所（施設）内や企業において作業や実

習、適正にあった職場探しや就労後の職場

定着のための支援を受けたい 

27.3% 

一般企業などで働くことはむずかしい

が、働きたいと思っているので、事業所

（施設）内で働いたり、生産活動をしな

がら過ごしたい 

28.0% 

一般企業などで働くことはむずかしいが、

働きたいと思っているので、事業所（施設）

内で働いたり、生産活動をしながら過ごし

たい 

27.3% 

自立した日常生活または社会生活ができ

るよう、一定期間、身体機能または生活

能力の向上のために必要な訓練を受けた

い 

20.0% 

創作的活動や生産活動を行ったり、社会と

の交流を行ったりするところで過ごした

い 

24.2% 

事業所（施設）で、入浴、排せつ、食事の

介護を受けながら、創作的活動や生産活

動を行いたい 

12.0% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

   

8.0%

36.0%

12.0%

0.0%

20.0%

32.0%

28.0%

8.0%

8.0%

4.0%

4.0%

0% 20% 40% 60%

専門学校や大学などで勉強したい(n=2)

すぐに一般企業などで働きたい(n=9)

事業所（施設）で、入浴、排せつ、食事の介護を受けながら、創作的活動や

生産活動を行いたい(n=3)

病院などで、機能訓練、療養上の管理、看護、介護、日常生活の世話などを

受けながら過ごしたい(n=0)

自立した日常生活または社会生活ができるよう、一定期間、身体機能または

生活能力の向上のために必要な訓練を受けたい(n=5)

事業所（施設）内や企業において作業や実習、適性にあった職場探しや就労

後の職場定着のための支援を受けたい(n=8)

一般企業などで働くことはむずかしいが、働きたいと思っているので、事業所

（施設）内で働いたり、生産活動をしながら過ごしたい(n=7)

創作的活動や生産活動を行ったり、社会との交流などを行ったりするところ

で過ごしたい(n=2)

自宅で過ごしたい(n=2)

その他(n=1)

無回答(n=1)

n=25
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問17 今後、あなたは、一般の会社などで働いてみたいと思いますか。（卒業してすぐにではなく、将

来、さまざまな条件・支援が整った場合を想定してお答えください。）（○は１つ） 

一般企業での就労意向については、「一般企業などで働きたい」が 52.0％と最も高く、次い

で「一般企業ではなく、施設などで、同じ障害のある仲間といっしょに働きたい」が 24.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 17で「一般企業などで働きたい」または「一般企業ではなく、施設などで、同じ

障害のある仲間といっしょに働きたい」に○をつけた方におききします］ 

問18 そのような働き方をするためには、どのような環境が整っていればよいと思いますか。また、ど

のような支援が必要になると思いますか。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

   

52.0%

24.0%

0.0%

8.0%

8.0%

8.0%

0% 20% 40% 60%

一般企業などで働きたい(n=13)

一般企業ではなく、施設などで、同じ障害のある仲間といっしょに

働きたい(n=6)

働きたくない(n=0)

その他(n=2)

わからない(n=2)

無回答(n=2)
n=25
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［ここからは、全員におききします］ 

問19 将来（今後）、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）、暮らし方の希望については、「自宅で家族といっしょに暮らしたい」が 76.0％

と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20 そのような暮らしをするためには、どのような支援が必要になると思いますか。 

また、不安な点などがありましたら、自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

   

76.0%

8.0%

8.0%

4.0%

4.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

自宅で家族といっしょに暮らしたい(n=19)

アパートなどで一人で暮らしたい(n=2)

夜間や休日、介護や日常生活の援助を受けながら共同生活する

住居で暮らしたい(n=2)

施設に入所して暮らしたい(n=1)

その他(n=1)

無回答(n=0)
n=25
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《福祉サービスについておききします》 
 

問21 福祉サービスの利用の状況、今後の利用希望について、1～29のサービスごとに、それぞれお答

えください。（○は、1～29のサービスごとに、記入例を参考に記入してください。） ※福祉サー

ビスの詳細は、この設問の次の「福祉サービスの説明」を参照ください。 

以前利用していた（今は利用していない）福祉サービスについては、「補装具費の支給」、

「日中一時支援」がそれぞれ 20.0％となっています。現在の利用状況については、「就労移行

支援」が 20.0％となっています。今後の利用希望については、「就労定着支援」、「計画相談支

援」がそれぞれ 32.0％となっています。 

 

■以前利用していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

8.0%

8.0%

12.0%

8.0%

8.0%

8.0%

8.0%

8.0%

8.0%

8.0%

12.0%

12.0%

12.0%

8.0%

8.0%

8.0%

8.0%

8.0%

12.0%

20.0%

8.0%

8.0%

8.0%

8.0%

12.0%

8.0%

20.0%

8.0%

8.0%

92.0%

92.0%

88.0%

92.0%

92.0%

92.0%

92.0%

92.0%

92.0%

92.0%

88.0%

88.0%

88.0%

92.0%

92.0%

92.0%

92.0%

92.0%

88.0%

80.0%

92.0%

92.0%

92.0%

92.0%

88.0%

92.0%

80.0%

92.0%

92.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=25）

重度訪問介護（n=25）

行動援護（n=25）

同行援護（n=25）

短期入所（ショートステイ）（n=25）

重度障害者等包括支援（n=25）

療養介護（n=25）

生活介護（n=25）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=25）

宿泊型自立訓練（n=25）

就労移行支援（n=25）

就労継続支援Ａ型（n=25）

就労継続支援Ｂ型（n=25）

就労定着支援（n=25）

施設入所支援（n=25）

共同生活援助（グループホーム）（n=25）

自立生活援助（n=25）

計画相談支援（n=25）

地域相談支援（n=25）

補装具費の支給（n=25）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=25）

基本相談支援（n=25）

意思疎通支援（n=25）

日常生活用具費の支給（n=25）

移動支援（n=25）

地域活動支援センター（n=25）

日中一時支援（n=25）

全身性障害者介護人派遣事業（n=25）

障害者等生活サポート事業（n=25）

以前利用していた（今は利用していない） 無回答
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■現在の利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

8.0%

4.0%

12.0%

4.0%

20.0%

4.0%

4.0%

4.0%

12.0%

4.0%

4.0%

8.0%

8.0%

4.0%

4.0%

16.0%

60.0%

40.0%

52.0%

48.0%

60.0%

40.0%

48.0%

56.0%

56.0%

44.0%

60.0%

68.0%

68.0%

72.0%

68.0%

76.0%

68.0%

40.0%

52.0%

40.0%

44.0%

36.0%

44.0%

40.0%

40.0%

44.0%

48.0%

36.0%

48.0%

20.0%

32.0%

24.0%

32.0%

12.0%

36.0%

28.0%

20.0%

20.0%

36.0%

8.0%

12.0%

8.0%

16.0%

12.0%

4.0%

20.0%

32.0%

28.0%

28.0%

28.0%

48.0%

44.0%

36.0%

36.0%

40.0%

32.0%

52.0%

24.0%

12.0%

28.0%

24.0%

16.0%

16.0%

24.0%

24.0%

24.0%

24.0%

16.0%

12.0%

16.0%

20.0%

12.0%

16.0%

20.0%

12.0%

16.0%

16.0%

28.0%

20.0%

8.0%

12.0%

24.0%

20.0%

12.0%

20.0%

12.0%

12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=25）

重度訪問介護（n=25）

行動援護（n=25）

同行援護（n=25）

短期入所（ショートステイ）（n=25）

重度障害者等包括支援（n=25）

療養介護（n=25）

生活介護（n=25）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=25）

宿泊型自立訓練（n=25）

就労移行支援（n=25）

就労継続支援Ａ型（n=25）

就労継続支援Ｂ型（n=25）

就労定着支援（n=25）

施設入所支援（n=25）

共同生活援助（グループホーム）（n=25）

自立生活援助（n=25）

計画相談支援（n=25）

地域相談支援（n=25）

補装具費の支給（n=25）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=25）

基本相談支援（n=25）

意思疎通支援（n=25）

日常生活用具費の支給（n=25）

移動支援（n=25）

地域活動支援センター（n=25）

日中一時支援（n=25）

全身性障害者介護人派遣事業（n=25）

障害者等生活サポート事業（n=25）

現在：知っていた：利用している 現在：知っていた：利用していない

現在：知らなかった 無回答
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■今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

   

16.0%

20.0%

8.0%

28.0%

12.0%

4.0%

24.0%

12.0%

16.0%

24.0%

20.0%

24.0%

32.0%

12.0%

24.0%

24.0%

32.0%

20.0%

8.0%

8.0%

28.0%

8.0%

20.0%

24.0%

16.0%

20.0%

24.0%

44.0%

64.0%

48.0%

48.0%

32.0%

52.0%

60.0%

40.0%

44.0%

40.0%

28.0%

32.0%

36.0%

24.0%

40.0%

40.0%

28.0%

32.0%

32.0%

56.0%

52.0%

28.0%

40.0%

40.0%

40.0%

32.0%

40.0%

56.0%

36.0%

40.0%

36.0%

32.0%

44.0%

40.0%

36.0%

36.0%

36.0%

44.0%

44.0%

48.0%

48.0%

40.0%

44.0%

48.0%

36.0%

48.0%

36.0%

48.0%

36.0%

40.0%

44.0%

52.0%

40.0%

36.0%

52.0%

40.0%

44.0%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=25）

重度訪問介護（n=25）

行動援護（n=25）

同行援護（n=25）

短期入所（ショートステイ）（n=25）

重度障害者等包括支援（n=25）

療養介護（n=25）

生活介護（n=25）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=25）

宿泊型自立訓練（n=25）

就労移行支援（n=25）

就労継続支援Ａ型（n=25）

就労継続支援Ｂ型（n=25）

就労定着支援（n=25）

施設入所支援（n=25）

共同生活援助（グループホーム）（n=25）

自立生活援助（n=25）

計画相談支援（n=25）

地域相談支援（n=25）

補装具費の支給（n=25）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=25）

基本相談支援（n=25）

意思疎通支援（n=25）

日常生活用具費の支給（n=25）

移動支援（n=25）

地域活動支援センター（n=25）

日中一時支援（n=25）

全身性障害者介護人派遣事業（n=25）

障害者等生活サポート事業（n=25）

今後：利用したい 今後：利用しない 無回答
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■以前の利用、現在の利用状況、今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

居宅介護（ホームヘルプサービス） 25 8.0% 92.0% 8.0% 60.0% 20.0% 12.0% 16.0% 44.0% 40.0%

重度訪問介護 25 8.0% 92.0% 0.0% 40.0% 32.0% 28.0% 0.0% 64.0% 36.0%

行動援護 25 12.0% 88.0% 0.0% 52.0% 24.0% 24.0% 20.0% 48.0% 32.0%

同行援護 25 8.0% 92.0% 4.0% 48.0% 32.0% 16.0% 8.0% 48.0% 44.0%

短期入所（ショートステイ） 25 8.0% 92.0% 12.0% 60.0% 12.0% 16.0% 28.0% 32.0% 40.0%

重度障害者等包括支援 25 8.0% 92.0% 0.0% 40.0% 36.0% 24.0% 12.0% 52.0% 36.0%

療養介護 25 8.0% 92.0% 0.0% 48.0% 28.0% 24.0% 4.0% 60.0% 36.0%

生活介護 25 8.0% 92.0% 0.0% 56.0% 20.0% 24.0% 24.0% 40.0% 36.0%

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 25 8.0% 92.0% 0.0% 56.0% 20.0% 24.0% 12.0% 44.0% 44.0%

宿泊型自立訓練 25 8.0% 92.0% 4.0% 44.0% 36.0% 16.0% 16.0% 40.0% 44.0%

就労移行支援 25 12.0% 88.0% 20.0% 60.0% 8.0% 12.0% 24.0% 28.0% 48.0%

就労継続支援Ａ型 25 12.0% 88.0% 4.0% 68.0% 12.0% 16.0% 20.0% 32.0% 48.0%

就労継続支援Ｂ型 25 12.0% 88.0% 4.0% 68.0% 8.0% 20.0% 24.0% 36.0% 40.0%

就労定着支援 25 8.0% 92.0% 0.0% 72.0% 16.0% 12.0% 32.0% 24.0% 44.0%

施設入所支援 25 8.0% 92.0% 4.0% 68.0% 12.0% 16.0% 12.0% 40.0% 48.0%

共同生活援助（グループホーム） 25 8.0% 92.0% 0.0% 76.0% 4.0% 20.0% 24.0% 40.0% 36.0%

自立生活援助 25 8.0% 92.0% 0.0% 68.0% 20.0% 12.0% 24.0% 28.0% 48.0%

計画相談支援 25 8.0% 92.0% 12.0% 40.0% 32.0% 16.0% 32.0% 32.0% 36.0%

地域相談支援 25 12.0% 88.0% 4.0% 52.0% 28.0% 16.0% 20.0% 32.0% 48.0%

補装具費の支給 25 20.0% 80.0% 4.0% 40.0% 28.0% 28.0% 8.0% 56.0% 36.0%

自立支援医療（更生・育成・精神通院） 25 8.0% 92.0% 8.0% 44.0% 28.0% 20.0% 8.0% 52.0% 40.0%

基本相談支援 25 8.0% 92.0% 8.0% 36.0% 48.0% 8.0% 28.0% 28.0% 44.0%

意思疎通支援 25 8.0% 92.0% 0.0% 44.0% 44.0% 12.0% 8.0% 40.0% 52.0%

日常生活用具費の支給 25 8.0% 92.0% 0.0% 40.0% 36.0% 24.0% 20.0% 40.0% 40.0%

移動支援 25 12.0% 88.0% 4.0% 40.0% 36.0% 20.0% 24.0% 40.0% 36.0%

地域活動支援センター 25 8.0% 92.0% 4.0% 44.0% 40.0% 12.0% 16.0% 32.0% 52.0%

日中一時支援 25 20.0% 80.0% 0.0% 48.0% 32.0% 20.0% 20.0% 40.0% 40.0%

全身性障害者介護人派遣事業 25 8.0% 92.0% 0.0% 36.0% 52.0% 12.0% 0.0% 56.0% 44.0%

障害者等生活サポート事業 25 8.0% 92.0% 16.0% 48.0% 24.0% 12.0% 24.0% 36.0% 40.0%

利
用
し
な
い

無
回
答

以前利用していた 現在の利用状況 今後の利用希望

以
前
利
用
し
て
い
た

（
今
は
利
用
し
て
い
な
い

）

無
回
答

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
る

）

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
な
い

）

知
ら
な
か

っ
た

無
回
答

利
用
し
た
い
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［問21のサービスで「現在：知っていた（利用している）」に〇をつけた方におききします］ 

問22 現在、利用しているサービスの事業所及び施設をどのような方法で探しましたか。（○はいくつ

でも） 

現在、利用しているサービスの事業所及び施設を探した方法については、12件中「家族・

知人の紹介」が４件、「相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含

む）」、「その他」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問21で「以前利用していた（今は利用していない）」に○をつけた方におききします］ 

問23 サービスを利用しなくなった理由は何ですか。主なもの１つについてお答えください。（○はい

くつでも） 

サービスを利用しなくなった理由については、８件中「その他」が３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用しなくなった主なサービス 

 

 

 

 

   

障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス

情
報
公
表
制
度
を
利

用
し
た

イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

（
事
業
所
の
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ
な
ど

）

相
談
員
や
ケ
ア
マ
ネ

ジ

ャ
ー

へ
の
相
談

（
川
越
市
障
害
者
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー

含

む

）

家
族
・
知
人
の
紹
介

そ
の
他

無
回
答

1 0 2 4 2 3

n=12

自
己
負
担
が
大
き

く

、
利
用
で
き
な
い

か
ら

支
給
要
件
に
該
当
し

な
い
か
ら

必
要
と
す
る
サ
ー

ビ

ス
が
な
い
か
ら

ど
の
よ
う
な
サ
ー

ビ

ス
が
あ
る
か
わ
か
ら

な
い
か
ら

利
用
の
仕
方
が
わ
か

ら
な
い
か
ら

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

0 0 0 0 0 3 0 5

n=8

利用しなくなったサービス名 件数
補装具費の支給 1

無回答 7

回答者数 8



調査結果 Ⅵ．特別支援学校高等部３年生 

－ 215 － 

《災害等についておききします》 
 

問24 火事や地震、風水害等の災害時に、避難できますか。（○は１つ） 

火事や地震、風水害等の災害時の避難について、「支援者がいるのでできる」が 36.0％と最

も高く、次いで「できない」が 24.0％、「１人でできる」が 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問24で「できない」に○をつけた方におききします］ 

問25 災害時に、避難できないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

災害時に避難できないと思う理由について、６件中「避難が必要かどうかわからない」が

５件、「支援者がいない」が４件、「避難所がわからない」、「災害情報が入らない」がそれぞれ

３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

20.0%

36.0%

24.0%

16.0%

4.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１人でできる(n=5)

支援者がいるのでできる(n=9)

できない(n=6)

わからない(n=4)

無回答(n=1) n=25

支
援
者
が
い
な
い

人
工
呼
吸
器
な
ど
の

医
療
機
器
が
必
要

避
難
所
が
遠
い

避
難
所
が
わ
か
ら
な

い

避
難
が
必
要
か
ど
う

か
わ
か
ら
な
い

災
害
情
報
が
入
ら
な

い
そ
の
他

無
回
答

4 0 1 3 5 3 0 0

n=6
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《差別や疎外感についておききします》 
 

問26 平成28年4月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が

施行され、行政機関や民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を

取り除くための配慮を求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされました。あ

なたは、この法律について知っていますか。（〇は１つ） 

平成 28 年４月から施行された「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が

64.0％と最も高く、次いで「法律の名前は知っているが、内容は知らない」が 20.0％、「法律

の名前も内容も知っている」が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問27 障害者差別あるいは合理的配慮に関することを、各市町村障害福祉担当課に相談することがで

きます。あなたはこのことをご存知ですか。（○は１つ） 

障害者差別あるいは合理的配慮に関することを各市町村障害福祉担当課へ相談することが

できることについては、「知らない」が 60.0％と最も高く、次いで「わからない」が 20.0％、

「知っている」が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 障害があることで、差別や疎外感を感じることがありますか。（○は１つ） 

差別や疎外感を感じることについては、「たまに感じる」が 48.0％と最も高く、次いで「わ

からない」が 28.0％、「ほとんど感じることはない」が 12.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

   

12.0% 20.0% 64.0% 4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前も内容も知っている(n=3)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=5)

知らない(n=16)

無回答(n=1)

n=25

12.0% 60.0% 20.0% 8.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている(n=3) 知らない(n=15) わからない(n=5) 無回答(n=2)

n=25

12.0% 48.0% 8.0% 28.0% 4.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど感じることはない(n=3) たまに感じる(n=12) いつも感じる(n=2)

わからない(n=7) 無回答(n=1)

n=25
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問29 具体的には、どのようなときに、差別や疎外感を感じますか。（○はいくつでも） 

どのようなときに、差別や疎外感を感じるかについては、「人との交流の場で（話の輪に入

れない/活動に参加できない等）」が 44.0％と最も高く、次いで「日常生活で（他人の視線を

感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等）」が 40.0％、「外出時や交通機関乗

車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）」が 16.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があると良いかについて具体的に教えてくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

   

40.0%

8.0%

12.0%

16.0%

44.0%

8.0%

40.0%

0% 20% 40% 60%

日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する誤

解がある等）(n=10)

仕事場で（会社・職場に理解されない等）(n=2)

学校で（通常の学級との交流が難しい等）(n=3)

外出時や交通機関乗車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）(n=4)

人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）(n=11)

その他(n=2)

無回答(n=10)

n=25
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問31 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が充実させていくべきことについて、「地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、

生活ホーム等）」、「経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）」がそれぞれ

32.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

8.0%

8.0%

12.0%

0.0%

0.0%

12.0%

8.0%

32.0%

12.0%

12.0%

28.0%

12.0%

16.0%

24.0%

28.0%

20.0%

8.0%

0.0%

4.0%

32.0%

4.0%

0.0%

16.0%

8.0%

12.0%

4.0%

0.0%

8.0%

12.0%

8.0%

12.0%

12.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等）(n=2)

在宅の給食サービスの充実（食事を家庭まで届ける）(n=2)

入所施設の整備（障害者支援施設）(n=3)

通所施設の整備(n=0)

保健医療サービスの充実（検診、専門的な機能回復訓練、訪問指導、医師会との連携等）(n=0)

自立のための訓練（身体機能・生活能力の向上を図る訓練)(n=3)

住宅の整備・改造のための支援(n=2)

地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等）(n=8)

暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等）(n=3)

療育・保育・教育の質の向上(n=3)

働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）(n=7)

一般企業以外での就労の場（就労継続支援等）(n=3)

地域での活動や余暇活動への参加のためのしくみづくり(n=4)

支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、

職業相談、計画相談等）(n=6)

身近なところで相談ができる相談窓口の整備(n=7)

福祉の手続きができる窓口の増設(n=5)

電子申請による手続きの簡素化(n=2)

財産管理の援助（財産保全サービス、成年後見制度等）(n=0)

ボランティアの育成(n=1)

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）(n=8)

情報通信分野の充実（パソコンの貸与、情報通信ネットワークの構築、公衆ファクス等）(n=1)

災害時における避難誘導体制の確立(n=0)

緊急時に受け入れ可能な拠点の整備(n=4)

介助者への支援（短期入所及び一時預かりの場の充実）(n=2)

障害のある人についての地域の事業者や住民の理解を深めるための活動（啓発、福祉教育等）

(n=3)

障害のある人へのコミュニケーション支援（手話通訳・要約筆記等）(n=1)

障害者団体の自立活動に対する行政の支援(n=0)

障害福祉サービスの情報提供(n=2)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=3)

その他(n=2)

特にない(n=3)

無回答(n=3)

n=25
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－ 219 － 

問32 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般について、「満足している（満足している＋少し満足している）」

が 36.0％となっています。また、「満足していない（あまり満足していない＋満足していな

い）」は 24.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要

望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

ご家族や援助（介助や手助け）をされている方へ 
 

あなたの立場（調査対象のご本人との関係）は次のうちどれですか。（○は 1つ） 

調査対象ご本人との関係については、「父母」が 72.0％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

72.0%

4.0%

0.0%

0.0%

8.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.0%

0% 20% 40% 60% 80%

父母(n=18)

子(n=1)

配偶者(n=0)

兄弟姉妹(n=0)

祖父母(n=2)

通所（入所）施設の職員(n=0)

親類(n=0)

同居者(n=0)

介助等事業者の職員(n=0)

通所（入所）施設の職員(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=4)

n=25

12.0% 24.0% 28.0% 4.0% 20.0% 12.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=3) 少し満足している(n=6) どちらともいえない(n=7)

あまり満足していない(n=1) 満足していない(n=5) 無回答(n=3)

n=25
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－ 220 － 

あなたの９月１日現在の年齢をご記入ください。 

介助や手助けをされている方の年齢については、「10 歳代」が 32.0％と最も高く、次いで

「40歳代」、「50歳代」がそれぞれ 20.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の援助の中で気づいた問題点や、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由にお書きくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

 

0.0%

32.0%

0.0%

4.0%

20.0%

20.0%

0.0%

4.0%

4.0%

16.0%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10歳代(n=8)

20歳代(n=0)

30歳代(n=1)

40歳代(n=5)

50歳代(n=5)

60歳代(n=0)

70歳代(n=1)

80歳以上(n=1)

無回答(n=4)

n=25



 

－ 221 － 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査結果 Ⅶ．グループホーム入居者 
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問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方は、「本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入」が 42.9％と最も

高く、次いで「本人が記入」が 25.0％、「本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入」が

22.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《あなた（宛名の方）の性別・年齢などについておききします》 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 71.4％、「女性」が 26.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの年齢（９月１日現在）を記入してください。 

年齢については、「40歳代」が 32.1％と最も高く、次いで「30歳代」が 21.4％、「50歳代」

が 19.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

25.0% 42.9% 22.6% 9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が記入(n=21)

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入(n=36)

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入(n=19)

無回答(n=8)

n=84

71.4% 26.2%

0.0%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=60) 女性(n=22) その他(n=0) 無回答(n=2)

n=84

0.0%

0.0%

7.1%

21.4%

32.1%

19.0%

15.5%

2.4%

0.0%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10歳代(n=0)

20歳代(n=6)

30歳代(n=18)

40歳代(n=27)

50歳代(n=16)

60歳代(n=13)

70歳代(n=2)

80歳以上(n=0)

無回答(n=2)

n=84
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《障害の状況についておききします》 
 

問４ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

「療育手帳を持っている」が 89.3％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認

定を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 70.2％となっています。また、区分と

しては、「区分６」が 47.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

   

10.7%

89.3%

10.7%

1.2%

0.0%

10.7%

2.4%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

身体障害者手帳を持っている(n=9)

療育手帳を持っている(n=75)

精神障害者保健福祉手帳を持っている(n=9)

国または埼玉県が指定する特定疾病等（難病等）を患っている(n=1)

高次脳機能障害と診断されたことがある(n=0)

発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性

障害など）と診断されたことがある(n=9)

上記にあてはまるものはない(n=2)

無回答(n=2)
n=84

1.2%

70.2% 16.7% 11.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない(n=1) ある(n=59) わからない(n=14) 無回答(n=10)

n=84

0.0%

6.8% 10.2% 22.0% 10.2% 47.5% 1.7%

0.0%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区分１(n=0) 区分２(n=4) 区分３(n=6) 区分４(n=13) 区分５(n=6)

区分６(n=28) 非該当(n=1) 申請中(n=0) 無回答(n=1)

n=59
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－ 224 － 

問６ 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

現在の生活で困っている事や悩んでいることについては、「外出がしにくい」が 35.7％と最

も高く、次いで「特にない」が 27.4％、「公共の乗り物の利用が難しい」が 25.0％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者・援助者については、「グループホームの世話人」が 90.5％と最も高くなってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

6.0%

2.4%

13.1%

3.6%

11.9%

3.6%

23.8%

16.7%

35.7%

25.0%

4.8%

7.1%

19.0%

23.8%

3.6%

27.4%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40%

介助してくれる人がいない(n=5)

十分な教育が受けられない(n=2)

気軽に相談するところがない(n=11)

訓練が十分にできない(n=3)

住んでいる家で使いにくいところがある(n=10)

働く場がない(n=3)

生活費が足りない(n=20)

結婚について(n=14)

外出がしにくい(n=30)

公共の乗り物の利用が難しい(n=21)

医療費が多くかかる(n=4)

診療してくれる医療機関が少ない(n=6)

周りの人の理解が少ない(n=16)

休日の過ごし方(n=20)

その他(n=3)

特にない(n=23)

無回答(n=6)

n=84

1.2%

90.5%

2.4%

0.0%

0.0%

0.0%

1.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.6%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

特に介助・援助は受けていない(n=1)

グループホームの世話人(n=76)

親(n=2)

配偶者(n=0)

子ども(n=0)

子どもの配偶者(n=0)

兄弟姉妹(n=1)

その他の親せき(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

ホームヘルパー(n=0)

ボランティア(n=0)

その他(n=3)

無回答(n=1)

n=84
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－ 225 － 

［介助・援助を受けている方におききします］ 

問８ どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 

介助・援助を受けている場面については、「家事（調理、掃除、洗濯）」が 78.0％と最も高

く、次いで「外出するとき」が 62.2％、「見守りが必要な状態のとき」が 43.9％となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［外出するとき、介助・援助を受けている方におききします］ 

問９ どのような目的で外出するときに介助・援助を受けていますか。具体的にお書きください。  
【自由記述編を参照】 

 

 

《将来の希望等についておききします》 
 

問10 将来（今後）、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）の暮らしについて、「現在と同じように暮らしたい」が 59.5％と最も高く、次

いで「アパート等で一人で暮らしたい」が 16.7％、「自宅で家族と一緒に暮らしたい」が 10.7％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12.2%

9.8%

22.0%

3.7%

4.9%

78.0%

62.2%

43.9%

11.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

食事をするとき(n=10)

トイレのとき(n=8)

入浴するとき(n=18)

衣服の着脱をするとき(n=3)

家の中を移動するとき(n=4)

家事（調理、掃除、洗濯）(n=64)

外出するとき(n=51)

見守りが必要な状態のとき(n=36)

その他(n=9)

無回答(n=0)

n=82

10.7%

16.7%

59.5%

3.6%

4.8%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自宅で家族と一緒に暮らしたい(n=9)

アパート等で一人で暮らしたい(n=14)

現在と同じように暮らしたい(n=50)

施設に入所して暮らしたい(n=3)

その他(n=4)

無回答(n=4) n=84
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－ 226 － 

問11 問10でお答えいただいたような暮らしをするためには、どのような支援が必要になると思いま

すか。また、不安な点などがありましたら、ご自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

《健康状態や医療についておききします》 
 

問12 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（○はいくつでも） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「特に困ったり不便に思う

ことはない」が 52.4％と最も高く、次いで「専門的な治療を行っている医療機関が身近にな

い」が 14.3％、「受診手続きや案内など、障害のある人への配慮が不十分」、「医療費の負担が

大きい」がそれぞれ 13.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.1%

14.3%

6.0%

1.2%

4.8%

4.8%

6.0%

0.0%

2.4%

11.9%

6.0%

10.7%

3.6%

2.4%

13.1%

7.1%

13.1%

4.8%

52.4%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

近所に診てくれる医師がいない(n=6)

専門的な治療を行っている医療機関が身近にない(n=12)

通院するときに付き添いをしてくれる人がいない(n=5)

診療や入院を断られる(n=1)

治療方針や薬の説明がなく主治医の考えだけで変えられてしまう(n=4)

自分や家族の話を聞いてもらえない(n=4)

気軽に往診を頼める医師がいない(n=5)

歯科診療を受けられない(n=0)

定期的に健康診断を受けられない(n=2)

障害のために症状が正確に伝わらず、必要な治療が受けられない

(n=10)

医療スタッフ（医師、看護師等）の障害に対する理解が不十分(n=5)

相手が介助者と話してしまう(n=9)

入院のとき付き添いや個室を強いられる(n=3)

入院のとき、個室であればしなくてよい拘束をされてしまう(n=2)

受診手続きや案内など、障害のある人への配慮が不十分(n=11)

医療機関の建物が障害のある人に配慮した構造になっていない(n=6)

医療費の負担が大きい(n=11)

その他(n=4)

特に困ったり不便に思うことはない(n=44)

無回答(n=4)

n=84



調査結果 Ⅶ．グループホーム入居者 

－ 227 － 

問13 過去１年間に健康診断（健康診査）を受けましたか。（○はいくつでも） 

過去１年間の健康診断（健康診査）の受診については、「学校や福祉施設で健康診断を受け

た」が 60.7％と最も高く、次いで「勤務先で健康診断を受けた」が 25.0％、「市の健診・検

診を受けた」が 10.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問14 あなたは、以下の医療的ケアを受けていますか。（○はいくつでも） 

医療的ケアについては、「受けていない」が 77.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

77.4%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

22.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

受けていない(n=65)

経管栄養(n=0)

吸引(n=0)

ネブライザー(n=0)

気管切開部の衛生管理(n=0)

導尿(n=0)

酸素吸入(n=0)

人工呼吸器(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=19)

n=84

10.7%

1.2%

25.0%

60.7%

3.6%

8.3%

0.0%

1.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

市の健診・検診を受けた(n=9)

人間ドック等を受けた(n=1)

勤務先で健康診断を受けた(n=21)

学校や福祉施設で健康診断を受けた(n=51)

その他の場所で健康診断を受けた(n=3)

健康診断は受けていない(n=7)

わからない(n=0)

無回答(n=1)
n=84
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－ 228 － 

問15 医療的ケアの実施者はどなたですか。（○はいくつでも） 

医療的ケアの実施者については、回答はありませんでした。 

 

 

 

 

《雇用・就労についておききします》 
 

問16 現在、仕事に従事している方におききします。従事している期間はどれくらいですか。（○は１

つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「５年以上」が

52.4％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

2.4%

2.4%

4.8%

52.4%

3.6%

34.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１年未満(n=2)

１年以上３年未満(n=2)

３年以上５年未満(n=4)

５年以上(n=44)

その他(n=3)

無回答(n=29)
n=84
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問17 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「就労継続支援等での福祉的就労」が 44.0％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問18 現在、あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。あてはまるものすべてに○をつ

けてください。（○はいくつでも） 

現在、生活を支えている収入については、「障害年金」が 48.8％と最も高く、次いで「就労

継続支援施設や作業所の工賃」が 34.5％、「給与・賃金」が 28.6％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

28.6%

1.2%

34.5%

25.0%

8.3%

48.8%

20.2%

2.4%

15.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

給与・賃金(n=24)

事業収入(n=1)

就労継続支援施設や作業所の工賃(n=29)

家族からの仕送り・援助(n=21)

年金(n=7)

障害年金(n=41)

生活保護(n=17)

その他(n=2)

無回答(n=13)

n=84

8.3%

4.8%

0.0%

0.0%

0.0%

44.0%

6.0%

36.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

会社員・公務員・団体職員(n=7)

臨時・パート・アルバイト・日雇い(n=4)

自営業(n=0)

自営業の手伝い(n=0)

家庭内職(n=0)

就労継続支援等での福祉的就労(n=37)

その他(n=5)

無回答(n=31)

n=84
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問19 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の収入の額については、「わからない・その他」が 34.5％と最も高く、次いで

「年収 100万円未満」が 23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《情報入手についておききします》 
 

問20 福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面はどんなときですか。（○は３つまで） 

手続きが難しいと感じることについては、「自分で手続きをするのは難しい」が 64.3％と最

も高く、次いで「必要な手続きが多く、手間がかかる」が 42.9％、「制度が複雑でわかりにく

い」が 31.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

0.0%

0.0%

2.4%

7.1%

3.6%

9.5%

23.8%

34.5%

19.0%

0% 10% 20% 30% 40%

年収500万円以上

年収300万円以上500万円未満

年収200万円以上300万円未満

年収150万円以上200万円未満

年収125万円以上150万円未満

年収100万円以上125万円未満

年収100万円未満

わからない・その他

無回答

n=84

42.9%

31.0%

16.7%

64.3%

27.4%

26.2%

4.8%

3.6%

4.8%

9.5%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

必要な手続きが多く、手間がかかる(n=36)

制度が複雑でわかりにくい(n=26)

市役所本庁舎まで手続きに行くことが難しい(n=14)

自分で手続きをするのは難しい(n=54)

自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい…

専門用語（福祉のことば）がわからない(n=22)

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない…

事業者との契約が難しい(n=3)

その他(n=4)

難しいと感じることはない(n=8)

無回答(n=7)

n=84



調査結果 Ⅶ．グループホーム入居者 

－ 231 － 

問21 あなたの代わりに誰が福祉の手続きを行っていますか。（○はいくつでも） 

福祉の手続きをあなたの代わりに誰が行っているかについては、「福祉サービス事業所の職

員」が 81.0％と最も高く、次いで「相談員」が 51.2％、「父、母」が 27.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

3.6%

0.0%

1.2%

27.4%

13.1%

4.8%

0.0%

3.6%

81.0%

51.2%

1.2%

3.6%

3.6%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

自分で行っている(n=3)

配偶者（夫または妻）(n=0)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=1)

父、母(n=23)

兄弟姉妹(n=11)

その他の親せき(n=4)

近所の人、知人・友人(n=0)

ホームヘルパー(n=3)

福祉サービス事業所の職員(n=68)

相談員(n=43)

ケアマネジャー(n=1)

後見人(n=3)

その他(n=3)

無回答(n=4)

n=84
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《福祉サービスについておききします》 
 

問22 福祉サービスの利用の状況、今後の利用希望について、1～29のサービスごとに、それぞれお答

えください。（○は、1～29のサービスごとに、記入例を参考に記入してください。） ※福祉サー

ビスの詳細は、この設問の次の「福祉サービスの説明」を参照ください。 

以前利用していた（今は利用していない）福祉サービスについては、「短期入所（ショート

ステイ）」が 8.3％となっています。現在の利用状況については、「共同生活援助（グループホ

ーム）」が 70.2％となっています。今後の利用希望については、「共同生活援助（グループホ

ーム）」が 36.9％、「生活介護」、「計画相談支援」がそれぞれ 27.4％となっています。 

■以前利用していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

3.6%

8.3%

3.6%

4.8%

96.4%

100.0%

98.8%

100.0%

91.7%

100.0%

98.8%

98.8%

97.6%

100.0%

97.6%

100.0%

96.4%

100.0%

98.8%

98.8%

100.0%

98.8%

98.8%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

100.0%

95.2%

97.6%

100.0%

100.0%

98.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=84）

重度訪問介護（n=84）

行動援護（n=84）

同行援護（n=84）

短期入所（ショートステイ）（n=84）

重度障害者等包括支援（n=84）

療養介護（n=84）

生活介護（n=84）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=84）

宿泊型自立訓練（n=84）

就労移行支援（n=84）

就労継続支援Ａ型（n=84）

就労継続支援Ｂ型（n=84）

就労定着支援（n=84）

施設入所支援（n=84）

共同生活援助（グループホーム）（n=84）

自立生活援助（n=84）

計画相談支援（n=84）

地域相談支援（n=84）

補装具費の支給（n=84）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=84）

基本相談支援（n=84）

意思疎通支援（n=84）

日常生活用具費の支給（n=84）

移動支援（n=84）

地域活動支援センター（n=84）

日中一時支援（n=84）

全身性障害者介護人派遣事業（n=84）

障害者等生活サポート事業（n=84）

以前利用していた（今は利用していない） 無回答
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■現在の利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

 

19.0%

14.3%

26.2%

3.6%

10.7%

15.5%

7.1%

70.2%

11.9%

45.2%

9.5%

17.9%

22.6%

8.3%

25.0%

3.6%

7.1%

29.8%

35.7%

25.0%

35.7%

35.7%

33.3%

32.1%

26.2%

34.5%

29.8%

34.5%

34.5%

27.4%

29.8%

34.5%

21.4%

8.3%

23.8%

31.0%

26.2%

15.5%

27.4%

27.4%

23.8%

29.8%

27.4%

29.8%

28.6%

19.0%

26.2%

23.8%

26.2%

20.2%

27.4%

28.6%

14.3%

21.4%

28.6%

22.6%

16.7%

19.0%

28.6%

15.5%

4.8%

25.0%

13.1%

23.8%

27.4%

17.9%

23.8%

31.0%

27.4%

10.7%

26.2%

31.0%

31.0%

23.8%

32.1%

36.9%

36.9%

35.7%

44.0%

39.3%

39.3%

33.3%

40.5%

40.5%

40.5%

38.1%

38.1%

40.5%

42.9%

23.8%

41.7%

33.3%

42.9%

39.3%

38.1%

38.1%

39.3%

36.9%

40.5%

40.5%

39.3%

39.3%

40.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=84）

重度訪問介護（n=84）

行動援護（n=84）

同行援護（n=84）

短期入所（ショートステイ）（n=84）

重度障害者等包括支援（n=84）

療養介護（n=84）

生活介護（n=84）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=84）

宿泊型自立訓練（n=84）

就労移行支援（n=84）

就労継続支援Ａ型（n=84）

就労継続支援Ｂ型（n=84）

就労定着支援（n=84）

施設入所支援（n=84）

共同生活援助（グループホーム）（n=84）

自立生活援助（n=84）

計画相談支援（n=84）

地域相談支援（n=84）

補装具費の支給（n=84）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=84）

基本相談支援（n=84）

意思疎通支援（n=84）

日常生活用具費の支給（n=84）

移動支援（n=84）

地域活動支援センター（n=84）

日中一時支援（n=84）

全身性障害者介護人派遣事業（n=84）

障害者等生活サポート事業（n=84）

現在：知っていた：利用している 現在：知っていた：利用していない

現在：知らなかった 無回答
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■今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

   

11.9%

11.9%

4.8%

3.6%

4.8%

27.4%

7.1%

7.1%

16.7%

15.5%

4.8%

8.3%

36.9%

11.9%

27.4%

10.7%

10.7%

20.2%

3.6%

21.4%

8.3%

6.0%

9.5%

27.4%

36.9%

27.4%

35.7%

34.5%

35.7%

33.3%

19.0%

31.0%

34.5%

29.8%

23.8%

26.2%

33.3%

28.6%

7.1%

27.4%

16.7%

29.8%

34.5%

29.8%

19.0%

38.1%

34.5%

22.6%

29.8%

32.1%

35.7%

28.6%

60.7%

60.7%

60.7%

59.5%

61.9%

63.1%

61.9%

53.6%

61.9%

63.1%

63.1%

59.5%

58.3%

61.9%

63.1%

56.0%

60.7%

56.0%

59.5%

63.1%

59.5%

60.7%

60.7%

61.9%

56.0%

61.9%

61.9%

63.1%

61.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=84）

重度訪問介護（n=84）

行動援護（n=84）

同行援護（n=84）

短期入所（ショートステイ）（n=84）

重度障害者等包括支援（n=84）

療養介護（n=84）

生活介護（n=84）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=84）

宿泊型自立訓練（n=84）

就労移行支援（n=84）

就労継続支援Ａ型（n=84）

就労継続支援Ｂ型（n=84）

就労定着支援（n=84）

施設入所支援（n=84）

共同生活援助（グループホーム）（n=84）

自立生活援助（n=84）

計画相談支援（n=84）

地域相談支援（n=84）

補装具費の支給（n=84）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=84）

基本相談支援（n=84）

意思疎通支援（n=84）

日常生活用具費の支給（n=84）

移動支援（n=84）

地域活動支援センター（n=84）

日中一時支援（n=84）

全身性障害者介護人派遣事業（n=84）

障害者等生活サポート事業（n=84）

今後：利用したい 今後：利用しない 無回答
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■以前の利用、現在の利用状況、今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

居宅介護（ホームヘルプサービス） 84 3.6% 96.4% 19.0% 29.8% 19.0% 32.1% 11.9% 27.4% 60.7%

重度訪問介護 84 0.0% 100.0% 1.2% 35.7% 26.2% 36.9% 2.4% 36.9% 60.7%

行動援護 84 1.2% 98.8% 14.3% 25.0% 23.8% 36.9% 11.9% 27.4% 60.7%

同行援護 84 0.0% 100.0% 2.4% 35.7% 26.2% 35.7% 4.8% 35.7% 59.5%

短期入所（ショートステイ） 84 8.3% 91.7% 0.0% 35.7% 20.2% 44.0% 3.6% 34.5% 61.9%

重度障害者等包括支援 84 0.0% 100.0% 0.0% 33.3% 27.4% 39.3% 1.2% 35.7% 63.1%

療養介護 84 1.2% 98.8% 0.0% 32.1% 28.6% 39.3% 4.8% 33.3% 61.9%

生活介護 84 1.2% 98.8% 26.2% 26.2% 14.3% 33.3% 27.4% 19.0% 53.6%

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 84 2.4% 97.6% 3.6% 34.5% 21.4% 40.5% 7.1% 31.0% 61.9%

宿泊型自立訓練 84 0.0% 100.0% 1.2% 29.8% 28.6% 40.5% 2.4% 34.5% 63.1%

就労移行支援 84 2.4% 97.6% 2.4% 34.5% 22.6% 40.5% 7.1% 29.8% 63.1%

就労継続支援Ａ型 84 0.0% 100.0% 10.7% 34.5% 16.7% 38.1% 16.7% 23.8% 59.5%

就労継続支援Ｂ型 84 3.6% 96.4% 15.5% 27.4% 19.0% 38.1% 15.5% 26.2% 58.3%

就労定着支援 84 0.0% 100.0% 1.2% 29.8% 28.6% 40.5% 4.8% 33.3% 61.9%

施設入所支援 84 1.2% 98.8% 7.1% 34.5% 15.5% 42.9% 8.3% 28.6% 63.1%

共同生活援助（グループホーム） 84 1.2% 98.8% 70.2% 1.2% 4.8% 23.8% 36.9% 7.1% 56.0%

自立生活援助 84 0.0% 100.0% 11.9% 21.4% 25.0% 41.7% 11.9% 27.4% 60.7%

計画相談支援 84 1.2% 98.8% 45.2% 8.3% 13.1% 33.3% 27.4% 16.7% 56.0%

地域相談支援 84 1.2% 98.8% 9.5% 23.8% 23.8% 42.9% 10.7% 29.8% 59.5%

補装具費の支給 84 0.0% 100.0% 2.4% 31.0% 27.4% 39.3% 2.4% 34.5% 63.1%

自立支援医療（更生・育成・精神通院） 84 0.0% 100.0% 17.9% 26.2% 17.9% 38.1% 10.7% 29.8% 59.5%

基本相談支援 84 0.0% 100.0% 22.6% 15.5% 23.8% 38.1% 20.2% 19.0% 60.7%

意思疎通支援 84 0.0% 100.0% 2.4% 27.4% 31.0% 39.3% 1.2% 38.1% 60.7%

日常生活用具費の支給 84 0.0% 100.0% 8.3% 27.4% 27.4% 36.9% 3.6% 34.5% 61.9%

移動支援 84 4.8% 95.2% 25.0% 23.8% 10.7% 40.5% 21.4% 22.6% 56.0%

地域活動支援センター 84 2.4% 97.6% 3.6% 29.8% 26.2% 40.5% 8.3% 29.8% 61.9%

日中一時支援 84 0.0% 100.0% 2.4% 27.4% 31.0% 39.3% 6.0% 32.1% 61.9%

全身性障害者介護人派遣事業 84 0.0% 100.0% 0.0% 29.8% 31.0% 39.3% 1.2% 35.7% 63.1%

障害者等生活サポート事業 84 1.2% 98.8% 7.1% 28.6% 23.8% 40.5% 9.5% 28.6% 61.9%

利
用
し
な
い

無
回
答

以前利用していた 現在の利用状況 今後の利用希望

以
前
利
用
し
て
い
た

（
今
は
利
用
し
て
い
な
い

）

無
回
答

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
る

）

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
な
い

）

知
ら
な
か

っ
た

無
回
答

利
用
し
た
い
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［問22のサービスで「現在：知っていた（利用している）」に〇をつけた方におききします］ 

問23 現在、利用しているサービスの事業所及び施設をどのような方法で探しましたか。（○はいくつ

でも） 

現在、利用しているサービスの事業所及び施設を探した方法については、「相談員やケアマ

ネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含む）」が 64.2％と最も高く、次いで「家

族・知人の紹介」が 20.9％、「その他」が 17.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問22で「以前利用していた（今は利用していない）」に○をつけた方におききします］ 

問24 サービスを利用しなくなった理由は何ですか。主なもの１つについてお答えください。（○はい

くつでも） 

サービスを利用しなくなった理由については、「わからない」が 31.6％と最も高く、次いで

「その他」が 15.8％、「利用の仕方がわからないから」が 10.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■利用しなくなった主なサービス 

 

 

 

 

   

0.0%

0.0%

64.2%

20.9%

17.9%

16.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

障害福祉サービス情報公表制度を利用した(n=0)

インターネット（事業所のホームページなど）(n=0)

相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談

支援センター含む）(n=43)

家族・知人の紹介(n=14)

その他(n=12)

無回答(n=11)
n=67

5.3%

5.3%

5.3%

5.3%

10.5%

15.8%

31.6%

31.6%

0% 10% 20% 30% 40%

自己負担が大きく、利用できないから(n=1)

支給要件に該当しないから(n=1)

必要とするサービスがないから(n=1)

どのようなサービスがあるかわからないから(n=1)

利用の仕方がわからないから(n=2)

その他(n=3)

わからない(n=6)

無回答(n=6)

n=19

利用しなくなったサービス名 件数
行動援護 1

施設入所支援、就労移行支援 1

就労B 1

無回答 16

回答者数 19
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《災害等についておききします》 
 

［全員におききします］ 

問25 火事や地震、風水害等の災害時に、避難できますか。（○は１つ） 

火事や地震、風水害等の災害時の避難について、「支援者がいるのでできる」が 48.8％と最

も高く、次いで「１人でできると思う」が 19.0％、「できない」が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問25で「できない」に○をつけた方におききします］ 

問26 災害時に、避難できないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

災害時に避難できないと思う理由について、「避難が必要かどうかわからない」が 50.0％と

最も高く、次いで「避難所がわからない」が 41.7％、「支援者がいない」、「避難所が遠い」が

それぞれ 25.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

19.0%

48.8%

14.3%

13.1%

4.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

１人でできると思う(n=16)

支援者がいるのでできる(n=41)

できない(n=12)

わからない(n=11)

無回答(n=4) n=84

25.0%

0.0%

25.0%

41.7%

50.0%

16.7%

8.3%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

支援者がいない(n=3)

人工呼吸器などの医療機器が必要(n=0)

避難所が遠い(n=3)

避難所がわからない(n=5)

避難が必要かどうかわからない(n=6)

災害情報が入らない(n=2)

その他(n=1)

無回答(n=0)
n=12
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問27 災害に備えた取り組みで、あてはまるものがありますか。（○はいくつでも） 

災害に備えた取り組みについては、「学校や職場、地域の避難訓練に参加している」が 44.0％

と最も高く、次いで「周辺の避難場所を知っている」が 28.6％、「特に何もしていない」が

21.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問28 災害時にどのような支援・援助があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にあるとよいと思う支援・援助については、「避難するのを手助けしてくれる」が

48.8％と最も高く、次いで「必要な投薬や治療を受けられる」が 47.6％、「救助や避難時に声

かけをしてくれる」が 34.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

2.4%

0.0%

28.6%

11.9%

44.0%

0.0%

7.1%

21.4%

10.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難行動要支援者名簿を知っている(n=2)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=0)

周辺の避難場所を知っている(n=24)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=10)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=37)

病院での離脱訓練（透析患者向けの災害時における訓練）を知っている

(n=0)

その他(n=6)

特に何もしていない(n=18)

無回答(n=9)
n=84

47.6%

13.1%

34.5%

48.8%

15.5%

13.1%

20.2%

15.5%

28.6%

3.6%

0.0%

11.9%

8.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

必要な投薬や治療を受けられる(n=40)

必要な補装具や日常生活用具を支給してくれる(n=11)

救助や避難時に声かけをしてくれる(n=29)

避難するのを手助けしてくれる(n=41)

被害状況、避難所の場所、物資の入手方法等の情報を知らせてくれる(n=13)

周囲の人とコミュニケーションがとれるよう手助けしてくれる(n=11)

避難所の設備（トイレ等）を充実させる(n=17)

避難所でプライバシーが守られる(n=13)

障害者や高齢者が優先的に避難できる避難所がある(n=24)

避難できない、または避難したくないので、自宅に支援物資などを届けてくれる

(n=3)

その他(n=0)

特にない(n=10)

無回答(n=7)

n=84
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《差別や疎外感等についておききします》 
 

問29 平成28年4月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が

施行され、行政機関や民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を

取り除くための配慮を求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされました。あ

なたは、この法律について知っていますか。（〇は１つ） 

平成 28 年４月から施行された「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が

79.8％と最も高くなっており、「法律の名前は知っているが、内容は知らない」は 10.7％、「法

律の名前も内容も知っている」は 4.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問30 障害者差別あるいは合理的配慮に関することを、各市町村障害福祉担当課に相談することがで

きます。あなたはこのことをご存知ですか。（○は１つ） 

障害者差別あるいは合理的配慮に関することを各市町村障害福祉担当課へ相談することが

できることについては、「知らない」が 58.3％と最も高くなっており、「わからない」が 26.2％、

「知っている」が 7.1％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

4.8% 10.7% 79.8% 4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前も内容も知っている(n=4)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=9)

知らない(n=67)

無回答(n=4)

n=84

7.1% 58.3% 26.2% 8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている(n=6) 知らない(n=49) わからない(n=22) 無回答(n=7)

n=84
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問31 障害があることで、差別や疎外感を感じることがありますか。（○は１つ） 

差別や疎外感を感じることについては、「わからない」が 52.4％と最も高く、次いで「たま

に感じる」が 23.8％、「ほとんど感じることはない」が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問32 具体的には、どのようなときに、差別や疎外感を感じますか。（○はいくつでも） 

どのようなときに、差別や疎外感を感じるかについては、「日常生活で（他人の視線を感じ

る/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等）」が 22.6％と最も高く、次いで「人との

交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）」が 8.3％、「仕事場で（会社・職場

に理解されない等）」、「その他」がそれぞれ 6.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問33 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があると良いかについて具体的に教えてくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

   

14.3% 23.8% 4.8% 52.4% 4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど感じることはない(n=12) たまに感じる(n=20)

いつも感じる(n=4) わからない(n=44)

無回答(n=4)

n=84

22.6%

6.0%

4.8%

4.8%

8.3%

6.0%

61.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する

誤解がある等）(n=19)

仕事場で（会社・職場に理解されない等）(n=5)

学校で（通常の学級との交流が難しい等）(n=4)

外出時や交通機関乗車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）(n=4)

人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）(n=7)

その他(n=5)

無回答(n=52)

n=84
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問34 成年後見制度とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能力が十分でない方の財産な

どの権利を守る制度です。あなたは、成年後見制度について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 64.3％と最も高く、次いで「聞いたことはあ

るが詳しくはわからない」が 22.6％、「知っているが、利用したことはない」が 6.0％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 あなたは、成年後見制度を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

「わからない」が 60.7％と最も高く、次いで「今は必要ないが、将来必要になったら活用

したい」が 23.8％、「すでに活用している」、「活用したいとは思わない」がそれぞれ 2.4％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1.2%

6.0% 22.6% 64.3% 6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または現在利用している）(n=1)

知っているが、利用したことはない(n=5)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=19)

知らない(n=54)

無回答(n=5)

n=84

2.4%

23.8%

2.4%

60.7% 10.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに活用している(n=2)

今は必要ないが、将来必要になったら活用したい(n=20)

活用したいとは思わない(n=2)

わからない(n=51)

無回答(n=9)

n=84
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《市の取り組み等についておききします》 
 

問36 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が充実させていくべきことについて、「地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、

生活ホーム等）」が 41.7％と最も高く、次いで「経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・

年金の拡充等）」が 27.4％、「在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等）」

が 23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

23.8%

3.6%

14.3%

13.1%

8.3%

9.5%

7.1%

41.7%

15.5%

1.2%

10.7%

8.3%

10.7%

10.7%

15.5%

7.1%

0.0%

10.7%

7.1%

27.4%

1.2%

10.7%

8.3%

2.4%

9.5%

2.4%

9.5%

7.1%

6.0%

2.4%

8.3%

19.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等）(n=20)

在宅の給食サービスの充実（食事を家庭まで届ける）(n=3)

入所施設の整備（障害者支援施設）(n=12)

通所施設の整備(n=11)

保健医療サービスの充実（検診、専門的な機能回復訓練、訪問指導、医師会との連携等）(n=7)

自立のための訓練（身体機能・生活能力の向上を図る訓練)(n=8)

住宅の整備・改造のための支援(n=6)

地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等）(n=35)

暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等）(n=13)

療育・保育・教育の質の向上(n=1)

働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）(n=9)

一般企業以外での就労の場（就労継続支援等）(n=7)

地域での活動や余暇活動への参加のためのしくみづくり(n=9)

支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、

職業相談、計画相談等）(n=9)

身近なところで相談ができる相談窓口の整備(n=13)

福祉の手続きができる窓口の増設(n=6)

電子申請による手続きの簡素化(n=0)

財産管理の援助（財産保全サービス、成年後見制度等）(n=9)

ボランティアの育成(n=6)

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）(n=23)

情報通信分野の充実（パソコンの貸与、情報通信ネットワークの構築、公衆ファクス等）(n=1)

災害時における避難誘導体制の確立(n=9)

緊急時に受け入れ可能な拠点の整備(n=7)

介助者への支援（短期入所及び一時預かりの場の充実）(n=2)

障害のある人についての地域の事業者や住民の理解を深めるための活動（啓発、福祉教育等）

(n=8)

障害のある人へのコミュニケーション支援（手話通訳・要約筆記等）(n=2)

障害者団体の自立活動に対する行政の支援(n=8)

障害福祉サービスの情報提供(n=6)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=5)

その他(n=2)

特にない(n=7)

無回答(n=16)

n=84
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問37 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般について、「満足している（満足している＋少し満足している）」

が 23.8％となっています。また、「満足していない（あまり満足していない＋満足していな

い）」は 14.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要

望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由にお書きください。（自由記入） 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

ご家族や援助（介助や手助け）をされている方へ 
 

あなたの立場（調査対象のご本人との関係）は次のうちどれですか。（○は 1つ） 

調査対象ご本人との関係については、「通所（入所）施設の職員」が 31.0％と最も高く、次

いで「介助等事業者の職員」が 28.6％、「父母」が 8.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

8.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

28.6%

31.0%

4.8%

27.4%

0% 10% 20% 30% 40%

父母(n=7)

子(n=0)

配偶者(n=0)

兄弟姉妹(n=0)

祖父母(n=0)

親類(n=0)

同居者(n=0)

介助等事業者の職員(n=24)

通所（入所）施設の職員(n=26)

その他(n=4)

無回答(n=23)

n=84

16.7% 7.1% 47.6% 7.1% 7.1% 14.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=14) 少し満足している(n=6) どちらともいえない(n=40)

あまり満足していない(n=6) 満足していない(n=6) 無回答(n=12)

n=84
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あなたの９月１日現在の年齢をご記入ください。 

介助や手助けをされている方の年齢については、「30 歳代」が 21.4％と最も高く、次いで

「20歳代」が 16.7％、「40歳代」が 14.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の援助の中で気づいた問題点や、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由にお書きくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0%

0.0%

16.7%

21.4%

14.3%

4.8%

8.3%

3.6%

0.0%

31.0%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10歳代(n=0)

20歳代(n=14)

30歳代(n=18)

40歳代(n=12)

50歳代(n=4)

60歳代(n=7)

70歳代(n=3)

80歳以上(n=0)

無回答(n=26)

n=84
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調査結果 Ⅷ．高次脳機能障害者 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



調査結果 Ⅷ．高次脳機能障害 

－ 246 － 

問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方は、「本人が記入」が４件、「本人の意向を考えながら、家族や介助

者が記入」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《あなた（宛名の方）の性別・年齢などについておききします》 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が７件となっており、「女性」の回答はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの年齢（９月１日現在）を記入してください。 

年齢については、「30 歳代」、「40 歳代」、「50 歳代」がそれぞれ２件、「70 代」が１件とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

本人が記入 4 57.1%

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入 1 14.3%

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入 2 28.6%

無回答 0 0.0%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

男性 7 100.0%

女性 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

10歳未満 0 0.0%

10歳代 0 0.0%

20歳代 0 0.0%

30歳代 2 28.6%

40歳代 2 28.6%

50歳代 2 28.6%

60歳代 0 0.0%

70歳代 1 14.3%

80歳以上 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7 100.0%
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問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が４件、「民間の賃貸住宅・借

家・借間・アパート」が３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（○はいくつでも） 

同居家族については、「父、母」が３件、「自分一人だけで暮らしている」、「配偶者（夫また

は妻）」、「子ども(子どもの配偶者も含む)」、「兄弟、姉妹」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

本人または家族の持ち家 4 57.1%

民間の賃貸住宅・借家・借間・アパート 3 42.9%

県営・市営住宅、公社・公団の賃貸住宅 0 0.0%

障害者グループホーム 0 0.0%

福祉施設 0 0.0%

病院 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

自分一人だけで暮らしている 2 28.6%

配偶者（夫または妻） 2 28.6%

子ども(子どもの配偶者も含む) 2 28.6%

父、母 3 42.9%

祖父、祖母 0 0.0%

兄弟、姉妹 2 28.6%

その他の親せき 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7
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《障害の状況についておききします》 
 

問６ お手持ちの「精神障害者保健福祉手帳」の等級は何級ですか。（○は１つ） 

「精神障害者保健福祉手帳」の等級については、「２級」、「３級」がそれぞれ３件、「１級」

が 1件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 高次脳機能障害と診断を受けたのは、何歳くらいのときですか。（○は１つ） 

高次脳機能障害と診断を受けた年齢については、「40代（40～49歳）」が３件、「20代（20

～29歳）」が２件、「30代（30～39歳）」、「60代（60～69歳）」がそれぞれ１件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問８ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

「身体障害者手帳を持っている」が４件、「上記にあてはまるものはない」が３件となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

１級 1 14.3%

２級 3 42.9%

３級 3 42.9%

持っていない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

１０歳未満 0 0.0%

１０代（１０～１９歳） 0 0.0%

２０代（２０～２９歳） 2 28.6%

３０代（３０～３９歳） 1 14.3%

４０代（４０～４９歳） 3 42.9%

５０代（５０～５９歳） 0 0.0%

６０代（６０～６９歳） 1 14.3%

７０歳以上 0 0.0%

診断は受けていない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

身体障害者手帳を持っている 4 57.1%

療育手帳を持っている 0 0.0%

国または埼玉県が指定する特定疾病等（難病等）を患っている 0 0.0%

発達障害（自閉症、アスペルガー症候群、学習障害、注意欠陥多動性障害など）と
診断されたことがある

0 0.0%

上記にあてはまるものはない 3 42.9%

無回答 0 0.0%

回答者数 7
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問９ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認

定を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ない」２件、「わからない」が３件となっていま

す。 

「障害支援区分」の回答はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問10 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

現在の生活で困っている事や悩んでいることについては、「気軽に相談するところがない」

が４件、「働く場がない」、「外出がしにくい」、「周りの人の理解が少ない」が２件となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 問10のようなときに、どのような支援があるとよいと思いますか。自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

   

項目 度数 構成比

ない 2 28.6%

ある 0 0.0%

わからない 3 42.9%

無回答 2 28.6%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

介助してくれる人がいない 1 14.3%

十分な教育が受けられない 0 0.0%

気軽に相談するところがない 4 57.1%

訓練が十分にできない 0 0.0%

住んでいる家で使いにくいところがある 1 14.3%

働く場がない 2 28.6%

生活費が足りない 1 14.3%

結婚について 0 0.0%

外出がしにくい 2 28.6%

公共の乗り物の利用が難しい 1 14.3%

医療費が多くかかる 1 14.3%

診療してくれる医療機関が少ない 1 14.3%

周りの人の理解が少ない 2 28.6%

休日の過ごし方 0 0.0%

その他 1 14.3%

特にない 1 14.3%

無回答 0 0.0%

回答者数 7
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《介助・援助の状況についておききします》 
 

問12 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者・援助者については、「配偶者」、「ホームヘルパー」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［介助・援助を受けている方におききします］ 

問13 どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 

介助・援助を受けている場面については、「食事をつくるとき」が５件、「洗濯（干し、取り

込みも含む）をするとき」が４件、「掃除するとき」、「買い物するとき」、「お金の管理をする

とき」がそれぞれ３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

特に介助・援助は受けていない 1 14.3%

親 1 14.3%

配偶者 2 28.6%

子ども 0 0.0%

子どもの配偶者 0 0.0%

兄弟姉妹 0 0.0%

その他の親せき 0 0.0%

近所の人、知人・友人 0 0.0%

ホームヘルパー 2 28.6%

ボランティア 0 0.0%

福祉サービス事業所の職員 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 1 14.3%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

食事をするとき 1 14.3%

食事をつくるとき 5 71.4%

掃除するとき 3 42.9%

通院するとき 2 28.6%

服薬のとき 1 14.3%

買い物するとき 3 42.9%

洗濯（干し、取り込みも含む）をするとき 4 57.1%

お金の管理をするとき 3 42.9%

外出をするとき 2 28.6%

人とコミュニケーションをとるとき 1 14.3%

見守りが必要な状態のとき 2 28.6%

その他 0 0.0%

無回答 2 28.6%

回答者数 7

非該当 0



調査結果 Ⅷ．高次脳機能障害 

－ 251 － 

問14 あなたを主に介助・援助している方から介助・援助を受けられないときはどうしますか。（○は

いくつでも） 

主な介助者・援助者が不在の場合、「同居している家族に頼む」、「同居していない家族や親

せきに頼む」、「福祉サービス事業所の職員に頼む」、「ひとりでなんとかする」、「その他」が

それぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《健康状態や医療についておききします》 
 

問15 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（○はいくつでも） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「障害のために症状が正確

に伝わらず、必要な治療が受けられない」が３件、「専門的な治療を行っている医療機関が身

近にない」、「特に困ったり不便に思うことはない」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

同居している家族に頼む 1 14.3%

同居していない家族や親せきに頼む 1 14.3%

近所の人や友人・知人に頼む 0 0.0%

ボランティアに頼む 0 0.0%

ホームヘルパーに頼む 0 0.0%

福祉サービス事業所の職員に頼む 1 14.3%

福祉サービス事業所に短期入所して介助・援助を受ける 0 0.0%

ひとりでなんとかする 1 14.3%

その他 1 14.3%

無回答 2 28.6%

回答者数 7

非該当 0

項目 度数 構成比

近所に診てくれる医師がいない 1 14.3%

専門的な治療を行っている医療機関が身近にない 2 28.6%

通院するときに付き添いをしてくれる人がいない 0 0.0%

診療や入院を断られる 0 0.0%

治療方針や薬の説明がなく主治医の考えだけで変えられてしまう 0 0.0%

自分や家族の話を聞いてもらえない 0 0.0%

気軽に往診を頼める医師がいない 0 0.0%

歯科診療を受けられない 0 0.0%

定期的に健康診断を受けられない 1 14.3%

障害のために症状が正確に伝わらず、必要な治療が受けられない 3 42.9%

医療スタッフ（医師、看護師等）の障害に対する理解が不十分 1 14.3%

相手が介助者と話してしまう 0 0.0%

入院のとき付き添いや個室を強いられる 0 0.0%

入院のとき、個室であればしなくてよい拘束をされてしまう 0 0.0%

受診手続きや案内など、障害のある人への配慮が不十分 0 0.0%

医療機関の建物が障害のある人に配慮した構造になっていない 0 0.0%

医療費の負担が大きい 1 14.3%

その他 0 0.0%

特に困ったり不便に思うことはない 2 28.6%

無回答 1 14.3%

回答者数 7



調査結果 Ⅷ．高次脳機能障害 

－ 252 － 

問16 過去１年間に健康診断（健康診査）を受けましたか。（○はいくつでも） 

過去１年間の健康診断（健康診査）の受診については、「勤務先で健康診断を受けた」、「わ

からない」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17 あなたは、以下の医療的ケアを受けていますか。（○はいくつでも） 

医療的ケアについては、「受けていない」が７件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問18 医療的ケアの実施者はどなたですか。（○はいくつでも） 

医療的ケアの実施者については、回答はありませんでした。 

 

 

   

項目 度数 構成比

市の健診・検診を受けた 1 14.3%

人間ドック等を受けた 1 14.3%

勤務先で健康診断を受けた 2 28.6%

学校や福祉施設で健康診断を受けた 0 0.0%

その他の場所で健康診断を受けた 1 14.3%

健康診断は受けていない 0 0.0%

わからない 2 28.6%

無回答 1 14.3%

回答者数 7

項目 度数 構成比

受けていない 7 100.0%

経管栄養 0 0.0%

吸引 0 0.0%

ネブライザー 0 0.0%

気管切開部の衛生管理 0 0.0%

導尿 0 0.0%

酸素吸入 0 0.0%

人工呼吸器 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7
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《外出や余暇の過ごし方についておききします》 
 

問19 あなたは、どのくらい外出しますか。通園、通学、通勤、通所、通院、買い物、日常の散歩等す

べて含めてお答えください。（○は１つ） 

外出の頻度については、「週に５日以上」が５件、「週に３～４日」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問20 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

外出の際に困っていることについては、「外出するとお金がかかる」が５件、「道路や建物・

駅に階段や段差が多い」、「自分の意思を理解してもらえない」、「自動車や自転車が多くて危

険を感じる」がそれぞれ３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

週に５日以上 5 71.4%

週に３～４日 2 28.6%

週に１～２日 0 0.0%

月に２～３日 0 0.0%

ほとんど外出しない 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

障害者用トイレが少ない 1 14.3%

道路や建物・駅に階段や段差が多い 3 42.9%

バスや電車の乗り降りが困難 2 28.6%

歩道が整備されていない 1 14.3%

障害者用の駐車スペースが少ない 0 0.0%

バスや電車内で運行状況の案内表示がない 0 0.0%

通路上に自転車や看板などの障害物があって通りにくい 2 28.6%

視覚障害者用誘導ブロックや音響式信号が不十分である 0 0.0%

音声情報以外の情報が少ない 0 0.0%

建物や施設の出入り口に視覚障害者用の盲導鈴や音声ガイドシステムの設置が少ない 0 0.0%

低い操作盤や手すり・鏡のついた福祉対応のエレベーターが少ない 1 14.3%

建物の出入り口が狭かったり、開けにくい 1 14.3%

公衆ファクスや障害者用電話が少ない 2 28.6%

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができない 2 28.6%

自分の意思を理解してもらえない 3 42.9%

困ったときに手助けしてもらえない 0 0.0%

自動車や自転車が多くて危険を感じる 3 42.9%

周囲の視線が気になる 0 0.0%

外出するとお金がかかる 5 71.4%

介助者がいない 1 14.3%

家族に負担がかかる 2 28.6%

その他 0 0.0%

特に困っていることはない 1 14.3%

無回答 0 0.0%

回答者数 7
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問21 仕事以外に、普段の生活の中で以下のような活動を行う、または活動に参加する機会がありま

すか。それぞれ１つに○をつけてください。 

現在、仕事以外で行っている活動については、「デパートや店等を見て歩く」が６件、次い

で「近所を散歩する」、「テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」はそれぞれ５件となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目（度数）
現在して

いる

機会はあ
るが、十
分ではな

い

機会はな
いが、ほし
いと思う

必要を感
じていない

無回答 回答者数

趣味の活動をする 1 1 2 3 0 7

教養・資格取得等に関する学習をする 0 1 1 5 0 7

近所を散歩する 5 1 1 0 0 7

友人・知人と会って交流を深める 2 1 3 1 0 7

デパートや店等を見て歩く 6 1 0 0 0 7

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く 2 1 2 2 0 7

スポーツをする 0 2 2 3 0 7

旅行に出かける 1 2 2 2 0 7

地域の行事や活動に参加する 1 0 1 5 0 7

公民館・図書館・博物館等に行く 3 0 2 2 0 7

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする 5 0 0 2 0 7

その他 0 0 0 1 6 7

構成比
現在して

いる

機会はあ
るが、十
分ではな

い

機会はな
いが、ほし
いと思う

必要を感
じていない

無回答 回答者数

趣味の活動をする（n=7） 14.3% 14.3% 28.6% 42.9% 0.0% 100.0%

教養・資格取得等に関する学習をする（n=7） 0.0% 14.3% 14.3% 71.4% 0.0% 100.0%

近所を散歩する（n=7） 71.4% 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 100.0%

友人・知人と会って交流を深める（n=7） 28.6% 14.3% 42.9% 14.3% 0.0% 100.0%

デパートや店等を見て歩く（n=7） 85.7% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く（n=7） 28.6% 14.3% 28.6% 28.6% 0.0% 100.0%

スポーツをする（n=7） 0.0% 28.6% 28.6% 42.9% 0.0% 100.0%

旅行に出かける（n=7） 14.3% 28.6% 28.6% 28.6% 0.0% 100.0%

地域の行事や活動に参加する（n=7） 14.3% 0.0% 14.3% 71.4% 0.0% 100.0%

公民館・図書館・博物館等に行く（n=7） 42.9% 0.0% 28.6% 28.6% 0.0% 100.0%

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする（n=7） 71.4% 0.0% 0.0% 28.6% 0.0% 100.0%

その他（n=7） 0.0% 0.0% 0.0% 14.3% 85.7% 100.0%
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問22 あなたは、生涯学習活動や余暇活動をするために、どのような条件が必要だと思いますか。（○

はいくつでも） 

希望する活動を行うために必要な条件について、「活動する場所が近くにあること」が４件、

「活動について、きめの細かい情報が市の広報や町内会報その他で広く提供されること」、「障

害のある人に配慮した施設や設備があること」、「費用を心配しなくてよいこと」がそれぞれ

３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《日中の過ごし方についておききします》 
 

問23 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

日中の過ごし方については、「収入を伴う仕事をしている」が５件、「施設や企業で作業や

実習などを行い、職場探しや職場定着のための支援を受けている」、「求職活動をしている」、

「家庭内で過ごしている」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

活動について、きめの細かい情報が市の広報や町内会報
その他で広く提供されること

3 42.9%

一緒に行く仲間がいること 0 0.0%

活動する場所が近くにあること 4 57.1%

外出のための手段が確保されていること 2 28.6%

魅力的な内容であること 2 28.6%

適切な指導者がいること 1 14.3%

障害のある人に配慮した施設や設備があること 3 42.9%

介助者・援助者がいること 2 28.6%

費用を心配しなくてよいこと 3 42.9%

その他 1 14.3%

特にない 1 14.3%

無回答 0 0.0%

回答者数 7

項目 度数 構成比

幼稚園や保育園、学校などに通っている 0 0.0%

収入を伴う仕事をしている 5 71.4%

施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや職場定着のための
支援を受けている

2 28.6%

自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活能力向上のための
訓練を受けている

0 0.0%

家の仕事を手伝っている 0 0.0%

通所サービスを利用している 1 14.3%

医療機関で過ごしている 0 0.0%

入所施設で過ごしている 0 0.0%

病院等のデイケアを利用している 0 0.0%

創作活動や社会との交流などを行ったりするところで過ごしている 0 0.0%

求職活動をしている 2 28.6%

家庭内で過ごしている 2 28.6%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7
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《幼稚園や保育園、学校のことなどについておききします》 
 

［次の問24～26は、問23で「幼稚園や保育園、学校などに通っている」に○をつけた方にお

ききします］ 

問24 通っているのは次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

該当者はいませんでした。 

 

 

問25 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

該当者はいませんでした。 

 

 

問26 将来、学校教育を修了後の希望を教えてください。（ご本人がまだわからない場合は保護者の方

がお答えください。）（○はいくつでも） 

該当者はいませんでした。 

 

 

《雇用・就労についておききします》 
 

［問 27～29は、問 23で「収入を伴う仕事をしている」に○をつけた方におききします］ 

問27 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「１年以上３年

未満」が２件、「１年未満」、「３年以上５年未満」、「５年以上」がそれぞれ１件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

１年未満 1 20.0%

１年以上３年未満 2 40.0%

３年以上５年未満 1 20.0%

５年以上 1 20.0%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 5

非該当 2
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問28 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「臨時・パート・アルバイト・日雇い」が２件、「会社員・公務員・

団体職員」、「自営業」、「就労継続支援等での福祉的就労」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問29 仕事をする上で困ったり、つらいことは主にどのようなことですか。（○はいくつでも） 

仕事をする上で困ったり辛いことについては、「通勤が大変」が４件、「収入が少ない」が

３件、「職場の人間関係」、「職場の理解が得られない」、「能力を発揮できない」がそれぞれ２

件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

会社員・公務員・団体職員 1 20.0%

臨時・パート・アルバイト・日雇い 2 40.0%

自営業 1 20.0%

自営業の手伝い 0 0.0%

家庭内職 0 0.0%

就労継続支援等での福祉的就労 1 20.0%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 5

非該当 2

項目 度数 構成比

通勤が大変 4 80.0%

収入が少ない 3 60.0%

仕事がきつい 1 20.0%

仕事が合わない 1 20.0%

職場の人間関係 2 40.0%

職場の中の環境の未整備（トイレ、休憩室等） 0 0.0%

職場の中で支援者をみつけにくい 0 0.0%

職場の理解が得られない 2 40.0%

コミュニケーションができない 0 0.0%

体調のコントロールが難しい 0 0.0%

能力を発揮できない 2 40.0%

その他 0 0.0%

特に困ったり、つらいことはない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 5

非該当 2
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［ここからは、全員におききします］ 

問30 障害のある人の就業を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。

（○は３つまで） 

障害のある人の就業促進のために希望することについては、「経営者の理解」が４件、「就

労継続支援施設等の増設」が３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問31 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の収入の額については、「わからない・その他」が４件、「年収 100 万円未満」

２件、「年収 500万円以上」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

年収500万円以上 1 14.3%

年収300万円以上500万円未満 0 0.0%

年収200万円以上300万円未満 0 0.0%

年収150万円以上200万円未満 0 0.0%

年収125万円以上150万円未満 0 0.0%

年収100万円以上125万円未満 0 0.0%

年収100万円未満 2 28.6%

わからない・その他 4 57.1%

無回答 0 0.0%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

経営者の理解 4 57.1%

従業員の理解 2 28.6%

行政の民間企業指導 1 14.3%

職業訓練施設の増設 2 28.6%

就労継続支援施設等の増設 3 42.9%

就業あっせん窓口の充実 1 14.3%

職業相談窓口の充実 2 28.6%

民間企業の雇用努力 1 14.3%

雇用率未達成企業の罰則強化 0 0.0%

ジョブコーチの充実 2 28.6%

就労継続支援施設等で障害者が働いている状況の紹介 1 14.3%

民間企業で障害者が働いている状況の紹介 2 28.6%

市の広報や社協だよりによる障害者が働いている状況の紹介 1 14.3%

その他 0 0.0%

わからない 1 14.3%

特にない・働きたくない 0 0.0%

無回答 1 14.3%

回答者数 7
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問32 現在、あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

現在、生活を支えている収入については、「給与・賃金」が３件、「障害年金」が２件、「家

族からの仕送り・援助」、「生活保護」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《将来の希望等についておききします》 
 

問33 将来（今後）、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）暮らしについて、「自宅で家族と一緒に暮らしたい」が５件、「家族から独立し

て一人で暮らしたい」、「その他」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

自宅で家族と一緒に暮らしたい 5 71.4%

家族から独立して一人で暮らしたい 1 14.3%

共同生活する住居（障害者グループホーム等）で暮らしたい 0 0.0%

入所施設で暮らしたい 0 0.0%

その他 1 14.3%

無回答 0 0.0%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

給与・賃金 3 42.9%

事業収入 0 0.0%

就労継続支援施設や作業所の工賃 0 0.0%

家族からの仕送り・援助 1 14.3%

年金 0 0.0%

障害年金 2 28.6%

生活保護 1 14.3%

その他 0 0.0%

無回答 1 14.3%

回答者数 7
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問34 将来（今後）、あなたは日中をどのように過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 

将来（今後）、日中の過ごし方について、「一般企業などで働きたい」が５件、「家庭内で過

ごしたい」が３件、「家の仕事を手伝いたい」、「通所サービスを利用したい」がそれぞれ１件

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問35 あなたは、将来の生活に不安なことがありますか。（○は２つまで） 

将来の生活で不安なことについて、「家族がいなくなること」、「更に障害が重くなること」

がそれぞれ４件、「病気になること」が３件、「福祉制度等が現在よりも悪くなること」が２

件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

幼稚園や保育園、学校などに通いたい 0 0.0%

一般企業などで働きたい 5 71.4%

施設内で就労したり、生産活動をしながら過ごしたい 0 0.0%

施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや職場定着のための支援を受けたい 0 0.0%

自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活能力向上のための必要な訓練を受けたい 0 0.0%

家の仕事を手伝いたい 1 14.3%

通所サービスを利用したい 1 14.3%

医療機関で過ごしたい 0 0.0%

入所施設で過ごしたい 0 0.0%

病院等のデイケアを利用したい 0 0.0%

創作活動や社会との交流などを行ったりするところで過ごしたい 0 0.0%

家庭内で過ごしたい 3 42.9%

その他 0 0.0%

わからない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7

項目 度数 構成比

家族がいなくなること 4 57.1%

病気になること 3 42.9%

更に障害が重くなること 4 57.1%

福祉サービスを利用する際の経済的負担が重くなること 1 14.3%

福祉制度等が現在よりも悪くなること 2 28.6%

その他 1 14.3%

わからない 0 0.0%

不安はない 1 14.3%

無回答 0 0.0%

回答者数 7
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《相談や情報入手についておききします》 
 

問36 普段、悩みや困ったことなどをどなたに相談しますか。（○はいくつでも） 

悩みや困ったことなどの相談先について、「家族等の同居人」が４件、「親せき」、「施設や

作業所の職員」、「病院・医師・看護師等」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問 36で「相談したいが、できない」に○をつけた方におききします］ 

問37 相談できない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

該当者はいませんでした。 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

家族等の同居人 4 57.1%

親せき 2 28.6%

友人・知人・近所の人 0 0.0%

職場や学校の人 1 14.3%

施設や作業所の職員 2 28.6%

ボランティア 0 0.0%

民生委員 0 0.0%

相談支援事業所の相談員 1 14.3%

病院・医師・看護師等 2 28.6%

市役所の担当窓口 1 14.3%

市の障害者相談支援センター 1 14.3%

保健所 1 14.3%

県の担当窓口（県リハビリテーションセンター等） 1 14.3%

その他 0 0.0%

誰かに相談することはまれである 0 0.0%

相談したいが、できない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7
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［ここからは、全員におききします］ 

問38 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。

（○はいくつでも） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「市・県の広報」、「医療機

関」、「障害者の施設や団体等の機関紙やパンフレット」がそれぞれ３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問39 福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面はどんなときですか。（○は３つまで） 

手続きが難しいと感じることについては、「必要な手続きが多く、手間がかかる」が７件、

「自分で手続きをするのは難しい」が４件、「制度が複雑でわかりにくい」、「市役所本庁舎ま

で手続きに行くことが難しい」がそれぞれ３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

市・県の広報 3 42.9%

市や県が発行する資料やパンフレット 2 28.6%

市や県への問い合わせ 0 0.0%

医療機関 3 42.9%

その他の相談機関 1 14.3%

テレビ・ラジオ 2 28.6%

新聞や雑誌の福祉の関連記事 2 28.6%

障害者の施設や団体等の機関紙やパンフレット 3 42.9%

家族や知人の話 1 14.3%

パソコンやスマートフォン、携帯電話 2 28.6%

その他 0 0.0%

サービスの内容について知る手段がない 1 14.3%

無回答 0 0.0%

回答者数 7

項目 度数 構成比

必要な手続きが多く、手間がかかる 7 100.0%

制度が複雑でわかりにくい 3 42.9%

市役所本庁舎まで手続きに行くことが難しい 3 42.9%

自分で手続きをするのは難しい 4 57.1%

自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい 1 14.3%

専門用語（福祉のことば）がわからない 1 14.3%

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない 0 0.0%

事業者との契約が難しい 0 0.0%

その他 0 0.0%

難しいと感じることはない 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7



調査結果 Ⅷ．高次脳機能障害 

－ 263 － 

問40 あなたの代わりに誰が福祉の手続きを行っていますか。（○はいくつでも） 

福祉の手続きをあなたの代わりに誰が行っているかについては、「父、母」が３件、「自分

で行っている」、「相談員」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問41 あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（○はい

くつでも） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについて、「案内表示がわかり

にくい」、「話をうまく組み立てられない、うまく質問できない」、「複雑な文章表現がわかり

にくい」、「難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい」、「欲しい福祉サービスについての

情報がない、内容がわかりにくい」がそれぞれ３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

自分で行っている 2 28.6%

配偶者（夫または妻） 1 14.3%

子ども（子どもの配偶者も含む） 1 14.3%

父、母 3 42.9%

兄弟姉妹 0 0.0%

その他の親せき 0 0.0%

近所の人、知人・友人 0 0.0%

ホームヘルパー 1 14.3%

福祉サービス事業所の職員 1 14.3%

相談員 2 28.6%

ケアマネジャー 1 14.3%

後見人 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 7

項目 度数 構成比

案内表示がわかりにくい 3 42.9%

音声情報が少ない 0 0.0%

文字情報が少ない 0 0.0%

問い合わせ先の情報にファクス番号やメールアドレスの記載がない 0 0.0%

公共施設にヒアリングループが少ない 2 28.6%

公共施設にＯＨＰ、ＯＨＣなどの設備が少ない 0 0.0%

要約筆記者がいない 0 0.0%

手話通訳者がいない 0 0.0%

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない 3 42.9%

相手が介助者と話してしまう 0 0.0%

知りたい情報がインターネットにしか掲載されていない 0 0.0%

複雑な文章表現がわかりにくい 3 42.9%

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい 3 42.9%

パソコンやスマートフォン、携帯電話などを利用したいが、金銭的理由により利用できない 0 0.0%

パソコンやスマートフォン、携帯電話などを利用したいが、操作がわからない 0 0.0%

欲しい福祉サービスについての情報がない、内容がわかりにくい 3 42.9%

欲しい障害者向けのイベントについての情報がない、内容がわかりにくい 2 28.6%

どこに何を相談したらよいかわからない 2 28.6%

その他 0 0.0%

特に困ることはない 1 14.3%

無回答 0 0.0%

回答者数 7
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《福祉サービスについておききします》 
 

問42 福祉サービスの利用の状況、今後の利用希望について、1～29のサービスごとに、それぞれお答

えください。（○は、1～29のサービスごとに、記入例を参考に記入してください。） ※福祉サー

ビスの詳細は、この設問の次の「福祉サービスの説明」を参照ください。 

以前利用していた（今は利用していない）福祉サービスについては、「自立訓練（機能訓練、

生活訓練）、「就労移行支援」がそれぞれ３件となっています。現在の利用状況については、

「自立支援医療（更生・育成・精神通院）」が３件、「居宅介護（ホームヘルプサービス）」、

「就労移行支援」がそれぞれ２件となっています。今後の利用希望については、「計画相談支

援」が３件、「就労定着支援」、「自立生活援助」がそれぞれ２件となっています。 

■以前利用していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

以前利用していた
（今は利用していない）

無回答 回答者数

（度数、構成比） （度数、構成比） （度数、構成比）

1 6 7

14.3% 85.7% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

3 4 7

42.9% 57.1% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

3 4 7

42.9% 57.1% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

1 6 7

14.3% 85.7% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

2 5 7

28.6% 71.4% 100.0%

短期入所（ショートステイ）

同行援護

行動援護

重度訪問介護

居宅介護（ホームヘルプサービス）

重度障害者等包括支援

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

就労定着支援

就労継続支援Ｂ型

就労継続支援Ａ型

就労移行支援

宿泊型自立訓練

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

生活介護

療養介護

計画相談支援

障害者等生活サポート事業

全身性障害者介護人派遣事業

日中一時支援

地域活動支援センター

移動支援

日常生活用具費の支給

意思疎通支援

基本相談支援

自立支援医療（更生・育成・精神通院）

補装具費の支給

地域相談支援



調査結果 Ⅷ．高次脳機能障害 

－ 265 － 

■現在の利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

現在：知っていた：利用し
ている

現在：知っていた：利用し
ていない

現在：知らなかった 無回答 回答者数

（度数、構成比） （度数、構成比） （度数、構成比） （度数、構成比） （度数、構成比）

2 3 0 2 7

28.6% 42.9% 0.0% 28.6% 100.0%

0 2 2 3 7

0.0% 28.6% 28.6% 42.9% 100.0%

0 3 1 3 7

0.0% 42.9% 14.3% 42.9% 100.0%

0 2 2 3 7

0.0% 28.6% 28.6% 42.9% 100.0%

0 3 1 3 7

0.0% 42.9% 14.3% 42.9% 100.0%

0 2 2 3 7

0.0% 28.6% 28.6% 42.9% 100.0%

0 2 2 3 7

0.0% 28.6% 28.6% 42.9% 100.0%

0 2 2 3 7

0.0% 28.6% 28.6% 42.9% 100.0%

0 1 2 4 7

0.0% 14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

0 1 2 4 7

0.0% 14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

2 1 1 3 7

28.6% 14.3% 14.3% 42.9% 100.0%

0 4 1 2 7

0.0% 57.1% 14.3% 28.6% 100.0%

1 3 1 2 7

14.3% 42.9% 14.3% 28.6% 100.0%

1 2 2 2 7

14.3% 28.6% 28.6% 28.6% 100.0%

0 2 3 2 7

0.0% 28.6% 42.9% 28.6% 100.0%

0 2 2 3 7

0.0% 28.6% 28.6% 42.9% 100.0%

0 4 1 2 7

0.0% 57.1% 14.3% 28.6% 100.0%

0 4 1 2 7

0.0% 57.1% 14.3% 28.6% 100.0%

0 3 2 2 7

0.0% 42.9% 28.6% 28.6% 100.0%

0 3 1 3 7

0.0% 42.9% 14.3% 42.9% 100.0%

3 2 0 2 7

42.9% 28.6% 0.0% 28.6% 100.0%

0 2 3 2 7

0.0% 28.6% 42.9% 28.6% 100.0%

0 1 3 3 7

0.0% 14.3% 42.9% 42.9% 100.0%

0 2 1 4 7

0.0% 28.6% 14.3% 57.1% 100.0%

0 1 2 4 7

0.0% 14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

0 3 1 3 7

0.0% 42.9% 14.3% 42.9% 100.0%

0 1 3 3 7

0.0% 14.3% 42.9% 42.9% 100.0%

0 1 3 3 7

0.0% 14.3% 42.9% 42.9% 100.0%

0 2 2 3 7

0.0% 28.6% 28.6% 42.9% 100.0%

同行援護

行動援護

重度訪問介護

居宅介護（ホームヘルプサービス）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

生活介護

療養介護

重度障害者等包括支援

短期入所（ショートステイ）

就労定着支援

就労継続支援Ｂ型

就労継続支援Ａ型

就労移行支援

宿泊型自立訓練

地域相談支援

計画相談支援

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

日常生活用具費の支給

意思疎通支援

基本相談支援

自立支援医療（更生・育成・精神通院）

補装具費の支給

障害者等生活サポート事業

全身性障害者介護人派遣事業

日中一時支援

地域活動支援センター

移動支援
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■今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

今後：利用したい 今後：利用しない 無回答 回答者数

（度数、構成比） （度数、構成比） （度数、構成比） （度数、構成比）

1 3 3 7

14.3% 42.9% 42.9% 100.0%

0 3 4 7

0.0% 42.9% 57.1% 100.0%

0 3 4 7

0.0% 42.9% 57.1% 100.0%

0 3 4 7

0.0% 42.9% 57.1% 100.0%

0 3 4 7

0.0% 42.9% 57.1% 100.0%

0 3 4 7

0.0% 42.9% 57.1% 100.0%

0 3 4 7

0.0% 42.9% 57.1% 100.0%

0 3 4 7

0.0% 42.9% 57.1% 100.0%

0 2 5 7

0.0% 28.6% 71.4% 100.0%

0 2 5 7

0.0% 28.6% 71.4% 100.0%

1 2 4 7

14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

1 3 3 7

14.3% 42.9% 42.9% 100.0%

0 3 4 7

0.0% 42.9% 57.1% 100.0%

2 2 3 7

28.6% 28.6% 42.9% 100.0%

0 3 4 7

0.0% 42.9% 57.1% 100.0%

1 2 4 7

14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

2 1 4 7

28.6% 14.3% 57.1% 100.0%

3 1 3 7

42.9% 14.3% 42.9% 100.0%

1 2 4 7

14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

1 2 4 7

14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

1 2 4 7

14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

1 2 4 7

14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

0 2 5 7

0.0% 28.6% 71.4% 100.0%

1 1 5 7

14.3% 14.3% 71.4% 100.0%

0 2 5 7

0.0% 28.6% 71.4% 100.0%

1 1 5 7

14.3% 14.3% 71.4% 100.0%

0 2 5 7

0.0% 28.6% 71.4% 100.0%

0 2 5 7

0.0% 28.6% 71.4% 100.0%

1 2 4 7

14.3% 28.6% 57.1% 100.0%

就労定着支援

居宅介護（ホームヘルプサービス）

就労継続支援Ａ型

就労移行支援

宿泊型自立訓練

自立訓練（機能訓練、生活訓練）

生活介護

療養介護

重度障害者等包括支援

短期入所（ショートステイ）

同行援護

行動援護

重度訪問介護

地域相談支援

計画相談支援

自立生活援助

共同生活援助（グループホーム）

施設入所支援

障害者等生活サポート事業

全身性障害者介護人派遣事業

日中一時支援

地域活動支援センター

移動支援

就労継続支援Ｂ型

日常生活用具費の支給

意思疎通支援

基本相談支援

自立支援医療（更生・育成・精神通院）

補装具費の支給
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［問42のサービスで「現在：知っていた（利用している）」に〇をつけた方におききします］ 

問43 現在、利用しているサービスの事業所及び施設をどのような方法で探しましたか。（○はいくつ

でも） 

現在、利用しているサービスの事業所及び施設を探した方法については、「相談員やケアマ

ネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含む）」が３件、「障害福祉サービス情報

公表制度を利用した」が２件、「家族・知人の紹介」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問42で「以前利用していた（今は利用していない）」に○をつけた方におききします］ 

問44 サービスを利用しなくなった理由は何ですか。主なもの１つについてお答えください。（○はい

くつでも） 

サービスを利用しなくなった理由については、「どのようなサービスがあるかわからないか

ら」、「利用の仕方がわからないから」、「わからない」がそれぞれ１件となっています。 

※利用しなくなった主なサービス名の記入はありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

障害福祉サービス情報公表制度を利用した 2 40.0%

インターネット（事業所のホームページなど） 0 0.0%

相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談支援センター含む） 3 60.0%

家族・知人の紹介 1 20.0%

その他 0 0.0%

無回答 0 0.0%

回答者数 5

非該当 2

項目 度数 構成比

自己負担が大きく、利用できないから 0 0.0%

支給要件に該当しないから 0 0.0%

必要とするサービスがないから 0 0.0%

どのようなサービスがあるかわからないから 1 33.3%

利用の仕方がわからないから 1 33.3%

その他 0 0.0%

わからない 1 33.3%

無回答 1 33.3%

回答者数 3

非該当 4
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《災害等についておききします》 
 

問45 火事や地震、風水害等の災害時に、避難できますか。（○は１つ） 

火事や地震、風水害等の災害時の避難について、「１人でできると思う」、「支援者がいるの

でできる」、「わからない」がそれぞれ２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問45で「できない」に○をつけた方におききします］ 

問46 災害時に、避難できないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

該当者はいませんでした。 

 

 

［全員におききします］ 

問47 災害に備えた取り組みで、あてはまるものがありますか。（○はいくつでも） 

災害に備えた取り組みについては、「周辺の避難場所を知っている」が４件、「避難行動要

支援者名簿を知っている」、「家族で避難の方法や避難場所について話し合っている」がそれ

ぞれ１件となっており、「特に何もしていない」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

１人でできると思う 2 28.6%

支援者がいるのでできる 2 28.6%

できない 0 0.0%

わからない 2 28.6%

無回答 1 14.3%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

避難行動要支援者名簿を知っている 1 14.3%

避難行動要支援者名簿に登録している 0 0.0%

周辺の避難場所を知っている 4 57.1%

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている 1 14.3%

学校や職場、地域の避難訓練に参加している 0 0.0%

病院での離脱訓練（透析患者向けの災害時における訓練）を知っている 0 0.0%

その他 0 0.0%

特に何もしていない 2 28.6%

無回答 1 14.3%

回答者数 7
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問48 災害時にどのような支援・援助があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にあるとよいと思う支援・援助については、「必要な投薬や治療を受けられる」、「被

害状況、避難所の場所、物資の入手方法等の情報を知らせてくれる」が４件、「必要な補装具

や日常生活用具を支給してくれる」、「避難所の設備（トイレ等）を充実させる」、「障害者や

高齢者が優先的に避難できる避難所がある」がそれぞれ３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《差別や疎外感についておききします》 
 

問49 平成28年4月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が

施行され、行政機関や民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を

取り除くための配慮を求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされました。あ

なたは、この法律について知っていますか。（〇は１つ） 

平成 28 年４月から施行された「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が

５件、「法律の名前は知っているが、内容は知らない」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

法律の名前も内容も知っている 0 0.0%

法律の名前は知っているが、内容は知らない 1 14.3%

知らない 5 71.4%

無回答 1 14.3%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

必要な投薬や治療を受けられる 4 57.1%

必要な補装具や日常生活用具を支給してくれる 3 42.9%

救助や避難時に声かけをしてくれる 2 28.6%

避難するのを手助けしてくれる 1 14.3%

被害状況、避難所の場所、物資の入手方法等の情報を知らせてくれる 4 57.1%

周囲の人とコミュニケーションがとれるよう手助けしてくれる 0 0.0%

避難所の設備（トイレ等）を充実させる 3 42.9%

避難所でプライバシーが守られる 0 0.0%

障害者や高齢者が優先的に避難できる避難所がある 3 42.9%

避難できない、または避難したくないので、自宅に支援物資などを届けてくれる 1 14.3%

その他 0 0.0%

特にない 0 0.0%

無回答 1 14.3%

回答者数 7
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問50 障害者差別あるいは合理的配慮に関することを、各市町村障害福祉担当課に相談することがで

きます。あなたはこのことをご存知ですか。（○は１つ） 

障害者差別あるいは合理的配慮に関することを各市町村障害福祉担当課へ相談することが

できることについては、「知らない」が５件、「わからない」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

問51 障害があることで、差別や疎外感を感じることがありますか。（○は１つ） 

差別や疎外感を感じることについては、「ほとんど感じることはない」が３件、「たまに感

じる」が２件、「わからない」が１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問52 具体的には、どのようなときに、差別や疎外感を感じますか。（○はいくつでも） 

どのようなときに、差別や疎外感を感じるかについては、「日常生活で（他人の視線を感じ

る/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等）」が２件、「人との交流の場で（話の輪

に入れない/活動に参加できない等）」、「その他」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問53 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があると良いかについて具体的に教えてくだ

さい。 

記述はありませんでした。 

   

項目 度数 構成比

知っている 0 0.0%

知らない 5 71.4%

わからない 1 14.3%

無回答 1 14.3%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

ほとんど感じることはない 3 42.9%

たまに感じる 2 28.6%

いつも感じる 0 0.0%

わからない 1 14.3%

無回答 1 14.3%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等） 2 28.6%

仕事場で（会社・職場に理解されない等） 0 0.0%

学校で（通常の学級との交流が難しい等） 0 0.0%

外出時や交通機関乗車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等） 0 0.0%

人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等） 1 14.3%

その他 1 14.3%

無回答 5 71.4%

回答者数 7
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《成年後見制度についておききします》 
 

問54 「成年後見制度」とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能力が十分でない方の財産

などの権利を守る制度です。あなたは、「成年後見制度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知っているが、利用したことはない」が４件、「聞いたこと

はあるが詳しくはわからない」、「知らない」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問55 あなたは、「成年後見制度」を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」を活用したいかについては、「今は必要ないが、将来必要になったら活用

したい」が４件、「活用したいとは思わない」、「わからない」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

利用したことがある（または現在利用している） 0 0.0%

知っているが、利用したことはない 4 57.1%

聞いたことはあるが詳しくはわからない 1 14.3%

知らない 1 14.3%

無回答 1 14.3%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

すでに活用している 0 0.0%

今は必要ないが、将来必要になったら活用したい 4 57.1%

活用したいとは思わない 1 14.3%

わからない 1 14.3%

無回答 1 14.3%

回答者数 7 100.0%
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《市の取り組み等についておききします》 
 

問56 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が充実させていくべきことについて、「暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブ

ロックの整備、案内表示等）」、「働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）」、「支援

センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、

職業相談、計画相談等）」、「経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）」がい

ずれも３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問57 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般について、「どちらともいえない」が３件となっています。 

 

 

 

 

 

   

項目 度数 構成比

満足している 1 14.3%

少し満足している 1 14.3%

どちらともいえない 3 42.9%

あまり満足していない 1 14.3%

満足していない 0 0.0%

無回答 1 14.3%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等） 2 28.6%

在宅の給食サービスの充実（食事を家庭まで届ける） 2 28.6%

入所施設の整備（障害者支援施設） 0 0.0%

通所施設の整備 1 14.3%

保健医療サービスの充実（検診、専門的な機能回復訓練、訪問指導、医師会との連携等） 2 28.6%

自立のための訓練（身体機能・生活能力の向上を図る訓練) 1 14.3%

住宅の整備・改造のための支援 1 14.3%

地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等） 0 0.0%

暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等） 3 42.9%

療育・保育・教育の質の向上 0 0.0%

働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等） 3 42.9%

一般企業以外での就労の場（就労継続支援等） 1 14.3%

地域での活動や余暇活動への参加のためのしくみづくり 2 28.6%

支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、
職業相談、計画相談等）

3 42.9%

身近なところで相談ができる相談窓口の整備 1 14.3%

福祉の手続きができる窓口の増設 0 0.0%

電子申請による手続きの簡素化 0 0.0%

財産管理の援助（財産保全サービス、成年後見制度等） 1 14.3%

ボランティアの育成 0 0.0%

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等） 3 42.9%

情報通信分野の充実（パソコンの貸与、情報通信ネットワークの構築、公衆ファクス等） 0 0.0%

災害時における避難誘導体制の確立 2 28.6%

緊急時に受け入れ可能な拠点の整備 2 28.6%

介助者への支援（短期入所及び一時預かりの場の充実） 1 14.3%

障害のある人についての地域の事業者や住民の理解を深めるための活動（啓発、福祉教育等） 1 14.3%

障害のある人へのコミュニケーション支援（手話通訳・要約筆記等） 0 0.0%

障害者団体の自立活動に対する行政の支援 2 28.6%

障害福祉サービスの情報提供 2 28.6%

差別・虐待防止の周知・対応の推進 0 0.0%

その他 0 0.0%

特にない 0 0.0%

無回答 2 28.6%

回答者数 7
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最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要

望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由にお書きください。  
【自由記述編を参照】 

 

ご家族や援助（介助や手助け）をされている方へ 
 

あなたの立場（調査対象のご本人との関係）は次のうちどれですか。（○は 1つ） 

調査対象ご本人との関係については、「父母」が２件、「子」、「介助等事業者の職員」がそれ

ぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたの９月１日現在の年齢をご記入ください。 

介助や手助けをされている方の年齢については、「70 歳代」が２件、「40 歳代」、「80 歳以

上」がそれぞれ１件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の援助の中で気づいた問題点や、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由にお書きくだ

さい。  
【自由記述編を参照】 

 

 

 

項目 度数 構成比

父母 2 28.6%

子 1 14.3%

配偶者 0 0.0%

兄弟姉妹 0 0.0%

祖父母 0 0.0%

親類 0 0.0%

同居者 0 0.0%

介助等事業者の職員 1 14.3%

通所（入所）施設の職員 0 0.0%

その他 0 0.0%

無回答 3 42.9%

回答者数 7 100.0%

項目 度数 構成比

10歳代 0 0.0%

20歳代 0 0.0%

30歳代 0 0.0%

40歳代 1 14.3%

50歳代 0 0.0%

60歳代 0 0.0%

70歳代 2 28.6%

80歳以上 1 14.3%

無回答 3 42.9%

回答者数 7 100.0%
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問１ この用紙（調査票）に記入されるのはどなたですか。（○は１つ） 

調査票に記入された方は、「本人が記入」が 71.6％と最も高く、次いで「本人に聞いて、家

族や介助者が代わりに記入」が 14.9％、「本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入」が

9.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《あなた（宛名の方）の性別・年齢などについておききします》 
 

問２ あなたの性別をお答えください。（○は１つ） 

性別については、「男性」が 58.2％、「女性」が 40.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３ あなたの年齢（９月１日現在）を記入してください。 

年齢については、「20歳代」が 41.8％と最も高く、次いで「30歳代」が 28.4％、「40歳代」

が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

71.6% 14.9% 9.0% 4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人が記入(n=48)

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入(n=10)

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入(n=6)

無回答(n=3)

n=67

58.2% 40.3%

1.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(n=39) 女性(n=27) その他(n=1) 無回答(n=0)

n=67

0.0%

9.0%

41.8%

28.4%

11.9%

7.5%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

10歳未満(n=0)

10歳代(n=6)

20歳代(n=28)

30歳代(n=19)

40歳代(n=8)

50歳代(n=5)

60歳代(n=1)

70歳代(n=0)

80歳以上(n=0)

無回答(n=0)

n=67
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問４ 現在、あなたはどこで暮らしていますか。（○は１つ） 

暮らしている場所については、「本人または家族の持ち家」が 85.1％と最も高くなっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問５ 現在、あなたと一緒に暮らしている人はどなたですか。（○はいくつでも） 

同居家族については、「父、母」が 88.1％と最も高く、次いで「兄弟、姉妹」が 40.3％、

「祖父、祖母」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

4.5%

6.0%

1.5%

88.1%

14.9%

40.3%

1.5%

0.0%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

自分一人だけで暮らしている(n=3)

配偶者（夫または妻）(n=4)

子ども(子どもの配偶者も含む)(n=1)

父、母(n=59)

祖父、祖母(n=10)

兄弟、姉妹(n=27)

その他の親せき(n=1)

その他(n=0)

無回答(n=1)
n=67

本人また
は家族の
持ち家
(n=57)

民間の賃
貸住宅・
借家・借

間・アパー
ト(n=9)

県営・市
営住宅、
公社・公
団の賃貸
住宅(n=1)

障害者グ
ループ
ホーム
(n=0)

福祉施設
(n=0)

病院(n=0)
その他
(n=0)

無回答
(n=0)

85.1% 13.4% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

n=67
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《障害の状況についておききします》 
 

問６ お手持ちの「精神障害者保健福祉手帳」の等級は何級ですか。（○は１つ） 

「精神障害者保健福祉手帳」に記載された障害の程度は、「２級」が 56.7％と最も高く、次

いで「３級」が 38.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問７ 発達障害と診断を受けたのは、何歳くらいのときですか。（○は１つ） 

発達障害の診断を受けた年齢については、「20代（20～29歳）」が 35.8％と最も高く、次い

で「10代（10～19歳）」が 32.8％、「30代（30～39歳）」が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

4.5%

4.5%

32.8%

35.8%

11.9%

7.5%

1.5%

0.0%

0.0%

1.5%

0.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

就学前(n=3)

１０歳未満(n=3)

１０代（１０～１９歳）(n=22)

２０代（２０～２９歳）(n=24)

３０代（３０～３９歳）(n=8)

４０代（４０～４９歳）(n=5)

５０代（５０～５９歳）(n=1)

６０代（６０～６９歳）(n=0)

７０歳以上(n=0)

診断は受けていない(n=1)

無回答(n=0)
n=67

3.0%

56.7% 38.8%

0.0%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１級(n=2) ２級(n=38) ３級(n=26) 持っていない(n=0) 無回答(n=1)

n=67
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問８ 次のうち、あてはまるものに○をつけてください。（○はいくつでも） 

「身体障害者手帳を持っている」、「療育手帳を持っている」がそれぞれ 9.0％となっていま

す。また、「上記にあてはまるものはない」は 61.2％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問９ あなたは、障害者総合支援法に基づく介護給付を受けるために「障害支援区分（６段階）」の認

定を受けたことがありますか。ある場合には、区分にも○をつけてください。（○は１つ） 

「障害支援区分」の認定を受けたことが「ある」が 9.0％となっています。また、区分とし

ては、６件中「区分３」が４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■障害支援区分（６段階） 

 

 

 

 

 

 

 

   

56.7% 9.0% 28.4% 6.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ない(n=38) ある(n=6) わからない(n=19) 無回答(n=4)

n=67

9.0%

9.0%

6.0%

6.0%

61.2%

9.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

身体障害者手帳を持っている(n=6)

療育手帳を持っている(n=6)

国または埼玉県が指定する特定疾病等（難病等）を患っている

(n=4)

高次脳機能障害と診断されたことがある(n=4)

上記にあてはまるものはない(n=41)

無回答(n=6)
n=67

区分１ 区分２ 区分３ 区分４ 区分５ 区分６ 非該当 申請中 無回答

1 0 4 0 0 0 1 0 0

n=6
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問10 現在の生活で困っていることや悩んでいることはありますか。（○はいくつでも） 

現在の生活で困っている事や悩んでいることについては、「生活費が足りない」、「周りの人

の理解が少ない」がそれぞれ 37.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問11 問10のようなときに、どのような支援があるとよいと思いますか。自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

3.0%

9.0%

23.9%

10.4%

4.5%

32.8%

37.3%

20.9%

25.4%

13.4%

28.4%

22.4%

37.3%

11.9%

25.4%

11.9%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

介助してくれる人がいない(n=2)

十分な教育が受けられない(n=6)

気軽に相談するところがない(n=16)

訓練が十分にできない(n=7)

住んでいる家で使いにくいところがある(n=3)

働く場がない(n=22)

生活費が足りない(n=25)

結婚について(n=14)

外出がしにくい(n=17)

公共の乗り物の利用が難しい(n=9)

医療費が多くかかる(n=19)

診療してくれる医療機関が少ない(n=15)

周りの人の理解が少ない(n=25)

休日の過ごし方(n=8)

その他(n=17)

特にない(n=8)

無回答(n=2)

n=67
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《介助・援助の状況についておききします》 
 

問12 ふだん、あなたを主に介助・援助しているのはどなたですか。（○は１つ） 

主な介助者・援助者については、「親」が 49.3％と最も高く、次いで「特に介助・援助は受

けていない」が 32.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［介助・援助を受けている方におききします］ 

問13 どのようなときに介助・援助を受けていますか。（○はいくつでも） 

介助・援助を受けている場面については、「通院するとき」が 66.7％と最も高く、次いで

「人とコミュニケーションをとるとき」が 62.2％、「お金の管理をするとき」が 51.1％とな

っています。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

15.6%

48.9%

40.0%

66.7%

28.9%

46.7%

40.0%

51.1%

44.4%

62.2%

40.0%

20.0%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

食事をするとき(n=7)

食事をつくるとき(n=22)

掃除するとき(n=18)

通院するとき(n=30)

服薬のとき(n=13)

買い物するとき(n=21)

洗濯（干し、取り込みも含む）をするとき(n=18)

お金の管理をするとき(n=23)

外出をするとき(n=20)

人とコミュニケーションをとるとき(n=28)

見守りが必要な状態のとき(n=18)

その他(n=9)

無回答(n=1)

n=45

32.8%

49.3%

3.0%

0.0%

0.0%

1.5%

0.0%

3.0%

0.0%

0.0%

9.0%

1.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

特に介助・援助は受けていない(n=22)

親(n=33)

配偶者(n=2)

子ども(n=0)

子どもの配偶者(n=0)

兄弟姉妹(n=1)

その他の親せき(n=0)

近所の人、知人・友人(n=2)

ホームヘルパー(n=0)

ボランティア(n=0)

福祉サービス事業所の職員(n=6)

その他(n=1)

無回答(n=0)

n=67
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問14 あなたを主に介助・援助している方から介助・援助を受けられないときはどうしますか。（○は

いくつでも） 

介助・援助を受けている場面については、「同居している家族に頼む」、「ひとりでなんとか

する」がそれぞれ 42.2％となっています。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

42.2%

17.8%

8.9%

2.2%

8.9%

13.3%

4.4%

42.2%

15.6%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

同居している家族に頼む(n=19)

同居していない家族や親せきに頼む(n=8)

近所の人や友人・知人に頼む(n=4)

ボランティアに頼む(n=1)

ホームヘルパーに頼む(n=4)

福祉サービス事業所の職員に頼む(n=6)

福祉サービス事業所に短期入所して介助・援助を受ける

(n=2)

ひとりでなんとかする(n=19)

その他(n=7)

無回答(n=0)

n=45
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《健康状態や医療についておききします》 
 

問15 健康管理や医療について、困ったり不便に思うことはありますか。（○はいくつでも） 

健康管理や医療について、困ったり不便に思うことについては、「専門的な治療を行ってい

る医療機関が身近にない」が 31.3％と最も高く、次いで「医療費の負担が大きい」が 29.9％、

「特に困ったり不便に思うことはない」が 28.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

23.9%

31.3%

4.5%

3.0%

4.5%

4.5%

16.4%

3.0%

9.0%

7.5%

7.5%

0.0%

1.5%

0.0%

11.9%

1.5%

29.9%

7.5%

28.4%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40%

近所に診てくれる医師がいない(n=16)

専門的な治療を行っている医療機関が身近にない(n=21)

通院するときに付き添いをしてくれる人がいない(n=3)

診療や入院を断られる(n=2)

治療方針や薬の説明がなく主治医の考えだけで変えられてしまう

(n=3)

自分や家族の話を聞いてもらえない(n=3)

気軽に往診を頼める医師がいない(n=11)

歯科診療を受けられない(n=2)

定期的に健康診断を受けられない(n=6)

障害のために症状が正確に伝わらず、必要な治療が受けられない

(n=5)

医療スタッフ（医師、看護師等）の障害に対する理解が不十分(n=5)

相手が介助者と話してしまう(n=0)

入院のとき付き添いや個室を強いられる(n=1)

入院のとき、個室であればしなくてよい拘束をされてしまう(n=0)

受診手続きや案内など、障害のある人への配慮が不十分(n=8)

医療機関の建物が障害のある人に配慮した構造になっていない

(n=1)

医療費の負担が大きい(n=20)

その他(n=5)

特に困ったり不便に思うことはない(n=19)

無回答(n=4)

n=67
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問16 過去１年間に健康診断（健康診査）を受けましたか。（○はいくつでも） 

過去１年間の健康診断（健康診査）の受診については、「健康診断は受けていない」が 47.8％

と最も高く、次いで「勤務先で健康診断を受けた」が 22.4％、「その他の場所で健康診断を受

けた」が 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問17 あなたは、以下の医療的ケアを受けていますか。（○はいくつでも） 

医療的ケアについては、「受けていない」が 86.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

4.5%

3.0%

22.4%

6.0%

14.9%

47.8%

1.5%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

市の健診・検診を受けた(n=3)

人間ドック等を受けた(n=2)

勤務先で健康診断を受けた(n=15)

学校や福祉施設で健康診断を受けた(n=4)

その他の場所で健康診断を受けた(n=10)

健康診断は受けていない(n=32)

わからない(n=1)

無回答(n=2)
n=67

86.6%

1.5%

0.0%

1.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.5%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

受けていない(n=58)

経管栄養(n=1)

吸引(n=0)

ネブライザー(n=1)

気管切開部の衛生管理(n=0)

導尿(n=0)

酸素吸入(n=0)

人工呼吸器(n=0)

その他(n=3)

無回答(n=4)

n=67
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問18 医療的ケアの実施者はどなたですか。（○はいくつでも） 

医療的ケアの実施者については、５件中「自分」が３件、「家族」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《外出や余暇の過ごし方についておききします》 
 

問19 あなたは、どのくらい外出しますか。通園、通学、通勤、通所、通院、買い物、日常の散歩等す

べて含めてお答えください。（○は１つ） 

外出の頻度については、「週に５日以上」が 52.2％と最も高く、次いで「週に３～４日」、

「週に１～２日」がそれぞれ 14.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

52.2%

14.9%

14.9%

7.5%

3.0%

7.5%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

週に５日以上(n=35)

週に３～４日(n=10)

週に１～２日(n=10)

月に２～３日(n=5)

ほとんど外出しない(n=2)

その他(n=5)

無回答(n=0)

n=67

自
分

家
族

看
護
師

学
校
の
担
任

養
護
教
諭

そ
の
他

無
回
答

3 2 1 0 0 1 1

n=5



 

－ 286 － 

問20 外出の際に困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

外出の際に困っていることについては、「外出するとお金がかかる」が 38.8％と最も高く、

次いで「周囲の視線が気になる」が 35.8％、「特に困っていることはない」が 31.3％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1.5%

6.0%

1.5%

9.0%

3.0%

1.5%

0.0%

0.0%

4.5%

0.0%

1.5%

1.5%

4.5%

6.0%

23.9%

13.4%

22.4%

35.8%

38.8%

3.0%

28.4%

11.9%

31.3%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害者用トイレが少ない(n=1)

道路や建物・駅に階段や段差が多い(n=4)

バスや電車の乗り降りが困難(n=1)

歩道が整備されていない(n=6)

障害者用の駐車スペースが少ない(n=2)

バスや電車内で運行状況の案内表示がない(n=1)

通路上に自転車や看板などの障害物があって通りにくい(n=0)

視覚障害者用誘導ブロックや音響式信号が不十分である(n=0)

音声情報以外の情報が少ない(n=3)

建物や施設の出入り口に視覚障害者用の盲導鈴や音声ガイドシステム

の設置が少ない(n=0)

低い操作盤や手すり・鏡のついた福祉対応のエレベーターが少ない(n=1)

建物の出入り口が狭かったり、開けにくい(n=1)

公衆ファクスや障害者用電話が少ない(n=3)

外出時に利用したい福祉サービスを使うことができない(n=4)

自分の意思を理解してもらえない(n=16)

困ったときに手助けしてもらえない(n=9)

自動車や自転車が多くて危険を感じる(n=15)

周囲の視線が気になる(n=24)

外出するとお金がかかる(n=26)

介助者がいない(n=2)

家族に負担がかかる(n=19)

その他(n=8)

特に困っていることはない(n=21)

無回答(n=1)

n=67
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問21 仕事以外に、普段の生活の中で以下のような活動を行う、または活動に参加する機会がありま

すか。それぞれに○をつけてください。 

現在、仕事以外で行っている活動については、「テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする」

が 68.7％と最も高くなっています。また、機会はないが、欲しいと思う活動については、「教

養・資格取得等に関する学習をする」が 44.8％と最も高く、「旅行に出かける」が 40.3％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、次の表を

ご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

   

37.3%

6.0%

19.4%

7.5%

28.4%

13.4%

11.9%

9.0%

6.0%

13.4%

68.7%

3.0%

25.4%

20.9%

23.9%

23.9%

25.4%

23.9%

14.9%

20.9%

9.0%

19.4%

13.4%

1.5%

22.4%

44.8%

16.4%

31.3%

16.4%

31.3%

32.8%

40.3%

20.9%

34.3%

4.5%

1.5%

9.0%

20.9%

32.8%

28.4%

22.4%

25.4%

34.3%

25.4%

56.7%

23.9%

7.5%

1.5%

6.0%

7.5%

7.5%

9.0%

7.5%

6.0%

6.0%

4.5%

7.5%

9.0%

6.0%

92.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

趣味の活動をする（n=67）

教養・資格取得等に関する学習をする（n=67）

近所を散歩する（n=67）

友人・知人と会って交流を深める（n=67）

デパートや店等を見て歩く（n=67）

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く（n=67）

スポーツをする（n=67）

旅行に出かける（n=67）

地域の行事や活動に参加する（n=67）

公民館・図書館・博物館等に行く（n=67）

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする（n=67）

その他（n=67）

現在している 機会はあるが、十分ではない 機会はないが、ほしいと思う

必要を感じていない 無回答

n

趣味の活動をする 67 37.3% 25.4% 22.4% 9.0% 6.0% 100.0%

教養・資格取得等に関する学習をする 67 6.0% 20.9% 44.8% 20.9% 7.5% 100.0%

近所を散歩する 67 19.4% 23.9% 16.4% 32.8% 7.5% 100.0%

友人・知人と会って交流を深める 67 7.5% 23.9% 31.3% 28.4% 9.0% 100.0%

デパートや店等を見て歩く 67 28.4% 25.4% 16.4% 22.4% 7.5% 100.0%

観劇・映画・コンサート・カラオケ等に行く 67 13.4% 23.9% 31.3% 25.4% 6.0% 100.0%

スポーツをする 67 11.9% 14.9% 32.8% 34.3% 6.0% 100.0%

旅行に出かける 67 9.0% 20.9% 40.3% 25.4% 4.5% 100.0%

地域の行事や活動に参加する 67 6.0% 9.0% 20.9% 56.7% 7.5% 100.0%

公民館・図書館・博物館等に行く 67 13.4% 19.4% 34.3% 23.9% 9.0% 100.0%

テレビ・ビデオを観たり、ゲーム等をする 67 68.7% 13.4% 4.5% 7.5% 6.0% 100.0%

その他 67 3.0% 1.5% 1.5% 1.5% 92.5% 100.0%

回答者数
現在して

いる

機会はあ
るが、十
分ではな

い

機会はな
いが、ほし
いと思う

必要を感
じていない

無回答



 

－ 288 － 

問22 あなたは、生涯学習活動や余暇活動をするために、どのような条件が必要だと思いますか。（○

はいくつでも） 

希望する活動を行うために必要な条件について、「費用を心配しなくてよいこと」が 64.2％

と最も高く、次いで「魅力的な内容であること」が 59.7％、「活動する場所が近くにあること」

が 53.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

29.9%

41.8%

53.7%

40.3%

59.7%

46.3%

50.7%

22.4%

64.2%

4.5%

6.0%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80%

活動について、きめの細かい情報が市の広報や町内会報

その他で広く提供されること(n=20)

一緒に行く仲間がいること(n=28)

活動する場所が近くにあること(n=36)

外出のための手段が確保されていること(n=27)

魅力的な内容であること(n=40)

適切な指導者がいること(n=31)

障害のある人に配慮した施設や設備があること(n=34)

介助者・援助者がいること(n=15)

費用を心配しなくてよいこと(n=43)

その他(n=3)

特にない(n=4)

無回答(n=2)

n=67
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《日中の過ごし方についておききします》 
 

問23 あなたは日中をどのように過ごしていますか。（○はいくつでも） 

日中の過ごし方については、「家庭内で過ごしている」が 44.8％と最も高く、次いで「収入

を伴う仕事をしている」が 34.3％、「施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや職場定

着のための支援を受けている」が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 

H28調査（前回） R1調査（今回） 

働いている 31.1% 家庭内で過ごしている 44.8% 

自宅にいることが多い 29.7% 収入を伴う仕事をしている 34.3% 

幼稚園や保育園、学校などに通っている 17.6% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職

場探しや職場定着のための支援を受けて

いる 

19.4% 

求職中である 12.2% 家の仕事を手伝っている 16.4% 

福祉の施設（サービス）に通っている 10.8% 通所サービスを利用している 10.4% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

   

9.0%

34.3%

19.4%

9.0%

16.4%

10.4%

0.0%

0.0%

0.0%

1.5%

4.5%

44.8%

3.0%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

幼稚園や保育園、学校などに通っている(n=6)

収入を伴う仕事をしている(n=23)

施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや職場定着のための

支援を受けている(n=13)

自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活能力向上のための

訓練を受けている(n=6)

家の仕事を手伝っている(n=11)

通所サービスを利用している(n=7)

医療機関で過ごしている(n=0)

入所施設で過ごしている(n=0)

病院等のデイケアを利用している(n=0)

創作活動や社会との交流などを行ったりするところで過ごしている

(n=1)

求職活動をしている(n=3)

家庭内で過ごしている(n=30)

その他(n=2)

無回答(n=3)

n=67
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《幼稚園や保育園、学校のことなどについておききします》 

［次の問24～27は、問23で「幼稚園や保育園、学校などに通っている」に○をつけた方にお

ききします］ 

問24 通っているのは次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

幼稚園や保育園、学校に通っている人の通園通学先については、６件中「小学校、中学校、

高等学校」が４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問25 学校で勉強する場合にどのような学習形態を望みますか。（○は１つ） 

学校で勉強するための学習形態については、６件中「障害のあるなしにかかわらず、一緒

のクラスで勉強したい」が４件、「障害のある仲間のクラスで勉強しながら、障害のない仲間

とも勉強したい」が２件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問26 幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることはありますか。（○はいくつでも） 

幼稚園や保育園、学校などに通っていて困っていることについては、６件中「友だちがで

きない」が４件、「通うのが大変」、「職員の理解が得られない」がそれぞれ３件となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

   

幼
稚
園

、
保
育
園

小
学
校

、
中
学

校

、
高
等
学
校

特
別
支
援
学
級

特
別
支
援
学
校

児
童
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー

専
門
学
校
・
専
修

学
校
・
高
等
技
術

専
門
学
校

短
大
・
大
学
・
大

学
院

そ
の
他

無
回
答

0 4 1 0 0 0 1 1 0

n=6

障
害
の
あ
る
な
し
に
か
か

わ
ら
ず

、
一
緒
の
ク
ラ
ス

で
勉
強
し
た
い

同
じ
よ
う
な
障
害
の
あ
る

仲
間
た
ち
の
ク
ラ
ス
で
勉

強
し
た
い

障
害
の
あ
る
仲
間
の
ク
ラ

ス
で
勉
強
し
な
が
ら

、
障

害
の
な
い
仲
間
と
も
勉
強

し
た
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答

4 0 2 0 0 0

n=6

通
う
の
が
大
変

授
業
に
つ
い
て
い

け
な
い

ト
イ
レ
等
の
設
備

が
不
十
分

校
内
・
園
内
で
の

支
援
が
不
十
分

友
だ
ち
が
で
き
な

い

職
員
の
理
解
が
得

ら
れ
な
い

学
校
の
数
が
少
な

い

児
童
・
生
徒
の
理

解
が
得
ら
れ
な
い

受
け
入
れ
て
く
れ

る
学
校
が
な
い

通
常
の
学
級
に
入

れ
な
い

家
族
の
同
伴
を
求

め
ら
れ
る

そ
の
他

特
に
困

っ
て
い
る

こ
と
は
な
い

無
回
答

3 2 1 1 4 3 1 2 1 0 0 1 0 0

n=6
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問27 将来、学校教育を修了後の希望を教えてください。（ご本人がまだわからない場合は保護者の方

がお答えください。）（○はいくつでも） 

学校教育を終了後の将来の希望については、６件中「就労したい」が４件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

《雇用・就労についておききします》 
 

［次の問28～30は、問23で「収入を伴う仕事をしている」に○をつけた方におききします］ 

問28 現在の仕事に従事している期間はどれくらいですか。（○は１つ） 

収入を伴う仕事をしている人の現在の仕事に従事している期間については、「１年未満」が

39.1％と最も高く、次いで「１年以上３年未満」、「５年以上」がそれぞれ 26.1％となってい

ます。 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

問29 仕事の形態は次のうちどれですか。（○は１つ） 

仕事の形態については、「臨時・パート・アルバイト・日雇い」が 56.5％と最も高く、次い

で「会社員・公務員・団体職員」が 34.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

短
大
・
大
学
・
大

学
院
に
進
学
し
た

い

専
門
学
校
・
専
修

学
校
・
高
等
技
術

専
門
学
校
に
進
学

し
た
い

障
害
者
施
設
に
入

所
し
た
い

就
労
し
た
い

障
害
者
の
た
め
の

通
所
サ
ー

ビ
ス
を

利
用
し
た
い

職
業
訓
練
校
に
通

い
た
い

家
庭
内
で
過
ご
し

た
い

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

特
に
考
え
て
い
な

い
無
回
答

1 1 0 4 0 0 0 0 0 0 0

n=6

34.8%

56.5%

0.0%

0.0%

0.0%

8.7%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

会社員・公務員・団体職員(n=8)

臨時・パート・アルバイト・日雇い(n=13)

自営業(n=0)

自営業の手伝い(n=0)

家庭内職(n=0)

就労継続支援等での福祉的就労(n=2)

その他(n=0)

無回答(n=0)

n=23

39.1%

26.1%

8.7%

26.1%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１年未満(n=9)

１年以上３年未満(n=6)

３年以上５年未満(n=2)

５年以上(n=6)

その他(n=0)

無回答(n=0)
n=23
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問30 仕事をする上で困ったり、つらいことは主にどのようなことですか。（○はいくつでも） 

仕事をする上で困ったり辛いことについては、「体調のコントロールが難しい」が 47.8％と

最も高く、次いで「コミュニケーションができない」が 34.8％、「通勤が大変」が 26.1％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

26.1%

17.4%

13.0%

4.3%

21.7%

8.7%

17.4%

17.4%

34.8%

47.8%

13.0%

17.4%

17.4%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

通勤が大変(n=6)

収入が少ない(n=4)

仕事がきつい(n=3)

仕事が合わない(n=1)

職場の人間関係(n=5)

職場の中の環境の未整備（トイレ、休憩室等）(n=2)

職場の中で支援者をみつけにくい(n=4)

職場の理解が得られない(n=4)

コミュニケーションができない(n=8)

体調のコントロールが難しい(n=11)

能力を発揮できない(n=3)

その他(n=4)

特に困ったり、つらいことはない(n=4)

無回答(n=0)

n=23
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［ここからは、全員におききします］ 

問31 障害のある人の就業を促進するために、あなたはどのようなことがあるとよいと思いますか。

（○は３つまで） 

障害のある人の就業促進のために希望することについては、「従業員の理解」が 74.6％と最

も高く、次いで「経営者の理解」が 67.2％、「就業あっせん窓口の充実」が 22.4％となって

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問32 あなたの昨年一年間の総収入の額は、次のうちどれですか。（○は１つ） 

昨年一年間の収入の額については、「年収 100万円未満」が 49.3％と最も高く、次いで「わ

からない・その他」が 29.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1.5%

3.0%

3.0%

1.5%

6.0%

4.5%

49.3%

29.9%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

年収500万円以上(n=1)

年収300万円以上500万円未満(n=2)

年収200万円以上300万円未満(n=2)

年収150万円以上200万円未満(n=1)

年収125万円以上150万円未満(n=4)

年収100万円以上125万円未満(n=3)

年収100万円未満(n=33)

わからない・その他(n=20)

無回答(n=1)
n=67

67.2%

74.6%

14.9%

10.4%

13.4%

22.4%

11.9%

20.9%

10.4%

10.4%

4.5%

11.9%

9.0%

6.0%

10.4%

4.5%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80%

経営者の理解(n=45)

従業員の理解(n=50)

行政の民間企業指導(n=10)

職業訓練施設の増設(n=7)

就労継続支援施設等の増設(n=9)

就業あっせん窓口の充実(n=15)

職業相談窓口の充実(n=8)

民間企業の雇用努力(n=14)

雇用率未達成企業の罰則強化(n=7)

ジョブコーチの充実(n=7)

就労継続支援施設等で障害者が働いている状況の紹介(n=3)

民間企業で障害者が働いている状況の紹介(n=8)

市の広報や社協だよりによる障害者が働いている状況の紹介(n=6)

その他(n=4)

わからない(n=7)

特にない・働きたくない(n=3)

無回答(n=2)

n=67
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問33 現在、あなたの生活を支えている収入は次のうちどれですか。（○はいくつでも） 

現在、生活を支えている収入については、「家族からの仕送り・援助」が 47.8％と最も高く、

次いで「障害年金」が 37.3％、「給与・賃金」が 29.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《将来の希望についておききします》 
 

問34 将来（今後）、あなたはどこで暮らしたいと思いますか。（○は１つ） 

将来（今後）の暮らしについて、「自宅で家族と一緒に暮らしたい」が 52.2％と最も高く、

次いで「家族から独立して一人で暮らしたい」が 34.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

29.9%

0.0%

6.0%

47.8%

4.5%

37.3%

0.0%

11.9%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

給与・賃金(n=20)

事業収入(n=0)

就労継続支援施設や作業所の工賃(n=4)

家族からの仕送り・援助(n=32)

年金(n=3)

障害年金(n=25)

生活保護(n=0)

その他(n=8)

無回答(n=2)
n=67

52.2%

34.3%

3.0%

1.5%

7.5%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自宅で家族と一緒に暮らしたい(n=35)

家族から独立して一人で暮らしたい(n=23)

共同生活する住居（障害者グループホーム等）で暮らしたい

(n=2)

入所施設で暮らしたい(n=1)

その他(n=5)

無回答(n=1)
n=67
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問35 将来（今後）、あなたは日中をどのように過ごしたいと思いますか。（○はいくつでも） 

将来（今後）、日中の過ごし方について、「一般企業などで働きたい」が 50.7％と最も高く、

次いで「家庭内で過ごしたい」が 28.4％、「自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活

能力向上のための必要な訓練を受けたい」が 20.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■前回調査（H28）比較 

H28調査（前回） R1調査（今回） 

一般企業などで働きたい 36.5% 一般企業などで働きたい 50.7% 

自宅でのんびり過ごしたい 36.5% 家庭内で過ごしたい 28.4% 

自立した日常生活ができるよう、一定期

間、身体機能や生活能力向上のために必要

な訓練を受けたい 

24.3% 

自立した日常生活ができるよう、身体機

能や生活能力向上のための必要な訓練を

受けたい 

20.9% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職場

探しや職場定着のための支援を受けたい 
23.0% 

創作活動や社会との交流などを行ったり

するところで過ごしたい 
16.4% 

創作活動や社会との交流などを行ったり

するところで過ごしたい 
21.6% 

施設や企業で作業や実習などを行い、職

場探しや職場定着のための支援を受けた

い 

14.9% 

※今回（R1）調査と前回（H28）調査で、選択肢が異なる部分があります。 

 

 

   

4.5%

50.7%

9.0%

14.9%

20.9%

10.4%

3.0%

0.0%

0.0%

3.0%

16.4%

28.4%

11.9%

6.0%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

幼稚園や保育園、学校などに通いたい(n=3)

一般企業などで働きたい(n=34)

施設内で就労したり、生産活動をしながら過ごしたい(n=6)

施設や企業で作業や実習などを行い、職場探しや職場定着のための

支援を受けたい(n=10)

自立した日常生活ができるよう、身体機能や生活能力向上のための

必要な訓練を受けたい(n=14)

家の仕事を手伝いたい(n=7)

通所サービスを利用したい(n=2)

医療機関で過ごしたい(n=0)

入所施設で過ごしたい(n=0)

病院等のデイケアを利用したい(n=2)

創作活動や社会との交流などを行ったりするところで過ごしたい(n=11)

家庭内で過ごしたい(n=19)

その他(n=8)

わからない(n=4)

無回答(n=3)

n=67
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問36 あなたは、将来の生活に不安なことがありますか。（○は２つまで） 

将来の生活で不安なことについて、「家族がいなくなること」が 70.1％と最も高く、次いで

「病気になること」、「更に障害が重くなること」がそれぞれ 26.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《相談や情報入手についておききします》 
 

問37 普段、悩みや困ったことなどをどなたに相談しますか。（○はいくつでも） 

悩みや困ったことなどの相談先について、「家族等の同居人」が 79.1％と最も高く、次いで

「病院・医師・看護師等」が 58.2％、「友人・知人・近所の人」が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

70.1%

26.9%

26.9%

20.9%

23.9%

13.4%

6.0%

0.0%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

家族がいなくなること(n=47)

病気になること(n=18)

更に障害が重くなること(n=18)

福祉サービスを利用する際の経済的負担が重くなること

(n=14)

福祉制度等が現在よりも悪くなること(n=16)

その他(n=9)

わからない(n=4)

不安はない(n=0)

無回答(n=1)
n=25

79.1%

4.5%

19.4%

13.4%

13.4%

1.5%

0.0%

7.5%

58.2%

4.5%

10.4%

4.5%

1.5%

6.0%

10.4%

13.4%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族等の同居人(n=53)

親せき(n=3)

友人・知人・近所の人(n=13)

職場や学校の人(n=9)

施設や作業所の職員(n=9)

ボランティア(n=1)

民生委員(n=0)

相談支援事業所の相談員(n=5)

病院・医師・看護師等(n=39)

市役所の担当窓口(n=3)

市の障害者相談支援センター(n=7)

保健所(n=3)

県の担当窓口（県リハビリテーションセンター等）(n=1)

その他(n=4)

誰かに相談することはまれである(n=7)

相談したいが、できない(n=9)

無回答(n=1)

n=67
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［問37で「相談したいが、できない」に○をつけた方におききします。］ 

問38 相談できない理由は何ですか。（○はいくつでも） 

相談できない理由については、９件中「相談しても満足のいく回答がもらえない」が８件、

「相談することにためらいがある」が５件、「どこ（誰）に相談していいかわからない」が４

件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［全員におききします］ 

問39 障害のある人のための福祉サービス内容について、どのようなもので知ることが多いですか。

（○はいくつでも） 

障害のある人のための福祉サービス内容を知る手段については、「パソコンやスマートフォ

ン、携帯電話」が 43.3％と最も高く、次いで「市・県の広報」、「医療機関」がそれぞれ 41.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

41.8%

17.9%

0.0%

41.8%

7.5%

4.5%

7.5%

17.9%

37.3%

43.3%

3.0%

4.5%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

市・県の広報(n=28)

市や県が発行する資料やパンフレット(n=12)

市や県への問い合わせ(n=0)

医療機関(n=28)

その他の相談機関(n=5)

テレビ・ラジオ(n=3)

新聞や雑誌の福祉の関連記事(n=5)

障害者の施設や団体等の機関紙やパンフレット(n=12)

家族や知人の話(n=25)

パソコンやスマートフォン、携帯電話(n=29)

その他(n=2)

サービスの内容について知る手段がない(n=3)

無回答(n=1)

n=67

ど
こ

（
誰

）
に
相

談
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い

身
近
な
と
こ
ろ
に

相
談
で
き
る
と
こ

ろ
が
な
い

相
談
し
て
も
満
足

の
い
く
回
答
が
も

ら
え
な
い

プ
ラ
イ
バ
シ
ー

保

護
の
不
安
が
あ
る

夜
間
や
休
日
な
ど

に
相
談
す
る
と
こ

ろ
が
な
い

相
談
す
る
こ
と
に

た
め
ら
い
が
あ
る

そ
の
他

無
回
答

4 3 8 1 1 5 0 0

n=9
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問40 福祉の手続きをすることが難しいと感じる場面はどんなときですか。（○は３つまで） 

手続きが難しいと感じることについては、「制度が複雑でわかりにくい」が 67.2％と最も高

く、次いで「必要な手続きが多く、手間がかかる」が 59.7％、「自分で手続きをするのは難し

い」が 44.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問41 あなたの代わりに誰が福祉の手続きを行っていますか。（○はいくつでも） 

福祉の手続きをあなたの代わりに誰が行っているかについては、「父、母」が 64.2％と最も

高く、次いで「自分で行っている」が 50.7％、「福祉サービス事業所の職員」が 16.4％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

50.7%

1.5%

0.0%

64.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

16.4%

4.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分で行っている(n=34)

配偶者（夫または妻）(n=1)

子ども（子どもの配偶者も含む）(n=0)

父、母(n=43)

兄弟姉妹(n=0)

その他の親せき(n=0)

近所の人、知人・友人(n=0)

ホームヘルパー(n=0)

福祉サービス事業所の職員(n=11)

相談員(n=3)

ケアマネジャー(n=0)

後見人(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=0)

n=67

59.7%

67.2%

19.4%

44.8%

32.8%

10.4%

11.9%

4.5%

6.0%

4.5%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80%

必要な手続きが多く、手間がかかる(n=40)

制度が複雑でわかりにくい(n=45)

市役所本庁舎まで手続きに行くことが難しい(n=13)

自分で手続きをするのは難しい(n=30)

自分の障害でどのサービスが使えるかわかりづらい(n=22)

専門用語（福祉のことば）がわからない(n=7)

どのサービス提供事業者を選んだらよいかわからない(n=8)

事業者との契約が難しい(n=3)

その他(n=4)

難しいと感じることはない(n=3)

無回答(n=1)

n=67
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問42 あなたは、情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることはありますか。（○はい

くつでも） 

情報を入手したり、コミュニケーションをとる上で困ることについて、「話をうまく組み立

てられない、うまく質問できない」が 61.2％と最も高く、次いで「難しい言葉や早口で話さ

れるとわかりにくい」が 52.2％、「複雑な文章表現がわかりにくい」が 38.8％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

16.4%

0.0%

7.5%

7.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

61.2%

1.5%

9.0%

38.8%

52.2%

3.0%

3.0%

20.9%

13.4%

37.3%

4.5%

13.4%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

案内表示がわかりにくい(n=11)

音声情報が少ない(n=0)

文字情報が少ない(n=5)

問い合わせ先の情報にファクス番号やメールアドレスの記載がない(n=5)

公共施設にヒアリングループが少ない(n=0)

公共施設にＯＨＰ、ＯＨＣなどの設備が少ない(n=0)

要約筆記者がいない(n=0)

手話通訳者がいない(n=0)

話をうまく組み立てられない、うまく質問できない(n=41)

相手が介助者と話してしまう(n=1)

知りたい情報がインターネットにしか掲載されていない(n=6)

複雑な文章表現がわかりにくい(n=26)

難しい言葉や早口で話されるとわかりにくい(n=35)

パソコンやスマートフォン、携帯電話などを利用したいが、金銭的理由により

利用できない(n=2)

パソコンやスマートフォン、携帯電話などを利用したいが、操作がわからない

(n=2)

欲しい福祉サービスについての情報がない、内容がわかりにくい(n=14)

欲しい障害者向けのイベントについての情報がない、内容がわかりにくい

(n=9)

どこに何を相談したらよいかわからない(n=25)

その他(n=3)

特に困ることはない(n=9)

無回答(n=1)

n=67
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《福祉サービスについておききします》 
 

問43 福祉サービスの利用の状況、今後の利用希望について、1～37のサービスごとに、それぞれお答

えください。（○は、1～37のサービスごとに、記入例を参考に記入してください。） ※福祉サー

ビスの詳細は、この設問の次の「福祉サービスの説明」を参照ください。 

以前利用していた（今は利用していない）福祉サービスについては、「就労移行支援」が

22.4％となっています。現在の利用状況については、「自立支援医療（更生・育成・精神通院）」

が 68.7％となっています。今後の利用希望については、「自立支援医療（更生・育成・精神通

院）」が 62.7％、「就労移行支援」が 37.3％、「就労定着支援」が 35.8％となっています。 

 

■以前利用していた 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

4.5%

3.0%

3.0%

3.0%

4.5%

3.0%

3.0%

3.0%

4.5%

6.0%

22.4%

7.5%

9.0%

9.0%

3.0%

3.0%

3.0%

6.0%

3.0%

10.4%

3.0%

6.0%

3.0%

3.0%

4.5%

4.5%

4.5%

3.0%

3.0%

3.0%

4.5%

4.5%

95.5%

97.0%

97.0%

97.0%

95.5%

97.0%

97.0%

97.0%

95.5%

94.0%

77.6%

92.5%

91.0%

91.0%

97.0%

97.0%

97.0%

94.0%

97.0%

98.5%

89.6%

97.0%

98.5%

98.5%

98.5%

94.0%

97.0%

97.0%

95.5%

98.5%

95.5%

95.5%

97.0%

97.0%

97.0%

95.5%

95.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=67）

重度訪問介護（n=67）

行動援護（n=67）

同行援護（n=67）

短期入所（ショートステイ）（n=67）

重度障害者等包括支援（n=67）

療養介護（n=67）

生活介護（n=67）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=67）

宿泊型自立訓練（n=67）

就労移行支援（n=67）

就労継続支援Ａ型（n=67）

就労継続支援Ｂ型（n=67）

就労定着支援（n=67）

施設入所支援（n=67）

共同生活援助（グループホーム）（n=67）

自立生活援助（n=67）

計画相談支援（n=67）

地域相談支援（n=67）

補装具費の支給（n=67）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=67）

基本相談支援（n=67）

意思疎通支援（n=67）

日常生活用具費の支給（n=67）

移動支援（n=67）

地域活動支援センター（n=67）

日中一時支援（n=67）

全身性障害者介護人派遣事業（n=67）

障害者等生活サポート事業（n=67）

放課後等ディサービス（n=67）

児童発達支援（n=67）

保育所等訪問支援（n=67）

居宅訪問型児童発達支援（n=67）

障害児入所支援（福祉型）（n=67）

障害児入所支援（医療型）（n=67）

医療型児童発達支援（n=67）

障害児相談支援（n=67）

以前利用していた（今は利用していない） 無回答
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■現在の利用の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

3.0%

4.5%

20.9%

6.0%

6.0%

10.4%

7.5%

68.7%

3.0%

3.0%

3.0%

3.0%

56.7%

46.3%

32.8%

32.8%

47.8%

32.8%

35.8%

46.3%

47.8%

37.3%

49.3%

55.2%

55.2%

38.8%

37.3%

49.3%

35.8%

40.3%

29.9%

37.3%

10.4%

26.9%

22.4%

28.4%

28.4%

31.3%

23.9%

23.9%

31.3%

43.3%

41.8%

35.8%

32.8%

34.3%

32.8%

28.4%

38.8%

29.9%

40.3%

53.7%

53.7%

37.3%

53.7%

50.7%

41.8%

31.3%

46.3%

13.4%

25.4%

26.9%

32.8%

47.8%

37.3%

47.8%

40.3%

55.2%

46.3%

11.9%

55.2%

64.2%

56.7%

55.2%

47.8%

59.7%

61.2%

50.7%

38.8%

40.3%

47.8%

52.2%

49.3%

50.7%

53.7%

44.8%

10.4%

13.4%

11.9%

11.9%

14.9%

13.4%

13.4%

11.9%

16.4%

16.4%

16.4%

13.4%

11.9%

17.9%

14.9%

13.4%

14.9%

11.9%

13.4%

14.9%

9.0%

14.9%

13.4%

14.9%

14.9%

17.9%

14.9%

14.9%

16.4%

14.9%

16.4%

14.9%

14.9%

14.9%

14.9%

14.9%

14.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=67）

重度訪問介護（n=67）

行動援護（n=67）

同行援護（n=67）

短期入所（ショートステイ）（n=67）

重度障害者等包括支援（n=67）

療養介護（n=67）

生活介護（n=67）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=67）

宿泊型自立訓練（n=67）

就労移行支援（n=67）

就労継続支援Ａ型（n=67）

就労継続支援Ｂ型（n=67）

就労定着支援（n=67）

施設入所支援（n=67）

共同生活援助（グループホーム）（n=67）

自立生活援助（n=67）

計画相談支援（n=67）

地域相談支援（n=67）

補装具費の支給（n=67）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=67）

基本相談支援（n=67）

意思疎通支援（n=67）

日常生活用具費の支給（n=67）

移動支援（n=67）

地域活動支援センター（n=67）

日中一時支援（n=67）

全身性障害者介護人派遣事業（n=67）

障害者等生活サポート事業（n=67）

放課後等ディサービス（n=67）

児童発達支援（n=67）

保育所等訪問支援（n=67）

居宅訪問型児童発達支援（n=67）

障害児入所支援（福祉型）（n=67）

障害児入所支援（医療型）（n=67）

医療型児童発達支援（n=67）

障害児相談支援（n=67）

現在：知っていた：利用している 現在：知っていた：利用していない

現在：知らなかった 無回答



 

－ 302 － 

■今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※横積み上げグラフの各項目の「％」は３％以上のもののみ表記しており、３％未満の回答については、集計表を

ご参照ください。 

 

 

16.4%

6.0%

10.4%

11.9%

10.4%

3.0%

6.0%

10.4%

14.9%

9.0%

37.3%

14.9%

11.9%

35.8%

4.5%

6.0%

19.4%

22.4%

19.4%

3.0%

62.7%

28.4%

10.4%

11.9%

9.0%

20.9%

10.4%

3.0%

23.9%

4.5%

3.0%

65.7%

73.1%

65.7%

67.2%

68.7%

74.6%

70.1%

65.7%

61.2%

67.2%

40.3%

59.7%

67.2%

43.3%

70.1%

70.1%

53.7%

52.2%

56.7%

73.1%

10.4%

49.3%

67.2%

62.7%

64.2%

56.7%

65.7%

71.6%

52.2%

71.6%

74.6%

76.1%

76.1%

76.1%

76.1%

76.1%

73.1%

17.9%

20.9%

23.9%

20.9%

20.9%

22.4%

23.9%

23.9%

23.9%

23.9%

22.4%

25.4%

20.9%

20.9%

25.4%

23.9%

26.9%

25.4%

23.9%

23.9%

26.9%

22.4%

22.4%

25.4%

26.9%

22.4%

23.9%

25.4%

23.9%

23.9%

23.9%

23.9%

23.9%

23.9%

23.9%

23.9%

23.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

居宅介護（ホームヘルプサービス）（n=67）

重度訪問介護（n=67）

行動援護（n=67）

同行援護（n=67）

短期入所（ショートステイ）（n=67）

重度障害者等包括支援（n=67）

療養介護（n=67）

生活介護（n=67）

自立訓練（機能訓練、生活訓練）（n=67）

宿泊型自立訓練（n=67）

就労移行支援（n=67）

就労継続支援Ａ型（n=67）

就労継続支援Ｂ型（n=67）

就労定着支援（n=67）

施設入所支援（n=67）

共同生活援助（グループホーム）（n=67）

自立生活援助（n=67）

計画相談支援（n=67）

地域相談支援（n=67）

補装具費の支給（n=67）

自立支援医療（更生・育成・精神通院）（n=67）

基本相談支援（n=67）

意思疎通支援（n=67）

日常生活用具費の支給（n=67）

移動支援（n=67）

地域活動支援センター（n=67）

日中一時支援（n=67）

全身性障害者介護人派遣事業（n=67）

障害者等生活サポート事業（n=67）

放課後等ディサービス（n=67）

児童発達支援（n=67）

保育所等訪問支援（n=67）

居宅訪問型児童発達支援（n=67）

障害児入所支援（福祉型）（n=67）

障害児入所支援（医療型）（n=67）

医療型児童発達支援（n=67）

障害児相談支援（n=67）

今後：利用したい 今後：利用しない 無回答
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■以前の利用、現在の利用状況、今後の利用希望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

n

居宅介護（ホームヘルプサービス） 67 4.5% 95.5% 3.0% 56.7% 29.9% 10.4% 16.4% 65.7% 17.9%

重度訪問介護 67 3.0% 97.0% 0.0% 46.3% 40.3% 13.4% 6.0% 73.1% 20.9%

行動援護 67 3.0% 97.0% 1.5% 32.8% 53.7% 11.9% 10.4% 65.7% 23.9%

同行援護 67 3.0% 97.0% 1.5% 32.8% 53.7% 11.9% 11.9% 67.2% 20.9%

短期入所（ショートステイ） 67 4.5% 95.5% 0.0% 47.8% 37.3% 14.9% 10.4% 68.7% 20.9%

重度障害者等包括支援 67 3.0% 97.0% 0.0% 32.8% 53.7% 13.4% 3.0% 74.6% 22.4%

療養介護 67 3.0% 97.0% 0.0% 35.8% 50.7% 13.4% 6.0% 70.1% 23.9%

生活介護 67 3.0% 97.0% 0.0% 46.3% 41.8% 11.9% 10.4% 65.7% 23.9%

自立訓練（機能訓練、生活訓練） 67 4.5% 95.5% 4.5% 47.8% 31.3% 16.4% 14.9% 61.2% 23.9%

宿泊型自立訓練 67 6.0% 94.0% 0.0% 37.3% 46.3% 16.4% 9.0% 67.2% 23.9%

就労移行支援 67 22.4% 77.6% 20.9% 49.3% 13.4% 16.4% 37.3% 40.3% 22.4%

就労継続支援Ａ型 67 7.5% 92.5% 6.0% 55.2% 25.4% 13.4% 14.9% 59.7% 25.4%

就労継続支援Ｂ型 67 9.0% 91.0% 6.0% 55.2% 26.9% 11.9% 11.9% 67.2% 20.9%

就労定着支援 67 9.0% 91.0% 10.4% 38.8% 32.8% 17.9% 35.8% 43.3% 20.9%

施設入所支援 67 3.0% 97.0% 0.0% 37.3% 47.8% 14.9% 4.5% 70.1% 25.4%

共同生活援助（グループホーム） 67 3.0% 97.0% 0.0% 49.3% 37.3% 13.4% 6.0% 70.1% 23.9%

自立生活援助 67 3.0% 97.0% 1.5% 35.8% 47.8% 14.9% 19.4% 53.7% 26.9%

計画相談支援 67 6.0% 94.0% 7.5% 40.3% 40.3% 11.9% 22.4% 52.2% 25.4%

地域相談支援 67 3.0% 97.0% 1.5% 29.9% 55.2% 13.4% 19.4% 56.7% 23.9%

補装具費の支給 67 1.5% 98.5% 1.5% 37.3% 46.3% 14.9% 3.0% 73.1% 23.9%

自立支援医療（更生・育成・精神通院） 67 10.4% 89.6% 68.7% 10.4% 11.9% 9.0% 62.7% 10.4% 26.9%

基本相談支援 67 3.0% 97.0% 3.0% 26.9% 55.2% 14.9% 28.4% 49.3% 22.4%

意思疎通支援 67 1.5% 98.5% 0.0% 22.4% 64.2% 13.4% 10.4% 67.2% 22.4%

日常生活用具費の支給 67 1.5% 98.5% 0.0% 28.4% 56.7% 14.9% 11.9% 62.7% 25.4%

移動支援 67 1.5% 98.5% 1.5% 28.4% 55.2% 14.9% 9.0% 64.2% 26.9%

地域活動支援センター 67 6.0% 94.0% 3.0% 31.3% 47.8% 17.9% 20.9% 56.7% 22.4%

日中一時支援 67 3.0% 97.0% 1.5% 23.9% 59.7% 14.9% 10.4% 65.7% 23.9%

全身性障害者介護人派遣事業 67 3.0% 97.0% 0.0% 23.9% 61.2% 14.9% 3.0% 71.6% 25.4%

障害者等生活サポート事業 67 4.5% 95.5% 1.5% 31.3% 50.7% 16.4% 23.9% 52.2% 23.9%

放課後等ディサービス 67 1.5% 98.5% 3.0% 43.3% 38.8% 14.9% 4.5% 71.6% 23.9%

児童発達支援 67 4.5% 95.5% 1.5% 41.8% 40.3% 16.4% 1.5% 74.6% 23.9%

保育所等訪問支援 67 4.5% 95.5% 1.5% 35.8% 47.8% 14.9% 0.0% 76.1% 23.9%

居宅訪問型児童発達支援 67 3.0% 97.0% 0.0% 32.8% 52.2% 14.9% 0.0% 76.1% 23.9%

障害児入所支援（福祉型） 67 3.0% 97.0% 1.5% 34.3% 49.3% 14.9% 0.0% 76.1% 23.9%

障害児入所支援（医療型） 67 3.0% 97.0% 1.5% 32.8% 50.7% 14.9% 0.0% 76.1% 23.9%

医療型児童発達支援 67 4.5% 95.5% 3.0% 28.4% 53.7% 14.9% 0.0% 76.1% 23.9%

障害児相談支援 67 4.5% 95.5% 1.5% 38.8% 44.8% 14.9% 3.0% 73.1% 23.9%

利
用
し
な
い

無
回
答

以前利用していた 現在の利用状況 今後の利用希望

以
前
利
用
し
て
い
た

（
今
は
利
用
し
て
い
な
い

）

無
回
答

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
る

）

知

っ
て
い
た

（
利
用
し
て
い
な
い

）

知
ら
な
か

っ
た

無
回
答

利
用
し
た
い



 

－ 304 － 

［問43のサービスで「現在：知っていた（利用している）」に〇をつけた方におききします］ 

問44 現在、利用しているサービスの事業所及び施設をどのような方法で探しましたか。（○はいくつ

でも） 

現在、利用しているサービスの事業所及び施設を探した方法については、「家族・知人の紹

介」が 37.7％と最も高く、次いで「相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談支

援センター含む）」が 32.1％、「インターネット（事業所のホームページなど）」が 24.5％と

なっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問43で「以前利用していた（今は利用していない）」に○をつけた方におききします］ 

問45 サービスを利用しなくなった理由は何ですか。主なもの１つについてお答えください。（○はい

くつでも） 

サービスを利用しなくなった理由については、「その他」が 53.3％と最も高く、次いで「支

給要件に該当しないから」が 16.7％、「必要とするサービスがないから」、「利用の仕方がわか

らないから」がそれぞれ 10.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

3.8%

24.5%

32.1%

37.7%

22.6%

5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

障害福祉サービス情報公表制度を利用した(n=2)

インターネット（事業所のホームページなど）(n=13)

相談員やケアマネジャーへの相談（川越市障害者相談

支援センター含む）(n=17)

家族・知人の紹介(n=20)

その他(n=12)

無回答(n=3) n=53

3.3%

16.7%

10.0%

3.3%

10.0%

53.3%

3.3%

13.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

自己負担が大きく、利用できないから(n=1)

支給要件に該当しないから(n=5)

必要とするサービスがないから(n=3)

どのようなサービスがあるかわからないから(n=1)

利用の仕方がわからないから(n=3)

その他(n=16)

わからない(n=1)

無回答(n=4)
n=30
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■利用しなくなった主なサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《災害等についておききします》 
 

問46 火事や地震、風水害等の災害時に、避難できますか。（○は１つ） 

火事や地震、風水害等の災害時の避難について、「１人でできると思う」が 40.3％と最も高

く、次いで「支援者がいるのでできる」が 25.4％、「わからない」が 23.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［問46で「３ できない」に○をつけた方におききします］ 

問47 災害時に、避難できないと思う理由は何ですか。（○はいくつでも） 

災害時に避難できないと思う理由について、６件中「避難所がわからない」、「避難が必要

かどうかわからない」、「その他」がそれぞれ３件となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

   

40.3% 25.4% 9.0% 23.9% 1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１人でできると思う(n=27) 支援者がいるのでできる(n=17)

できない(n=6) わからない(n=16)

無回答(n=1)

n=67

支
援
者
が
い
な
い

人
工
呼
吸
器
な
ど

の
医
療
機
器
が
必

要

避
難
所
が
遠
い

避
難
所
が
わ
か
ら

な
い

避
難
が
必
要
か
ど

う
か
わ
か
ら
な
い

災
害
情
報
が
入
ら

な
い

そ
の
他

無
回
答

2 0 0 3 3 0 3 0

n=6

利用しなくなったサービス名 件数
就労移行支援 10

就労定着支援 2

自立支援（病院内デイケアサービスによるもの） 1

自立支援医療 1

就労継続支援A型 1

就労継続支援Ｂ型 1

障害児相談支援 1

保育所等訪問支援 1

無回答 12

回答者数 30
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［全員におききします］ 

問48 災害に備えた取り組みで、あてはまるものがありますか。（○はいくつでも） 

災害に備えた取り組みについては、「周辺の避難場所を知っている」が 55.2％と最も高く、

次いで「特に何もしていない」が 38.8％、「家族で避難の方法や避難場所について話し合って

いる」が 25.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問49 災害時にどのような支援・援助があるとよいと思いますか。（○は３つまで） 

災害時にあるとよいと思う支援・援助については、「必要な投薬や治療を受けられる」が

52.2％と最も高く、次いで「避難所の設備（トイレ等）を充実させる」が 47.8％、「避難所で

プライバシーが守られる」が 40.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

1.5%

1.5%

55.2%

25.4%

7.5%

0.0%

3.0%

38.8%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

避難行動要支援者名簿を知っている(n=1)

避難行動要支援者名簿に登録している(n=1)

周辺の避難場所を知っている(n=37)

家族で避難の方法や避難場所について話し合っている(n=17)

学校や職場、地域の避難訓練に参加している(n=5)

病院での離脱訓練（透析患者向けの災害時における訓練）を

知っている(n=0)

その他(n=2)

特に何もしていない(n=26)

無回答(n=2)
n=67

52.2%

11.9%

17.9%

7.5%

35.8%

26.9%

47.8%

40.3%

9.0%

17.9%

6.0%

7.5%

3.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

必要な投薬や治療を受けられる(n=35)

必要な補装具や日常生活用具を支給してくれる(n=8)

救助や避難時に声かけをしてくれる(n=12)

避難するのを手助けしてくれる(n=5)

被害状況、避難所の場所、物資の入手方法等の情報を知らせてくれる

(n=24)

周囲の人とコミュニケーションがとれるよう手助けしてくれる(n=18)

避難所の設備（トイレ等）を充実させる(n=32)

避難所でプライバシーが守られる(n=27)

障害者や高齢者が優先的に避難できる避難所がある(n=6)

避難できない、または避難したくないので、自宅に支援物資などを届けて

くれる(n=12)

その他(n=4)

特にない(n=5)

無回答(n=2)

n=67
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《差別や疎外感についておききします》 
 

問50 平成28年4月から、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差別解消法）」が

施行され、行政機関や民間企業等は障害を理由とした差別が禁止され、障害者から社会的障壁を

取り除くための配慮を求める意思の表明があった場合、合理的配慮を行うこととされました。あ

なたは、この法律について知っていますか。（〇は１つ） 

平成 28 年４月から施行された「障害者差別解消法」の認知度については、「知らない」が

62.7％と最も高く、次いで「法律の名前は知っているが、内容は知らない」が 29.9％、「法律

の名前も内容も知っている」が 7.5％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問51 障害者差別あるいは合理的配慮に関することを、各市町村障害福祉担当課に相談することがで

きます。あなたはこのことをご存知ですか。（○は１つ） 

障害者差別あるいは合理的配慮に関することを各市町村障害福祉担当課へ相談することが

できることについては、「知らない」が 77.6％と最も高く、次いで「わからない」が 16.4％、

「知っている」が 6.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.5% 29.9% 62.7% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

法律の名前も内容も知っている(n=5)

法律の名前は知っているが、内容は知らない(n=20)

知らない(n=42)

無回答(n=0)

n=67

6.0% 77.6% 16.4% 0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている(n=4) 知らない(n=52) わからない(n=11) 無回答(n=0)

n=67



 

－ 308 － 

問52 障害があることで、差別や疎外感を感じることがありますか。（○は１つ） 

差別や疎外感を感じることについては、「たまに感じる」が 53.7％と最も高く、次いで「い

つも感じる」が 20.9％、「わからない」が 16.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問53 具体的には、どのようなときに、差別や疎外感を感じますか。（○はいくつでも） 

どのようなときに、差別や疎外感を感じるかについては、「日常生活で（他人の視線を感じ

る/心ない言葉を受ける/障害に対する誤解がある等）」が 53.7％と最も高く、次いで「人との

交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）」が 52.2％、「仕事場で（会社・職場

に理解されない等）」が 29.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問54 経験したり、見聞きしたことのある、障害のある方への配慮として良いと思ったことや配慮が

あって助かったこと、また、どのような合理的配慮があると良いかについて具体的に教えてくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

   

53.7%

29.9%

7.5%

9.0%

52.2%

20.9%

11.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日常生活で（他人の視線を感じる/心ない言葉を受ける/障害に対する

誤解がある等）(n=36)

仕事場で（会社・職場に理解されない等）(n=20)

学校で（通常の学級との交流が難しい等）(n=5)

外出時や交通機関乗車時に（迷惑がられる/乗車拒否される等）(n=6)

人との交流の場で（話の輪に入れない/活動に参加できない等）(n=35)

その他(n=14)

無回答(n=8) n=67

7.5% 53.7% 20.9% 16.4% 1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ほとんど感じることはない(n=5) たまに感じる(n=36)

いつも感じる(n=14) わからない(n=11)

無回答(n=1)

n=67
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《成年後見制度についておききします》 
 

問55 「成年後見制度」とは、知的障害や精神障害などの理由により、判断能力が十分でない方の財産

などの権利を守る制度です。あなたは、「成年後見制度」について知っていますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」については、「知らない」が 46.3％と最も高く、次いで「聞いたことはあ

るが詳しくはわからない」が 35.8％、「知っているが、利用したことはない」が 14.9％とな

っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問56 あなたは、「成年後見制度」を活用したいと思いますか。（○は１つ） 

「成年後見制度」を活用したいかについては、「今は必要ないが、将来必要になったら活用

したい」が 46.3％と最も高く、次いで「わからない」が 37.3％、「活用したいとは思わない」

が 11.9％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

0.0%

46.3% 11.9% 37.3% 4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

すでに活用している(n=0)

今は必要ないが、将来必要になったら活用したい(n=31)

活用したいとは思わない(n=8)

わからない(n=25)

無回答(n=3)

n=67

0.0%

14.9% 35.8% 46.3% 3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したことがある（または現在利用している）(n=0)

知っているが、利用したことはない(n=10)

聞いたことはあるが詳しくはわからない(n=24)

知らない(n=31)

無回答(n=2)

n=67
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《サポート手帳についておききします》 
 

問57 あなたは、「サポート手帳」についてご存知ですか。どこで知りましたか。（○はいくつでも） 

「サポート手帳」の認知度については、「知らない」が 83.6％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問58 あなたは、「サポート手帳」をもっていますか。（○は１つ） 

「サポート手帳」を所持については、「持っている」が 7.5％に対し、「持っていない」が

91.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問59 問58で「1.持っている」に○をつけた方にうかがいます。「サポート手帳」を入手したところは

どこですか。（○は１つ） 

「サポート手帳」の入手先については、５件中「市の担当窓口」が３件となっています。 

 

 

 

 

 

   

3.0%

4.5%

3.0%

3.0%

3.0%

0.0%

4.5%

83.6%

1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

市・県の広報(n=2)

市や県が発行する資料やパンフレット(n=3)

障害者福祉施設や団体の機関紙やパンフレット(n=2)

家族や友人・知人(n=2)

パソコン・スマートフォン(n=2)

相談員やケアマネジャー(n=0)

その他(n=3)

知らない(n=56)

無回答(n=1)

n=67

7.5% 91.0% 1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

持っている(n=5) 持っていない(n=61) 無回答(n=1)

n=67

県
の
ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

市
の
担
当
窓
口

発
達
障
害
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
者
福
祉
施

設
や
団
体

相
談
員
や
ケ
ア

マ
ネ
ジ

ャ
ー

そ
の
他

無
回
答

0 3 0 1 0 1 0

n=5
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《市の取り組み等についておききします》 
 

問60 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させていけばよい

と思いますか。あてはまるものに○をつけてください。（○は５つまで） 

市が充実させていくべきことについて、「働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保

等）」が 43.3％と最も高く、次いで「経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充

等）」が 41.8％、「支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実

（生活相談、療育相談、職業相談、計画相談等）」が 32.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

7.5%

4.5%

7.5%

9.0%

11.9%

23.9%

4.5%

9.0%

10.4%

7.5%

43.3%

20.9%

4.5%

32.8%

23.9%

13.4%

19.4%

4.5%

1.5%

41.8%

7.5%

7.5%

13.4%

3.0%

19.4%

7.5%

9.0%

9.0%

17.9%

11.9%

3.0%

4.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

在宅福祉サービスの充実（ホームヘルプ、入浴、外出支援等）(n=5)

在宅の給食サービスの充実（食事を家庭まで届ける）(n=3)

入所施設の整備（障害者支援施設）(n=5)

通所施設の整備(n=6)

保健医療サービスの充実（検診、専門的な機能回復訓練、訪問指導、医師会との連携等）(n=8)

自立のための訓練（身体機能・生活能力の向上を図る訓練)(n=16)

住宅の整備・改造のための支援(n=3)

地域で生活できる住宅の整備（グループホーム、生活ホーム等）(n=6)

暮らしやすい街づくり（道路の段差解消、点字ブロックの整備、案内表示等）(n=7)

療育・保育・教育の質の向上(n=5)

働く機会の充実（職業訓練の実施、働く場の確保等）(n=29)

一般企業以外での就労の場（就労継続支援等）(n=14)

地域での活動や余暇活動への参加のためのしくみづくり(n=3)

支援センター、医師、精神保健福祉士等がチームとなった相談体制の充実（生活相談、療育相談、

職業相談、計画相談等）(n=22)

身近なところで相談ができる相談窓口の整備(n=16)

福祉の手続きができる窓口の増設(n=9)

電子申請による手続きの簡素化(n=13)

財産管理の援助（財産保全サービス、成年後見制度等）(n=3)

ボランティアの育成(n=1)

経済的な援助の充実（医療費の補助、手当・年金の拡充等）(n=28)

情報通信分野の充実（パソコンの貸与、情報通信ネットワークの構築、公衆ファクス等）(n=5)

災害時における避難誘導体制の確立(n=5)

緊急時に受け入れ可能な拠点の整備(n=9)

介助者への支援（短期入所及び一時預かりの場の充実）(n=2)

障害のある人についての地域の事業者や住民の理解を深めるための活動（啓発、福祉教育等）

(n=13)

障害のある人へのコミュニケーション支援（手話通訳・要約筆記等）(n=5)

障害者団体の自立活動に対する行政の支援(n=6)

障害福祉サービスの情報提供(n=6)

差別・虐待防止の周知・対応の推進(n=12)

その他(n=8)

特にない(n=2)

無回答(n=3)

n=67



 

－ 312 － 

問61 川越市の障害者施策全般について、満足していますか。（○は１つ） 

川越市の障害者施策全般について、「満足している（満足している＋少し満足している）」

が 23.8％となっています。また、「満足していない（あまり満足していない＋満足していな

い）」も 23.8％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最後に、この調査を通じて、選択肢や自由記入欄だけでは表現しきれなかったことや、ご意見・ご要

望、計画に盛り込みたいことなどがありましたら、自由にお書きください。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

ご家族や援助（介助や手助け）をされている方へ 
 

あなたの立場（調査対象のご本人との関係）は次のうちどれですか。（○は 1つ） 

調査対象ご本人との関係については、「父母」が 58.2％と最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

58.2%

4.5%

3.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

34.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

父母(n=39)

子(n=3)

配偶者(n=2)

兄弟姉妹(n=0)

祖父母(n=0)

親類(n=0)

同居者(n=0)

介助等事業者の職員(n=0)

通所（入所）施設の職員(n=0)

その他(n=0)

無回答(n=23)

n=67

11.9% 11.9% 49.3% 13.4% 10.4% 3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している(n=8) 少し満足している(n=8) どちらともいえない(n=33)

あまり満足していない(n=9) 満足していない(n=7) 無回答(n=2)

n=67
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あなたの９月１日現在の年齢をご記入ください。 

介助や手助けをされている方の年齢については、「50 歳代」が 23.9％と最も高く、次いで

「60歳代」が 14.9％、「40歳代」が 10.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎日の援助の中で気づいた問題点や、市へのご意見・ご要望などがありましたら、自由にお書きくだ

さい。 

 

【自由記述編を参照】 

 

 

 

 

0.0%

1.5%

3.0%

4.5%

10.4%

23.9%

14.9%

7.5%

0.0%

34.3%

0% 10% 20% 30% 40%

10歳未満(n=0)

10歳代(n=1)

20歳代(n=2)

30歳代(n=3)

40歳代(n=7)

50歳代(n=16)

60歳代(n=10)

70歳代(n=5)

80歳以上(n=0)

無回答(n=23)

n=67
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